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1981年10月3，4目 の両日，

ユイヲ州ソル トレーク ・シティー，

テンブルスクウェアのタバナクル において催 された

大会の説教 とその模様
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世 界中から訪れた教会員 と指導者が，

ソル トレーク ・シテ ィーのテンプルスク

ウ ェアにある歴史的なタバナクル とその

　
周辺 の建物 に再び会 して，末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会第151回 半期総大会が

　
開催 さ れ た。

しか し， 第12代 大 管長 スペ ンサ ー ・W・

墨
キ ンボールは9月4日 以来市内のLDS

病 院に入院 中のため，1ρ月3，4日 の両 日

　
に開かれた各部会 に出席す ることはでき

なかった。

大管長が欠席する中で総大会が開かれ

たのは， デビッ ド ・0・ マッケイ大管長

が病気 で出席 できなかった1969年 の10月

大会以 来のことである。 ・

1981年10月 大会の各部会 は，N・ エル

ドン ・タナー第一副管長が管理 し，司会

1』嘉三熱 識 慧

ヒンク レー副管長が務 めた。

教会 幹部 で出席できなかったのは， キ

ンボール大管長のほかに， 入院 中のG・

ホーマー ・ダラム長老 とセオ ドア ・M・

バー トン長老， それに南アメ リカのウル

グ ァイ ・，モンテビデオ伝道部 を管理 して

い るF・ バー トン ・ハワー ド長老の3名

である。

今回の大会 では，過去10年 間ほ とんど

の大会で開催 されてきた地区代表セ ミナ

ーが開かれなか った。 次回のセ ミナーは，

1982年4月 の総大会に予定 されている。

総大会 の各部会の模 様は，従来のよう

に数力国語 で全世界に放送 された。

総大会 の1週 間前にあたる9月26日 の

夜，タバナクルにおいて秋の扶助協会大

会が開かれ， この模 様 も世界各地で放送

された。
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十 二 使 徒評 議 員会
エズラ ・タフ ト ・ベンソン
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リグラ ン ド ・リチ ャーズ

ハ ワー ド ・W・ ハンター
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顧 間
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ジョー ジ ・P・ リー

F・ エ ンツ イ才 ・づツシ 工

編 集 長

M・ ラッセル ・バラ ー ド

国 際 機 関 誌

編 集主幹 ：

ラ リー ・A・ ヒラー

編集副主幹1

デ ビツ ド ・ミツテ ェル

子供の頁編 集 ：

ボ ニー ・ソー ンダーズ
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教会役員の支持
副 管 長 ゴ ー ドン ・B・ヒ ン ク レー'

私た ちは ゴー ドン・B・ヒンク レー を大管

長会 の副 管長 として 支持 して下 さ るよ

う提 議致 します。 この提議 に賛成 の方 はそ

の意 を表わ して下 さい。 もし反対 の方 があ

れ ば， 同 じよ うに その意 を表 わ して下 さい。

私 たちは 二一 ル ・A・ マ ック ス ウ ェル長

老 を十 二使徒 定 員会 の会 員 として支 持 して

下 さ るよ う提 議 致 し ます。 この提 議 に賛成

の方 はそ の意 を表 わ して下 さ い。 も し反対

の方 があれ ば， 同 じよう にそ の意 を表 わ し

て下 さい。

私 たち はG・ ホー マー ・ダラム長 老 を七

十 人 第一定 員会 会長 会 の一 員 と して支持 し

て下 さ るよ う提 議 致 し ます。 こ の提 議 に賛

成 の方 は そ の意 を表 わ して下 さ い。 も し反

対 の方 が あれ ば， 同 じ よう にそ の意 を表 わ

して下 さい。

た だ今 支持 さ れた兄 弟 た ちを 除い て，前

回の 総大 会 か ら教 会 幹部 の 異動 があ りませ

んの で，教 会 幹部 ， そ の他 管理 役 員 を現状

の ま まで支持 して下 さ る よう提議 致 します。

この提議 に賛成 の方 は その意 を表 わ して下

さい。 もし反対 の方 が あれ ば， 同 じよ うに

その意 を表 わ して下 さ い。
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確信 宗教の真髄

副 管長

ゴー ドン ・B・ヒ ン ク レー

私
た ちの予 言者 キ ンボー ル大 管長 の ため

に， これ ほ ど惜 しみ な い愛 が注 がれ た

こ とはな か った と思 い ます。 私 た ち主 の民

は，心 を合わ せ 声 を合 わ せ て， 主か ら与 え

られ た祝福 に感謝 し， キ ンボー ル大 管長 が

さ らに健康 を回復 さ れ るよ う に祈 る もの で

す。

そ して現 在 入 院 中のG・ ホー マー ・ダ ラ

ム 長 老 とセ オ ドア ・M・ バ ー トン長 老 のた

め に も祈 りたい と思 い ます。 ま たバ ー トン・

ハ ワ ー ド長 老 は， ウ ルグ ァイの伝 道部 管理

の た めに 欠席 して い る こと を皆 さん にお知

らせ して お きた い と思 い ます。・

兄弟 姉妹 の皆 さん， 皆 さん が それ ぞれ の

地 で天 父 の子供 たち のた め に捧 げて下 さ る

忠実 な働 き に感謝 します。 また， この場 に

集 う ため に 多く の犠牲 を払 って下 さ った こ

とに感 謝 し ます。 明 日ここ を去 る時 に， す

べ て の人 が命 のパ ンを得 た と感 じる こ とが

で き るよ う に祈 って い ます。 そ して この 同

じ祈 りを， 各 家庭 で大 会 の様 子 を聴 いて い

る方 々の ため に も捧 げ ます。

私 は 皆 さん を代表 して， 広範 囲 に わた る

放 送 を可能 に して下 さっ た ラジ オ， テ レ ビ

聖徒の道/1982年4月 号

局 の方 々 や，通 信 関係 の方 々 に感謝 したい

と思 います。 この 方 々の働 きには， 何十 万

人 もの人 々が感 謝 して い る こと と思 い ます。

また， この大 会 の模 様 は衛 星 中継 という

驚 くべ き技術 によ り全米 の教 会 員に放 送 さ

れ て いま す。 ソ ル トレー ク ・シテ ィーか ら

北 へ数 キ ロ行 っ た丘 の上 に新 しい装 置が 設

け られ ま し たが， 本大 会 の音声 と映像 はこ

の装 置 か ら電 波 にのせ て赤 道 の上空3万6

千 キ ロま で送 られ ま す。 そ こで電 波は増幅

さ れて 地上 に送 り返 され ます。 それ を合衆

国 各地 の ス テー キ部 セ ンター に設 置され た

ア ンテナ で受信 しま す。今 の と ころ受信装

置 を備 え た ステ ーキ部 セ ンターは わず か し

か あ りませ ん が， 今後1年 半 の間 に400か

ら500カ 所 に設 置 す る予 定 です。 そ うなれ

ば， 合 衆 国の ほ とん どの 会貝 は， それ ぞれ

の 家庭 で ラ ジオ， テ レビ， 有 線放送 を通 し

て， ある い はス テー キ部 セ ンター に集 まる

こ とによ って， 総 大 会 に出席 で きる ように

な ります。

教 会 の発 展 に伴 って，望 む人全 員 をひ と

つ の建 物 に収 容す る のは 不可能 にな りま し

た。 また， 多額 の旅費 を 支払 って集 うこ と

も難 し くな りま した。 しか し， 科学 という

賜 が， もっ と便 利 な方 法 を与 えて くれ ま し

た。 主 の み業 が拡 大 され る につ れて， 主 は

人類 に霊 感 を与 え，世 界中 の教会 員が どこ

に い よう と も直 接予 言 者 の言葉 を 聞け るよ

うな方 法 を示 して下 さる と確信 して い ます。

コ ミュニ ケー シ ョンは，教 会 員 をひ とつ の

家族 と して結 ぶ 原動 力で す。 これ らの 設備

が すで に置 か れて い る とこ ろ， あ るい は間

もな く設 置 され る所 では， それ ぞれ の 必要

に応 じて， また状 況 に応 じて， 互 い に情 報

交換 を行 な う こ とが で きる よ うにな るで し

ょう。

私 事 で恐 縮 です が， こ こで 少 しお時間を

い ただ いて 話す こと をお許 し下 さ い。 私 は
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今 か ら20年 前 の10月 大会 で， 十 二使 徒評 議

員会 の会 員 と し七支持 され ま した。 それ ま

で の2年 半 は， 十二 使徒 補助 と して 働 かせ

て い ただ きま した。 以 来現 在 に至 る までは

多事 多端 な時期 に あた り， 教会 は デ ビ ッ ド

O・ マ ッケイ ， ジ ョセフ ・フ ィー ルデ ィ

ン グ ・ス ミス， ハ ロル ド ・B・ リー， スペ

ンサ ー ・W・ キ ンボー ル とい う霊 感 を受 け

た4人 の大 管長 によ って管 理 され て きま し

た。 そ して， この 間 に教会 は全 世 界 に向 か

って 驚 くべき 発展 を遂 げ たの です。 数 百 万

の 人々が教 会 に加 わ りました。 教 会 に敵 対

す る声 を挙げ る 人 もい ま した。 しか し， い

か なる批 判 も， 主 の み業 の発 展 を と どめ る

こ とは でき ませ んで した。 か え って 私 た ち

を擁 護 し，支 持 す る人 々が増 え， 時 には 多

くの 人が教会 に加 わ る こ とにな りま した。

私 個 入 にと って， これ らの年 月 は まさ に

チ ャレン ジの時 で， 苦労 の 多い責任 と満 足

感 を与 えて くれ る経 験 が同居 した毎 日で し

た。 また，世 界中 の聖徒 の皆 さん と お会 い

す る機 会 で もあ りま した。私 は各地 で皆 さ

ん の家 庭 を訪 問させ て いた だ きま し たが，

その際 に温 か い もてな し と親切 とを受 け ま

した。心 か ら感 謝 の気持 ちを表 わ し たい と

思 い ます。・ま た集会 に出席 して ，皆 さん の

証 や信 仰 あ、ζ・れ る話 を伺 いま した。 皆 さ ん

の悲 しみ を知 って共 に涙 し， 成 功 を知 っ て

多 くの人 々 と喜 び合 いま した。 私 の信仰 は

強 固にな り， 知 識 は増 し， 神 の子供 たちへ

の愛 はかつ て なか っ たほ ど高 ま りま した。

最 近の こ とです が， 私 は旅 をす る機 会 に

恵 まれ， 中華 人民 共和 国， 東 ヨー ロ ッパ 諸

国， それ に ロ シアを訪 れ ま した。 どこへ 行

って も，，善良 な 人々 の温 か さ に触 れ き した・

皆， 神様 の子 供 なの です。 確 か に政 治的 ，

思 想的 には大 き な隔 た りがあ ります が， 本

質的 には 同 じです。 すべ ての 人 は神様 の 息

子 であ り， 娘 なの で す。 心 の 奥底 で は同 じ
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願望 を抱 い てい ます。 夫 は妻 を愛 し， 妻 は

夫 を愛 して い ます。 親 は子 供 を愛 し， 子 供

は親 を愛 してい ます。 彼 らの心 も，・機 会 さ

え与 え られ れば， 同 じ真 理 に共 鳴す るの で

す 。 ほ とん どの 人は ，戦 争 よ り も平 和 を，

争 い よ りは 兄弟 愛 を望 んで い ます。 また，

流言 よ りも真理 を求 め て います。 私 た ちに

は果 た さ なけれ ば な らな い重大 な責 任が あ

ります。 それ は，地 上 に住 む これ らすべ て

の 人 々に 永遠 の福音 を教 える こ とで す。 多

くの 門戸 はい ま だに閉 ざ され てい ます。 し

か し， 私 たち が絶 えず祈 り求 め， その ため

に備 える な らば， 主 はみ こ ころ にか な う時

にすべ て の 門戸 を開 いて下 さ る に違 い あ り

ませ ん。 その 時 がいつ な のか， 私 には わか

り ませ ん が， 私 たち は努 めて この み業 に従

って いか なけ れ ばな らな いの です。

私 は20年 以 上 にわ た り教会 幹部 の責 任 を

果 た して き ま したが， その 間 にア ジアの大

い なる 国々 で奇 跡的 に 門戸が 開 かれ， み 業

が進 め られ てい くの を， この 目で見 て きま

し た。 わず か25年 前 には伝道 開始 な ど夢 に

も 見なか った 国々 に，現 在 で は10万 人以 上

の会 員 がい て， 強 いワ ー ド部 や ス テー キ部

が 幾 つ も組 織 さ れ て い ま す。 主が 不 思 議

な方 法 で 門戸 を開 き， そ こに住 む 人々の 心

に触 れ られ たの です。 そ して今， 同 じよ う

な こ とが他 の 国々で も起 こって い ます。 目

に は見 え な くと も， 確 か にこの み業 は進 め

られ て い るの です。

私 は この20年 間 を振 り返 り， 主 のみ業 が

偉大 な発展 を遂 げ た こと に心か ら感 謝 し ま

す。

私 は新 たな責 任 を いた だ きまし た。 キ ン

ボ ー ル大 管長， タナ ー副管長 ， ロム ニー 副

管長 をは じめ， 十 二使 徒， 七 十 人， 管理 監

督 会の 兄 弟た ちが， 私 に信 頼 を寄 せて 下 さ

る こ とを感 謝 し ます。 私 のた だひ とつ の願

い は， いか な る職 に 召され て も忠実 に働 く



こ とで す。 私 の新 た な召 し につ いて， 寛大

な 心 と、思いや りとを示 して下 さ った 多 くの

方 々 に感謝 します。 この神 聖 な召 しを受 け

る こと によ って， 私 は 自分 の持 つ 弱 点 に気

づ き ま した。 もし私が いか なる時 で あれ皆

さん を傷つ け る よ うな ことが あ った な ら，

この場 で心 か らお わ び します。 ど うか赦 し

て 下 さ い。 この 召 しが長 い もの であ れ，短

い もので あれ ，私 は愛 と信 仰 を も って全 力

を尽 くす覚 悟 で す。

聖徒 たちが 互 い に理 解 し合 い， 耐 え る精

神 と赦 す気持 ち と を持 つ よ うに願 って いま

す。私 たち には， 他 人 の批判 や粗 探 しな ど

を して， 時 間や エ ネル ギー を浪 費 して いる

余 裕 な どあ りませ ん。 主 は その 民 に次 のよ

う に命 じて お られ ます。 「す べ て の 談 話 に

よ り， すべ ての祈 りに よ り， す べ ての訓 戒

に よ り， す べて の行 為 によ りて， 汝の 兄弟

た ちを 強 くすべ し。」これは 明確 に宣言 され

た戒 め であ り， 次 の ような 素晴 らしい約束

を伴 って います。 「見 よ，み よ，わ れ汝 と共
と.こし え

に 在 りて汝 を祝 福 し， 永 久に汝 を救 わ ん。」

(教 義 と聖 約108：7-8)

さて， ここで み た まの導 き を願 いつ つ，

別 の こと につ いて お話 した い と思 い ます。

最 近 この町 で， 東部 か らや って き た著 名な

ジャー ナ リス トが 講演 を行 な い ました。 私

は 彼の話 を直接 聞 いた ので は な く， 新 聞で

読 んだ ので すが ， その 中 には次 の よ うな言

葉 が引 用 されて い ま した。 「確 信 は 宗 教 の

敵 であ る。」 私 は この 言葉 を 心 の 中 で 反 す

うして い ま した。 私の 定義 で は，確 信 とは

完 全 に信 じる こ とで あ って， これ は決 して

宗 教 の敵 では あ りませ ん。 む し ろ，宗 教 の

真 髄 と言 え る もの で す。

確信 とは，信 じて 疑わ な い ことで あ り，

信 念 を持つ ことで あ ります。 ま た，信 仰 の

力 であ って， この 力は 知識 に匹敵 し， 知識

にな り得 る もの で す。 確信 は熱意 を引 き起
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こ します。 反感 や偏 見， 冷淡 な態 度 を克服

す る上 で， この 熱意 に勝 る力 はあ りませ ん。

不安 定 な基 礎 の上 に， 巨大 な建 造物 は建

て られ ませ ん。 煮 えき らな い指導 者の もと

で は， 決 して偉大 な事 業 は成 功 しませ ん。

確 信 が なけ れば， 福 音 を世 に広 めて， 人々

を改宗 させ る こ とはで きな いの です。 個 人

の確信 の中心 をなす ものが信 仰 であ り， こ

の信 仰 こそ， これ まで そ うであ った よ うに，

いつ の世 にあ って も宗教 生 活の根 源 にな ら

な けれ ばな りませ ん。

「あ なた がた はわ たしをだれ と言 うか」と

主 がお 尋ね にな った時， ペテ ロの心 に は何

の 疑い もあ りませ んで した。 「シモ ン ・ペ テ
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ロが 答え て言 った， 『あ なたこそ，生 け る神

の子 キ リス トセす。』」(マ タイ16：15-16〉

ま た， カペ ナ ウム の群 集 に 向か って， イ

エ スが御 自身 を命 のパ ンであ る と教 えられ

た時 も， ペ テ ロは何 の 疑 い も抱 き ませ ん で

した。 この教 えが理 解 で きな か った 「多く

の弟子 た ちは去 って いっ て， もは や イエ ス

と行動 を共 にしなかった」と記 されています。

「ぞこで イエ ス は十 二 弟 子 に言 われ た
，

『あ なた がた も去 ろ う と す る の か。』 シモ

ン ・ペ テ ロが答 え た。 『主 よ， わ たした ちは ，

だれ の ところ に行 き ま しょう。 永遠 の 命の

言 を もっ て いるの は あな たです。 わ た した

ちは， あ なたが 神 の聖 者 であ るこ とを信 じ，

また知 ってい ます。』」(ヨ ハ ネ6：66-69〉

救 い主 の死後 ，使 徒 た ちはみ 業 を遂 行 し，

主 の教 義 を教 え， 激 しい苦 難 の 中で命 まで

も捧 げ ました。 もし彼 らが 自らが代 表 す る

主 に対 して， あ るい は 自らが教 える教義 に

対 して， わず か で も疑 い を抱 いて いた とし

た ら， その よう な こ とが で きた で しょ うか。

パウ ロは キ リス ト教徒 を 迫害 す るた めに ダ

マ スコヘ 向か う途 中， 光 に照 らされ て み声

を聞 きま した。 その後， 彼 の確 信が 揺 ら ぐ

こ とはあ りませ ん で した。 パ ウロ は30年 間

にわ たっ て 自らの 時間 と， 力 と，命 とを捧

げて，復 活 され た主 の福 音 を宣 べ伝 えたの

です。 自分 の慰 めや安 全 な ど顧 みず， 当 時

知 られ て いた世 界 を巡 り歩 いて こう宣 言 し

ま した。 「死 も生 も，天使 も支 配者 も，現 在

の もの も将 来 の もの も， 力あ る もの も， 高

い もの も深い もの も， そ の他 どん な被造 物

も， わた した ちの 主 イエ ス ・キ リス トに お

ける神の 愛か ら， わ た した ちを 引き 離す こ

とは で きない ので あ る。」(ロ ー マ8：38-

39)

ローマ で処刑 され たパ ウ ロは， イエ ス ・

キ リス トが神 の御子 であ る とい う最 後 の証

を， 自らの死 を も って結 び固 め たの です。
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同 じこ とが初期 の ク リスチ ャ ンに も 言 え

ます。 復 活 され生 き てお られ る神 の御 子 を

信 じる何 千， 何万 とい うク リスチ ャ ンが ，

信 仰 を否定 す る よ りは と， 投 獄， 拷 問， そ

して 死刑 を も甘 ん じて受 け ま した。

も し確 信 がな か った ら， ル ター， フ ス，

ツ ウ ィング リを は じめ とす る偉 大な 人物 が

勇気 を もっ て推 し進 め た宗 教改 革 な どあ り

得た で し ょうか。

そ して そ れは 現代 にも言 え る ことです 。

信 者 に確 信 がな けれ ば， 宗教 の 大義 は弱 ま

り， そ の教 え を広 めて 人 々の心 を捕 らえ る

原動 力 も推進 力 もな くな って し まい ます。

神 学 につ い て 口論 する こ とは でき て も， 行

動 に よって 得た 個 入 の証 は否定 す る ことは

で きませ ん。 私 た ちが恩 恵を受 け てい る こ

の福 音 の神 権時 代 は， 天 父 と御 子 が少年 ジ

ョセフ ・ス ミスの も とを訪れ るとい う輝 か

しい示現 に よ って幕 が開 か れ ま した。 この

少年 は 自分 が 経験 した こと を近 所 の牧 師 に

話 しま した。 す る と牧 師 は非 常 に軽 蔑 して

こ う言い ま した。 「そ ん な こ と は 全 く悪 魔

の仕 わざ であ る， 今 の時 代 に示現 だの啓 示

だの とい う よう なこ とが あ る ものか。」(ジ

ョセ フ ・ス ミス2：21)

他 の 人 々 も口を そ ろえて ジ ョセ フを攻 撃

し ま した。 彼は 激 しい迫 害 を一 身 に受 け ま

し た。 しか し， 次 の よう に記 して い ます。

「私 は実 際 に光 を 見た
。 その光 の唯 中に二

人 の御 方 を見 た。 そ して その方 々 は真実 私

に お言葉 をか けた もうた。 私 が示現 を受 け

た と言 う ため に憎 まれ ま た迫害 され て も，

な お それ は真実 で あ る。 そ して私 が この よ
のの し

う に言 うた め に， 人 々が私 を迫 害 し罵 り偽

っ て あ らゆる悪 口を あび せて いる 間 に， 私

は 自分 の胸 の 中で 語 る よう に な った。 『何

故 真実 の こ とを話 す か ら私 を迫害 す るの か。

私 は本 当 に示現 を受 けた のだ， 私 が どう し
さか

て 神 に抗 らえ よ うか。 何故 世 の 中の 人は，



私 が 本 当に 見た もの を 見な い と言わ せ よ う

と思 う のか。 私 は示 現 を受 けた ので あ るか

らそれ が事実 であ るの を 身 を以 て知 って い

る。 私 は神 が それ を知 りた もう こと を知 っ

て い る。 私 は それ を打 ち消 す こ とは でき な
あえ

か っ た。 また敢 て 打 ち消 そ うと も しなか っ

た。」(ジ ョセ フ ・ス ミス2：25)

こ の言葉 には， み じん の疑 い もあ りませ

ん。 ジ ョセ フ ・ス ミス に とって この 経験 は，

真 昼 の太 陽 が暖 かいの と同様 に，現 実のもの

だ ったの で す。 彼の 確信 は 決 して薄 れ た り，

揺 らい だ りは しませ ん で した。 よみが え ら

れ た主 につ いて ， 彼が 後 に記 した証 を聞 い

て下 さい。
つ な

「さ て
， こ の子 羊 に 就 き て為 され たる様

様 の証 の挙 句， われ らの為 す 最 後の 証 はす
これ

なわ ち 『主は 実 に生 きた もう』 こ と是な り。

わ れ らは， 彼 がす なわ ち神 の 右 に座 した

も うを 見た り， また， 御 父 の生 み た もう独

子 な りと証 した もう声 を聞 け り。

す な わ ち諸 々の世 界 は彼 の手 に よ り， 彼
よ

の手 を経て， また 彼 に因 りて先 に作 られ，

ま た現 に作 られ ， これ に住 む者 た ち も皆 神

よ り生 れ たる 息子 と娘 な る こと を証 した も

う。」(教 義 と聖 約76：22-24)

ジ ョセ フは 自分 の進 め る業 が確 が な もの

で， 自分 の受 けた 召 しが真 実 で ある と確信

して いた ので， それ を命 よ り も大切 に しま

した。 そ して ， 自らの死 を予 期 しな がら，

暴 徒 の 中 に無 防備 の ま まで 自分 を置 き去 り

にす る よ うな 人々 に身 を まかせ ま した。 ジ

ョセフ は 自らの 血 で証 を結 び 固め たの で隻

彼 に従 った 人々 もそ うで した。 この よう

な 人々 の生 活 や行動 の 中 に は， 「確 信 が 宗

教 の敵 で ある」 と言 える証 拠 な ど少 し も見

い だせ ませ ん。 聖 徒 たち は次 か ら次へ と住

み なれ た 家 を追わ れ てい き ま した。 ニ ュー

ヨー ク州 か らオハ イ オ州 へ， そ して ミズー

リ州， イ リノイ州 へ と移 住 し， この盆 地 に
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た ど り着 い てか ら も， 新 た な町 を築 くため

に 多く の人 が広 大な 西部 に散 って い きま し

た。 なぜ で し ょうか。 それ は 自ら携わ る業

に確 固 たる 信仰 を持 ってい たか らです。

この長 く困難 な旅 の途 中で，聖 徒 たち は

病 に冒 され ， 自然 の猛 威 にさ らされ， 敵 の

襲撃 を受 け まし た。 そ して ， 多 くの者 が 命

を落 と しま した。 ミズー リ川か らソル トレ

ー ク盆 地 に至 る道 の 傍 ら には，6，000人 余

りの聖 徒 が葬 られ て い ます。 彼 らは 自らの

命 よ りもさ ら に真理 を愛 して い たので す。

この精 神 は今 も受 け継 がれ て います。 私

は数年 前 に， デ ビ ッ ド ・O・ マ ッケ イ大管

長 の美 しい言葉 を手紙 に書 い たこ とがあ り

ます 。 それ は 次の よ うな言 葉で した。

「夜 が明 け る と 陽 が 昇 って 朝 になる こ と

をあ なた が 少 し も疑 わ ない よう に， 私 はイ

エ ス ・キ リス トが 人類の 救 い主 であ り， 啓

示 に よ り予 言 者 ジ ョセフ ・ス ミスに 回復さ

れ た福 音 を通 して，世 の 暗闇 を一掃 す る光

で あ られ る こ とを確 信 して い ます。」

愛 す るスペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大管

長 もこの よう に言わ れま した。 「私 は，イエ

ス ・キ リス トが 神 の御子 で あ り，世 の人 々

の 罪の ため に十 字架 におか か りにな った こ

とを 知 って い る。 イエ ス ・キ リス トは私 の

友 で あ り，私 の救 い主 ，私 の主，そ して私 の

神 で ある。」(『キ リス トにあ って 永遠の望 み

を 抱 く』 「聖徒 の 道」・1979年2月 号，p.120)

この確信 が あ るか ら こそ， 教会 は前進 し

て きたの です 。迫 害 や嘲 笑 に耐 え，財 産 を

犠 牲 に し，愛 す る者 を残 して遠 方の地 へ福

音 を携 えて行 った ので す。 この確 信 が， 最

初 か ら現 在 に至 る まで， み業 を推 し進 め て

き ま した。 数 百万 の聖 徒 たち が， このみ 業

は 真実 で あ り， 神 は私 た ちの 永遠 の御父 で

あ り， イ エ スはキ リス トであ る と信 じて い

る ので す。 この信 仰 は私 たち の生活 の 中で

大 き な原動 力 に なる に違 いあ りませ ん。
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現在，3万 人の宣教 師 が 多くの家 族 の犠

牲 の も とに伝 道 して い ます。 な ぜ その よ う

なこ とをす るの で し ょうか。 そ れ は， この

み業が 真実 であ る とい う確 信が あ るか らで

す。教 会 員数 は500万 に達 しよ うと して い

ます。 この 驚 くべ き成長 を もた らした もの

は何 で し ょうか 。 それ は，1毎年 聖 霊 の力 を

感 じて改宗 す る何 十万 もの 人 々の 心の 中に

生 じる確信 な のです。 教 会 には効 果 的 に機

能す る福祉 プロ グ ラムが あ りま す。 多くの

人は これ を 見て.驚嘆 の声 を挙 げ ます。 この

プ ログ ラムが 成功 してい るの も， 参加 す る

聖徒 の 信仰 があ るか らなので す。

教 会 が発展 す る につ れ て， 私 たち は何 百

もの礼 拝堂 を新 し く建 てな けれ ば な りませ

ん。 お金の かか る仕事 です。 しか し，聖 徒

たち は収 入の 中か ら建 築 資 金 を納 め るだけ

でな く， きちん と正 直 に什分 の 一 を納 めて

い ます。 この み業が 真実 で あ る とい う確 信

を持 って いるか らです。

素晴 らしい こ とに， 真理 を知 りた い と願

う人はだれ で も， この 確信 を得 るこ とが で

き ます。主 御 自身 がそ の方 法 を教 え てお ら

れ ます。 「神 の み こ ころ を行 お う と思 う者

であ れば， だれ で も， わた しの 語 って い る

この 教が神 か らの もの か， それ と も， わ た

し自身か ら出 た ものか， わ か るで あ ろう。」

(ヨ ハ ネ7：17)

確 信 を得 るには， 神 のみ 言葉 を学 ぶこ と

です。 真理 の 源 を熱心 に捜 し求 め， 祈 る こ

とです。 福音 を実 践 し，教 えに従 って生 活

す る ことです。 私 は 自分 の経 験か らため ら

うこ とな く約 束 し ます。 これ らの こ とをす

べ て行 な うな らば，聖 霊 の 力に よ って，確

信 と証 と確 かな知 識 とが もた らされ る で し

ょう。

世 の 多くの 人々 には， こ れが 信 じ られ な

いよ うで す。 神 の ことは神 の み た まに よら
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なけれ ば理 解 で き ない とい う原 則 がわ か ら

な いの です。 努 力が 必要 で す。謙 遜 さ がな

けれ ば な りませ ん。 祈 りも必要 で す。 しか

し努 力 の報 いは 必 ずあ り，証 は 確か な もの

と な ります。

も し私 た ち主 の 民が ， それ ぞれ この確 信

を 失 うよ うな こ とに なれ ば，教 会 は他 の 多

くの組 織 と同 じ よう に衰退 して しま うで し

ょう。 しか しその 心配は あ りませ ん。 常 に

増 大す る教 会 員が， 自らの確信 を捜 し求 め

て それ を見 いだす に違 いな いか らです。 こ

の 確信 は証 と呼 ば れ， 聖霊 の 力 によ って も

た らされ， いか なる逆 境 の 嵐に も耐 え抜 く

もの です。 神 に 関す る事 柄 につ いて考 え の

定 まら ない 入， 約 束 を避 け る入， 不確 か な

こ とを語 る 人， この よ うな 人に は黙示 録 の

言 葉 が 当て はま ります。

「わ た しは あ な た のわ ざ を知 って い る。

あな た は冷た く もな く， 熱 くもな い。 む し

ろ， 冷 たい か熱 いか で あ ってほ しい。 この

よ うに、 熱 く もな く， 冷 た く もな く， なま

ぬ るい ので， あ な た を口か ら吐 き 出そ う。」

(黙 示3：15-16)

兄 弟姉 妹 の皆 さ ん， この 素晴 らしい大 会

を始 め る に当た り， 皆 さん の上 に主 の祝 福

が ある よ う，にお祈 りします。 また，確 信 を

も って真 理 に対 す る証 を述 べた い と思 いま

す。 永 遠の 父 なる神 は 生 きてお られ ます。

確 か に生き てお られ ます。 イエ スはキ リス

トで あ り， 人類 の救 い主， 購い 主で あ り，

私 たち の救 い を計画 され た御方 で す。 私 た

ちが 携 わ って い る業 は神 の み業 です。 この

教会 は イエ ス ・キ リス トの教会 です。 教 会

で 奉仕 す る機会 は実 に素晴 らしい もの であ

り， また その こ とへ の私 た ちの信仰 は 固 く

揺 るぎ ない もの なの です。 イエ ス ・キ リス

トの み名 に よ って 申し上 げ ます。 ア ー メ ン・



「ああ
，聖 なる順 い主 」

十二使 徒 定 員会 会員

二 一 ル ・A・マ ッ クス ウ ェ ル

兄哲惚穿叙糧鵠諺磐兜
大 管長 と副 管長 の 方 々 に感 謝 の気持 ちを お

伝 え した い と思 いま す。私 は十 二 使徒 とい

う召 し をい ただ き ま したが，使 徒 と呼 ばれ

る人 々の 中 で，私 ほ ど未 熟で 資格 に 乏 しい

者は お りませ ん。

あ らゆる 面で 申し分 のな い妻 に， 愛 と感

謝 を伝 えた い と思 い ます。 寛大 で立 派 な両

親や姉 妹 た ち に， また 王国 のみ 業 に務 め，

永 遠 の伴 侶 と結婚 した子 供 たち に， 私の愛

と感 謝 の気 持 ち を伝 えた いと思 い ます。

使 徒 と して の召 し をお 引き受 け した 以上，

私 は生 涯 を捧 げて そ の責 任 を果 た さ なけれ

ばな らな い と考 えて いま す。 そ こで， つ た

ない言 葉 で はあ りま すが， 私 はへ りくだ っ

て聖 なる腰 い主 を讃 美 し， 証 を述 べ たい と

思い ます。

主 は さま ざ まな名 前で 呼 ばれ ます。 創 り

主，独 り子， 平 和の 君， 助 け主， 仲保 者，

神の み子 ，救 い主， メシヤ， 救 いの導 き手，

完成 者，・王 の王 。.しか し どの よう な尊称 で

呼ば れ よ うと も， 人類 を救 い得 る唯 一の 名

は， イエ ス ・キ リス トをお いて ほか にあ り

聖徒 の道/1982年4月 号

ませ ん。(教 義 と聖約18：23参 照)

主 は その属性 と，知 識 と， 偉業 と， 経験

にお いて ， まさ に比類 なき御 方で あ ります。

に もか かわ らず ， 主は私 た ち を 「友」 と呼

んで下 さ って います。(ヨ ハ ネ15： 臆 参照)

私 た ちは無 条件 で主 を信 頼 し， 礼拝 し，

敬愛 す る こ とが で き ます。 この 地上 に生 を

受 けた者 の 内， 主 以外 に完 全 な御方 は い ら

っ しゃい ませ ん。(イ ザヤ46：9参 照)

主の知 恵 と業 績 は， 全 人類 の能 力 と実 績

を総 合 した よ りも， はるか に優 れ た もので

す。(ア ブ ラ ハム3：19参 照)

主 は私 た ちの善 い行 ない を喜 ばれ ますが，

主 に対 して私 た ちが ど のよ うな車 場 に立っ

のか を考 え る と， 私 た ちは主 の 足 もと にも

及 ばな いこ とが わか ります。 だ か・らこ そ，

私 たち はひ ざ まず いて主 を礼 拝 す るので す。

重 い病 にかか ってい るか らとい って， そ

の苦 しみ を主 に訴 え るこ とがで き るで し ょ

うか。 主は 人の 理解 が及ば な い方法 で， 私

たち が 苦 しみ や病 に遭 う ず っ と以 前 に，

それ らを すべ て御 自身の 身 に引 き受 け て下

さい ま した。(ア ルマ7：11-12;マ タ イ8

17参 照)私 た ちの犯 す 罪の重 さの故 に，

主は すべ て の ものの下 に身 を落 され ま した。

(教 義 と聖 約122：8参 照)主 が経験 され

た よう な深 き底 に， 私 たち は落 ちた こ とは

あ りませ ん し， これ か ら もその よ うな経験

をす るこ とは ないで しよう。 この瞭 罪 に よ

って，私 たち を救 う主 の力 は完 全 な もの と

なっ たので す。 この試 しの世 にあ って 主か

ら教 えを授 か る私 た ちは， 主 の贈 い に心 か

ら感謝 を捧 げ ます。 カル バ リの丘 には， ア

ブラ ハム とイサ クの友 で あ るイエ スの 命 を

救 う雄 羊 は いな か ったの です。

自分 の 家 がな いか らとい って， 家 のな い

生活 が どん な ものか， 主 に話 そ う とする 人

がい るで し ょうか。 あ る時， イエス は次 の

ように言 わ れ たで はあ りませ んか。 「きつ ね
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には穴が あ り，空 の 鳥 には 巣が あ る。 しか

し， 人の子 にば ま くらす る所 が な い。」(マ

タ イ8：20)

誤解 された り， 裏切 られ た りし たか らと

い って， その こ とを主 に訴 えよ う とす る人

が いるで し ょうか。 友 人が し りごみ し た り，

「わ た しは漁 に行 くの だ」 と言 った場 合 は
，

どうで し ょうか。(ヨ ハ ネ21：3参 照)

不義 につ いて主 に教 えを説 くこ とがで き

るで し ょうか ， ある いは 司法 制度 の誤 りを，

律法 を定 め られ た御 方 のせ いにす るこ とが

で きるで し ょうか。 この御 方 は威 厳 を もっ

て，律 法 の曲解 や 悪質 な裁 判 に耐 えられ た

ので す。

孤独 にさ いな まれ るか らといって， 「ひ と

りで さか ぶね を踏 まれ た」 主 に， 見捨 て ら

れた者 の気 持 ち につ いて何 を教 える こ とが

で きるで し ょうか。1(教義 と聖 約76：107;

マタ イ27：46参 照)

子供 を授 か ら ない 人々 は， 主 に頼 る こ と

はで きな いの で し ょうか。 主 は子 供 た ちを

愛 し， 「天 国 は この よう な者 の 国 で あ る」

(マ タ イ19：14〉 と言 われ た で はあ りませ

んか。ま た， 「子 供た ちを一 人一 人近 よせ て

これ に祝福 を与 え， か れ らの ため に御 父 に

祈 りゴ，そ して 涙 を流 され たで は ありませ ん

か。(皿 二 一フ ァイ17：21-22〉

思 いや りや憐 れ み につ いて， 主 に説教 し

よ うと思 う人 がい るで しょ うか。 主は 十字

架 上で 苦 しみ の絶頂 にあ った 時で さ え， 隣

の罪 人を慰 め て， 「あ な たはきょう，わ た し

と一緒 にパ ラ ダイ ス にい るで あ ろう」(ルカ

23：43)と 言 われ たの です。

自分 の地 位 を求 め る強 い誘 惑が あ ったか

ら といって， 妥協 した こ とへ の言 い訳 をす

るこ とがで き るで し ょうか。 サタ ンが この

世 のす べて の 国々 とその栄 華とを見 せ， 「こ

れ らの もの を皆 あ なた にあ げ ま し ょう」，と

言って巧 み に誘 惑 した 時，御 父へ の驚 くべ
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き忠誠 を示 され たのは ， ほか な らぬ主 で あ

りました。 主 は断 固 と して その誘 惑 を拒 ま

れ た ので す。(マ タイ4：8参 照)

人生 の思 い もか け ない皮 肉な な りゆき に

つ い て，私 た ち は主 に何 を教 え る ことが で

き るで し ょうか。 主が 亡 くな られ た時， 残

され た， た った1枚 の 着物 さ え く じで 分 け

られ ま した。 しか し主 に と って， この 地球

は足 台だ った ので す。 主 は人類 が再 び 渇 く

こ とのな い よう に， 生 け る水 を与 えて 下 さ

い ました。 それな の に， 十 字架 の 上で 主 に

差 し出され た のは， 酢 いぶ どう酒 で した。

(ヨハ ネ4：10-191マ タイ27：48参 照 〉

最後 の敵 で あ る罪 と死か ら私 た ち を解 き

放 って くれ た 主 に， 自由 につ いて何 を教 え

る ことが で きるで しょうか。

自由を尊 重 しな が ら もそ れ に伴 う苦難 に

不 平 を言 う人 が，主 の福 音 に よ らず して，

神 との 真 の和解 に至 る こ とが でき るで しょ

うか。

貧 しい 人々 を養 う こ とに携 わ ってい るか

ら といっ て，群 衆 に食 べ物 を与 え るこ と に

っ いて， 主 に何 を教 え る こ とが で きる で し

ょうか。

医療 に従事 して いる か ら といっ て， 病 人
いや

を癒 す こ とにつ い て， 主 に何 を教 える こ と

が でき るで しょ うか。.

自分 の奉仕 が だれ に も気 づか れず， 感 謝

され な か ったゆ らとい って， その心 の痛 み

を人類 の腰 い主 に訴 え る ことが で きる セ し

ょうか。 癒 され た十 人 の らい病 人の 内， イ

エ スに感 謝 を捧 げ たの はた った ひ と りで し

た。イエ ス は こうお尋 ね に なりました， 「ほ

か の九 人は， ど こ に い る の か」(ル カ17：

17)

人間 の寿命 を延 ば す研 究 を して いるか ら

といっ て，全 人類 の復 活 を可 能 に され た御

方 に何 を教 え るこ とがで き るで し ょうか。

科 学 者 が 真 理 の 糸 を 幾 つ か発 見 し たか



らとい っ て，真 理 全体 を編 まれ た御 方 に何

を教 える こ とがで き るで し ょうか。

勇気 にっ い て， 主 に何 を教 え よう とい う

の で し ょうか。 体 の5箇 所 に特 別 な傷 をお

持 ちの 主 に戦傷 者 に贈 られる勲 章 を見せ た

とて， 何 に なる とい うの で し ょうか。

新 しき世 界 を創 造 し， その他 の世 界 を過

ぎゆか せ られ るの も， 主 がお持 ちの 「力 の
一言葉

」 によ るので は な い で し ょ う か。(モ

ーセ1：35-38参 照)そ の よう に大宇 宙 を

統 治す る御 方 で ある に もかか わ らず， 主 は

十 二使 徒 の一 人一 人 と親 し くお話 しにな り

(m二 一 フ ァイ28：1参 照)，後 には ニュー

ヨー ク州 の 片 田舎 に住 む 農家 の一 少年 を 召 ・

され たの です。

主 は私 た ち に， 主 がお 造 りにな った天 の

星 を観 察 して ， 「みいつ 堂 々 と進 む神 を」見

る よう に勧 めて お られ るでは あ りませ ん か。

(教義 と聖約88：47参 照)天 体が それ ぞれ

の軌道 を運行 す る よう に，教 会か ら離 れ た

人々 がや が て真理 の 道 に立 ち返 るの を見 る

時，私 たち は そこ に主 の栄光 と力 とを感 じ

な いで し ょうか。

主 が お造 りにな った世 界 は数 多 く， コン

ピューター を操作 す る 人間で もそれを数 える

ことは で きませ ん。 そ れ に もか かわ らず，

主は 「あな たが た の頭 の毛 まで も， み な数

え られ てい る」 と教 え てお られ るで は あ り

ませ ん か。(マ タイ10：30;モ ーセ1：35-

38参 照)
とら

復 活 され た主 は， 囚われ の 身のパ ウ ロの

か たわ らに現 われ て， 彼 を激励 し， ロ ーマ

で も証 をす る よ うに召 され た では あ りませ

ん か。(使 徒23：11-12参 照)同 じよ うに，

義 人が つ らい経 験 を して いる 時， その かた

わ らには必 ず イエ スが お られ るの です。

この 良 き羊飼 い は， 栄光 に満 ち た願 いの

後 に， 墓か らよみ が え り， ノアの 時代 に不

従 順 に陥 った 失わ れ た羊 たち の も とを訪 れ

.聖徒 の道/1982年4月 号

られ ま した。(1ペ テロ3：18-20参 照)そ

して， ア メ リカ大 陸 に いる他 の失 われ た羊

の もと も訪 れ た では あ りませ んか 。(ヨハ ネ

10：161111二 一 フ ァイ15：17，21参 照 〉 そ

のほ か に も， 主 の訪 れ を受 けた失 われ た 羊

がい るか もしれ ませ ん。(III二一 フ ァイ16：

1-3参 照)私 た ちは良 心 的な行 ない につ

いて， 主 に何 を教 え られ る と言 うの で し ょ

うか。

何 ひ とつ と して私 た ちが主 に教 える こと

は あ りませ ん。 しか し， 私 た ちは主 のみ 言

葉 に耳 を傾 け， 主 を愛 し，敬 い， 礼拝 す る

ことは で き ます。 主 の戒 め を守 り，聖典 に

親 しむ こ とが でき 訴す・ そ う です， 主 を忘

れ てみ こ ころ に背 きや すい1私たち では あ り
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ます が， 決 して主 か ら忘 れ られ る ことは な

いの です。 私 たち は主 の 「業 」で あ り主 の

r栄光 」 です。 主 は決 して私 た ちを迷 わ せ

た りされ ませ ん。(モ ー セ1：39参 照)

ですか ら， 私 は主 を讃 美 し，主 のみ業 を

たたえ ます。 主 の栄光 を表 わす に はあ ま り
つたな

に も拙 い言葉 では あ ります が， こ の時満 ち

たる時代 に特 に召 され た主 の証 人 として，

主 のみ業 が 完 き もので あ るこ とを証 します。

主の み業 が 祝福 ばか りで教 え に欠け る な

ど と言 う人は， 何 と危 うい状態 にい る こと

で しょ うか 。 十字架 ばか りを強調 して ，復

活 を説 か な いので あれ ば， 何 と狭 い視 野 で

物事 を見 て いる こ とに なるで しょ うか。 カ

ルバ リの 悲劇 ばか りを語 って ，パ ル マ イラ

の 回復 を伝 えな けれ ば，何 と も偏 った教 え

になっ て しまい ます。 それ はち ょう ど， 主

を拒ん だカ ペナ ウ ムの村 ば か りを 強調 して，

福音 を受 け 入れ た エ ノクの 市 につ いて語 ら

ないの と同 じこ とです。 あ るい は， 古代 の

イス ラエル の不 信仰 や堕 落 ばか りを説 いて ，

何 十年 に もわ た って義 しい生活 を送 ったバ

ウ ンテフ ルの 人々 を無視 す る こ と と同 じで

す。

イエ ス ・キ リス トは，紅 海 や シナ イ 山で

のエ ホバ で あ り， 復 活 した主 で あ り， パ ル

マ イラの 丘で は天 父 の代弁 者 を務 め た御 方

です。 あの時 ， パル マ イラの 丘 には， たっ

たひ とりの 少年 がい る だけ で した。

主 は生 きてお られ， 恵み に満 ちて お られ

ます。 主 は すべ ての 国 々 にその 国民 にかな

う光 を 送 られ， 神の 道 を彼 らに宣べ 伝 え さ

せ て部 られ ます 。(アル マ29：8参 照)世 の

光 であ られ る主 が， それ ぞれ の 国に どの程

度の光 を送 る か， お決 め にな るの です。

間 もな くす る と， す べ ての 人が 主 にま み

える 時が や って きま す。主 の み前 で あ らゆ

る人 がひ ざ をか がめ， 「イエ ス ・キ リス トは

主で あ る」と告 白す る ことで しょう。(教 義
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と聖約76：110-111ピ リピ2：10-11参

照)祈 る ため にひ ざ まず いた こ との ない者

でさ え， 急 いで そ うす る こ とで し ょう。 不

敬 な 言葉 を吐 く時 を 除け ば主 のみ 名 を 口に

した こ との ない者 もまた， 主 を拝 して告 白

す るで し ょう。

か つ てあ ざ け りの 中で(王 を象徴 す る)

紫 の衣 を ま とわ れ た主が ， 間 もな く， 蹟 い

の血 を表 わ す 「赤 き装 い」 を して再 臨 され

るので す。(教義 と聖 約133：48-49参 照)

その 時，1すべて の人 は主 の正義 と憐 れ み

が 完全 な もの であ るこ とを悟 る で し ょう。

(ア ルマ12：15参 照)さ らに， 神 が冷 淡で

あ られ た ので は な く， 人が 神 をな いが しろ

に したの で あ り， それ によ って いか に 多く

の苦 しみ が生 み 出され るか 知 るで しょ う。

そして， 人類 の真 の歴 史が お ぽろ げ にで

は な く， は っき りと映 し出 され るで し ょう。

(1コ リン ト13：12参 照 〉大 戦争 も小 さな

た き火 の よう に瞬時 に消 え去 り，'人類 の歴

史上 の 出来事 が 「時 の壁 」に描 かれた絵の よ

うに次 々 と現わ れ ては消 え てい くで し ょう。

しか しその前 に， 末 日の 厳 し くも栄光 あ

る背景 の 中 に， まず私 たち の行 な いが 映 し

出され るの で す。

地上 には善 と悪 の激 しい対立 が あ るで し

ょうが ， エ ノクの 市の 聖徒 た ち との麗 しい

再 会 も行 なわ れ ます。 そ うで す， 国 々 には

分 裂 が起 こ りま すが， 主 の家 々 はさ ら に固

く一致 して， 地上 に栄 光 を もた らす ので す・

ハル マ ゲ ドンは 間近 に迫 って い ます。 しか

し， ア ダム ・オ ンダ イ ・アー マ ン も 目の前

にあ るの で す。

その一 方 で主 は私 た ちに， 夏 の終 わ りの

陽射 しか ら何 を悟 るよ う にと言 って お られ

るで し ょうか。 主 は， 試練 によ って私 たち

の信 仰 と忍 耐 力 とを試 す と言わ れ なか った

で しようか 。

狭 き門へ と続 く細 い道 を見 いだ す者 は き



次 とその 扉 を閉 ざ し， 様 々 な出来事 は， 嵐

に舞 い散 る 木の葉 の よ うに過 ぎ去 って い く

で し ょう。 そ して，福 音 の と もし火で 暖 を

とる人々 は， 身 と霊 とが 震 える のを覚 え る

ことで し ょう。 しか し， こ の信仰 の輪 の 中

に いる私 た ちは， その よう な中 にあ って も，

神の 目的 が 決 して挫 折 しな い ことを知 って

い ます。なぜなら， 「主 は始 めか ら一切 の こ

とを知 って居 た もうか ら， その すべ ての御

業 を世 の 人の 中 に成 就す る ため にあ る方法

を備 え てお き た もう」(1二 一 フ ァイ9：6〉

と記 され て い るか らで す。

私 はへ り くだ って，主 が 遣わ され る とこ

ろであれ ば， ど こへ で も参 る こ とをお約 束

します。 そ して主 のみ むね の まま にみ言葉

を語 れ る よ うに努 力 します。 主 の特別 な証

人 と して 完 全 に そ の責 任 を果 た すには ，

私 自身の生 活 を特別 で 完全 な もの に しなけ

れ ば な りませ ん。私 はこ のこ と を， 身の 震

える思 い で 自覚 して います。 話 を終 え るに

あた り，「聖 な る蹟 い主」 と題す る讃 美歌 の

歌詞 を読 みた い と思 いま す。 この詞 の願 い

は， 私 自身の願 いで もあ ります。

わめ て少 ない と主 御 自身 が宣 言 され たで は

あ りませ んか。(マタイ7：13-14参 照)ま

た， 全 地 に散 らされ た聖徒 た ちが，邪 悪 と

暴動 と迫 害の うず ま く中で， 神 の力 と義 に

よっ て武装 す ると言 われ た では あ り ませ ん

か。 主 は 「ひ とつの 清 き民 をわ が ため にお

こさ ん」 と欲 してお られ るので す。(1二 一

フ ァイ14112-141教 義 と聖 約100：16参

照)

主 のみ 業 は， あ たか も 台風 の 目の よう に，

静か に進 め られ て い ます。初 め に主 は， 聖.

徒の 只 中で これ を統 治 され， 次い で全世 界

の民 を 治め られ ます。(教義 と聖 約1：36;

133：2-3参 照)

人類 の歴 史 は， 嵐が近 づ く時の よ うに次

ああ 主 よ， 見す てた もうな… …

罪 人な る我 を 受 け 入れ ……

我が 叫 び を 聞 きた ま え……

我が 悩 み に 応 えた ま え・…一

苦 しむ と きに 我 をあわ れ み……

危 う いと きに 我が 盾 とな り……

主 よ，我 を見守 りた まえ… …

あ あ，聖 なる瞭 い の主 よ… …

我 を赦 し， 忘れ た ま え， 我 が罪 を，

主 よ，助 け た まえ… …

あ あ， 聖 なる蹟 い の主 よ

イ エ ス ・キ リス トの 聖 な る み 名 に よ り 申

し上 げ ま す。 ア ー メ ン。
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幸福 と昇栄
に至 る計画

七 十人 第一 定 員会会 員

リチャー ド・G・ス コ ッ ト

私 の息子はおもちゃのロボツセを持って
い ます。 歩 く ことの ほか に ン ンブル な

動 きが幾 つか 取れ る よ うにな っ てい ます。

転 んだ場 合 も， 少 し大 変 です が， 自力で 起

き上 が る ことが で きます。 この ロ ボ ッ トは，

何 の感情 もな いま まに， プ ロ グラ ムされ た

機能 を 自動 的 に行 なうの です 。 こ の ロボ ッ

トには， 成長 した り予定 の コ ース を変 更 し

た りする能 力 はあ りませ ん。 また外 部 か ら

の力， 特 にそれ が ロボ ッ トの必 要 を満 たす

もの には即座 に反応 します が， 内部 の バ ネ

で も壊 れ よ う もの な ら， 機能 を停 止 して し

ま います。 サ タ ンは， で きる こ とな ら天 父

の子 供 を皆 ロボ ッ トのよ う に して しまい た

い と思 って います。

それ に比べ ，主 の計 画 は何 と異 な って い

るこ とで しょ う。 幼 な子 の誕 生 を考 えて み

て下 さ い。 神 によ って創造 され(モ ーセ6：

36)前 世 で 成 長 した 霊 は ， 骨 肉 の体 を幕

屋 として宿 ります。 父親 と母 親 は，神 と共

に この神 聖 な経験 に携わ るの で す。 両親 は

子 供 を愛 し， 導 き， ま た鼓舞 しなが ら育 て

ます。子 供 は救 い主 の教 えを正 しく理解 し，

それ に従 う ことに よ り， 規 則 に規 則を加 え
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て学 ん で い きます。 そ して その教 え を実践

す る こ とに よ り， 自立 した， 愛 ら しい， ま

た神 に喜 んで仕 える 息子， 娘 に成長 して い

くの です。 その よ うな子供 たち の持 つ 可能

性 には限 界が あ りません。 また神 の戒 め に

こ とご と く従順 であ る な らば， いつ しか神

のみ もと に戻 り， 主 の栄光 にあ ずか り，昇

栄 の み業 を分 か つ こ とが で き るので す。 そ

の よ うな人 は， この世 にお いて も同 じよ う

に， 言葉 に尽 くせ ない ほ どの幸福 を味わ う

こ とが で きるで しょ う。

この世 の 人生 は試 しの場 です。 神 は言 わ

れ ま した。「わ れ ら…… これ らの者 の住 ま う

べ き地 を造 らん。 而 して， これ によ りて彼

らを試 し， 何 に て もあれ， 主 な る彼 らの神

の命 じたま わん すべ ての こ とを彼 らが為 す

や否 や を見 ん。」(アブラハ ム3：24-25)

試 しの場 は 人 によ り異 な ります。 肉体 的

な制約 を もって生 まれた 人 もいれ ば，寝 た

き りの 人， 健康 がす ぐれ な い人 もい ます。

ま た， 経 済的 な苦 労 の 多い 人， 良い両 親 の

模 範 か ら縁 の遠 い 人， 忍 耐力 を試 さ れる た

め に 多くの試 練 を受 け る人 も います。 私 た

ちが 耐 え忍 ば なけれ ば な らな い悲 しみや苦

しみは， 神 の戒 め に従 わ なか った結 果で あ

る こ とが 多いの で すが， 私 た ちの行 く手 に

障害 ら しく見 える もの の 多 くは，私 た ちが

成長 す る よう， 愛 すべ き創 造主 が用 いてお

られ る ものな ので す。

人生 は もと もと容 易 な もの では あ りませ

ん。 む しろ試 しと成長 の期 間 であ り， 困難

や チ ャ レ ンジ， 苦労 が入 り混 じった もので

す。 私 た ちは常 に世 の中 か ら圧 力 を受 け て

い ます。 しか しこの圧 力 は， もし も私 た ち

が 真 っ向 か ら立 ち向 か ったな らば， 個 人 の

成長 と発展 を促 す最 良 の機会 を提供 して く

れ ます。 そ して逆 境 に打 ち勝 つ こ とに よ り，

私 たち は人格 を磨 き上 げ， 自立心 を養 い，

自尊 心 を育 み，正 しい こ とであ る 限 りその



努 力 は報 われ る の です。

信仰 によ り自由意志 を使 う人 は， チ ャ レ

ン ジに会 う たび に成長 し， 悲 しみ によ って

清 め られ， 平安 な心 で暮 らすこ とが で きま

す。 その 反対 に， 自己の欲 望 や この世 的 な

欲望 を満 たす こ と に熱 狂 す る人 は， いつ し

か 悲劇 的 な深 み には ま って いき ます。 彼 の

場合 ， 誘惑 が 自由 意志 を使 う動 機 として最

大 の影 響 を及 ぼ して い ます。

人生 の圧 力 や， 人か らの誤 っ た教 え にま

どわ されて 道 を見 失 う ことは一 度 や二 度 は

あ る もの です。 しか し， 澄 ん だ 目で見 れ ば，

主 の計 画か サ タ ンの計 画か は ，はっきりわか

ります。 サ タ ンは神 が 自由独 立 の 存在 とし

て定 め た も うた霊 を，悪 癖 や欲望 や罪 の と

りこ にな った 人間 に して しま うの です。 サ

タ ンの 強制 を伴 っ た計 画は， 前世 の評議 会

で却 下 され た とは い って も， 人を と りこ に

し，破 壊 しよ う とする意 図を失 くした わけ

では あ りませ ん。 サ タ ンは， 自由 意志 とい

う神聖 な賜 を不 当 に使 わせ よう と して い ま

す。 人の 目に触れ な い ような誘 惑 を駆使 し

て権 力 や 力へ の欲望 を満 足さ せる よ うに，

また 肉体 的 な欲 望 に 自 らを まかせ るよ うに

誘 うの です。 そ してサ タ ンは， 肉欲 に従 う

者 を知 らず知 らず の うち に縛 り上 げて いき

ます。この よ うな 人は，悔 い改 めな い限 り，

自分 の 永遠 の行 く末 に関 して 自力 でコ ン ト

ロ ール す るこ との で きない ロ ボ ッ トと化 し

て しまい ます。 サ タ ンは巧妙 に人 を惑 わ す

こ と によ り， 神 を情 容赦 の な い裁 き主 ，遠

く離 れ た存在 の神 ，私 たち の行動 を細 か い

所 まで監 視 す る 存 在 と して 思 い こ ま せ る

の で す 。 神 は ， そ の よ う な御 方 で はあ り

ませ ん。 神 は優 しく， 忍 耐が あ り，理 解 の

あ るお 父さ まで す。 そ して私 た ち一 人一 人

の こ とに深 い関心 を持 ち，私 た ちの幸福 を

願 い， 私 た ちの永 遠 の進 歩 のた め に献 身的

鱗 灘 譲、霧肇「 鎌蝿

羅
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に働 いて下 さ る御方 で す。

「神 はそ のひ と り子 を貝易わ っ たほ ど に， こ

の世 を愛 して下 さ っ た。

それは御 子 を信 じる者 がひ とり も滅 び な

い で，永 遠の 命 を得 るた めで あ る。

神 が御 子 を世 につ かわ され たの は，世 を

さ ば くため では な く， 御子 に よって， この

世 が救 われ るた めで あ る。」(ヨ ハ ネ3116

-17)

この世 にお いて幸福 を得 る には永 遠 の救

いを得 る場合 と同様 に正 しい決 定 の積 み重

ねが必 要 です が， その決 定 は どれ ひ とつ と

して難 しい ものは あ りませ ん。 逆 に正 しい

決 定 は私 た ちを鍛 え， ま わ りにあ って 私 た

ち を徐 々 に む しばんで い く影響 に対 して 抵

抗 でき る人格 を 身 につ け させ て くれ ます。

崇 高な 人格 とは， 優 れた 資材 で作 られ た貴

重 な磁器 の よ うな もの です。 とい うの も，

その 人は信仰 で 型 ど られ，終 始一 貫 した正

しい行 な いで注 意深 く技巧 を凝 らされ， 人

を高 める経 験 でで きた か ま どで焼 かれ るか

らで す。 それ は美 の結 晶で あ り， お金 で は

買 えな い もの です。 しか し， この磁 器 は，

わ ずか な罪で もくだ けて し まう こ とが あ り

ます。 ただ 自制 とい う もの によ って保 護 さ

れ た時 にの み永遠 にまで持 続 で きる ので す。

私 た ちは， 真 の謙遜 さ という もの を養 わ

なけれ ばな りませ ん。 それ は謙遜 にみせ る
ちか ら

能 力で は な く，心 か ら謙遜 にな る神聖 な賜

のこ とです。 謙遜 さ とは正 しい 人格 とい う

かけ がえ のな い肥 沃な土 地 です。 それ は，

人が成 長す る ため の種 に芽 を 出させ ます。

そ して信仰 を通 して耕 され， 悔 い改 め に よ

り刈 り込 まれ， 従順 と労働 によ って強 くさ

れ る時，その種 は霊 という実 りをもた らす の

です。 てア ルマ26：22参 照)そ して最 後 に一

は神 か らの霊 感 と力 がもた らされます。この

場合 の霊 感 とは主 の み心 を知 る こ とで あ り，

力 とは その霊 感 を通 して 与 え られた み ここ
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ろ を成就 す る能 力の ことで す。(教義 と聖約

43：15-16参 照)そ の よ うな力 は私 た ちが

最 善 を尽 く した後 に神 の恵 み によ り与 え ら

れ る もので す。(H二 一 フ ァイ25：23参 照)

私 はこ こで， 幸福 へ の道 を見 つ けた あ る

人 の心 の思 い を皆 さ まに お伝 え した いと思

い ま す。「私 は， 主 か ら本 当 に深 く愛 されて

いる。 幸福 の ため に主 は私 が望 む こ とを す

べ て行 な って下 さる。 そ の能 力の鍵 を握 る

のは私 自身。 ほか の 人が助 言 や提 案， 勧告 ，

説 明 を試 み る ことが で きて も，私 は 自分 の

幸 福 の ため， また永 遠 に成長 す るた め に基

本的 な決 定 を して い く責 任 と 自由意志 を主

か ら与 え られて い る。聖 典 を読 み， それ に

つ いて考 える時， また心 か らの信 仰 を もっ

て祈 りの 中に天 父を求 め る時，私 は安 ら ぎ

で 包 まれ る。 心 か ら悔 い改 め， 主 の戒 め に

従 順 にな り， また ， ほか の人 の こ とを心 か

ら思 い，その た めに働 く時，恐 れは私 の 心 か

ら消 えて しま う。 私 は， 自分 の歩 むべ き道

を はっ き り印す ため に用 意 され た神 の助 け

を受 け， そ の意 味 を解 釈 す る ことが で きる

状 態 に ある。 友 人 や監督 ， ス テー キ部 長 ，

い や教 会 幹部 でさ え も私 の た めに それ を行

な う こ とは で きな い。 それ を行 な う ことは

私 に与 え られ た神聖 な権 利 で ある。 私 は安

らぎ を覚 え，幸 福 に なる こ とを学 んだ。 私

は，今 こそ報 いの あ る人生 ， 実 りのあ る 人

生 ，意 義 のあ る 人生 を送 る こ とがで きる。」

この 人は， 不 幸 の と りこに なっ た ロボ ッ ト

で はあ りませ ん。 また私 た ち も， 救 い主 の

教 えに従 う ため に 自由意志 を上手 に使 う限

り， ロ ボ ッ トにな るこ と もあ りませ ん。

私 は， 幸福 や昇 栄 の ため の救 い主 の完 全

な計 画 が末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 に

見 いだ され る こ とを証致 します。 主 が皆 さ

ま方 に， 理解 と，平安 を もた ら して下 さ い

ます よ うに イエ ス ・キ リス トのみ 名 によ り

ネ斤ります。 ア ー メン。



総大会 に寄せて

十 二使 徒定 員会 会 員

ハ ワー ド・W・ハ ン ター

毎 年この季璽 なると・今は西部の+字
路 として知 りれ る この場 所 に，末 日聖

徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の大 会へ の 出席 の

た め，世 界各 国か ら何 千 と いう 人々が や っ

て 来 ます。 ロ ッキ ーの 頂 に近 い この谷 間 に

移住 者 た ちが 幌馬 車で や って 来て か ら， 多

くの年 月が 流 れ ま した。 開 拓 当時， 大 会 は

重要 な意義 を持 って いま した。 信仰 と献身

にあふ れ た人 々が思 いを新 た に し， 自 らの

信 仰 をよ り堅 固な もの とす る ため に共 に集

っ たの です。 それ は今 も同 じです。

総 大会 は再 び霊 を奮 い立 たせ る 時機 です。

神 が 生 きて お られ て信仰 深 い 人々 を祝福 し

て下 さ る とい う知 識 と証 が よ り深 く， また

確 か な もの となるか らです。 この季 節 は ま

た， イ エ スが救 い主 で あ り生 ける神 の御 子1

であ る とい う理解 が， 主 に仕 え， 主 に従 お

う と決 意 す る人 々の心 に燃 え上 が る時 で も

あ ります。 また指 導者 か ら人生 に必要 な霊

的 な指 針 を授 か る時 で す。 さ らに， 良 き夫，

良 き妻 ， 良 き父親 や母 親 ，従 順 な息子 や娘，

良 き友 人 や隣 人 にな る ため に奮起 し， 新 た

な決意 をす る時 で もあ ります。

総大 会 の雰 囲気 に浸 ろう とす る時， もう

聖 徒の道/1982年4月 号

ひ とつ の思 いが 胸 を よぎ ります。 それ は，

受 けた 幸福 への 感謝 の 念で す。私 たち は，

この時満 ち た る神 権 時代 に福 音 が 回復 され

た こ とを理 解 す る こ とに よ り， どれ だ け多

くの祝 福 を受 け て きた こ とで し よう。 私 た

ち は， 同 じよ うな気持 ちを持 って世 界各 国

か ら集 まっ た人 々 と ここで交 わ ります。 そ

して だれ もが ， 人間 はす べ て文字 通 り兄弟

姉 妹 で ある とい う知 識か ら来 る喜 び と平安

を見 つけ て くれ る こ とを願 って い ます。 な

ぜ なら 人間 は， 人種， 皮 膚の 色 ，言語， 宗

教 の違 いにか かわ らず， すべ て神 の子 だか

らで す。聖 典 を見 て み まし ょう。

「主 は… …万 人が 主 の御許 へ 来て 主の め ぐ

み にあずか るよ う に招 きた もうて い る。 そ

れ で あるか ら， 主 の御 許へ くる者 は黒 人 と

白人， 奴隷 と 自由 人， 男 と女 の区別 な く誰

を拒み た も うこ と もない。 また主 は異教 徒

さ え もか え りみ た もうか ら，神 の御 前 には

ユ ダヤ 人 も異邦 人 もみ な平 等 であ る。」(II

二 一フ ァイ26：33)

大 会 に 出席 する にあ た って私 た ちは，世

界 中の 同胞 や兄 弟姉 妹 への ひ とつ の義 務 を

思 い起 こ しま す。 それ は，私 たち に授 け ら

れ た賜 であ り， か つ彼 らに与 える こ とので

き る最 大 の賜 ， つ ま り完全 な福音 の知 識 を

分 か ち合 う とい う義務 です。 ナザ レの イエ

スが 人類 の救 い主 であ る こ とを全 世 界 に宣

言す る のは， 私 た ちに課 せ られ た責任 で す。

イ エスが 貝費いの犠 牲 に よ り私 たちの 罪の代

価 を支 払 い， 死 人 の・中か らよみ が え り，今

日もな お生 きて お られ る こと を宣言 す るの

です。 また私 た ち は， 天 の御 父 が どの よう

な御方 であ るか を 人々 に知 らせ る必要 が あ

ります。 す なわ ち，感 情 と感 覚 と体 を持 ち

た もう た御 方 で あ り， 愛 に あふれ た 父で あ

り，悩 み事 や 困っ た事 が あ る時 には いつ で

も相談 に行 ける 御 方 で ある こ とを知 らせ る

の で す。
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1、

き ょうこ こに集 って い る私 たち は，救 い

主の福 音 につ いて特 別 なプ ま た独特 の知 識

を持 って い ます。私 たち に初 めて接 す る 人

が最 も驚 くこ とは， 私 た ちが神 の生 ける予

言者 によ1って 導か れ てい る とい うこ とを全

世 界 に宣 言 して いる こ とです。 主 と話 し，

主 に導か れ， 主 か.ら啓示 を受 け る予 言者 を

いただ いて いる こ とを，私 たち は宣 言 して

いるか らで す。

では，以 上述 べ た よ うな事 柄 が真 実 で あ

る と， どう してわか る ので しょう か。 それ

は，今 日ゐ時代 に神 が民 に語 られ たか ら で

す。天 が開 かれ ，神 が 人 に言葉 を授 け， 永

遠 の真 理 が全 人類 の御 父か ら世 の 人々 に与

え られ ま した。 父 な る神 と御 子 イエ ス ・キ

リス トが この神 権 時代 に住 む 人間 に み姿 を

現 わされ ，話 を され たの です。 事 実 主 イエ

ス ・キ リス トは， 何度 とな くみ姿 を現 わ さ

れ ま した。

私 た ちは， 天 父が 私 たち を愛 して お られ，

物心 両 面 にわ たうて 幸福 な生 活 が送 れ る よ

う に配 慮 して下 さ って い るこ とを知 って い

ます。 また， 神 の御 子 で あ り私 た ちの長 兄

で もあ られる イエ ス ・キ リス トが， 神 の み

もとに帰 る道 を用 意 して下 さ っ たこ と も，

私 たちは知 って います。 私 た ちが この 地上

に来た こ とには神 聖 な 目的が あ ります し，

神 の御 計 画 の中で 私 た ちは重 要 な役割 を果

た す ように な るので す。 ま たそ の計画 につ

いては， 詳細 を知 って いる だけ で な く， 私

たち に与 え られ た責任 につ いて の具体 的な

指 示 も受 け て いま す。

私 た1ちの メ ッセ ー ジを聞 い て， あ る 人に

は 論 理 や実 証 を越 え て い る と思 われ る こ

とをなぜ 「知 って い る」 と主 張で き るの か ，

不 思議 に思 う人が い ます。 そ れ に対 して私

た ちは， コ リン トにある教 会 に宛 て た使徒

パ ウロの声 明 を も って答 え ます。

「目が見 ず ，耳 が まだ聞 かず ， 人の心 にま
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だ思 い浮 び も しなか った こと を， 神 は， ご

自分 を愛 す る者 た ちの ため に備 え られ た。

しか し神 は それ をみ た まに よ って 私 た ち

に示 して下 さ った。 み た まは すべ ての もの

をきわ め， 神 の深 み まで もき わめ るか らで

ある。

い った い， 人 間の思 い は その 内に ある 人

間の霊 以 外 にだれ が知 って い ようか。 それ

と同 じよう に ，神 の思 い も神 の みた ま以 外

には知 る者 が ない。

わ た した ちが受 け たの は この世 の 霊 では

な く，神 か らの霊 で あ る。 それ に よ って神

か らあ 、ζ・れ る ばか りに賜 わ っ た恵 み を得 る

た めで あ る。

この 賜 につ いて語 るの も， わた したち は

人 間が教 える 言葉 を用 い ない で， み た まの

教 え る言葉 を 用い， 霊 に よ って霊 の こ とを

解 釈 す るため であ る。」(ジ ョセフ ・ス ミス

訳1コ リン ト2：9-13)

この世 につ け る知 識や知 恵， それ に物 質

的 と言わ れ る ものは すべ て 肉体 的 な感覚 を

通 して， この世 的 な方法 で私 たち の もと に

や って 来 ます。物 に触れ ， 見， 聞 き，味 わ

い， にお いをか ぐこ とに よ り私 た ちは学 ぶ

の です。 しか しな が ら霊 的 な知 識 は， パ ウ

ロが言 う よ うに，霊 の 源 とな る とこ ろか ら

霊 的 な方法 で私 た ち に与 え られ ます。 パ ウ

ロは こ う続 け て い ます。

「生 まれ なが らの 人は
，神 の 賜物 を受 け い

れ な い。 それ は彼 には愚 か な ものだか らで

あ る。 また御 霊 に よって 判 断 され るべ きで

あ るか ら， 彼は それ を理 解 す るこ とがで き

な い。」(1コ リ ン ト2：14)

私 た ちは， 霊 的 な知 識 を得 る唯一 の方 法

が， イエ ス ・キ リス トのみ 名 の もと に聖 霊

を通 して天 父 に近 づ くこ とで ある こ とを知

りま した。 この方 法 を実践 し， しか も霊 的

に備 えが で きて い れば，以 前 に見 え なか っ

た ものや， 聞 こ えなか った もの， す なわ ち



パ ウ ロの言 葉 を借 りれ ば，神 が 「備 え られ た

もの」 を見 た り聞 い た りす る こ とがで き ま

す。 これ らは みた ま を通 して授 か る もの な

の です。

私 たち は，天 父 との 間 には今 日で も意思

の疎 通 が あ り， 主 か ら導 きを受 けて いる と

信 じ，世 の人 々 にそれ を証 す る もの です。

旧約 の時代 や救 い主 が生 きて お られ た時代

と同 じ よう に， 今 も神 は私 た ち に語 りか け

られ るの です。 私 た ちは世 の 人 々 にこ う告

げた い と思 いま す。 「この大 会 で話 され る

こ とに耳 を傾 け， お考 え下 さい。 ここで 話

す人 が与 え る指示 と勧 告 を お聞 き下 さ い。

そ して祈 りの気持 ちを も って 熟考 した な ら

ば，聖 霊 を通 して もた らされ るあの 心温 ま

る確信 が ，指 示 と勧告 の言葉 が真 実 で あ る

こ とを証 して くれ るで し ょう。」

あ る ひ と りの予 言 者 を通 して 語 られ た主

のみ 言葉 を読 み た い と思 い ます。

「神 は その御 名 を信 ず るす べて の者 た ち に

憐 み をか けた もうか ら， あ な たた ちが まず

神 の言葉 を信 ず る よ うに望 み た も う。

あ なた たちが もし 目を さま して ふ るい立

ち， その能 力 をつ く して少 しな りと も信 じ

な が ら私 の言葉 を実 際 に ため して み るな ら

ば， た とえ信 じよう とす る望 みを起 す だ け

で もよい。 しか し， 私 の言葉 の一部 分 で も

受 け入 れ るほ どの信 仰 が でき る よう にな る

ま で， こ の望 みを育 てて ゆけ。

今 ，神 の御 言葉 を種 子 にな ぞ らえ て話 す

と， あな たた ちが一 つ の種 子 を 自分 の心 の

中 に蒔 く とき， も しもそ の種子 が 真理 の種

聖 徒の道/1982年4月 号

子 す なわ ち善 い種 子 であ って， あな たた ち

が不信 心 の心 で この種 子 を抜 き とっ た り，

主 の 『み た ま』 に逆 らっき りす るこ とが な

けれ ば種子 は次 第 に胸 の 中 でふ くれ始 め る

であ ろ う。 そ こで， あ なた たち は種 子 がふ

くれ始 め る こ とを感 ず る と， 次 の ように思

う。 す なわ ち， これ は ま こと に善 い種 子，

善 い 言葉 に違 い な く，私 の心 を大 き く開 き，

私 の理 解 力 を増 し， 私 は ようや く好 い味 を

感ず る と。」(アル マ32：22，27-28)

人生 の偉 大 な 目的 を探 し求 めて いる人，

私 た ちが なぜ この地 上 に いるの か， ま た主

が私 た ち に，地 上 に いる間 何 をせ よ とおっ

しゃ って いる のか知 りた い入 に対 して，私

た ちは近 代 の予 言者 の 言葉 を 引用 して， こ

う申 し上 げた い と思 いま す。

「いかな る人 も福音 の原 則を軽 々 し く論 じ

て は な らない。 む しろす べて の 人に，真 理

を理 解 しよ う と熱 心 に求 めさ せ， 末 日に地

上 に 回復 され た天 の真 理 に親 しむよ う子 供

たち を教 えさ せ なけ れば な らな い。」(「 福

音 の教義 」p。5)

主 の業 に働 くこ と， す なわ ち主 の王 国が

この地 上 にあ って， 主の メッセ ー ジに耳 を

傾 け， 福 音 を受 け入 れ， 戒 め に従 うすべ て

の人 々の た め に備 え られ て い るとい う こと
ゆだ

を世 の 人々 に宣 言す る よ う主 か ら委 ね られ

て いる こ とは， 何 と栄誉 なこ とで し ょうか。

ブ リガ ム ・ヤ ング大 管長 が語 った よう に，

こ の業 は前進 し続 け るので す。 「あ らゆる

大陸 を貰 き， あ らゆ る地 方 に至 り， あ らゆ

る 国々 に広 ま り， あ らゆ る者 の 目に達 し，

神 の 目的は 成 し遂 げ られ るで あろ う。 か く

して大 い なる エホ バ は， み業 は成 った と告

げ られ る こ とだろ う。」(ジ ョセフ ・ス ミス，

丑短o秒 げ!hθCh%πh「 教 会 歴 史」4：

540)

これ らの こ とをイ エ ス ・キ リス トの み名

によ り証 します。 ア ー メ ン。
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「だれでも新 しく

生れ なけれ ば」

第 二副管 長

マ リオ ン ・G・ロ ム ニ ー

ヨ ハネによる福音書の17章に訂 エスカ葺
弟子 た ちのた め に， 御 父 に祈 りれ た時

の言葉 が 書 か れて い ます。 「永 遠 の 生 命 と

は，唯 一 の， ま こ との神 でい ます あ なた と，

また， あ なた がつ かわ され た イエ ス ・キ リ

ス トとを知 るこ とで あ ります。」(ヨ ハ ネ17

3)

11人 の弟 子 た ちが， イ エ スが神 の子 で あ

る と理 解 して いた こ とを， 私 たち は この祈

りか らは っ き りと知 る ことが で き ます。 イ

エ スは彼 ら に， 御 自分 が神 の子 で あ り， 天

父か ら遣 わ され た者で あ る こと を教 え られ

ま した。彼 らが その心 と霊 に， イエ スの教

え は真 実 であ る とい う証 を受 けて い た こと

は，次 のヲ ハ ネの 言葉 か ら明 らか です。

「これ らの こ とを語 り終 える と
， イエ ス

は天 を見上 げ て言われた， 『父 よ，時が き ま

した。 あ なた の子 が あな たの栄 光 を あ らわ

す よう に， 子 の栄 光 をあ らわ して 下 さい。

あなた は，子 に賜わ ったす べて の者 に，

永遠 の命 を授 け させ るた め， 万民 を支 配す

る権威 を子 にお与 え にな った ので すか ら。

わ た しは， あ なた が世 か ら選 ん でわ た し

に賜 わ った人 々 に， み 名 をあ らわ しま した。
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彼 らは あな たの もの で あ りま したが， わ た

し に下 さい ま した。 そ して， 彼 らは あ なた

の言葉 を守 りまし た。

いま彼 らは， わ た しに賜わ った ものは す

べて， あな たか ら 出た もの であ る こと を知

りま した。

なぜ な ら， わ た しは あな たか ら いた だい

た言 葉 を彼 らに与 え， そ して彼 らはそれ を

受 け， わた しが あ なたか ら出た もの であ る 、

こ と をほん とうに知 り， また， あ なたが わ

た しをつ か わ され たこ とを信 じる に至 った

か らで す。」(ヨ ハ ネ17：1-2，6-8〉

使徒 たち が永遠 の生 命 を授 か った のは ，

救 い主 の メ ッセ ー ジを聞 き， イエ スを キ リ

ス トと して受 け 入れ たか らです。

「唯一 の， まこ との神 … … と， また， イ

エ ス ・キ リス ト」(ヨ ハ ネ17：3)に 関 す る

知 識 は， 全世 界で最 も重 要 な もので す。 人

は無 知 の まま では救 われ るこ とが でき ない

とジ ョセフ ・ス ミスが言 った のは， こ の知

識 の こ とを言 って いる ので す。 この知 識 を

持 って い ない こ とが， すな わ ち啓示 の 中で

「人は無 智 にして救 わるること不 可能 な り
。」

(教義 と聖約131：6)と 記 され て いる無 知

な ので す。

私 た ちは， 知 識 の源泉 は ひ とつ だけ では

な い こ とを心 に と どめ てお か なけれ ば な り

ませ ん。 人 間 の正 常 な感 覚器 官 を通 して得

られ る知 識 が あ ります。 そう い う知 識 を得

る ため に努 力 する こ とを忘 れ ては いけ ませ

ん。 主 は私 た ち に， 感覚 器官 を通 して得 ら

れ る， その 類 の知 識 をすべ て 身 につけ る よ

う に命 じられ ま した。

もうひ とつ， 直接 の 啓示 を通 して与 え ら

れ る，神 聖 な事柄 に関 す る知 識 が あ ります。

そ れは宗 教 上 の知 識 と呼ば れ る こと もあ り，

大 き く、ζ・た つ に分 ける こ とが でき ます。 そ

の ひ とつ は，聖典 の中 に与 え られ てい る，

膨大 な 量の宗 教 的 な知 識 で す。 時 の初 めか



ら この方， 父祖 ア ダム の時代 か ら今 日に至

る まで， 主 は予 言者 を 中 に立 て， 啓示 とい

う手段 に よって， 霊 に属 け る事 柄 を教 えて

こ られ ま した。 それ は 人生 の真理 を教 える

もの で あ り， 神 とその 愛子， 偉 大 な救 いの

計画 ，救 い主， 贈 い主 と しての イエ スの使

命が 説 かれ て い ます。 そ して，宗 教 的 な知

識 には もうひ とつ， 霊 感 とい う啓示 を通 し

て， 一 人一 人 に与 え られ る個 人的 な証 があ

ります。

聖 書 に記 さ れて い る神 の啓示 の 言葉 には ，

だれ もが触 れ る こ とが で き ます。 モ ルモ ン

経， 教 義 と聖約 ， 高価 な る真珠 起 書か れ て

いる啓 示 され た霊 的 な知識 につ いて も， そ

の人 が望 む な らば触 れ るこ とが でき ます。

聖 書 を読 み， 研 究 は して いる もの の，理

解 で き ない でい る人 が数 多くい ます。 この
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話 の テー マで もあ る ヨハ ネ伝17章 に記 され

て い る祈 りの 中で ， イエ スが言 われ た こ と

を理 解 で き ない 人 も数 多くい ます。 それ は

なぜ で し ょうか。 聖霊 の 力 によ って理 解 の

目が 開か れ てい ないか らです。 そうい う人

人 には 自分 自身 の証 が ないの です。

永遠 の父 なる神 と， その遣 わ された イエ

ス ・キ リス トを知 る た めに は， 古代 の使徒

た ちが した と同 じよう に， 神 の啓 示 を受 け

る こ とに よって， そ れ らの こ とを学ぶ 必要

が あ ります。 新 た に生 まれ変 わ らな けれ ば

な らな いの です。 私 が 言お う として い るこ

とにっ いて ，嗣 録 され た救 い主 の教 えの 中

か ら例 をひ とつ 挙 げ，話 してみ たい と思 い

ます。

ヨハ ネ伝 の3章 です。 ニ コデ モ とい う，

サ ン ヒ ド リ ン の 一 員 で もあ っ た ， と て も学
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識豊か な人 が，夜 にな って イエ スを尋 ね て

来た とい う箇 所 があ ります。 彼 には まだ，

日中 にイエ ス を尋 ね て来 る だけの 勇気 が な

か った ので す。 そ して， その 夜 イエ ス に会

ったニ コデ モは こ う言い ま した。

「先生
，わ た した ちは あ なたが神 か らこ

られた教 師で あ る こと を知 ってい ま す。 神

が ご一緒 で ない な ら， あ なた が なさ って お

られ る よう な しる しは， だれ に もで きは し

ませ ん。」(ヨ ハ ネ3：2)

この言葉 の 中で， ニコ デモ は， イ エス が

どのよ うな御方 で あ るか理解 して い ない こ
ひ れき

とを， は しな くも披渥 して しまい ま した。

神 の御 子 も彼 の 目に は， ひ と りの偉 大 な教

師 と しか 映 らなか っ たの です。 しか し， ニ

コデモ にそれ以 上 の こ とを求 める の は無 理

で した。 なぜ な ら， 彼 の イエ ス に対 す る認

識 は， 見 聞き した奇 跡 に基 づ く もの だっ た

か らです。 これ を 見て取 られ たイ エ スは，

神 に属 け る事 柄 は通 常 の感覚 では理 解 で き

な いこ とを教 え られ ま した。

「だれ で も新 しく生 れ なけれ ば
， 神 の国

を見 る ことは でき な い」(ヨ ハ ネ3：3)

ニ コデ モは この世 的 な事柄 にっ いて は聡

明 な人で した が， この簡 潔 な真理 の言葉 を

理 解 する こ ζが で き ませ ん で した。 実際 ，

彼 の答 え には その 当惑振 りが よく 出て い ま

す。

「人は年 を とっ てか ら生 れ るこ とが
， ど

う してで きます か。 もう一度 ，母 の 胎 には

いって生 れ るこ とが で きましょうか」(ヨ ハ

ネ3：4〉

イ エス はな お も彼 の理 解 の 目を開 こう と

して，言葉 をつ がれ ま した。 「だれ で も，水

と霊 とか ら生 れ な けれ ば，神 の 国 には い る

こ とはで きな い。」(ヨ ハ ネ3：5)こ こで

救 い主 が言 われ た のは， 人 は新 た に生 まれ

変 わ らな けれ ば，神 の 国 を見 るこ と もその

中 に入る こ ともで き ない とい うこ とで す。

24

しか し， そ れで もニ コ デ モは理 解 で きま

せ ん で した。 そ こで イエ スは次 の偉 大 な律

法 にっ い て話 され ま した。 「肉 か ら生 れ る

者 は 肉で あ り」 つ ま り，1私た ちが普 通 の感

覚 を通 して学 ぶ事柄 は， この世 的 な枠 を脱

す る こ とがで きな い とい うこ とで す。 そ し

て， こう 続 け られ ました。 「霊 か ら生 れ る

者 は霊 で ある。」(ヨ ハ ネ3：6)霊 感 と い
つ

う過 程 を経 て学 ぶ のが， 神 に属 け る事柄 で

あ り， み た まに属 ける事 柄 で ある と いう こ

とです。

永遠 の父 な る神 と， その遣 わ され た イエ

ス ・キ リス トとを知 りた いと思 う な ら， み

た ま によ る知 識 を得 な けれ ば な りませ ん。

教会 員 が その過 程 を経 て きて いる こ とは言

う まで もない こ とです。 皆 バプ テ スマ を受

け， 教会 員 として確 認 され， 聖霊 の 賜 を授

か るた めの按 手 礼 を受 けて い ます。 これ ら

の儀 式 に よって 扉が 開か れ るの です。 これ

に従 わ ず に生 まれ変 わ る ことは 絶対 にで き

ませ ん。 しか し永遠 の生 命 を得 る には， 聖

霊 の 力 に よって， 永遠 の父 な る御 方 が神 で

あ り， イエ ス ・キ リス トは世 の 瞭 い主で あ

る と とも に神 の御 子 で あ り， 私 た ち一 人一

人の救 い主 であ る とい う，個 人 的 な証 を実

際 に受 け られ るよ うに なる まで へ り くだ り，

自分 自身 を清 め なけ れ ばな らな いの です。

もう ひ とつ 例 を挙 げて み たい と思 い ます。

それ は私 の家 族 に関 す る ことで， 私事 を引

き合 い にす るの は恐縮 なの です が， この 話

のテ ー マ にふさ わ しい と感ぜ られ ますの で，

皆 さ んの 許 し を得 て， お話 した い と思 い ま

す。私 の 妻 は，朝 に夕 に祈 りを 捧げ， 毎 日

の よう に炉辺 で福 音 の原 則 にっ いて語 り合

う よう な家庭 で育 ちま した。 妻 の教育 を受

けた い とい う思 いは非 常 に強 く， 大学 に行

きた い と考 えて い ま した。 しか し父 親は 大

学 に行 ぐの は男 の子 だけ で よい と いう考 え

の人 で した。 大学 へ の切 な い思 い を抱 きな



が ら，彼 女 は大 学 を 出た 人々 に対す る畏 敬

の念 を深 くし てい き まし た。 アイ ダ ホ ・フ

ォール ズで ス テー キ部 の 日曜学 校 の役員 を

してい た彼女 は， ひ とつ のク ラ スで教 えて

い ま した。 ところ が その クラ ス に， ひ と り

の教 会 員 でな い人 が 出席 する よ うに なっ た

の です。 その 人は 同 じ 日曜学校 の役 員 を し

て い るあ る兄弟 の奥 さん で， アイ ダ ホ大 学

を 出 てい ま した。学 歴 で それ に匹敵 す る も

の を持 ってい なか っ た私 の妻 は， 彼女 の前

に出 る こ とに， いさ さか気 後 れ を感 じま し

た。

そ のク ラ スで は， あ る課 で 予言 者 ジ ョセ

フ ・ス ミスの最 初 の示 現 につ いて 学 ぶ こ と

にな って い ま した。妻 は そ の レッ スンの 準

備 を して い る時 に1あ の女 性 もクラ ス に出

席 す るの だ とい う こ とに気 が つ いて， は っ

と しま した。そ して考 え ました。 「私 み たい

な何 も知 らない女 の子 が ，天 父 と御 子 が実

際 に天か ら降 って，14歳 の 男の子 の 前 に姿

を現 わ した なん て言 っ た ら， あ の人 は何 て

思 うか し ら」 と。 そう思 うと恐 ろ し くな り，

そん な こ とは絶対 にで き ない と心 に決め ま

し た。 そ して泣 き なが ら母親 の ところへ行

き，こ う言 い ま した。 「お母 さ ん，私 この レ

ッス ンは でき ない わ。 ジ ョセ フ ・ス ミスが

天 父 と御 子 に会 ったか どうか，私 にはわ か

っ てい な いの。確 か にそ の ことは， 小 さ い

時か らず っ とお父 さん や お母 さん に教わ っ

て きた し， そ う信 じて もい るけ ど， 自分 自

身 の もの と して理 解 して いな いの。 あ の 人

に笑 わ れ るに決 まって るわ。クラスであ の 人

を前 に して教 え るな んて とて もで き ない。」

妻 の母 親 もさほ ど教育 を受 けた 人で は な

く， この世 的 な標 準か らすれ ば決 して 学 の

有 る人 とは言 え ませ んで した が， 永遠 の 父

な る神 と， その御 子 イエ ス ・キ リス トに対

す る信 仰 は持 って い ま した。 そ して この 時，

娘 にこ う言 った ので す。 「ジ ョセ フ ・ス ミス
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があ の示現 を受 け るこ とがで き たのは，何

を したか らか しら。」

「それ は お祈 りを した か らで し ょう。」

「な ら，あ なた は どうしてそうしないの 。」

若 い娘 は 自分 の部 屋 に戻 り， 自分 の人生

で初 めて ，天 父 が生 きて.おられ るのか， ま

た御 子 と共 に本 当 に予言 者 ジ ョセフ にみ姿

を現 わ され たの か を知 りた い とい う，心 か

らの望 み を もって全 能者 の み前 に行 った の

です 。部 屋 を 出て来 た彼 女 は 日曜 学校 の ク

ラ スヘ行 き，喜 び と真 の証 と確信 を もって

レッ ス ンを行 ない ま した。彼 女 はみ た まに

よ って生 まれ， 知 識 を得 たの です。

さ て， 愛 す る兄弟 姉妹 の皆 さん 。霊 的 な

経験 をせ ず に， 永遠 の生命 を受 け， 永遠 の

父 な る神 と， その遣 わされ た イエ ス ・キ リ

ス トを知 る こ とは で き ませ ん。 もし， まだ

そ の知 識 を得 て いな い人 がい た ら， 熱心 に

求 め る よう にお勧 め し ます。 皆 さ んはす で

Lにそ の方法 を知 って い ます
。 それ は集 団で

体験 する こ とで はあ りませ ん。 一 人一 人が

自分 で受 け るべ き もの であ り， 皆 さん と皆

さ ん の教 え を聞 く人 々が共 に経 験 しなけれ

ばな ら ない こ となの です。 私 た ちは みた ま

に よって教 え なけれ ば な りません。 救 い主

は 「汝 ら も し 『み たま』 を受 け ざる時 は教

うべ か らず」 また 「こ の 『み た ま』 は， 信

仰 の 祈 りによ りて 汝 らに与 え らる」 と言 わ

れ ま した。

す で にバ プ テス マを受 け てい る皆 さん に

は， み た まを受 け る権 利が与 えられ てい ま

す。 そ の望 み を持 ち，祈 り求 めて下 さい。

神 は与 え て下 さい ます。

皆 さ んが 永遠 の 父な る神 と， その遣 わ さ

れ た イエ ス ・キ リス トを知 り， そ のこ とが

す なわ ち 永遠 の生命 で あ る という こと を知

る よう に， へ りくだ り， イエ ス ・キ リス ト

の み名 に よ って祈 る もの です。 ア ーメ ン。
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「主 はよみが えりぬ」

十 二使 徒 定員 会会 員

トー マ ス ・S・ モ ン ソン

先 ヲひ と りの難 者 に・ 「ソ ル トレー ク 。
ンテ ィー に温 在 して い る間， 何 を見 物

した らよ いで し ょうか」 と尋 ね られ ま した。

私 は とっ さに， 「テ ンプ ル ス ク ウ ェ ア も い

いです し，近 くの キ ャニオ ンヘ ドライ ブ に

出かけ るの もいい で し ょう。 ビ ンガム の露

天 掘 り銅 山の 見物 やグ レー トソル トレーク

での水 泳 はい かが です か」 と答 え ま した。

本 当 は 「墓 地 で1，2時 間過 ご し て み ら

れた らい かが です か」 という 言葉が 口まで

出かか ってい たの です が， 誤解 され る と い

けな いの で言 い ません で した。 私 が旅行 す

る時 には， どこ に行 った時 で もそ の町 の墓

地 を訪 れ る こ とに して い ます。 い ろい ろ な

考 えご とを した り， 人生 の意 味や 皆が一 度

は経験 しなけ れ ばな らな い死 につ いて 思 い

をはせ た りす るの です。

ユ タ州 のサ ンタク ララ の町 の小 さ な墓 地

での こ とです が， 雨 ざ らし にな った墓 碑 に

スイス 人の 名前 をた くさ ん見 つけ ま した。

その 多くは，「シオンに来たれ よ」との招 き

に応 じて 祖 国 スイ スに親族 や 家 を残 し， こ

の地域 に移住 して開拓 の 業 に従事 し， そ し

て今 は 「安 らか な眠 り」 につ いて い る 人々
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で す。 彼 らは，春 先 の洪 水 や夏 の干 ば つ，

乏 しい収 穫 や厳 しい労働 に耐 え抜 き，犠 牲

とい う伝 統 を残 して くれ まし た。

大 きな墓 地 には， 自国の た めに 戦 った戦

没者 が まつ られ て お り， 私 た ちの 感傷 を誘

います。 戦 争 に よって 夢 を破 られ た 人，希

望 を絶 ち切 られた 人， 若 く して去 って い っ

た人々 に思 いをは せ ざる を得 ませ ん。

フ ラ ンスや ベル ギー で何 工 一 カー に もわ

た って 白い十 字架 が並 ん でい るの を 見 る と，

第一次 世 界大 戦が いか に悲 惨 で あ ったか，

うか が い知 るこ とが で きます。 フラ ン スの

ベル ダ ン市 は，市 全体 が広 大 な墓 地 で ある

と言 って よ いで し ょう。春 にな って お百姓

さん が畑 を耕 す たび に， ヘ ルメ ッ トや銃 身

が あち こち で見つ か る そう です。 こう した

遺 品の数 々 は，戦 争 で地 を文 字通 り朱 に染

め た何百 万 の人 々 のこ とを思 い 出 させ ず に

は おき ませ ん。

ペ ンシル ベニ ア州 の ゲ テ ィスバ ーグ な ど，

南北 戦争 の 戦場 となっ た町 を旅 す る と， 兄

と弟 が戦 った その傷 跡 を見 る よう な思 いが

します。 農場 や財 産 を な く した家族 もいれ

ば， 持 て るすべ て を失 って しま った家族 も

い ます。 ア ブ ラハ ム ・リンカー ン大統 領が

リデ ィア ・ビクス ビー夫 人に宛 て て書 い た

手紙 を引用 しま し ょう。

拝 啓

マサ チ ュー セ ッツの 軍務 局長 か らの 報告

によ って， あ なた の御子 息5人 が 戦場 で栄

誉 の戦 死 を遂 げ られた こ とを知 りま した。

さぞか し悲 しんで お られ る こと と拝察 致 し

ます。

言葉 が いか に不 十分 な もの であ るか を知

りなが ら も，一 言 ， あな たの御 子 息 た ちが

命 を投 げ 出 して救 って 下 さ った この 国 に代

わっ て，感 謝 の気 持 ち を記 した い と思 いま

す。

願 わ くは天 の御 父が あ な たの心 の傷 を癒



し， あ な たが 愛す る御 子 息た ち との良 き思

い出 を胸 に抱 きな が ら， 自由 とい う祭壇 に

ささげ られ た 多くの犠 牲 に対 する誇 りを も

って過 ご され る よう に祈 る もので あ ります。

敬 具

ア ブラ ハ ム ・リンカー ン

(1864年11月21日 付 ，S6JJθo!わ%sかo窺!h6

L6〃6鴬，S汐660h6s， αn4Sたz彪Pα 舞鴬oグ

Aδ昭hα郷L吻60彪 「ア ブ ラハム ・リンカー

ンによ る書簡 ・演説 ・声 明文 選」p.109)

ホ ノ ルル のパ ンチボ ウル墓 地 やマ ニ ラの

太平 洋記 念墓 地 を歩 い てお ります と， 第二

次世 界大 戦 で戦死 した兵 士の すべ て が， 緑

の芝 生 に覆 われ た墓 地 に埋葬 され て い るの

では な いこ とが わか ります。 大海 原 の波 の

底 に 沈ん で いる遺 体 が数 多くあ るの です。

真珠 湾 攻撃 で亡 くな った 人の 中に， ア イ

オワ州 フ レデ リック バー グ 出身の ウ ィ リア

ム ・ボ ール とい う海兵 がいま した。彼が1941

年 の その 日に散 った他 の戦 士 者 と異 なる点

は， その英 雄 的 な行為 にある ので は な く，

彼 の死 に よ って一 連 の悲 しい 出来事 が 彼の

家 で起 き た とい うこ とに あ ります。

ウ ィ リアム の幼 な友 達 でウ ォー ター ルー

に住 ん で いた サ リバ ン家 の息子5人 が， 海

軍 に志 願 しま した。 彼 らはウ ィリアム のあ

だ を討 つ ため に5人 共 同 じ戦場 に 出兵 され

る よ う要 請 し， 海 軍 はそれ を許 可 し ました。

ところ が1941年11月14日 ， こ の5人 の 兄弟

の乗 った巡洋 艦 ジュ ノーは， ソロ モ ン諸 島

の ガダ ルカ ナ ルで海 の もくず と消 えて しま

った ので す。

2カ 月後，5人 の 母親 の トー マ ス ・サ リ

バ ン夫 人は， 普 通の 電報 によ ってで は な く，

特使 を通 して，5人 の 息子が 南 太平 洋で の

戦闘 で行 方不 明 に な り， 生存 の 見込 みは な

い との報 を受 け ま した。 結局 ， 彼 らの遺体

は発 見さ れ ませ んで した。

「人が その 友 のた め に 自分 の命 を捨 て る
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こと， これ よ り も大 き な愛 はな い。」(ヨ ハ

ネ15：13)こ の イ エス の言葉 以 外 に彼 らの

石碑 に刻 む にふ さ わ しい言葉 は あ るで しょ

うか。

人の一 生 が他 の 人々 に途方 もな い影 響 を

与 える とい う こと につ いて は， あ ま りよく

知 られて い ませ ん し， ま してや め った に人

の 口にの ぽ る ことは あ りませ ん。12歳 の ビ

ーハ イブ の クラ スの教 師 で あっ たあ る姉妹

も， その よ うな ひ と りで し た。 彼 女は 子供

があ りませ んで した。 夫 と共 に長 い間 願 い

求 め て いたの で すが， 祝福 は 来 ません で し

た。 その代 わ り彼 女 は， 永遠 の真理 と人生

の教訓 を教 える こ とに よって， ビーハ イブ

の少女 た ち にその 愛 を示 し ました。 しか し，

そ うした 彼女 を病 魔が 襲 い， 彼女 は27歳 の

若 さで この世 を去 りま した。

毎年 戦 没者 記念 の 日が来 る と， 彼女 の ビ

ー ハ イブの ク ラ スの生徒 だ った子供 た ちは

お墓 参 りを しま した。 最初 の うち は7人 も

い た教 え子 も4人 ，2人 と減 り，最 後 には

ひ と りだけ とな りま した。 しか し最 後 に残

った生徒 は 毎年 欠 かさ ず墓 参 りを し， 感 謝

の心 を 象徴 す るア イ リスの 花束 を ささ げて

い ます。 彼 女 が この墓参 りを始 めて か ら今

年 で25年 の 歳 月が 流れ ま した。今 ， 彼女 は

若 い女性 の教 師 に 召さ れて い ます。 彼女 が

なぜ 実 りあ る 人生 を送 って い るか は明 らか

です。 自分 の教 師 か ら得 た霊 感 を鏡 の よう

に照 り返 して いる ので す。 この教 師 の人生

も， 彼女 が 与 えた教 訓 も，墓 碑 の下 に埋 も

れて い るわ けで は あ りませ ん。 自己を顧 み

ず に養 い，育 て た生徒 たち の 人格 を通 して，

今 も生 き続 けて い るので す。 主 イエ ス ・キ

リス トも， 永遠 にわ た って私 た ちに影響 を

与 える教 師 です。 かつ て 主は， 砂 に指 で文

字 を書 いて教 えを説か れ ま した。(ヨ ハ ネ8

6参 照)砂 に書 かれ た文 字 は時 の流れ と

共 に消 え去 って も，主 の この地 上 での生涯
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を消 し去 る こ とはで き ません。

詩 人 ソー ン トン ・ワ イル ダー は，死 につ

いて次 の よ うに描 写 しています。 「この世 を

去 った愛 す る者 たち につ いて わか る こ と，

それ は， 彼 らが私 た ち に， 死 者 を身近 な存

在 として感 じる よ う願 って いる と いう こと

だ。 この世 を去 った 人々 への 一番 の贈 り物 ，

それ は嘆 きで は な く， 感謝 で あ る。」

これ は2年 前，'ノル トレー ク ・シテ ィー

の東 にあ る ヒーバ ー バ レーで 起 こ ったこ と

です。 あ る 日， 父親 と母 親が 家 に戻 って 来

る と， 上 の3人 の 息子 が倒 れ て死 ん でい ま

した。 その晩 は非 常 に冷 え込 んで， 降 り積

もった雪が 風 で吹 き飛 ば され て その家 の煙

突 をふ さ いで し ま ったた め， 家 中に一 酸化

炭素が 充満 して し まった ので す。

この ケ ラー 家の合 同 葬儀 は， 私 の 人生 の

中で最 も霊 的 な経 験 のひ とつ と な って い ま

す。 近 所 の人 々 は仕 事 を休 み， 子供 たち も

学校か ら早 く帰 って， お悔 や みの 言葉 を述

べる ため に教 会堂 に集 い ま した。私 は3つ

の光 るひつ ぎが， 悲 しみ に満 ちた御 両 親や

お じいさ んお ばあ さ んを従 えて礼 拝堂 の前

の方 にかつ が れて い く光景 を， 時 と記 憶の

続 く限 り決 して忘 れ る ことは な いで し ょう。
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最初 に話 を したのは， 学校 の レス リン グ

の コー チの 先生 で した。 彼 は長 男の ル イス

につ いて ， 涙 をこ らえな が ら， 震 える声 で

話 を しま した。 「ルイスはチームの 中で最 も

才 能 に 恵 まれた選 手 と いう わけ では あ り ま

せん で した。 しか し， 彼 ほ ど練 習熱心 だ っ

た子 は い ません。 技術 に欠 ける と ころは，

強 い意志 で補 ってい ま した。」

次 いで ， 次男 の トラ ビス の教 会 の指 導 者

が立 うて ， 彼が ス カウ トや アロ ン神権 の責

任 をよ く果 た し， 友達 に とって素 晴 らしい

模 範 であ った ことを話 しま した。

最 後 に， 一 番下 の ジ ェイ ソ ンにつ いて は，

小学校 の 担任 の先 生 が話 を しま した。 そ の

姿か ら， 有能 な教 師 であ る こ とが一 目で わ

かる 人で した。 彼女 は ジ ェイソ ンが お とな

しい子 で は にか み屋 だ った こ とを述 べた 後，

ジェイ ソ ンか らも らった手 紙 につ い て触 れ

ま した。 それ に は ジェイ ソ ンの手 書 きで，

た ったひ と言 「せ んせ い が だい す きです 」

と書 いて あ った そ うです。 彼女 はそ の手紙

ほ ど心 の 温 まる手 紙 は受 け たこ とが あ りま

せん で した。 こ う して彼女 は， こみ上 げ て

くる思 い に声 をつ ま らせ なが ら， や っ との

こ とで話 を終 え ま した。

そ の 日は悲 しみ と涙 の一 日で したが ，私

は立 派に こ の地 上 で の使命 を果 た した この

3人 の男 の子 が， 永遠 に まで 及ぶ教 訓 を残

して行 った こ とを しみ じみ と感 じま した。

レス リン グの コー チは 「単 に技術 面 だ け

では な く， 一 人一 人の 選手 の心 を見続 け て

いき たい」 と話 しま した し，青 少年 の指 導

者 は， すべ て の若 人が教 会 の プ ログ ラム の

恩 恵 を十分 に受 け られ る よ う努 力 す ると 誓

いま した。 ジェ イソ ンの先 生は ， ジ ェイ ソ

ンの クラ スの子 供 た ちの顔 を， 何 も言 わず

に じっ と見 つ めて い ま した。 彼 女 は何 も言

いませ ん で したが， そ の 目は， 心 に深 く決

意 す る ものが あ るこ とを物 語 って い まし た。



「私 は これか ら子 供 た ち一 人一 人を愛 して

い こう。 子 供 た ちが真 理 を求 め，才 能 を伸

ば し， 喜 んで 奉仕 で き るよ うに見 守 って い

こ う。」

マー ビン ・J・ ア シ ュ トン長老 も私 も含

めて， その 葬儀 に出席 した 人はす べて ，変

わ るの です。 ひ と り残 らず ， 主が 言わ れた

完 成に 向け て努 力 す るので す。 そ の決 意の

源 は どこ にあ った ので しょう。 そ うで す。

悲 しみ と心 配 を乗 り越 えて い った この3人

の子供 たち と，心 を尽 く して主 に信 頼 を寄

せる両 親 の不 屈 の精神 です。 両親 は 自分 の

理解 の み に頼 る こ とな く， あ らゆる点 にお

いて主 を認 め， 主 が道 を ま っす ぐに され る

ことを信 じなが ら過 ご して い くで し ょう。

(箴 言3：5-6参 照)

この3人 の 素晴 らし い子供 た ちの母 親 が

私 に送 って くれ た手紙 の一 部 を， ここ に御

紹 介 しま しょう。 これは， 子供 た ちが 亡 く

なって 少 し してか ら送 られて きた もの です。

「私 も夫 も
， 胸 が 張 り裂 け そう に感 じ る

こ とが し ょっ ち ゅうあ ります。 日々 の生 活

が大 き く変 わ って し まい ました。 家族 の 半

分 を亡 く した今 ，・料 理 もせ ん た くも買 い物

も， 何 と変 わ った こ とで し ょ1う。子 供 た ち

の話 し声 やか らか い合 ってい る声， 子供 た

ちの部 屋 か ら聞 こ えて きて いた物 音 な どが，

なつ か し く思 い出 され ます。 皆， なく なっ

て し まい ま した。 日曜 日は静 寂 そ の もので

す。 聖 餐の 祝福 や パ スを する 息子 の姿 は，

今 は あ りませ ん。 日曜 日は文 字通 り家 族 の

日で した。 私 た ちは考 えま した。 これ で子

供 たちが 伝道 に出 る こと も， 結婚 す る こと

も，私 たちが 孫 の顔 を 見る こ と もなく なる

ん だな あ と。 今 さ ら生 き返 らせ て と言 うわ

けで は あ りませ ん。 で も， あの子 たち を喜

んで手 離 したわ け では ない の です。私 たち

は前 と 同 じよ うに， 教会 の責 任 や家庭 の 仕

事 を始 めて い ます。今 の唯一 の願 いは， 私
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たちが 永遠 の家 族 と なる にふ さわ しい生 活

をし たい と いう こ とで す。」

ケ ラー家 や サ リバ ン家， また それ 以 外 に

も愛 す る家 族 を亡 く され たすべ て の方 々 に，

私の 心 か らの証 と決 意 ， それ に私の 実 際の

経験 を お話 したい と思 い ます。

私 た ちは ，一 人一 人が前世 にお いて天 父

と共 に生活 して い た こと を知 って い ます。

この世 に来 たの は， 完 成へ 向か う永 遠 の旅

路の 中 で， い ろい ろな こ とを学 び， 生活 を

し，進 歩 す るた めで す。若 く して亡 くな る

人 もいれ ば， 老年 ま で生 き長 ら える 人 もい

ます。 、しか し大 切 な のは， どれ だ け長 い間

生 き るかで は な く， いか に生 きる か という

ことで す。 こ う して死が 訪 れ， 人生 の新 た

な1ペ ー ジが始 ま るので す。 で は， その後

は どう なるの で し ょうか。

何年 か前 の こ と，生 死 の境 を さ迷 うあ る

若 い父 親の 傍 ら に立 って いた時 の こ とで し

た。 彼 は私 の手 を取 り， じっ と 目を見つ め

て，請い 願 う よう にこ う言 いました。 「監 督，

私 は もう死 に ます。死 んだ時 に私 の霊 が ど

うな るの か教 えて下 さ い。」

私 は 答え る前 に， 天 か らの助 け を求 め ま

した。 ふ と見 る と， ベ ッ ドの傍 らのテ ーブ

ルにモ ルモ ン経が あ ります。 そ こで手 に取

る と， モ ルモ ン経 が ひ と りで に開 いて ア ル

マ書40章 が 出て き ま した。 これ は私 が今 こ

こに立 って い る ことが確 か であ る と同 じよ

うに確 か な ことで す。 私 は声 を 出して読 み

ま した。 「さ て死 んで からよみがえる時 まで

の霊 の有 様 は どうで あ るか と言 うに， ごら

ん， あ らゆ る 人の霊 は それ が善 であ って も

悪で あ って も， この 死 なな くて はな らぬ 肉

体 を離れ る とそ の霊 に生 命 を与 えた もうた

神が備 えた もう ところへ 帰 るの であ る。 こ

れは 天使 が私 にお示 しにな った。

その 時義 しい 人の 霊 はパ ラ ダイ スと とな

え る幸福 な 有様， す な わち安 息 と平和 な有
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様に 入 り一切 のわ ず らい と憂 い と悲 しみ と

を離れ て 息む。」(ア ルマ40：11-12)

こ の若 き友 は 目を 閉 じ， 心 か らの感 謝 の

気持 ち を表 わ し なが ら，静 か に今 述べ た パ

ラ ダイ スヘ と旅 立 た れ ま した。

続 いて， 霊 と肉体 とが再 び ひ とつ に なる，

栄光 の復 活の 日が訪 れ ます。 一度 再 結合 し

た霊 と肉体 は， もう二度 と離 れ る こ とはあ

りませ ん。 イエ スは 悲 しみ に くれる マ ルタ

にこ う言わ れ ま した。 「わた し は よみ が え

りであ り，命 で あ る。 わた しを信 じる者 は，

たとい死 ん で も生 きる。

また， 生 きて いて ， わた しを信 じる者 は，

いつ まで も死 なな い。」(ヨハ ネ11：25-26)

「わ た しは平安 をあ なた が たに残 して行

く。 わ た しの平安 をあ な たが た に与 え る。

わた しが与 え るの は，世 が 与 える よ うな も

の とは 異 なる。 あ なた が たは心 を騒 が せ る

な， また お じけ るな。」(ヨ ハ ネ14：27)

「わ た しの 父の家 には
， す ま いが た くさ

んあ る。 も しなか っ たな らば， わ た しは そ

う言 って お いたで あ ろ う。 あな たが たの た

め に， 場所 を用意 しに行 くの だか ら。 … …
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わ た しのお る所 にあ なたが た もお らせ る た

め であ る。」(ヨ ハ ネ14：2-3)

この栄 光 に満 ちた約 束 は， マ リヤ とほか

のマ リヤ が墓 に 入 った時 に成就 され ま した。

墓 が 空 にな って いた ので す。 医者 で あ った

ル カは こ う記 してい ます。

「週の 初 めの 日， 夜明 け前 に， 女 た ちは

用意 してお いた 香料 を携 えて ，墓 に行 った。

と ころが， 石 が墓 か ら ころが して あ るの

で， 中 には い ってみ る と， 主 イエ ス のか ら

だ が見 当 らな か った。

その た め途方 にくれ て いる と， 見 よ， 輝

いた衣 を着 た ふた りの者 が， 彼 らに現 れ た。

・・この、ζ、た りの者 が 言った。 『あなたが

たは， な ぜ生 きた 方 を死 人の 中 にた ずね て

い るのか。』」(ル カ24：1-5)

「もう ここ にはお られ ない。 か ね て言 わ

れ た とお りに， よみ が え られ た ので あ る。」

(マタ イ28：6)

この事 実 こ そ， 全 キ リス ト教徒 に響 き渡

る お とずれ です。 復 活 の事実 こそが ， すべ

て の 人に， 人 間の理 解 を越 え た測 り知 る こ

とので き ない平安 を もた らす ので す。 そ し

て， フ ラ ン ダー スの草 原 や大海 原 の底 で，

また小 さ なサ ンタクラ ラ の町 や平和 な ヒー

バ ー バ レーで 愛す る者 た ちを亡 く した人 々

に，慰 め を与 えて くれ る ので す。 復活 は 永

遠 の真 理 で す。
'私 は主 の十 二使 徒 と して未 熟 な者 では あ

りますが ，死 が 克服 され ，墓 を越 えた勝 利

が もた らさ れ たこ とを証 申 し上 げ ます。 御

自身で 成就 す るこ とに よっ て聖 な る もの と

な った主 の み言葉 が， 私 た ちす べ てに と っ

て現 実 の知 識 とな るよ う に祈 る もので す。

主 のみ 言葉 を心 に思 い 浮か べ， か み しめ，

敬 い ま しょ う。 主 は よみが え られ ま した。

これ らの こ とを心 か ら祈 りつ つ， イエ ス ・

キ リス トのみ 名 によ り 申し上 げ ます。 ア ー

メ ン。



予言者の生涯に学ぶ

七 十人 第一 定 員会 会員

ロバ ー ト・D・ヘ イル ズ

私た ちの救 い主， イエ ス ・キ リス トが教

え を施 す際 に使 わ れ た例 の 中 で 多いの

は，救 い主御 自身 の まわ りで起 こった 日常

の出 来事 か らの もの で す。 同 じよ う に現 代

の予 言者 も， 日常生 活 の 中か ら人々 を教 え

ます。短 い言 葉 なが らも力強 く， 「わ た し に

つい て きな さい」 と教 える ので す。

で は，私 が 現代 の 予言 者 か ら学 ん だ こ と

を紹介 しま し ょう。

私 たち は， 多 くの病 気 と闘 ってき たキ ン

ボー ル大管 長 の 勇気 を見 て， た くさ んの こ

とを学 び ます。 大 管長 は， 苦 痛 や逆境 を 克

服 す るこ と によ って 肉体 と霊 を清 め， イエ

ス ・キ リス トヘ の信仰 を 強 める こ とがで き

るこ とを， 身 を も って示 して下 さい ま した。

立 ち向 かわ な けれ ば な らなか っ た試練 とい

う点 か ら見 て， まさ し くキ シボ ール大 管長

は現 代 の ヨブ と言 え るで し ょう。

旧約 聖書 の ヨブ の話 は， 私 た ちが一 生 の

うちで遭 遇 す る3つ の大 き な試 しにつ い て

教 えて くれ ます 。 第1に ， 財産 の こ とです。

ヨブ は財 産 を全 て な く しま、した。第2に ，信

仰 と証 を揺 るが す病 気 で す。 第3は 失望 で

す。ヨブ は 言 いま した。 「な にゆ え，わ た し
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は胎 か ら出 て，死 ななか っ たのか。」(ヨ ブ

3：11)「 わ た しは 自分の 命 をい と う。」(ヨ

ブ10：1)し か し， ヨブ か ら学べ る一 番の

教 訓 は， 「すべ て この事 においてヨブは 罪 を

犯 さ ず， ま た神 に向か って愚 かな こ とを言

わ なか った」(ヨブ1：22)と い うこ とです。

私 た ちは あ ま りたび たび逆 境 に遭 う と， そ

れ を 罪を犯 す こ との弁解 と し， イエス ・キ

リス トの教 えや，私 た ち を導 いて くれ る予

言者 ， 家庭 ， 友 人か ら離れ て しま います。

しか し ヨブは証 を失わ ず，神 は 生 きてお ら

れ， 自分 は神 のみ もとに住 むの だ とい うそ

の揺 る ぎ ない信 仰 に よって祝 福 を受 け ま し

た。

ヨブ 同様 に義 人で ある キン ボー ル大管 長

は， 喉頭 ガ ンや心臓 手術 ，腫 瘍， 脳 血栓 の

手術 な ど， 多くの試 練 を克服 して きま した。

キ ンボ ー ル大管 長 の経験 は， 私 た ちが同 じ

よ うな試 練 や苦 しみに あ った時 にど う対処

した らよ いか を教 えて くれ ます。

キ ンボー ル大 管長 は 罪を犯 さず ， また神

に向 か って 愚か な こ とを言 い ませ ん で した。

大 管 長は 多くの 身体 上 の試練 の間 ，一正 直 で，

証 を失わ ず， 神 をほ め たた えて き ました。

私 た ち は大管 長 が ぐち をこぼ すの を 聞い た

こ とが あ りませ ん。 それ どころか 大管長 の

チ ャ レン ジは， 「この 山地 を わたしにくださ

い」 なの です 。(ヨ シ ュア14：12参 照)

キ ン ボー ル大管 長 の逆境 を克服 す る勇気

と信仰 は ，私 た ちす べて の模 範で あ り， 私

たち も 人生の 逆境 を乗 り越え られ る こと を

示 す もの です。 私 た ちの苦 痛 は， 大管長 の

苦 痛 に比 べれ ば小 さ な もので す。 喉頭 ガ ン

の 手術 後， キ ンボー ル大管 長 は声 が 出ませ

ん で した。 神 殿で の証 会 の時， そ の大管 長

にマ ッケ イ大 管長 が証 を する よ うに頼 み ま

した。 キ ンボール 大管 長 は声 は出 ませ んで

したが ， 息の 音で証 を しま した。後 で大 管

長 は マ ッケ イ大管長 に， 紙 に書 い て こ.う尋

31



ねま した。 「な ぜ私 に証 を頼んだのですか。」

マ ッケ イ 大 管 長 は こ う答 え ました。 「スペ

ンサー， 君 は声 を取 り もどさな けれ ば な ら

ない。 君 には まだ大 きな使 命が 残 され て い

る。」(何 と素 晴 らしい 愛の模 範 で し ょう。〉

キ ンボール 大管 長 は この言葉 に従 い ま した。

そ して 発 声 法 を 開 発 し， 残 った 片方 の声

帯を使 って 声 を取 りも どし， 偉 大 な業 を行

なって き ま した。 キ ンボー ル大 管長 の予 言

者 としての 使命 は， 他 のい か なる神 権 時代

の予言 者の 使命 にも比肩 し得 る もので す。

カ ミラ姉 妹 は， 大管長 と共 に献 身的 な働

きを示 して き ま した。 サモ ア での あ る晩の

ことですが ，大 管長 夫 妻は40度 の 高熱 に襲

われ ま した。 しか し次 の朝， 最 初 にバ ス に

乗 ったの は大管 長 夫妻 で した。 そ して 大管

長は集 会 を管理 し， 単 に耐 え ただ けで な く，

すべて の 人へ の心 遣い を示 しなが ら一 日の

多忙 な スケ ジュー ル を こな したの です。

キ ンボ ール大 管 長は 十二 使徒 に召 され た

時，涙 を流 して その召 しを受 け 入れ ま した。

自分が その よう な重責 に ふさ わ しいか どう

か悩 んだ ので す。 しか し電 話 を切 っ た後で ，

カ ミラ姉妹 は こ う言 いました。 「スペ ンサー ，

あな たな らで きますよ。」 カ ミラ姉妹 は，伴

侶 とひ とっ にな る とい う点 で完 壁 な模 範で

す。自分 の健 康 について 聞か れ る と， 「夫 が

健康 な時 は，私 も健康 です 」 と答 え る彼女

です。

キ ンボ ール大 管 長は ，教 会幹 部 に召 され

た私 にひ とつ の教 訓 を残 して くれ ま した。

大管長は 私 に， ソル トレーク に来 て残 りの

生涯 を教会 幹部 と して 仕 えて も らえ ません

か と言い ま した。 私 は涙 なが ら にこ う答 え

ました。 「大管 長，何 と言 ってよい かわ か り

ませ ん山 す る と大 管長 は， 「はい， とだけ

言 って下 さ い」 と言 い ました。 予 言者 か ら

の召 しを受 け る時 に は， 自分 の決 意や 愛，

情熱 を述べ るの に雄 弁 は い らな いの です。
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予 言者 は そ う した こと をすで に承知 して い

るの です。

キ ン ボール 大管 長 は， いつ で も一 人一 人

に心 か らの愛 を も って接 しよ うと します。

私 た ちが地 域大 会 の準備 を して い た時 の

こ とです。 私 が大 管長 の オフ ィス に入 って

行 く と， 大管 長 は ドア に背 を向 けて タ イプ

を打 って い ま した。 タ イプ を終 え ると私 の

方 に向 きを変 えて， 私 を迎 えて くれ ま した。

一 方 の手 には
， 「赦 しの奇 跡」を読 んだある

若 人か らの32ペ ー ジにお よ、玄ミ手紙 ， もう一

方 の 手 には， 悔 い改 め よ うと してい る その

若 人への 大管 長 自らが タイプ を した 手紙 が

握 られ て いま した。 メ ッセ ー ジは明 らか で

した。 それ は， 「どんな に忙 しくて も，助 け

が必 要 な 人を忘 れて は な らない」 とい う こ

とで す。

大 管長 の宣 教 師 と して の証 は， 人を恐 れ

る こ との ない証 です。1976年8月3日 か ら

5日 に かけ て デンマ ー クの コペ ンハ ー ゲ ン

で地 域大 会 が開 かれ た 時， キ ンボー ル大 管

長 は トルバ ルセ ン作 の 美 しい彫刻 「キ リス

ト像 」 を見 に行 き ま した。 ソ ル トレー クや

ロサ ンゼ ルス， ニ ュー ジー ラ ン ド神 殿 の訪



問者 センター にある像 は その 複製 です 。 「キ

リス ト像」 を少 し鑑 賞 した後 で， キ ンボー

ル大管 長 は管 理 人 に証 を しま した。 ペ テロ

の像 の方 を向 い て， ペ テロが 右手 に持 って

いる大 き な鍵 の 束 を指 した大 管長 は こ う言

いま した。 「教 会 の大 管長 であるペテロが持

って いた神 権 の権 能 の鍵 は，今 ， この神権

時代 の長 であ る私 が持 って います。」それ か

らこ う も言い ました。 「あなたは毎 日石 で で

き た使 徒 を 管 理 し て い ま す ね。 で もき ょ

う， あ な たは生 ける使徒 の前 に立 っ てい ま

す。」 そ して タナ ー副 管長， モ ンソ ン長 老`

パ ッカ ー長 老 を管理 人 に紹介 し， デ ンマ ー

ク語 の モ ルモ ン経 をプ レゼ ン トして， 予 言

者 ジ ョセ フ ・ス ミス につ いて証 しま した。

管理 人はみ た ま を受 けて心 を動 か され， 自

分が 予 言者 と使 徒 の前 にいる こ とを感 じま

した。彼は 後で 私 にこう言い ま した。 「き ょ

う私 は神 の 僕 に会 い ま した。」

キ ンボ ー ル大 管長 は， 心 と勢 力 と思 い と

体 力 とを尽 くして 勤勉 に働 く人で す。 しか

し周 囲 の人 に は 自分 の ぺ 一ス に合 わせ る こ

とを要求 せ ず， そ れ ぞれの ペ ー スで働 く よ

うに言 い ます。 大管 長 は，デ スク の 「実 行」

とい う標 語 が示 す よ うに， 行動 の 人で す。

大 管長 と共 に働 いた 人 は，大 管長 の模 範

の 中に 「や って み ます」 とか 「ベ ヌ トを尽

くします 」 とか い う言葉 はな い と言 い ます。

その模 範 と愛 に よって， 皆 もっ と高 い 目標

を掲 げ， 歩 み を速 め， 完全 に向 か って進 も

うと します。 大 管長 は 人 に， その 人が持 っ

てい る以 上 の力 を 出 させ ， つ いに は 目標 を

上 回る成 果 を残 させ る ので す。

1977年2月 に開か れ た メキ シコお よび中

央，南 ア メ リカ 地域 大会 の 計画 を して いた

時の こ とで す。 私 たち は標 高3，600メ ー ト

ルの ボ リ ビアの ラパ ス で集会 を開 くこ と に

して い ま した。 アー ネ ス ト ・L・ ウ ィルキ

ンソ ン博士 とラ ッセ ル ・M・ ネル ソ ン博士
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の話 では ，心 臓 と血圧 が それ だけ の高 さ に

慣 れ る まで には，4時 間 か ら6時 間の休 息

時間 が ない と無理 とい うこ とで した。 とこ

ろが， 大 管長 は大 会 の間 は きわめ て 多忙で，

なか なか休 み は とれ ないので す。(事 実 ，ふ

た りの医 師は， 大 管長 の看 護 のた め に教 会

幹 部 に随行 しま した。)

私 は タナー， ロムニ ー両 副管 長 に， ラパ

ス に着 い た ら大会 を始 め る前 に大管 長 を休

ませ て くれ るよ うにお 願 い しま した。 しか

しふ た りは笑 って ，「あ な た が や って下 さ

い」 と言 うの です。

やが て， その地域 大 会 の計画 の詳 細が 大

管長 会 に提 示 され ま した。 見て い る と， キ

ンボー ル大 管長 は ラパ スの 次の 所 にふ たつ

の赤 い印 をつ け ま した。 そこ には大 管長 が

出席 しな い集会 が ・ζ・た つ書 いて あ りま した。

大管 長 は 「このふ たつ の会 は何 で すか。 な

ぜ私 が 出 ない ので すか」 と尋 ね ま した。 少

し して， 私 は 「大管 長， それ は休 息の時 間

で す」 と答え ま した。 す る と大管 長 は 「ヘ

イル ズ長 老 ， あな たは疲 れ て います か」 と

言 った ので す。

私 た ち はラ パス に着 き，最 初 の集 会 は文

化活 動 で した。 大管 長 は休 み ません で した。

私 は頭痛 をお ぽえ ま した。頭 が割 れ そ うで，

3，600メ ー トルの高 さ に慣 れ るため に酸 素

吸 入を しま した。 しか しキ ンボ ー ル大管 長

は全 く酸素 を使 い ませ んで した。 それ どこ

ろ か，2，000人 の聖徒 を勧 迎 し，抱擁 し，握

手 を したの で す。

そ して最 後 の集会 の後 ，大 管長 は ， アル

テ ィプ ラ ノか ら来 てい た1，000人 の 愛す る

レーマ ン 人 と握 手 を したい と言 っ たので す。

彼 らは大 管長 と抱 き合 い， 力強 く握 手 を し

ま した。 大 管長 は彼 らに愛 を示 そ うと され

たの で す。

ウ ィルキ ンソ ン博 士 は，3，600メー トル の

高 さに もか かわ らず 大管 長が あ ま りに も活
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発 なの を心配 して， で きる だけ早 く休 む よ

うにア ドバ イ ス しま した。 す ると大管 長 は

言いま した， 「私 が知 っていること を知 って

いた ら， あ なた は私 に何 も言 わ ない はず で

す。」大 管長 は，私 たちが イ エ ス ・キ リス ト

の再 臨 の備 え を して い るこ と を強 く感 じて

いるの です。 そして， その メ ッセー ジが世

界中に その 国の 言葉 で伝 え られ なけれ ば な

らない こ とを知 って い るの です。

キ ンボー ル大管 長 は教 会幹 部 に こう話 し

ま した。 「私 は死 を 恐れません。私 が 恐れ る

ことは，救 い主 に お会い した時 に， 『もっ と

よ くで きた の に』と言わ れ るこ とで す。」王

国を前進 させ よう とす る予 言者 の献 身 とそ

の 言葉が ， 緊迫感 を もって伝 わ って く るで

し ょう か。 「ヘ イル ズ長老 ，疲 れ ているの で

す か。」休 ん で いるとそ の言葉 が耳 にこだ ま
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しま す。 キ ンボ ール 大管 長 と同 じ心 を持 て

ば，私 たち は心 と力 と思 い と体 力を尽 く し

て働 く こ とで し ょう。

私 た ちが 大管長 に体 を休 める よ うに 言 う

と，大管 長 は決 まって こう言 い ま した。 「皆

さん は私 を 忙 しさか ら救 っ て くれ よう と し

てい ます ね。 で も私 は救 い では な く昇栄 を

望 ん で いる ので す。」そ して，主 が予 言者 で

ある 自分 を守 って くれ る。 自分 のた め に教

会の 歩 みを遅 くしてはならないと言うのです。

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミネ は次 のよ う な勧

告 を受 けま した。

「わが 子 よ
， 汝心安 か れ。 汝 の不 幸汝 の

困苦 は ただ これ束 の 間 な り。
しか しこう

然 り而 して， も し汝 よく これ を耐 え忍 ば

ば，神 は汝 を高 き に挙 げ た まわ ん。 か く し

て， 汝 あ らゆる敵 に勝 つ こ とを得 ん。
たす

汝 の友 だ ちは誠 に 汝 を援 け， 温 き心 と親

しき手 もて再 び 汝を歓 び迎 えん。」(教 義 と

聖 約121：7-9)

願 わ くは主 の祝 福が 私 た ちに あ り， この

み業 が急 を要 す る こと， そ して何 が予 言者

を駆 り立 て るの かが理 解 で きます よ う に。

大 管長 は 宣教 師 です。 それは， 全 人類 が み

たま に よ り教 え られ， バプ テス マを受 け な

けれ ば な らない こ とを知 って い るか らで す。

そ してふ さ わ しくあ るな らば， 私 た ちは 永

遠 の生 命 を受 け， 昇栄 して， 父 なる神 とイ

エ ス ・キ リス トの もと に帰 り， 永 遠 に共 に

住 む こ とで し ょう。

私 は，今 日，予 言者 が 啓示 に よっ て この

教 会 を導 い てい るこ と を証 します。 いつ で

した か総 大会 の最 後 に， キ ンボー ル大 管長

は 「人々 は 『主 よ，主 よ』 と言 うが， 私 の

言 うこ とは行 な わな い」 と言 い ま した。 願

わ くは私 た ちが 「主 よ，主 よ」 と言 う と同

時 に， 今 日この教 会 を導 く予 言者 た ちの 言

葉 とその模 範 に従 うよ うに， イエ ス ・キ リ

ス トの み名 に よ り祈 ります。 アー メ ン。



福音の光

七十 人 第一 定 員会会 員

ア ドニ ー ・Y・小 松

何 年か前 私は責任を受け・.最近完成し
た礼拝 堂 を奉 献 す るため に南 太平 洋 の

ある 島を訪 れ ま した。 献 堂式 の 晩，私 たち

は何 人か の地 元 の指 導者 とその建 物 の とこ

ろに行 ってみ て， 驚 き ま した。 建 物 の電 気

が消 えて い たの です。

建 物 に入 る と， 教 会員 た ちが礼 拝堂 に座

って い ま した。 私 たち は電気 が消 え た原 因

を尋 ね ま した。 監督 の話 では， き ょうの 午

後，建 築 の管 理者 が 来て 献堂 式 のた め にす

べて 点検 を した と い うこ とで した。 ところ

が献 堂式 の始 まる前 に な って， 何 らかの 原

因で近 所 の家 には電 気 がつ いて い るので す

が， 教会 の電 気 だけ が消 えて しま ったの で

す。 私 たち は考 え られ る問題 個 所は すべ て

検査 したの です が， 原 因が わか らず ，結 局

その ま まの状 態 で献 堂式 を始 め る こ とに し

ま した。

礼 拝堂 の 前 に置 かれ た石油 ラ ンプ の光 だ

け を頼 りに式は 始 め られ ま した。 私 は， 献

堂式 が この よ うな暗 闇の 中で行 なわ れ たの

は教 会 歴 史上 ， 初 めて の こ とで は な いか と

思 い まし た。

聖徒 の道/1982年4月 号

会 衆 の 中の信 仰深 い 兄弟姉 妹 は私 と同 じ

よう に心 の 中で 主の 祝福 が あ って電 気がっ

き，.献堂 式 を無事 に終 え るこ とがで き るよ

うに と祈 って いた に違 いあ りません。

話 し手 が 一 人一 人話 し始 め ま した。 まだ

電気 はつ きませ ん。 聖歌 隊 が美 しい声で 讃

美歌 を歌 いま した。 まだ， 電気 はつ き ませ

ん。 最 後 に私が 立 って話 をし ま したが，依

然 と して あた りは真 っ暗で し た。 私 は会 衆

に向か って 献堂 の祈 りをす るの で皆 さん も

一 緒 に加 わ って くれ るよ うに お願 い しま し

た。 その時 突 然， 礼拝堂 の 電気 が揺 らぐよ

うに してつ い たの です。 私 た ちは主 の大 い

なる祝福 に どん なに感謝 した こ とで しょ う。

私 は心 に圧 倒 され る もの を感 じ， この よ う

な祝福 を与 え て下 さ った こ とに心 か らへ り

くだ り， 柔和 な気持 ちに な りま した。 しか

しこ の礼拝 堂 の光 も， 私 たち の祈 りに答え

て下 さ った この大 い なる祝 福 に対 して私 た

ちの心 に ともっ た愛 の光 に比べ れ ば， ほん

の小 さな もの で した。

そ の時， 私 は予 言者 モ ロナ イの 言葉 を思

い出 しま した。

「さて私 モ ロ ナイ は少 々言 い たい ことが

ある。 私 は， 信仰 とは まだ見 な い物事 を望

む こ とで あ る と世 の 人 に教 えた い。 それで

あ るか ら， あな たた ちは 自分 が まだ見 て い

ない か ら と言 って疑 って は な らない。 信仰

の度 を試 してか らで ない と 目で 見 るよ うな

証 明が得 られ ない か らで ある。 ……

世 の 人々 の 中に信 仰が な けれ ば神 は人 の

間 に奇蹟 を行 うこ とがで き ない ので， 人 々

が信 仰 して か らで ない と神 は 人に現 われ た

まわ なか った。」(イ テ ル12：6，12)

確 か に主 は， 私 たちが 信仰 の 試 しを受 け

た時 や， 希望 を持 って祈 った時 に，祝 福 を

与 えて下 さい ま した。
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私 た ちの中 には， この 人生で 愛 の光 を求

めて い る人々 が大勢 い ます。 その よ うな 人

人 の中 に， 国 の法律 を 破 り， 刑務 所 に 入 っ

たことの ある ひ と りの若 者 が いま した。 こ

の若者 は脱 走を企 てた もの のす ぐに捕 ら え

られ， 刑務 所 に連 れ戻 され た とい う経 歴の

持 ち主 で もあ りま した。 彼 の 人生 は全 く暗

黒 と悲劇 の連 続で した。 しか し， 愛あ る監

督 の絶ゆ みな い努 力 に よって， この若 者 は

改心 し，再 び キ リス トヘ の道 を歩 み始 め た

の で した。 謙遜 でつつ ましい 気持 ちで 悔 い

改 める こ とによ って， 聖霊 が この 若者 の心

を動 かす よ うに な ったの です。

刑 期 を終 えて刑 務所 を出 る時， そ の 門の

前で彼 を迎 えた のは， 長 い間 彼 を励 ま し続

けて きた監督 で し た。 監 督 は両 親， 兄妹 も

一 緒 に連 れ てき て いま した
。 彼 ら もこの 若

者 の 出所を心 か ら祝福 しま した。 若 者の 身

勝手な行 な いの た めに苦 しみ， 眠れ ぬ夜 を

送った 日も 多くあ った はず なの に， 彼 を温

か く迎 えて くれ た監 督 や家族 に， この若 者

は どれ ほ ど感謝 したか知 れ ませ ん。 家族 の

皆さ んは こう した苦 しみの 中 にあ って も，

信仰 を揺 るがす ことが あ りませ ん で した。

そ して奇跡 が起 こった ので す。 現在 ， この

若者 は ワー ド部 の長 老 定貝 会会 長 と して働

いて い ます。

こ の若者 の 人生 を霊 の暗 黒状 態 か ら真 理

と光 明の状 態 に変 えた のは 一体 何 の力 で し

ょうか。 これ こ そ， 監 督が この若 者へ 示 し

たキ リス トの純 粋 な愛 だったの です 。(モ ロ

ナ イ7：47参 照)

予 言者 二一 フ ァイは 次の よう に述べ て い

ます。 「ご らん，主 は これ をして はな らな い

と迎 せ にな って いる。 従 って主 なる神 は，

人は 皆慈 悲す なわ ち愛 の心 を持 たな くて は

ならな い と言 う命 令 を与 え た もうた。 もし
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も人に愛 の心 が なか った な らば 人は何 の価

値 もな い。 それで あ るか ら， もし も人が愛

の心 を持 って い るな らば， シオ ンで働 く者

を死 なせ て はおか な いで あ ろう。」(II二 一

フ ァイ26：30)

また私 た ちが忘 れ ては な らな い ことは，

多くの試 練 と心痛 に耐 え， しか も刑期 を終

え た時 に両手 を広 げ て歓迎 した， この若者

の家族 の信仰 と勇気 です。 モロ ナ イは こう

述べ て い ます。

「レー マ ン人の心 を改 め させ てか れ らに

火 と聖霊 の バプ テ スマ を受 けさせ たの は二

一 フ ァイ と リー ハ イ との信仰 で あ った。 レ

ー マ ン人の 間 にあ の大 きな奇 蹟 を行 ったの

は ア ンモ ン とその 同僚 たち の信仰 であ った。

キ リス トが 降誕 した もうさ きの 者 で も， キ

リス トが降 誕 した も うたあ との 者 で も， 奇

蹟 を行 った者は み なそ の信仰 によ って 奇蹟

を行 った。 ・…・

いつ 何時 で も まだ信仰 の な い中 に奇蹟 を

行 った 者 はな い， すべ て奇 蹟 を行 った 者は

まず神 の御 子 を信 じた。」(イ テル12：14-

16，18)



予 言者 モ ルモ ンは また こ う説 いて い ます。

「… …奇 蹟 は信 仰 に よって 行わ れ
，!一… キ

リス トの御 言葉 によれ ば， キ リス トの 御名

を信 ぜ ず に救 い を得 る者 は な い。 … …

それ であ るか ら， もし 人に信 仰が あ るな

らば そ の 人に希望 も またな くて は な らない。

信仰 が なけ れば希 望 もまた ない か らで ある。

よく言 って お くが， そ の 人の心 が謙遜 であ

って 柔和 で なけ れ ば信仰 も希 望 も持 て るは

ずが な い。

・・人が もしその 心 が柔 和で あ ってへ り

くだ り， また聖 霊の 力 に よって イエ スをキ

リス トであ る と認め る な らば， その 入 に愛

がな くては な らな い。」(モ ロナ イ7：37-

38，42-44)

この愛 の大切 さ につ いて， 使徒 パ ウ ロは

コ リ ン ト人への 手紙 の中 で次 の よ うに述 べ

てい ます。

「た とい わた しが， 人々 の言葉 や御 使 た

ちの 言葉 を語 って も， も し愛が なけ れ ば，
によう はち

わた しは， やか ま しい鐘 や騒 が しい鏡 鉢 と

同 じで ある。 た とい ま た， わた しに預 言 を

する 力が あ り， あ らゆ る奥義 とあ らゆ る知

識 とに通 じてい て も， また， 山 を移 す ほ ど

の強 い信仰 があ って も， もし愛 がな けれ ば，

わた しは 無 に等 しい。 た といま た， わ た し

が 自分 の 全財 産 を 人に施 して も， また， 自

分 の か らだ を焼 かれ る ため に渡 して も， も

し愛 が なけれ ば， い っ さい は無益 で あ る。

愛 は寛容 であ り， 愛 は情 深 い。 ま た， ね

たむ こ とを しな い。 愛 は高ぶ らない， 誇 ら

ない， 不 作法 を しな い， 自分 の 利益 を求 め

ない， い らだた ない， 恨 み をい だか な い。

不 義 を喜 ば ない で真理 を喜 ぶ。 そ して， す

べ て を忍 び， すべ て を信 じ， すべ て を望 み，

すべ てを耐 える。

愛 はいつ まで も絶 え るこ とが ない。」(1

聖徒の 道/1982年4月 号

コ リ ン ト13：1-8)

教 会 では この 愛あ る行 な いを する機 会が

た くさ ん与 え られて い ます。 そ の幾つ か は

友情 の手 を差 し伸 べ る こ とか ら始 ま ります。

ある ワ ー ド部 大 会で， ひ と りの年 輩 の兄弟

がそ の よい例 を話 して くれ ま した。

日曜学校 の会長 を してい た この立 派な 兄

弟は， 証 を述 べ るよ う に頼 まれ ま した。 彼

は12年 間 も教 会 に不 活発 で したが ， その間

い ろい ろな 問題 で右 に左 に押 し流 され ，結

局， 深 い絶望 に陥 って しま った ので した。

この よ うに 人生 が真 っ暗 闇 に思 われ ていた

時 に， フ ェロー シ ップの 手が差 し伸べ られ

たの で す。 まず ホー ム テ ィーチ ャー， 続 い

て監 督， ワ ー ド部 の 会員 とその援 助の 手は

広が っ てゆ き ました。 教 会 に活 発に来 る よ

うに な り， 会 員 たち の，偏 見 やわ だか まり

のな い温 か い気持 ち を知 って， この兄 弟は

この イ エ ス ・キ リス トの福 音 が真 実で 南 り，

悔 い改 め た 人々 の帰 って くる所が あ る こと

を改 めて知 った ので した。 主 は 人々 を赦 さ

れ ま す。 そ して， 主 に従 う 人々 もま た他の

人々 を赦 します。 友情 の 手が差 し伸べ られ ，

罪人 は悔 い改 め， そ こ に愛の輪 が 完成 す る

ので す。

予 言者 モ ルモ ンは 次の よ うに教 えて い ま

す。 「それ で あ るか ら私 の愛 す る兄弟 ら よ。

愛は いつ ま で も消 え失 せ る こ とが な いか ら，

あな たた ち に もし も愛 が な いな らあ なた た

ちは 空 しい者 で ある。 ほ かの もの はみ な消

えて な くな る もので あ るか ら， す べて に ま

さる愛 を固 く守れ。

こ の愛 は キ リス トの純粋 な愛で あ って永

遠 につ ず くもの であ る。 従 って終 りの 日に

この よ うな愛 を持 っ てい る 人は さいわ いで

ある。」(モ ロナ イ，7：46-47)

教会 で の管理 の職 を忠実 に果 たす時， ま
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た心 の思 い が行 な いに表 われ る こ とを思 い

起 こす時 ， そ して神 の王 国 で私 たち を待 っ

てお られ る救 い 主 にその 愛 を示 す時， 私 た

ちが 希望 と愛 を もって それ らの こ とを行 な

えます よう に。 人類 を招 く主 の鐘 は， 讃 美

歌 にあ るよ う に 「主 に来 たれ 」 と高 らか に

鳴 り響 いて いま す。

主 に来 たれ 重 荷 を 負い

罪 にま け し者 よ

主 をた よる者 を みな

天へ と導 き まさ ん

主 に来 たれ 闇 の中

迷 う とも主， 守 らん

主の 愛は 汝 見つ け

闇 よ り導 か ん

主 に来 たれ 主 の愛 に

祈 れ ば 聞き たま わん

おお， 知 らずや 天使 くだ り

汝が そ ばに在 ま すを

主 に来 たれ 国 々や

島々 よ り来 たれ

「わ れ に来 よ」 と主 は呼 ぶ

すべ ての 人 を呼 ぶ(讃 美歌81番)

愛す る 兄弟姉 妹 の皆 さ ん，私 は心 か らへ

りくだ って証 します。 イ エ スはキ リス トで

あ り，世 の救 い主 で あ られ ます。 私 た ちが

「主 に来 たれ」 とい う招 きの声 に耳 を傾 け

るな らば， 主 は忠実 で 義 なる者 に約 束 して

お られ るす べ ての祝 福 を必 ず与 え て下 さい

ます。 これ らの こと をイエ ス ・キ リス トの

み 名 によ って 申 し上 げ ます。 アー メ ン。
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永遠の生命べの

道を阻む小さなムシ

七十人第一定員会会員

アンゲル ・アブレア

あ
る 異常 とも思わ れ るほ ど暑 い 日の 午後

の こ とで した。 私 はア ル ゼ ンチ ンの大

草 原パ ンパ スの農 業 地帯 を走 って い ま した。

太 陽は かげ ろ うの立 つ のが 見 える ほ どハ イ

ウ ェイ に ぎら ぎら と照 りつ けて い ま した。

しか し， 私 の心 は平 安 で， ゆ った りと して

い ま した。 それ もその はず です。 私 は 買 っ

た ばか りの新 車， しか も工場 か ら送 られ て

き たばか りの新 品の 車 に乗 って い たか らで

す。エンジンは大 きく，馬力 も強 い ので クー

ラ ーをか け て とば して もび く と もし ませ ん。

とζ ろが， 突 然車 の ラ ジエ ター の温 度が

上 昇 し始 め， エ ン ジ ンの調子 が お か し くな

りま した。 つ いに水 温計 が 危険 域 を示 す よ

う にな った ので， 私 は車 を道路 の 脇 に停 め

ま した。 機械 につ いて の私 の知 識 は限 られ

て いま した が， それ で も何 とか 故 障の 原 因

がわ か らな い もの だろ うか と考 え ま した。

正 直 言 って， 私 は 買っ たば か りの新 車 が こ

の よう に なった こ とに 少々 腹が 立 って い ま

し た。 フ ロン トカバ ー を開 け る と， ラ ジエ

タ ーの と ころ に無数 の小 さなム シが 詰 ま っ

て いま した。 この ム シが 冷却 装 置 をだ め に

し， 車 を停 めな けれ ば な らな いこ と にな っ
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た ので す。 そ して， 数百 匹の ム シで も力 を

合 わ せれ ば100馬 力以 上 の力 を持 つ エ ンジ

ン さえ も止 め るこ とがで き る とい う現 実 を
あ ぜん

ま ざま ざ と見せ つけ られ， 私 は唖 然 と して

し まい ま した。 それ が， タ カ とか ワ シとか

言 うの な らわか りますが， わ ずか数 百 匹の

ム シの ため なん です。

私 は この 出来事 か ら， 私 たちの 生活 の 中

で しば しば起 こる こと につ いて考 え させ ら

れ ま した。 すな わ ち， 私 た ち一 人一 人が 内

に秘 め てい る驚 くべ き可 能性， つ ま り私 た

ち を永遠 の生 命へ と導 く可能性 につ いて考

え たの です。

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスは 次の よ うに述

べ て い ます。

「あ なた方 は
， 自分 自身 いか にすれ ば神

神 とな り，神 の祭 司， 王 となれ るか を学 ば

なけ れ ばな ら ない。 あ なた方 の前 の神 々が

す べ て な した と同 じよ うに， すな わ ち， 小

さ き者か ら大 いな る者へ， 恩 恵 に恩 恵を加

え られ， 昇栄 か ら昇 栄へ 進む こ とに よ り，

つ い に死 者 の復 活 を成就 し， 永却 の光 輝の

う ちに住 まい， 永却 の力 を付 与 されて座 す

者 た ち と同 じ く栄 光 の うち に座 す ので あ る。

彼 らは神 の相続 人とな り， イエ ス ・キ リ

ス トと共 同の相続 人と なるで あ ろう。 それ

は どう い うこ とか。 それ は， すで に その状

態 に達 した 人々 と 同 じよ うに， 神 と同じ力，

同 じ栄光 ， 同 じ昇 栄 を受 け継 いで， 神 の状

態 に到達 し， 永遠 の 力あ る王座 に昇 るこ と

である。」(丁 磁6h劾8ε げ ∫h6P名oρh6!10s6ρh

S窺 励 「予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミスの教 え」

PP.346-47)

私 た ちは何 度 この よう な小 さな 「ム シ」

の た め に昇栄 に至 る可 能性 の芽 をつ み， 力

を弱 めて い た ことで し ょう。

新 聞の 見 出 しに出 るよ うな重 大 な罪 のた

め に人生 の旅 路 の途 中で拘 留 され る人 は比
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較 的 まれ だ と思い ます。 一 般 に， 私 たち が

屈 す るの は， あの 大 きな ワ シの よう な鳥 で

はな く， ほん の小 さな 「ム シ」一な ので す。

この ことを さ らに詳 しく説 明す る ため に，

日の光 栄 に至 る私 たち の素 晴 ら しい旅 路 の

妨 げ とな る障害 物 の幾 つか につ いて述 べ た

い と，思い ます。

皆 さん は安 息 日を聖 く守 らない こ とか ら
たいはい

来 る霊 的な退 廃 にっ いて 考 えた こ とが あ り

ますか。 この戒 め は単 に仕 事 を休 む とい う

だけ では あ りませ ん。安 息 日を聖 く守 る こ

とは本 来， 霊性 を 高め る こ とであ り， 来 る

べ きこ とに私 たち を備 え させ る こ とで す。

この戒 め を守 る こ とによ って， 私 た ちは悪

に打 ち勝 ち， さ らに 多 くの主 の戒 め を守 る

こ とが で きる よ うにな り，世 の汚 れ に染 ま

らず にい る ことが で きます。(教 義 と聖 約

59：9参 照)

安 息 日のこ とで もっ と詳 しく言 う と， 皆

さん は聖餐 会 に 出席 しなか っ た り， あ る い

は出席 して も誤 った態 度で い る ことか らく
ふ かんよう

る霊的 に不 酒養 な状 態 につ い て考 えた こ と

はな いで し ょうか。 教 会員 がバ プ テス マ の

時 に交 わ した神 聖 な誓約 は， 聖 餐 を受 け る

時 の主 要 な思 いで なけれ ば な りませ ん。 私

たちが これ を行 な うこ とが で きる な らば，

主 のみ た まは常 に私 た ち と共 にあ るは ずで

す。

いか な る教 会 員 も毎週 この誓 約 を新 た に

す る こ となく， み たま を保つ こ とはで き ま

せ ん。聖 餐 の 目的 をよ く理解 す る な らば，

私 たち は単 に話 を 聞 くため では な く， も っ

と大切 な ことの た めに， す なわ ち御 子 イエ

ス ・キ リス トの み名 に よ って天 父 と交わ し

た神 聖 な誓約 を新 たにす る ため に， 聖餐 会

に出席 す るよ うに なるで しょ う。 毎 週 開か

れ る聖餐 会 には 出席 し ない し，悔 い改 め も

しない 人は， 霊 的 な平安 と恵み を危 う く し

て いる ので す。

40

皆 さ ん は， 祈 りを怠 る時 や， 日々 の祈 り

の 中か ら満 足 のゆ く経験 を得 て いな い時，

それ が 自分 の救 い に とって ど うい う意味 が

あ るの か考 えて み たこ とが あ るで しょ うか。

私 たち は絶 えず 「祈 りの力」 につ い て語 り

ま す。 しか し私 た ちはIH二 一フ ァ イ18：18

-20に 話 されて い る約束 が成 就す る よ う喜

ん でそ の代価 を支払 って い るで し ょうか。

「われ
， ま こ とにま こ とに汝 ら に告 ぐ，

汝 らは誘 惑 に 負け ざる よ う， た えず 目を覚

し て祈 ら ざるべ か らず。 そ はサ タ ンが汝 ら

を支 配 して 麦の ご と くに、言・るわん と欲 す れ

ば な り。 され ば 汝 らはわ が名 によ りてた え

ず御 父 に祈 ら ざるべ か らず。 而 して， 汝 ら

が 必 ず受 くと信 じて， わ が名 によ りて御 父

に乞 い求 む る ものは， そ の正 当 なる もの な

る 限 り， すべ て汝 らに与 え らる。」(m二 一

フ ァイ18：18-20)

次 に， 私 たち は教 会の指 導 者 を支持 す る

時， 指導 者 を助 ける義 務 を負 って い るこ と

を認 識 して いるで しょ うか。 手を 挙 げる こ

とは， 助 け る ことを 誓約 する 印で す。 指導

者 を批 判 し，責 め る 時， 私 た ちは 文字 通 り

誓 約 を破 る者 となる ので す。ジ ョセ フ ・F・



ス ミス大管 長 は この 問題 に 関 して次 の よう

に述べ て い ます。

「教 師 で あろ う と
， 監督 会 で あろ う と，

高 等評 議 員会 で あろ う と， 定 員 会で あ ろ う

と， あ るい は大管 長 会 であ ろ う と，正 式 に

権 限 を与 え られ た教 会 の管理 役 員 に従 わな

い と言 い始 め， そ して 断固 と して心 にこの

こ とを思 い， 行動 に移 し始 めた 瞬間 ， この

人は， 神 権 と教 会か らもた らさ れ る特権 と

祝 福 を 自ら断 ち切 り， 神 の 民か ら身 を引 い

てい る ので あ る。 なぜ な ら， この 人は 主が

教 会 の 中 に制 定 され た権 威 を無 視 して い る

か らで あ る。」(「福 音の 教義 」p43)

私 は これ まで ， 人々 が什 分 の一 を納 め な

い理 由 を数 え きれ な いほ ど耳 に して きま し

たが ， その ほ とん どは 信仰 の 欠如 が 原因 で

した。

1957年 に， アル ゼ ンチ ンで新 し く支 部長

に召 され た私 は，什 分 の一 の 大切 さ につ い

て知 って も らう ため に会 員 たち と面接 を す

る こ とに し ま した。 そ して什分 の一 を納 め

るこ とが 難 しい ホセ とい う立 派 な兄 弟 と話

をす る こと にな りま した。 私 は， 勇 気を 奮

って尋 ね ま した。 「ホセ兄 弟，あなたはな ぜ

什 分 の一 を納 め ないので すか。」ホセ 兄弟 は

私 が これ ほ ど単 刀直 入 に言 って くる とは 思

って いな か った よ うです。

ホ セ兄 弟 は しば ら く黙っ てい ま したが ，

こ う答 えま した。 「支 部長 ，御 存 じのように

私 にはふ た りの子 供 が い ます。 今 月は子 供

たち に学 校 に履 いて 行 く靴 を買 って や ら な

けれ ば な りませ ん。 とにか く， どう計算 し

てみ て も，什 分 の一 を払 うだけ の お金 が な

いの です 。」

私 はす ぐに言 いました。 「ホ セ兄 弟，私 は

約 束 します。 あ な たが什 分 の一 を忠 実 に納

め るな らば， 子 供 た ちは学 校 に履 いて い く

靴 を手 に 入れ， あ なた も家 で必 要 なお 金 に

事 欠 くこ とは ない で し ょう。主 が ど のよ う

聖徒 の道/1982年4月 号

な方法 で それ を なさ るのか 私 に もわか りま

せ ん が， 主 は必 ず約束 を果 た して下 さ いま

す。 も しそれ で もお金 が 足 りな いよ うな こ

とがあ る な らば， あ なたが 什分 の一 と して

払 った 分 を，私 が あな た に返 しま し ょう。」

家 に帰 る途 中，私 は 一体正 しい こと をし

た の だろ うか と悩 み ました。 私 は と言 えば，

当時結 婚 を し， 仕事 も始め たば か りで，決

して経 済 的 にゆ と りの あ る状態 では あ りま

せ んで した。私 は ホセ 家族 の こ とよ りも 自

分 の 足元 の方 が心 配 にな って きま した。家

に帰 る と， 妻 は心 か ら私の 支 えに なって く

れ， すべ て うま くい きます よと言 って くれ

ま したが， 私 は その 晩， だれ に も増 して 熱

心 にホセ 兄弟 の経 済状 態が 良 くな るよ うに

と祈 った の で した。

それ か ら1カ 月後， 再 びホ セ兄弟 と話 を

す る機 会 が あ りま した。 ホセ兄 弟 は 目に涙

を浮 かべ， 声 が 詰 まって十 分 に話 す こと も

で き な いほ どで した。 「支 部長 ，とて も信 じ

られ な いの です。 私 は什分 の一 を納 め， 必

要 な もの も全 部 買 うこ とがで き ました。 そ

の上子 供 に新 しい靴 を買 って や るこ ともで

きた ので す。 別 に給 料が 上が っ たわけ で も

な いの です が， とにか く全部 で きたの です。

主が 約 束 を果 た して 下 さる こ とが よ くわか

りま した。」

それ 以後 ， ホセ兄 弟は 什分 の一 を忠 実 に

納 めて い ます。

これ まで ，私 た ちが永 遠 の道 を進 んで い

く時 に出 くわす ほ んの小 さ な 「ム シ」 の た

め に起 こ る問題 につ いて述 べて き ました 。

もち ろん， ほ か に もたく さんの 問題 があ り

ます。 た とえ ば， 自制心 の 欠如 のた め に知

恵 の 言葉 を破 る 人が 多 くいます。 個 人 と家

族 の備 え のプ ロ グラ ムを守 ら ないで い ろい

ろ と言い 訳 を す る 人 もい ます。 ま た 系 図

の責 任 に無関 心 な人 や， 神 殿 に参 入 して 死

者 の ため に必 要 な業 を行 なう こ とを忘れ る
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人 もい ます。 また無 関心 か ら， あ るい は怖

れ か ら伝 道 活動 に参加 しよ う と しない 人 も

い ます。 これ らは そのほ ん の一例 で す。

私た ちは 前述 の戒 めの ひ とつ か、ζ・たつ を

守 らな か った とい うだけ で， 教 会員 として

の 資格 を失 う ことは お そ らく ない と思 い ま

す。 しか し， これ らの小 さ な 「ム シ」 は個

人であ ろ うが組織 で あ ろ うが霊性 の向上 ，

す なわ ち個 人が秘 めて いる 本 当の可 能性 ま

で 根底 か らだ めに して し まうの で す。

「そは 人 自らの 中に 自由 の意 志 あ りて 己

れ の事 を 自 ら為 す者 なれ ば な り。 従 って 人

善 を為 さ ば決 して その報 い を失 わ ざ らん。」

(教義 と聖 約58：28)

主は 失敗 させ る ため に私 た ちを この世 に

送 って 下 さっ たの では あ りませ ん。 私 た ち

は この世 の旅 を終 え，再 び 主の み前 に戻 る

ため に必要 なすべ て の才能 と能 力 を与 え ら

れ て この世 に来 ま した。私 たちへ の最 大 の

チ ャ レン ジは， 私 た ちが 昇栄 に至 る ため に

主 か ら与 え られ たす べて の もの を忠 実 に，

勇気 を持 って用 い るこ とです。 私 た ちが そ
いず

れ を実行 し， 「神 の 口 よ り出るすべての言に

よ りて生 く」(教 義 と聖 約84：44)る な ら

ば， こ の 人生 の旅 路 の終 わ りに， そ の旅 立

ちの 時 に味 わ った と同 じ栄 えあ る経 験 を得

て， 「神 の子 た ちは み な 喜 び 呼 ば わ っ た」

(ヨ ブ38：7)と いう よ うにな るで し ょ う。

私 は， 主 が そのた め に必要 な助 け を与 え

て下 さ り，私 た ちが この 栄 えあ る 目標 に向

か って努 力 す る時， いつ も私 た ち を祝 福 し

て下 さ る こと を証 します。これ らをイエス・

キ リス トの み名 に よって 申し上 げ ます。 ア

ー メ ン
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王国の力は

私たちの中に

七 十 人第 一定 員会 会 長会

デ ィー ン ・L・ラー セ ン

あ る時 パ リサ イ人 が救 い主 に向 力》って・
神 の 王 国は いつ この地 上 に来 るの か と

尋 ね ま した。(ル カ17：20参 照)パ リサ イ

人 たち は昔 か ら，神 の 王国 は大 い なる 力を

顕 示 し，地 上 を広 く治め る もの と教 え られ

てき たか らで す。 で すか ら， パ リサ ィ人の

この質 問 は，神 の国 は この世 の どの国 とも

違 う もの で ある(ヨ ハ ネ18：36参 照)と 言

われ た主 の言 葉 に説 明 を求 め る抗議 の 質問

だっ たわ け です。

こ・の時， 主 が 言わ れ た答 えの 中にひ とつ

の大切 な教 えを 見る こ とがで き ます。 それ

.は，神 の 王 国に おけ る 力の源 に関 す る こと

です。 主 は こ う言わ れ ま した。 「神 の 国は ，

見 られ るか たち で来 る もので は ない。 また

『見 よ，こ こ にあ る』 『あそ こに ある 』な ど

とも言 えな い。 神 の 国 は， 実 に あな たが た

のた だ 中に ある のだ。」(ル カ17：20-21)

救 い主 は， 神 の王 国の 本 当の 力 とい うも

のは 外見 的 な もので は な く， そ こに住 む 人

人の生 き方 の中 にあ る こ とを， 質 間 した人

に示 そ う とされ たの で す。 み国 の力 は その

中に い る人 々の 清 さ， 愛， 信 仰， 誠実 さ，

真理 への 献 身の 深 さに あ ります。 この大 い
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な る教 えが， パ リサ イ 人 には理解 で き ませ

んで した。 これ は今 日の 私 たち に とって も

大切 な教 えです。

今 や私 たちの 教 会は 自由世 界 のほ とん ど

の 国 に広 ま り， い たる と ころで 集会 が開 か

れ てい ます。 また， すべ て の教 会員 が比較

的楽 に行 け る距 離 内 に神 殿 が建 つの も遠 い

ことで は あ りませ ん。 集 会 や活動 に参加 す

る教 会 員の 割合 は， かつ て ない ほ ど高い数

字 を示 して い ます。 これ らは皆 よ い兆 しで

す。 これ らが 内な る力 の強 さ を示す もの で

あ った ら いい と思 って い ます。 この20世 紀，

特 に最 後 の10-20年 間 にお け る教会 の発展

には 目を見 張 る ものが あ ります。また，伝 道

活動 の 成功 を 見て意 を強 く して い ます。 し

か し， こ の ような 外見 的 な力の 増大 に気 を

とられ て， 救 い主 の命令 を忘れ る よ うな こ

とが あっ ては な りませ ん。 主 は神の 王 国が

この世 的 にあ っ と言わせ るよ うな方 法で 現

われ るこ とを追 い求 め て いる 人々 に， こ う

命 じて お られ ます。 「神 の 国は，実 にあ なた

が たの た だ中 にあ る… …。」(ル カ17：21)

数 カ月前 の こ と， 私 は ある ステ ーキ部 の

大会 に出席 しま した。 そ の ステー キ部 の統

計記 録 は全 く素 晴 らしい もの で した。 その

記録 か ら判 断 して みて も， この ステー キ部

は献 身的 で忠 実 な末 日聖徒 た ちの集 ま りで

あろ うこ とが す ぐに察 せ られ ま した。 ステ

ーキ部 長 との最 初 の面 接 で
， ス テーキ部 長

がこ の素 晴 ら しい記録 を私 に 見せ たが って

いる のは もっ ともな こ とだ と思 いま した。

この面 接 に備 え て， ステ ーキ部 長 の机 の上

には すで に報告 書 が 出来上 が って い たので

す。 私 は この 報告 書 に 目を通 す前 に， こ う

尋 ね ま した。 「ステーキ部 内の 人々 について

どの よ うに感 じてお いで です か。 彼 らの霊

性 は 昨年 よ り も高 まって い ます か司 私 は，

会員 た ちの霊 的面 の 強さ につ い てス テー キ

部 長 が どう見 て いる か個 人的 な意 見が 聞 き
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たかっ たの です。 彼 は この 時 とばか り， 統

計報告 書 に手 を伸 ば しま した・ 彼が 私 の質

問 の意 味を は き違 えた ので， 私 は こ う説明

しました。 「統 計報 告書 は 後で 見せていただ

く として， そ の前 に ステー キ部 内 の会 貝 に

っいてどう感 じているかをお 聞 かせ下 さ い。」

報告 書 には ない こ うい った類 の評 価 を求

め られ た こ とで ， ステ ーキ 部長 は不 満 を感

じ， また 当感 して いる様 子 で した。 彼 が不

満 を感 じて い る ことを読 み 取 った私 は， そ

れ 以上 追求 せ ず に， 統 計記録 に 目を移 しま

した。 その 記録 は， 「量 」に関 しては一 目瞭

然で， 驚 くほ どの 発展 ぶ りを示 してい ま し

た。 確 か にこ の報 告 書 は，教 会 員 の質 であ

る霊 性 を示 す大切 な記録 だ っ たの だ と思 い

ますが， 残 念 なが ら私 が求 めて い た鋭 い洞

察 をス テー キ部長 か ら引 き出す ことは でき

ませ ん で した。 その 時私 は ス テー キ部長 の

顔 に， 幾分 困惑 の色 を感 じま した。 そ して

それは 次第 に濃 くな って， 面接 の終 わ りに

は物 思 いに 沈み， 憂 い さえ表 わ れ てき ま し

た。 そ の沈 んだ 表情 は， 午後 の 集会 か ら夜

の集 会 まで ず っ と続 き， 私 は何 だか心 配 に

な って しま い ました。

翌 日， 一般 大会 で ス テー キ部長 の話 にな

りま した。.何とも驚 い たこ と に， ステー キ

部長 は前 日の私 との 面接 の こ とを会員 たち

に話 し始 め たの です。 私 が統 計報 告書 をす

ぐに見 なか った こ とが 残 念で しか た なか っ

た こ と， そ して その気 持 ちは 夜 にな っても

お さま らなか った こと を話 し ました。 夜 こ

の こと を考 えて いる と， 大会 の前 の週 に経

験 したあ る 出来事 が思 い出 された とい うこ

とで す。

彼 は， 手術 を した あ る会 員 を病 院 に見舞

い に行 きま した。 す る と病 室 に看護 婦 が検

温 の た め に 入 って 来 ま し た。 そ して 患者

の足元 にあ る表 に記 され てい るデ ー タを注

意深 く見 た後， 新 しいデ ータ を記 入 しま し ・
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た。 それ が 済む と， 患者 の傍 らに立 って，

脈 を計 り，額 に手 を当て， 何 や ら質 問 しそ

の答 え を聞 いて い ま した。 看 護婦 は あの よ

うに して表 に表 われ な い， 患者 の重 大 な兆

候 を見分 け てい たの です。 ステ ーキ部 長 は

そ う話 して い ま した。

この こ とを思 いめ ぐら してい る と， 昨 日

の私 の 質問 の主 旨が わか ってき た とい うの

です。ステーキ部 長 は こう続 け ま した。 「そ

うなの です。 ラーセ ン長 老 は私 に， 統計 報

告 書 に は表 われ て いな い霊 に関 す る重大 な

兆候 を把 握 して い るか尋 ね られ たの で す。」

さ らに続 け ま した。 「きょう私 はこうい っ

た霊 に 関す る大切 な兆候， 表 に は現 われ な

い事 柄 につ いて お話 した い と 思 い ま す 。」 ー

この 時 の ステー キ部長 の 話 は， これ ま で聞

いた 大勢 の ステ ーキ部 長 の話 の 中で とりわ

け印 象深 い， 素晴 ら しい話 で した。 お も し

ろ いこ とに， ステー キ部長 は話 の中 で統 計

記録 を一切 引用 しな か った ので す。

今 日，世 界各地 におけ る教 会 の急 激 な発

展を 見 て励 まされ ，将 来 の見通 しの 明 るい

こ とを 力強 く感 じて い ます。 ま た， まだ ま

だ向上 の余 地 は ある もの の，会 員 た ちの活

発な働 きを うれ し く思 って います。 主 に任

え， み業 の ため に犠牲 を惜 しま ない会 員 た

ちの 自発 的 な態度 は賞 賛 に値 す る もの です 。

で は，私 たちの 心の 中 にあ るみ 国 は どう

で し ょうか。 内 なる弱 さ を完全 に断 ち切 っ

てい な いこ とを示 す証 拠が い くつ かあ りま

す。家 庭 の問題 は 増大 し， 離婚 が一 般化 し

てきて い ます。 この世 の ものや 物 質へ の執

着 が あ らゆる面 に見 られ ます。 また，信 頼

と誠実 の 原則 にの っ とって い ない ビ ジネ ス

の や り方 も珍 し くあ りませ ん。 人 間関係 に

あ って も， 礼儀 や ま ごこ ろが しば しば無 愛

想 で粗 野 な振舞 に と ってか わ って い ます。

結婚 の 誓約 を脅 か す男女 の 乱交 や不 貞 が私

た ちを取 り巻 いて い ます。



主 は末 日聖徒 イエ ス・キ リス ト教 会 を 「全
お まこと しちの ち しヵし

地の 面 に於 け る唯一 の真 にして 生命 あ り而

も主 な るわ れの 悦 ぶ この教 会… …わ れ悦 ぶ

とは一 人一 人 を指す にあ らず して， わが 教
つ

会員 全体 に就 きて言 え るな り」 と認 めて お

られ る一 方 で， 各会 貝 に次 の ような 条件 を

出してお られます。 「す なわ ち，主 な るわれ

は罪 を見 て い ささか もこれ を許 す を得 ざれ

ば な り。」(教 義 と聖 約1：30-31)

また別 の折 に， 主 は主 の教 会 の会 員 に次
むくい

の よう に警告 してお られ ます。 「見 よ応 報

は速 に世 に住 める 人々 の上 に来 る… 一

而 して ， この こ とはわ が家 に始 ま り， わ

が家 よ り出 で行 かん と主 は 言 う。

また， まず汝 らの 中 に在 る者 の中， わ が

名 を知 る と公 言す る もわ れ を知 らず， また

わが 家の 中 にあ りて われ を 汚せ る者 よ り最

初 に この事 あ るべ し と主 は 言 う。」(教 義 と

聖約112=24-26)

教 会が 目覚 ま しい発展 を続 け てい る この

時期 に， 自分 自身 を見つ め て霊 的 に重 大 と

、思わ れ る兆候 を調 べ るの は とて も大切 な こ

とで す。 末 日聖徒 の 中 に も誘 惑 に負 けて，

世 の 中で 禁 じ られて い るこ とを追 い求 め る

人が年 齢 に関係 な くた くさ んい ます。 多く

の場合 ， そ れを ず っ と続 けて い くつ も りで

行 な うの で はな いの です。 ほ んの 少 しの間 ，

それ も逃 す のは惜 しい と思 っての め り込ん

でい くの で す。 その よ うな状 態か ら立 ち直

る人 もい ます が， 多 くの場 合 悲劇 が訪 れ，

結局破 滅 と失望 を招 く こと にな ります。

この よう なこ とを続 け て いる と大 変 な こ

とに な ります。 その影 響 は仲 間 うち だけ に

とどま らず， 愛 や信頼 を傾 け て くれ る人々

にま で，惨 め で， 想像 を絶 す るほ どの もの

をいつ ま で も与 え， 彼 らを煩わ せ る こと に

なるの です 。

その結 果， 人間性 は は なは だ しく低下 し，

教会 と神 の 王 国 におけ る本 当の 力， 影響 力
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は減 少 して しまい ます。 そ れは 人類 に とっ

て大 き な損 失で す。 ま た教 会全体 と して も，

主の 祝福 を守 り通す 力 を危 険 にさ らす こと

にな ります。

主 の祝 福 を信 頼 して時 代 の風潮 に流 され

な い人， 闇 か ら立 ち直 った 人や 立ち 直 ろう

と努 力 して い る人 に， 心 か らの 賛辞 を贈 り

た い と思 い ます。 あ な た方 は私 た ちの希望

です。 真 の 強さ です。 あな た方 は最 終的 に

重大 な違 い に気 づ くで し ょう。 あな た方 こ

そ， 地 を取 り巻 いて い る悪 の力 と戦 う最後

の偉 大 なる対 抗勢 力 な ので す。 神 は その ゆ

え にあ なた 方を祝 福 され る で し ょう。

私 は主 の約 束 を思 う時， 将 来 が明 るい こ

とを感 じ ます。 主 の 王 国が雄 々 し く立 ち上

がる こ とを知 ってい るか らです。 それ にし

て も， 私 た ちに対 す る主 の次 の 言葉 を読 む

時， 身が 震 える思 い が します。
いまし

「そ もそ も今 は警 め を告 ぐる 時に して
，

多くの言 を 費す べき 時 にあ らざ るな り。 主

なる われ は， 末 の世 に於 て欺 かれ ざれ ば な

り。」(教 義 と聖約63：58〉

神の 王 国 の力 はそ の 中に いる 人の数 によ

って決 まるの で もな けれ ば， 発展 の度 合 い

やそ の 中に ある建 物 の美 しさに よっ て決 ま

るの で もあ りませ ん。 また， 人の 数 や規定

され た こ とへ の表 面 的 な従 順 さ によ って測

られ る もの で もあ りませ ん。 本 当の 力は愛

や 従順 ，奉 仕 とい う地 味 で，表 には書 き表

わ せ な い行 ないの 中 に こそあ るの です。 そ

して この よ うな行 な いは， 指導 者 の 目に公

の もの と して は映 りませ ん。 これ は まさ し

く導 き と恵み を施 す主 の み業 に匹 敵す る も

の と言 えるで し ょう。

今 こ そ私 たちは ，表 には現 われ ない霊 的

で きわ め て大切 な兆候 を調 べ てみ る時 では

ないで しょうか。 「神 の国 は，実 にあな たが

たの ただ 中 にあ る」 の です。 イエ ス ・キ リ

ス トの み名 によ り申 し上げ ます。 アー メ ン。



「汝 ら備 えをなせ 」

十二使徒定員会会員

リグランド・リチャーズ

私はこれ まで 何度 とな く この総大 会 の壇

上 に立 ち， ひ と りの宣 教 師 として， 教

会 員 でな い方々 に， この教 会 は今 日この地.

上 におけ る唯一 の真 実 の教 会 で ある こ と，

すな わち 人間 の知 恵で は な く， 天 の使 い の

命令 に よっ て立 て られ た教 会 で ある こ とを

申し上 げ て きま した。

これ はか ねて か ら考 えて いた こ とです が，

き ょう私 は， 教会 の不 活 発会 員 の方 々 にお

話 を した いと思 い ます。 そう した不 活発 会

員 の 中に は立派 な末 日聖 徒 の家 庭 に育 っ た，

当然活 発 に教会 に集 って いる はず の方 々 も

大勢 い ます。 さ らに私 は， 不 活発会 貝 を抱

えて い る皆 さん に も一 言 申 し上 げた い と思

い ます。

主 は， モ ーセ を通 して ，「これ わが 業 に し

て わが栄 光， す な わち 人 に不 死 不滅 と永遠

の生命 とを もた らす な り」(モーセ1：39〉

と言 われ ま した。 そ うだ とす れば， 私 た ち

霊 の子 供 が不 死不 滅 と永遠 の 生命 を受 け る

た めに'どうす れ ば よいか ， それ を知 る方 法

を主 は与 えて下 さ って い るはず です。 その＼

方 法 を教 える のが この偉 大 な教 会 の使命 で

、す。
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教 会 員 の 中に は， なぜ この教 会 が ある の

か を御 存 じで な い方 々 が大 勢 い るよ うです。

イエ スは次 の よ うに述 べて お られ ます。「あ

な たが たは ，聖 書 の 中に永 遠の 命が あ る と

思 って調 べ て いるが ， この聖 書 は， わ た し

につ い てあ か しをす る もの であ る。」(ヨ ハ

ネ5：39)

さ らに主 は再 臨の 時 に裁 かれ る人 々 につ

いて 触れ ， こ う言わ れ ま した。「その 日には，

多くの者が，わ たしにむかって 『主よ，主 よ，わ

た した ちは あな たの名 によ って預 言 したで

はあ りませ んか。 また， あ なた の名 に よっ

て悪霊 を追 い出 し， あ なた の名 に よって 多

くの 力 ある わざ を行 っ たで はあ りませ んか』

と言 う であ ろ う。 その とき， わ た しは彼 ら

には っき り， こう言 お う，『あた なが た を全

く知 らない。 不 法 を働 く者 ど もよ， 行 って

しま え。』」(マ タイ7二22-23)

パ トモ ス島 に流 され た黙示 者 ヨハ ネに，

天 の声 が臨 んで こう言 い ま した。「こ こに上

って きな さい。 そう した ら， これ か ら後 に

起 るべ き こ とを， 見せ て あげ よ う。」(黙 示

4：1)天 使 は ヨハ ネに 多 くの素 晴 ら しい

示 現 を見せ ま した。 新 しい天 と地 が創 られ，

その 時 には，病 気 や苦 痛， 悲 しみや 死は な

くな ります。そ して，神 の栄 光 が地 上 を覆 う

た め昼 に太 陽 を，夜 に 月 を置 く必要 が な く，

すべ て の 人が主 の光 の 中 を歩 むの で， 「主

を知 らな い」 と言 う 人は ひ と りもい ない，

その ような時 が来 る こ とが示 され た ので す。

(黙示21：1，4，23-24参 照)

これか ら起 こるべきことをすべて 目にした

ヨハ ネは， それ を示 して くれ た 天使 の前 に

ひ ざ まず いて拝 もう とし ま した。 その時 ，

天使 はこ う答 えた ので す。「そ のよ う なこ と

を しては いけ ない。わ た しは，あな た や， あ

なた の兄 弟で あ る預 言者 た ちや， この書 の

言 葉 を守 る者 た ち と， 同 じ僕仲 間 で あ る 」

(黙示22：8-9)



これ よ り少 し前 ，天 使 は死 ん でい た者 が

大 い なる者 も小 さき者 も共 に神 のみ前 に立

って いる の を見 せ ま した。 そ して，数 々 の

書物 が 開か れ， す べて の 人は その 書物 に記

さ れて い る事 柄 とその行 な いに よって 裁か
よ み

れ る こ と， 死 も黄 泉 もその 中 に いる死 人 を

出 す こ とを示 し ました。(黙示20：12-13参

照)天 使 は また こう言 い ま した。 「この第

一 の復 活 にあず か る者 は
，』さ いわ いな 者で

あ り，，また聖 な る者 で ある。 この 人た ち に

対 して は，第二 の死 はな ん の力 もな い。彼 ら

は神 とキ リス トとの祭 司 とな り， キ リス ト

と共 に千年 の間， 支配 する。」(黙示20：6)

この よ うに， 第一 の復 活 の朝 に出 て来 る に

ふ さ わ しい者 に な るこ とは， 何 と素 晴 ら し

い ことで は ない で し ょうか。

しか も天 使 は こ うつ け加 えて い ます。「そ

れ 以 外の死 人は， 千年 の期 間 が終 る まで生

きか え らなか っ た。」(黙 示20：5)人 の子

が聖 なる天 使 た ち と共 に天 の雲 に乗 って こ

られ， キ リス トの た め に死 ん だ人 々が墓 か

らよみ が え り， 生 者で 信仰 あ る者が 空 中高

く上 げ られ て また た く間 に変 え られ る時 に，

一 千年 の間
， 墓 の 中 に取 り残 され る方 に賭

け る人 がい るで しょ うか。 私 の 好 きな ロー

マ の哲学 者 キ ケロ は， この はか な い現 在 よ

りも， 長 い 来世 を ど う生 き るか の方 が もっ

と興 味 があ る と述 べて い ます。

今 日， 通常 の生 活 形態 で 言 うと，子 供 た

ち は私 たち と同 じよ うに，12年 か ら20年 の

間学校 に通 って， この世 で豊 か に暮 ら し，

文 化 的で 洗練 され た生 活 を楽 しむ方法 を学

び ます。75年 か ら100年 の 人生 に12年 か ら

20年 かけ て備 え る とすれ ば， 終わ りの な い
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人生 に備 え るには， 一体 どれ だけ の年 月が

必要 で し ょうか。・

モル モ ン経 の予 言者 ア ルマ は この世 は主

に会 う備 え をす る時 であ る と言 って い ます。

(アルマ34：32参 照 〉私 たち は この短 い現世

よ りも長 い 来世 を どう生 き るか に も っと関

心 を持 つべ き だ と思 い ます。 そ して ，長 い

来世 が 一体 どれ位 続 くか私 た ちは立 ち 止 ま

って考 え た ことが ある で し ょうか。

お そ らく皆 さん は，私 が この話 をす る の

を以 前 に聞 いた ことが あ る と思 います。 私

は妻 と結婚 して35年 にな った 時ヅ こ う言 い

ました。「マ マ， き ょうか ら3，500万 年 後 に

は， 私 たち は どう してい る だろ うか。」

す ると妻 は こう言 い ま した。「そん なバ カ

げた こと どこか ら考 え 出 して きたの。 考 え

るだ けで も頭が へん に な って くるわ。」

「で も
， 君 は永 遠 の生命 を信 じて い るん だ

ろ う。」私 は言 い ました。 「時間 は 人 のた め

に定 め られ た もの で あって ，神 には も と も

と時 間 とい う もの は ない と教 え られ て きた。

それ は永遠 に続 く輪 のよ うな もので あ る と。

(こ の ことを予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスは指輪

を使 って説明 してい ます。 『指 輪 を切 る と，

初 め と終 わ りが で きる。 で も，切 らな けれ

ば初 め もない し， 終 わ りもな いので あ る』)」

そ して， 私 は こうつ け加 え ま した。 「ママ，

もしそれが事 実 だ と した ら， 僕 た ちは これ

か らの3，500万 年 間 もう ま くやっ て いか な

けれ ばな らな いね。」

キケ ロが短 い現世 よ りも長 い来世 の方 が

もっ と興 味が あ る と言 っ たの は この よ うな

ことで はなか ったで し ょうか。

救 い主 は その教 え の中 で， 自ら この地上

を統治 する権 能 を持 って 降 りて く る再 臨 の

時 に向 けて私 たち を備 えさせ るた めに， 多

くの た とえ話 を使 って話 を され ま した。 そ

の うちの幾 つか を ここ で御紹 介 したい と思

い ます。
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その ひ とっ に タラ ン トの た とえ話が あ り

ます。 皆 さん も御 存 じの よ うに， こ のた と

え話 はあ る 人が遠 くに旅 に 出る時 ， その僕

たち に それ ぞれ財 産 を預 け る話 です。 その

人は ひ と りに5タ ラ ンrト， もうひ と りに2

タ ラ ン ト， そ して残 りのひ とりに1タ ラ ン

トを預 け ま した。 や が て旅 か ら帰 った その

人 は，僕 た ち とその 持 ち物 を数 え始 め ま し

た。 す る と5タ ラ ン ト渡 され た者が こう言

い ま した。「ご主 人様 ， あ なた はわ た しに5

タラ ン トをお預 け に な りま したが， ごらん

の とお り， ほ か に5タ ラ ン トを もうけ ま し

た。」そ う言 って，僕 は主 人 に10タ ラ ン トを

渡 しま した。 する と主 人 は こう言 い ま した。

「良 い忠実 な僕 よ
，よ くや っ た。 あな たはわ

ずか な もの に忠実 で あ った か ら， 多くの も

の を管理 させ よう。(多 く の も の を管 理 す

る者 とな るこ とは何 と素 晴 ら しい こ とで は

ないで し ょうか。)主人 と一緒 に喜んで ≦れ。」

(マタ イ25120-21)

(私 たち は皆， 同 じタラ ン トを受 けて い る

わ け では ない ので すが)2タ ラ ン トを預 け

られ た者 も2タ ラ ン トを もうけ， そ の忠実

さ に対 して同 じよ うにほ め られ たの で した。

しか し1タ ラ ン トを預 った者 は それ を地 の

中 に隠 し ました。 そ して ， こ う言 ったの で

す。 「ご主 人様 ， わ た しは あ なたが， まか

な い所か ら刈 り， 散 らさ ない所 か ら集 める

酷 な 人であ る こ とを承知 して いま した。 そ

こで恐 ろ しさ のあ ま り， 行 っ て， あ なたの

タラ ン トを地 の中 に隠 してお き ま した。 ご

らん くだ さい。 ここ にあ なた のお 金が ご ざ

い ます。」(マ タ イ25：24-25)

す る と主 人 は ど うした と思 い ます か。「さ

あ， その タ ラ ン トをこの 者か ら取 りあげ て，

十 タラン トを持 って い る もの にや りな さい。

おお よ そ，持 って いる 人は与 えられ て， い

よ いよ豊 か にな るが ，持 って いな い人 は，

持 って い る もの ま で も取 り上 げ られ る で あ



ろ う。 この役 に立 た な い僕 を外の 暗 い所 に

追 い 出す が よい。 彼 は， そ こで泣 き 叫ん だ

り，歯 が み を した りす るであ ろ う。」(マ タ

イ25：28-30)

泣 き叫 ん だ り， 歯 がみ を した りす る所 に

追 い や られ る ことが わか って いて ， ど う し

て 人は終 わ りの な い来世 を待 ち望 む こ とが

で きるで し ょうか。

次 に， 再 臨 に備 える こ とにつ いて 救 い主

が述 べ た もうひ とつ の た とえ話 を紹 介 し ま

し ょう。 それ は，10入 のお とめの た と え話

で す。 御 存 じの よ う に， その うち の5人 は

あか りの油 を用 意 して い まし たが， 残 りの

5人 は用 意 してい ませ ん で した。 そ して，

「花婿 が 来 る」と呼 ぶ声 が した ので
， 油 を持

ってい た5人 は外 に 出て花 婿 を迎 え ま した。

残 りの5人 は油 を借 りた い と思 い ま した が，・

分 けて もら うほ どなか ったの で， 彼女 らは

油 を買 い に出 かけ なけ れ ばな りません で し

た。 油 を用 意 して い た5人 は婚 宴 の部 屋 に
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入 って行 き， 残 りの5人 が戻 っ てき た時 に

はす で に部屋 の 戸は 閉 ま って い たの です。

(マ タイ25：1-13参 照)不 活 発 な人々 が こ

の教 会 に戻 って く る必要 が ある と感 じて お

られ なか った とした ら，イエスは どうして こ

の よう なた と え話 をされ たの で し ょうか。

次 に紹 介 する のは， 金持 ち とラザ ロの た

と え話で す。 皆 さん は ラザ ロが金持 ちの テ

ー ブルか ら落 ちたパ ンくず を食 べ， 犬が ラ

ザ ロので き物 をなめ て いた こ とを覚 えて い

る で し ょう。 それか ら， 金持 ち もラザ ロ も

死 に ました。 ラザ ロは アブ ラハ ムの ふ とこ

ろ に入 って行 きま した。 す なわ ち， ラザ ロ

は誉 れ を受 け たの で した。 しか し金持 ちは

苦 しみ の 中に入 っ てい っ たの です。 金持 ち

は， アブ ラハ ムの ふ とこ ろに いる ラザ ロを

見上 げて， こう叫 ぴ まし た。「父，ア ブ ラハ

ム よ， わ た しをあ われ んで くださ い。 ラザ

ロ を おつか わ し にな って， そ の指 先 を水 で

ぬ らし， わ た しの舌 を冷 やさせ て く ださい。

わ た しは この 火炎 の 中で苦 しみ もだ えて い

ます。」しか し， ア ブ ラハ ムは こ う言 いま し

た。「わ た した ち とあ なた がた との 間 には大

きな淵 が おい て あ って， こ ち らか らあな た

が た の方 へ渡 ろ う と思 って もで きな い し，

そち らか らわ た した ちの 方へ 越 えて 来る こ

と もで きな い。」・(ルカ16：24-26)

金持 ちは す ぐに地上 にい る5人 の 兄弟 の

こ とを思 い， こう言 い ま した。 「父 よ， で

は お願 い します。 わ た しの 父の家 ヘ ラザ ロ

をつ かわ して くだ さい。 わ た しに五 人の 兄

弟 が い ます ので， こん な苦 しい所 へ 来 る こ

とが な い よう に， 彼 らに警告 して いた だき

た いの です。 アブ ラパ ムは 言 った，『彼 らに

は モー セ と預 言 者 とが あ る。 それ に聞 くが

よ かろ う。』……

アブ ラ ハム は言 った，『も し彼 らがモ ーセ

と預 言 者 とに耳 を傾 け な いな ら，死 人 の中

か らよみ が えって くる者 があ って も， 彼 ら
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は その勧 め を聞 き入れ は しないであ ろう。』」

(ル カ16：27-29，31)

イエ スは また再 臨 に関 して 次の よう に述

べ てお られ ます。「そ の とき， ふ た りの者 が

畑 にい る と， ひ と りは取 り去 られ ， ひ と り

は取 り残 され る であ ろ う。 、ζ・た りの女 が う

す をひ いて いる と， ひ と りは取 り去 られ，

ひ と りは残 され るで あ ろう。」(マ タイ24：

40-41)

自分 の仲 間が， もし取 り去 られ た り，1

千年 間 も取 り残 され た ら どう感 じる で し ょ

うか。

イエ スは この よ うな麗 わ しい た とえ話 を

何 の理 由 もな く語 られ たの では あ りませ ん。

イエ スは こう言 って お られ ます。「それ で，

わ た しの これ らの言葉 を聞 いて行 う ものを，

岩 の上 に 自分 の家 を建 て た 賢い 人 に比べ る

こ とが で きよ う。 雨 が降 り， 洪水 が 押 し寄

せ， 風 が吹 いて その家 に打 ちつ けて も，倒

れ る こ とは な い。 岩 を土 台 と して いるか ら

で あ る。

また， わ た しの これ らの言 葉 を聞 い て も

行 わ な い者 を ， 砂 の上 に 自分 の家 を建 て

た愚か な人 に比 べ るこ とが で きよ う。 雨 が

降 り， 洪水 が押 し寄 せ， 風 が吹 いて そ の家

に打 ちつけ る と， 倒 れ て しま う。 そ してそ

の倒 れ 方は ひ どい ので ある。」(マ タイ7：

24-27)

苦難 の嵐 に耐 え られ ない砂 の上 に家 を建

てた い人が どこに いる で し ょうか。

私は， 皆 さん が再 臨 に 自分 自身 を備 える

よ う強 くお原頁い します。

予 言者 エ レ ミヤ は どう言 っ たか覚 え てい

ますか。 エ レ ミヤ は，「この の ち 『イス ラエ

ルの民 をエ ジプ トの地 か ら導 き出 した主 は

生 きて お られ る』 とは言 わ な いで，『イ スラ

エ ルの 民 を…… そ のすべ て追 いや られ た国

国か ら導 き 出 した主 は生 き てお られ る』 と
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い う 日が くる」(エ レ ミヤ16：14-15)と 言

って い ます。 そ して 主 は 多くの 漁夫 を呼 ん

で きて， 彼 ら をす な どらせ， 多くの猟 師 を

呼 ん で もろ も ろの 山， もろ もろの丘， およ

び岩 の裂 け 目か ら彼 ら を狩 り出させ る と言

って い ます。(エレ「ミヤ16：16参 照)散 乱 し

た イス ラエ ルの民 を集 め る ため に3万 人の

宣 教 師が 全世 界 に 出て いる のは， まさ にこ

の こ とを指 して い るので す。

エ レ ミヤ は また こう言 っ てい ます 「主 は

言わ れ る，背 信 の子 ら よ，帰 れ。 わ た しは

あ なたが た の夫 だか らで あ る。」(エ レ ミヤ

3：14)

何 という素 晴 ら しい約 束 で しょ うか。 聖

きみ た まの勧 め に耳 を傾 け る時， 私 た ちは

主 と結 婚 したの と同 じ状 態 にな るの です。

さ らにこ う言 って い ます。 私 は，「町 か ら

ひ と り， 氏族 か らふ た りを取 って， あ なた

が たを シオ ンヘ連 れ て行 こ う。 わた しは 自

分 の心 にか な う牧 者 た ちを あな たが た に与

え る。 彼 らは知 識 と悟 り とを もって あ なた

が たを養 う。」(エ レ ミヤ3：14-15)

世 界の 歴 史 をひ も解 いて みて下 さ い。 こ

の ロ ッキ ー 山脈 の谷 に集 め られ た よう に，

町 か らひ と り，氏 族 か らふ た りと人 々が 集

め られ た場 所 を， ほ か に見 いだ す ことは で

き ませ ん。 永 遠 の父 な る神 か らみ ここ ろに

か なう牧 者 たち を与 え られ， き ょうこの 大

会 で皆 さんが 聞 いた よ うに， あ るい はあ す

聞 くよ うに， そ の牧者 たち の話 を聞 ける場

所 は， ほ か には な いので す。

これが 私の 証 です。 神 の祝 福が あ って皆

さん とその家 族が 活発 に， しか も与 え られ

た才能 と賜 を使 って神 の 王 国の建 設 に力 を

注 が れ るよ う祈 って い ます。 私の 愛 と祝福

が皆 さん 方の 上 にあ る よう に祈 り， これ ら

を主 イエ ス ・キ リス トの み名 によ って 申し

上 げ ます。 アー メ ン。



ア ロン神権

十 二使 徒定 員会 会 員

ボ イ ド ・K・パ ッ カ ー

私は，神 権会 の 時 はい つ も早 目 にタバ ナ

クル に来 て， 執事 ，教 師， 祭 司 の方 々

と握 手 を交 わ します 。彼 らに会 う には ， 大

勢 の長 老 や七十 人 ，大 祭 司の 間 を通 りぬ け

て行 か な けれ ば な りませ んが， そ うして ア

ロ ン神権 者 の方 にお会 い す るこ とは十 分 に

価値 があ ります。 大神 権 を持 って い る私 た

ち は， 兄弟 で あ るア ロ ン神 権者 の皆 さん に

敬意 を表 し ます。

私 は皆 さん に， ア ロ ン神 権 の 目に見 え な

い 力 につ いて話 した い と思 い ます。12歳 の

少年 な ら もうその こ とを学 ん で もよ い年 で

す。 皆 さ ん も大 き くなる につ れて， この導

き と守 りの力 を身 を も って体 験 す る こ とで

し よう。

力 とい う ものは 目に見 えな けれ ば存 在 し

な い と考 える 人 もい ます。 で もそ う では な

い こ とが納得 して もらえ る と思 い ま す。 う

っか り してソ ケ ッ トの中 に指 を入 れ た時 の

こと を覚 えて い ませ んか。 目に こそ見 え は

しませ ん で したが， 皆 さ んは確 か に しびれ

る よ うな電 気 の力 を感 じたは ずで す。

電 気 を見 た 人は だれ もい ませ ん。 最 も優

れ た装 置 を持 った科 学 者 にさ え見 え ない の
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で す。 で も感 じるこ とは でき ます 。 そして

その働 き は 目に見 え ます。 電気 は， 計 った

り制 御 した り， 光 や熱 や エネ ルギ ー を生 み

出 す こ とがで き るの です。 目に見 えな いか

ら と言 って電気 の存 在 を疑 う 人は い ないの

で す。

皆 さん には神 権 の力 が見 え ませ ん。 で も

感 じる ことは で きま す。 そ してそ の結果 を

見 る こ とがで き ます。神 権 は， 皆 さん の生

活 の 中で導 き と守 りの力 とな るの です。例

を挙 げて み ま しょう。

ウ イル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ大管 長 は，

教会 に入 った後 で， 伝道 に出 たい と思 い ま

した。 こ う書 いて い ます。

「私 は まだ教 師 だ
。 海 の向 こう に行 って

福音 を宣べ る こ とは教 師 の職 務 で はな い。

だ か ら教 会 幹部 に伝 道 したい とは とて も言

え な い。教 会 の職 を求 めて い る と思 われ る

か らだ。」(L6卿6s〃o翅1吻/0κ7㎜ 」「私の

日記 か ら」p.8)

彼 は主 に祈 りまし た。 そ して， だれ に も

そ の気持 ちを話 す こ との ない まま祭 司 に聖

任 され， アー カ ンソー に宣教 師 として送 ら

れ ま した。

ウ ッ ドラフ兄 弟 と彼 の 同僚 は， ワニの い

る湿 地 や泥 沼 を何百 マ イ ル も歩 き，疲 れ 果

て て しま いま した。 ウ ッ ドラ フ兄弟 は， ひ

ざ に強 烈 な痛 みを覚 え， もう歩 くこ とが で

き ませ ん。伺 僚 は， 彼 を その場 に残 した ま

ま家 に帰 って し まい まし た。 そこで ウ ッ ド

ラ フ兄弟 は， 泥 の 中 にひ ざまず いて祈 りま

した。 そ して痛 み が癒 され， ひ とりで伝 道

を続 け ま した。

3日 の後， ウ ッ ドラフ兄弟 はテ ネ シー州

の メ ンフ ィズ に着 き ま した。 疲 れ果 てて お

腹 はす き，体 は泥 に まみれ て いま した。 彼

は一 番大 きな宿 屋 に行 って， 食 物 と寝 る場

所 を求 め ま した。 で もお金 はあ りません で

した。
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宿 の主 人は， ウ ッ ドラ フ兄弟 が 説教 者で

あ るこ とを知 る'と，彼 を笑 い者 に して や ろ

うと考 えま した。 そ して， も し友 達 に説教

をして くれ た ら， 食べ 物 を あげ よ うと言 い

ました。

そ こで メ ンフ ィスの金持 ち，上 流社 会 の

人々が 大勢集 ま り， この泥 に まみれ た宣教

師 を見 てす っか りお も しろが り ました。

だれ も歌 や祈 りを して くれ ない ので， ウ

ッ ドラフ兄 弟 がひ と りで両 方 し まし た。 彼

はひ ざ まずい て， 主 にみ た まを求 め， 集 ま

った 人々 の心 が理 解 で きる よう に祈 りまし

た。 そ こで みた まが訪 れ， ウ ッ ドラ フ兄弟

は大 い なる 力を得 て説 教 を しま した。 彼 は，

嘲笑 しよ うと集 ま った 人々 の隠 れた悪 事 を

あば いたの です。

説教 を終 え る ころ には， この謙 遜 な ア ロ

ン神 権 者 をあ ざけ る者 は だれ もい ませ んで

した。 それ か ら後， 彼 は親切 な もて なし を

受 け ま し た。(L齪 θ6s方o彿1吻10%解 認

「私 の 日記 か ら」pp .16-18)

ウ ッ ドラ フ兄弟 は， ア ロ ン神 権 の導 き と

守 りの力 を受 け てい ま した。 こ の同 じ力 を

皆 さん も持 っ こ とが で きま す。

ア ロン神 権 につ いて ごく基本 的 な こ とを

い くっ かお教 え しま しょ う。
とな

「第二 の神 権 は ア ロンの 神権 と称 え らる。

この神権 はアロ ンとその子孫 に代 々授 けられ

たるものなれば な り。」(教義 と聖 約107：13)

ア ロ ン神 権 は別 の名前 で も呼 ば れ ます。

それ を挙 げて， どう いう意 味 か を説明 しま

しょう。

小神権

まず， ア ロ ン神 権 は時 々， 小神 権 と呼 ば

れ ます。

「何故 にこれ が小神 権 と称 えら るるか と

言 わ ば， そは大神 権 す なわ ち メル ケゼ デ ク

神権 に従 属 して， 外形 的儀 式 を執 り行 う権
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能 を有 すれ ば な り。」(教 義 と聖約107：14)

これ はつ ま り，大 神権 で あ る メルケ ゼデ

ク神 権 が常 に， 小神 権 で ある ア ロ ン神権 を

管理 す ると いう こ とです。 ア ロ ンはア ロ ン

神権 の大祭 司 ，つ ま り管 理 祭 司で した。 し

か しモ ーセ はメ ルケ ゼ デク神権 を持 って い

たの で， モ ーセ がア ロ ンを管理 して い まし

た。

アロ ン神 権 が小 神権 と呼 ばれ るか ら と言

っ て， あ ま り大切 な神 権 で は ない とい う こ

とは 決 し て あ り ませ ん。 主 は， 「メル ケゼ

デク神権 に… …欠 くべ か らざ る付属 の職 」

と言わ れ ま した。(教 義 と聖 約84：29参 照)

大神 権 者 は だれで も， ア ロ ン神 権 に属 す る

儀 式 を行 な うこ とを心 か ら栄誉 に思わ な け

れ ば な りませ ん。 それ らは霊 的 に大 きな重

要 性 を持 ってい るか ら です。

私 は， 十二 使徒 定 員会 の会 員 と して聖餐

のパ スを します。 私 は， 人 が決 ま りき った

仕 事 と言 うその パ スの責 任 を受 け る時， た

とえ よう もな い誉れ を感 じ謙 虚 な気持 ち に

な ります。

レビ神権

ア ロ ン神 権 は また レビ神 権 と も呼 ばれ ま

す。 この レビ という言 葉 は， イ スラ エル の

12人 の息子 のひ と りの名 前 です。 兄弟 で あ

った モ ーセ とア ロ ンは レ ビ人で した。

ア ロ ン神 権 が イ スラエ ル に与 え られた 時，

ア ロ ンとア ロ ンの息 子 た ちは管理 をす る責

任 を受 け ま した。 そ して他 の レ ビ族 の 男性

は， モ ー セの犠 牲 の律法 を含 めた幕 屋 の儀

式 を担 当す る よ うに割 り当て られ ま した。

犠 牲 の律 法 は アダ ムの時 代 か ら守 られ て

いま した。 それ は， メ シヤの犠 牲 と賦 罪 に

よ って訪 れ る救 いを象 徴 す る もので した。

この モー セの 犠牲 の律 法 は， キ リス トの十

字 架上 の 死 に よって 成就 しま した。

古代 の人 々は， この犠 牲の儀 式 を通 して



キ リス トの購 罪 を待 ち望 み ま した。 私 た ち

は今 ，聖 餐 の儀 式 を通 して キ リス トの腰 罪

を思 い起 こして い ます。

この古 代 の犠 牲 と現代 の聖 餐 は どち ら も，

キ リス トと， キ リス トが血 を流 され た こ と

と， 私 たち の罪 に対 す る貝責い を中心 とした

もの です。 そ して昔 も今 も， この儀 式 を行

な う権 能 は ア ロ ン神権 者 が持 って いるの で

す。

確 か に この責任 は神 聖 な もの です。 これ

に よって 皆 さん は， これ ら古 代 の主 の僕 た

ち と兄 弟 関係 に入 るの です。 したが って ，

ア ロン神権 者 に与 えられ た儀 式 を行 な う時

に謙遜 にな るの は当 然の ことで す。

これで なぜ ア ロ ン神 権 あ るい は レ ビ神権

と呼 ぶか がお わか りで し ょう。 この名 前 は

与 え られ た義務 を表 わ してお り， この神 権

その もの であ る こ とがわ か る と思 い ます。

準備の神権

最 後 に， ア ロ ン神 権 は 準備 の神権 と呼 ば

れ る こ とがあ ります。 これ もま たふ さわ し

い名前 で す。 若 人 に大神 権 や伝 道 ，神 殿結

婚 の備 えを させ る神 権 だか らです。

私 は， ア ロ ン神 権 の祭 司の職 にあ ったバ

プ テ スマ の ヨハ ネが， 古代 にお いて主 の降

誕 の 道 を備 えた こ とを とて も意 味 の ある こ

とだ と考 えて い ます。 彼 は また，・予 言者 ジ

ョセ フ ・ス ミスとオ リヴ ァ ・カウ ドリにア

ロ ン神 権 を 回復 し，大 神権 に備 えさせ ま し

た。 主 は こ う 言 わ れ ました。 「バ プ テスマ

の ヨハ ネよ り大 きい 人物 は起 らな か った。」

(マ タ イ11：11)

皆 さん は， メルケ ゼデ ク神 権 が どの よ う

な働 き をす るか につ いて， お 父さ んや指 導

者 の行動 か ら学 ぶ ことが でき ます。 皆 さん

は長 老 や七 十 人， 大祭 司，祝 福 師 とな り，

また宣教 師や定 員会 指 導者， 監 督会 ， ステ

ー キ部指 導 者
， そ して父親 として働 くため

の備 え を して い るの です。

ま た ここ におい で の執 事 や教 師， 祭司 の

人 の 中 には，将 来， 使徒 や予 言 者 とな って，

この教 会 を管理 す る 人 も出て くる こ とで し

ょう。皆 さん は備 え なけれ ば な らないの で

す。

この よう に， ア ロ ン神 権 を準 備 の神 権 と
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呼 ぶ こ と は 占、さ わ し い こ と で す 。

神権の原則

で は ここで大 切 な神 権 の原 則 につ いて幾

つ か お話 し ま し ょ う。 皆 さ ん は ア ロ ン神

権 を受 け る時， その すべ て を受 けます 。 あ

なた の神権 には3つ の権能 が あ りま す。 そ

れ を理 解 して い ただ きた い と思 い ます。

まず，神 権 そ の もので す。 あ なた は聖任

を通 して， 儀 式 を行 な う一 切 の権 能 を得，

ア ロ ン神権 の権 威 を持 つ よ うに な ります。

次 に，神 権 に は職 が あ ります。 そ して，

その各 々が それ ぞれ特 権 を持 ってい ま す。

執事 ，教 師， 祭 司の3つ の職 は， 皆 さ んが

十代 の 時 に授 け られ るか もしれ ませ ん。 し

か し第4の 職 で あ る監督 の職 は， 皆 さ んが

大 人 にな って， 大祭 司 とな る にふ さわ し く

なった 時 に授 け られ る で し ょう。

執 事 は， 「常 任 の教 職 者 として教 会 を守

護」 します。(教 義 と聖 約84：111120：57

-59参 照)定 員 会 は12人 の執 事 によ って構

成 され ます。(教 義 と聖 約107：85参 照)

教 師 は， 「常 に教 会 員 を守 護 し， 彼 ら と

共 にあ りて彼 ら を強」(教 義 と聖 約20：53)

め ます。教 師定 員会 は24人 の教 師 に よって

構 成 され ます。(教 義 と聖約107：86参 照)
と

祭 司は， 「説 き，教 え，釈 き，勧 め， バプ

テ スマを施 し， 聖餐 式 を執 り行 ない， 各会

員の家 庭 を訪 れ」 ます。(教 義 と聖 約201

46-47参 照)祭 司定 員 会 は48人 の祭 司に よ

って構 成 され，定 員会会 長 は監 督 です。、(教

義 と聖 約107：87-88参 照).

皆 さん は常 に3つ の職 の 中の ひ とつ を受

けて い ます。 しか し， 次 の職 を受 け て も，

前 の職 の権 能 は その ま ま残 りま す。 た とえ

ば祭 司 にな った場合 ， 教 師 や執 事 の 時 に行

な って いた こ とをす べて行 なう権能 があ る

の です。 大神権 を受 けた 時 も， 小神 権 の す

べ ての職 に属 す る権能 を行 使 す る ことが で
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き るの です。

14年 間管理 監 督 の職 にあ った リグラン ド・

リチ ャー ズ長 老 は， 「私 は 大 人 の 執 事 にす

ぎ ない 」 と よく言 いま す。

聖 任 に は決 ま った形 式 とい う ものは あ り

ません。 神 権 を授 け，職 を与 え，特 別 な祝

福 の言 葉 を与 え るよ う にし ます。

以前 私 は， ジ ョセ フ ・フ ィール デ ィン グ・

ス ミス長老 とあ る集会 に出席 し まし た。 そ

の 時 だれ かが， ある背教 者 が 出 した手 紙 に

つ い て質 問 しま した。 その手紙 とは， あ る

言 葉が 省 かれ たの で， 教会 には もう神 権 の

権 能 は ない とい う内容 の もの です。 ス ミス

大 管 長 は こ う言 い ま した。 「そ のこ と につ

いて話 す 前 に，その 手紙 を出 した人について

少 しお 話 し ま し ょう。」 そ して大 管長 は そ

の人 が ど うい う人か を 述 べ ，「で す か ら 彼

は全 くの うそつ きで す。」 と言って結びま し

た。

神権 の職 は神権 の一 部 で すが， 神権 はそ

の どの職 よ りも偉 大 で す。

神権 は， 罪 を犯 して 資格 を失 わ ない 限 り，

永遠 に皆 さ んの もの で す。

私 た ちは 活発 で忠 実 であ れば， この権 能

を理解 で きる よ うにな ります。

さて， 皆 さん が定 員会 の会 長 に任 命 され

る と受 け る別 の 権能 が あ ります。 つ ま り，

会長 会 に与 え られ る権能 の鍵 で す。

この神 権 と神 権 の職 ， つ「ま り執事 ，教 師 ，

祭 司の職 は，聖 任 に よって受 け ます。 しか

し会 長会 の鍵 を受 け るの は，任 命 に よって

で す。

皆 さんが 執事 にな る時 には， 普通 は お父

さ んが 聖任 します が， ほか にふさ わ しい神

権 を持 っ た人 が聖任 す る こ と もあ ります。

しか し皆 さんが定 員 会 の会長 に召 され る

時 は， 監督 が任 命 します。 会長 会 の鍵 は，

その鍵 を持 って いる 人か らで な い と受 け る

こ とが で き ないの で す。



皆 さん のお 父 さん は，監 督 であ れ ば別 で

す が， その鍵 は持 って いませ ん。

この会長 会 の鍵 は一 時 的 な もので す。 し

か し神 権 とその職 は永遠 の もの です。

もう ひ とつ ，皆 さん が神 権 を受 け られ る

の は， 権能 を持 ち， それ が教 会 員 に知 られ

た 人か らだけです。(教 義 と聖 約42：11参 照)

神 権 は卒 業 証 書 では あ りませ ん。証 書 の

よう に手 渡 され た り， メ ッセrジ や手紙 の

よう に配 られ た りす る もの で はな いの です。

正 し い聖 任 によ っての み与 え られ ます。 そ

こには 権能 を受 け た神 権者 が い なけれ ば な

りませ ん。 その 人が皆 さ んの頭 に手 を置 き，

聖 任す るの です。

教 会 幹部 に旅 行 が 多 いの はそ のた めで す。

神 権 の権能 の鍵 を渡 しに行 くの です。世 界

中の すべ て のス テー キ部長 は， 教 会 の管理

役 貫 の ひ と りか ら按 手 によ って権 能 を受 け

てい ま す。 これ には例 外は あ りませ ん。

次 の こ とを覚 えて くださ い。 主 は神 権 を

とて も， とて も大切 に思 ってお られ ま す。

だれ に よ って どの よ うに授 け られ るか 注意

深 く見 てお られ ます。 隠れ た とこ ろで は決

して 行 なわ れ ませ ん。

私 は， 権 能が どの よう に与 え られ るか を

話 して き ま した。皆 さんが 力 を受 け るか否

か は， こ の神聖 な 目に見 えな い賜 を どう扱

うか にかか って いま す。

皆 さん の権能 は聖 任 に よ って， そ して力

は従 順 ζふ さわ しさ に よって もた らされ ま

す。

こ こで， 私 の 息子 が どの よう に して従順

を学 んだ か を話 し ま しょう。 彼 が執事 の年

齢 の 時の こ とで すが， 私 た ちは ワ イオ ミン

グの祖 父 の牧 場 に行 き ま した。 彼は もら っ

た馬 を馴 らそ う として い ました。 その 馬は

野生 の 馬で した。

囲 いの 中 に入 れ， 重 い端綱 をつけ て ロー

プで っ な ぐの に丸一 日近 くかか って しまい

聖 徒の道/1982年4月 号

ま した。

私 は息子 に，慣 れ る までず っとつ ないで

おか な けれ ばな らない こ と， 話 しか けた り

そ っ とさわ った りす る こ とはで きる けれ ど

も， どん なこ とがあ って も綱 を ほ どいて は

な らな い と言 い ました。

そ して， や っ と私 た ちは 夕食 を食 べ に帰

りま した。 息子 は 食事 を そそ くさ とす ませ

ると， 急 いで 馬 を見 に戻 りました。 ほ どな

く して 息子 の叫 び声 が 聞 こえ ま した。 私 は

何 が起 こっ たかわ か りま した。 馬 の綱 をほ

どい たの です。 息子 は馬 を 自分 で馴 らそ う

と したの で した。 そ して 馬が逃 げ よ うと し

たの で， 直感 的 に，私 が絶 対 に して はいけ

ない と言 ってお いた こ とを して しま いま し

た。 離れ な い ように綱 を手 首 に巻 きつ けた

ので す。

外 に 出て 見 る と， 馬が 走 りま わ っていて ，
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手 首 に綱 を巻 きつ けた ま まの息子 は，大 ま

たで のめ るよ う に走 って いま した。 そ して

倒 れて しまい ま した。 もし も馬が右 に曲が

って いた ら， 彼 は 門の 外 に引 きず り出 され，

その まま 山の方 に引張 られ て命 を な くして

いた こ とで し ょう。 しか しそ の馬 は左 に曲

が り，一 瞬 囲 いの すみ の所 で止 ま った ので，

綱 を くい にか け， 息子 の手首 に巻 きつ い た

綱 をか ろ う じてほ どくこ とが でき たの で し

た。

それ か ら私 たち は話 しました。 「もし君 が

あの 馬を乗 り回そ う と思 うな ら， 君 の 力の

ほか に何 か使 わな くち ゃな らない。 あ の馬

は君 よ り大 き い し， ず っ と強 い。 それ は い

つ まで も変 わ らな い。 で も， も し従 順 に な

る よう に馴 らした ら，乗 れ る よう にな る よ。

これが ま ず君 が学 ばな くち ゃな らない こ と

だ。」 こう して 息子 は とて も大 切 な こと を

学 ん だの です。

それ か ら2年 後 の夏， 私 た ちは また牧 場

に行 き ました。 息子 の 馬 は冬 中， 群 れ と一

緒 に走 りまわ り，私 た ちが行 った時 は， 川

のそ ばの草 地 にい ま した。私 は丘 の上か ら，

息子 と娘 がそ っ とその草 地 に近 づ くの を見

てい ま した。 馬は それ に気 づ いて，逃 げ よ

う とし ました。 そ こで 息子 が 口笛 を吹 く と，

彼 の 馬は 足を止 め， 群 れ を離 れ て彼 の所 に

走 り寄 って来 たの です。

こう して彼 は， 目に見 えな い ものに も偉

大 な力 が ある こ とを知 っ たの です。 そ の 目

に見 えな い もの とは，従 順 で す。

従順 は 馬を馴 らす力 を彼 に与 え ま したが，

神 権 に対 する従順 は， 自分 を コ ン トロ ー ル

す るこ とを教 え ま した。

皆 さん は生涯 を通 じて いずれ か の神権 定

員会 に属 す るこ とにな ります。 そ して， 定

員会 の他 の会 貝か ら助 け を受 け るこ とで し

ょう。

それ以上 に， 皆 さ んは他 の定 員会 会 員 を
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助 け る とい う特権 を受 け ます。

私 が これ まで ア ロ ン神 権 につ いて 話 して

き たこ とは， ほ とん どが メルケ ゼ デク神 権

に も当 ては ま ります。 職 の名 前 が変 わ り，

権 能 が た くさん与 えられ て も， 原則 は同 じ

です。

神権 の権威 は， ごく普 通 の義務 を果 たす

こ とか ら もた らされ ます。 集 会 に出席 し，

割 り当て を受 け， 聖典 を読 み，知 恵 の言 葉

を守 る こ とな どに よって です。

ウッ ドラフ大 管長 は こう言 い ま した。 「私

は何 千 マ イル も旅 して， 祭 司 として福 音 を

説 いた。 そして， 会 衆 にかつ て話 した よ う

に， 主が 私 を助 けて く ださ り，私 が その職

を使徒 職 と同 じよ うに大切 に扱 う限 りにお

い て，主 は その 力 を表わ し， 私 の命 を守 っ

て くだ さ った。主 は神 権 を持 っ 人 を， 祭 司

で あれ， 長老 で あれ ，七 十 人で あれ， 使徒

であ れ， そ の義務 を全力 を尽 くして遂 行 す

る限 りにお いて助 け て くだ さ るので あ る。」

(ル露JJ6ηη勿JS如7「 ミレニ アル ・スター 」

1905年9月28日 ，p.610).

バ プ テ スマの ヨハ ネ は， ア ロン神 権 をこ

の よう な言葉 で 回復 しま した。
メ

「汝 ら
， われ と同 じ業 に働 く僕 らよ。 救

シ マ

世 王 の御 名 に よ りて ，わ れ汝 らにア ロ ンの

神 権 を授 く。 こは天使 の導 き と恵み ，悔 改

めの福 音 ， 罪 を赦 す た め に水 に沈 む るバ プ

テ スマ な どの鍵 を握 る 神 権 に して… …。」

(教 義 と聖約13章)

執事 ，教 師 ，祭 司 の皆さんは，神 聖 な権 能

を与 え られ て います。 天 使 の導 き と恵 みが

得 られ ます よ うに。 ま た神権 の 力が ，愛 す

る若 い兄 弟 の皆 さ ん と皆 さ んの子 孫 の上 に

いつ ま で も留 ま ります よ うに。福 音 は真 実

で あ り，神 権 は，アロ ン神権 を持つ人々 に対

して偉大 な力， つ ま り導 き と守 りの力 を持

ってい る こ とを証 し ます。 イ エス ・キ リス

トのみ名 によ って 申 し上 げ ます。 アー メ ン。



アロン神権者の務め

管 理監 督 会第 一 副監督

H・ バ ー ク ・ピー タ ー ソ ン

神
権 者 の兄 弟の 皆 さん， 私 にと って今 夜

の この神権 会 は特 別 な意義 が あ ります。

御 存 じの方 もお られ る通 り，私 たち夫 婦 に

は5人 の娘 が お り ます 。皆 器 量 も よく， 才

能 に も恵 まれ， 信仰 も深 く，私 に とって は
たま

掌 中の珠 であ ります。 しか し， 私 た ち には

息子 が お りません 。幼 少 時代 ， 日曜 日に私

は よ く父 や兄弟 と一 緒 に神 権会 に行 った も

の で した 。父 とな った今 ， 私 は いつ もひ と

りで行 きます 。神 権 指 導者 と して， 私 は こ

れ まで ア ロ ン神 権 に関連 して何 千 人 とい う1

少年 と面接 を し， また教 えて き ま した 。 そ

れ は素 晴 ら しい経験 とな って はい ます が，

自分 の 息子 た る者 に教 え た こ とは一 度 もあ

りませ ん 。父 と息子 の キ ャ ンプ に も数 え切

れ ない ほ ど行 った ことが あ ります が， 一度

と して 息子 と行 った こ とが ないの です 。

しか し，今 夜 ， ア リゾ ナの あ るス テー キ

部 セ ンタ ー に，12歳 にな る初 孫 が ア ロ ン神

権 の執事 と して，初 めて この神 権会 に出席

してい る はず です 。男 の子 にカ ウボ ーイ ブ

ー ツを 買 って や るの を楽 しみ に，私 は20年

間 この初 孫 が生 まれ るの を待 ち こがれ まし

た。 この子 の初 め ての ク リス マ スに，私 は

聖徒 の道/1982年4月 号

ブー ツ を1足 買 って や りま した。

今 夜 ，私 は この子 が持 つ神 権 とい う もの

につ いて， この子 の知 らない こ とを教 える

意 味 でお話 した い と思 い ます 。 と同時 に，

この子 の友達 ， す な わち彼 の執事 定 員会 の

・会 員 をは じめ， 執事 ，教 師，祭 司 な ど教会

の すべ て の若 い 男性 を対 象 にお話 した い と

思 い ます 。今 夜 は特 に，皆 さんが持 ってい

る この特 別 なア ロ ン神権 の権 能 にっい てお

話 します。

現 在， この特 別 な権能 があ ま り意 味 のな

い もの で あ る と思 ってい る人 が皆 さん の中

にい るか も しれ ませ ん。 この権能 を授 け ら

れ た こ とに奮 い立 ち なが ら も， どう してそ

うい う気持 ちに なる のか理解 で きず にいる

人 もいる で し ょう し， 中 には， この権能 を

授 か る資格 の な い人 もわ ずか なが らい るの

で は ない で し ょうか。

ここで， ち ょっ と私 の孫 に向か って話 さ

せ て下 さい。数 週 間， ア リゾナ州 の君 のワ

ー ド部 の聖餐 会 に出席 した時 の ことだが
，

私 は皆 の前 に座 り，君 は そ こに座 って いた

人 に聖餐 をパ ス して いた ね。君 は 「救 い主

の 記念 」 にパ ンと水 を私 にパ ス して くれ た。

ア ロ ン神 権 者 として の責 任 の もとに，神 の

戒 め を守 るた め に命 を も捧 げ る とい う気持

ちを新 た にす る助 け を して くれた のだ よ。

私 は君 の祖 父 で あ り， メ ルケゼ デ ク神 権 も

持 って い るが， 君 の持 つ権能 が この誓約 を

新 た にす る助 け とな った んだ。 あ の時， 君

と一 緒 にそれ が で きる ことが本 当 に素晴 ら

しい と思 った よ。 君 の顔 にち ょっ とした笑

み があ る の を見て， 君 もそ う思 ってい るの

だ な と思 った の は， 私 の思 い違 い では ない

と思 う。私 もかつ て， 大管長 会 や十 二使徒

定 貝会 や ほか の教会 幹部 に聖 餐 を パスし た

こ とが あ る とい う ことを知 ってい るか い。

君 も私 も， この同 じ神権 の権 能 を使 って，

お互 い に主 との誓約 をか わす助 け をす る こ
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とがで きる なん て，素 晴 ら しい こ とだ と思

わ ない かい。

聖餐 の時 間 とい うの は特 別 な時 で， 君 は

その間， 大切 な役 割 を果 た して い るの だよ。

君 は以前 の君 と少 し違 って い る。主 は， ほ

かの人 を助 け るた めに， 御 自身 が持 ってお

られ る権 威 と権能 を少 し君 に あげ よ うとお

っ しゃ った 。 つ ま り，君 が 以前 に で きなか

った神聖 な こと を， い くつ か君 に もや らせ

て くだ さるの だ。 で は， 具体 的 に どん な こ

とが あ るのか教 えて あげ よ う。

君 がふ さわ しい生 活 を した な らば，教 師

として ワー ド部 の会 員 の家 庭 を訪 問 し，彼

らが福 音 の教 え を理 解 で き るよ う に助 け る

ことが でき る。恐 れ る こ とはな いの だ。訪

58

問 先 の家 の人 々 にみ た まの助 け を借 りて 話

す ことが で きる よ うに なって ， 自分 で もび

っ く りす るこ とだ ろ う。私 た ちの とこ ろに

来 るホ ーム テ ィー チ ャーの ひ と りも， ア ロ

ン神権 を持 つ少年 だ。毎 月来 て くれ る し，

3週 間前 には，一 緒 にお祈 りを して， その

中 で私 たち の家庭 を祝 福 して くれ た。皆 と

て もい い気持 ち にな った こ とは確 かだ 。

君 は神 権 者 だか ら， ワー ド部 の会 員 か ら

断 食献金 を集 めた りして監 督 を援助 す るこ

と もあ り， 困 って い る人 の世 話 をす る機会

が与 え られ るこ とだ ろ う。 困 って い る人 を

助 け る こと ほど満 足感 の得 られ る責 任 はほ

か にない。 断 食献 金 を集 め るこ と は祝 福 だ

よ。君 は間接 的 に監督 と貧 しい 人 を助 けて

い るこ とに なる ん だ。君 が集 め た献金 で監

督 が 食料 品 を買 い，家 賃 を支 払 う こ とにな

る だろ う し， そ う して も らった未 亡 人 の顔

に笑 み が浮 かぴ， 目に涙 が あふ れ るの を君

は見 る こ とに なる か もしれ ない 。

君 は， 成長 す る につ れて さ ら に多 くの責

任 が課せ られ る ことだ ろ う。 この会 には大

勢 の祭 司が 出席 してい るが， 君 は祭 司 にな

った時， 聖餐 を執行 す る こ とがで き る よう

にな る。バ プ テ スマ も施 す ことが で きる ん

だ 。考 えて ごらん 。今 夜 こ こに いる少 年 た

ちと同様 ， 昔バ プ テ スマ の ヨハ ネが救 い主

にバプ テ スマ を施 したの と同 じ権 能 を持 つ

こ とがで き るん だ。バ プ テ スマ を施 す こ と

が で きた の も， アロ ン神権 が あ った か らだ

とい う こ とを君 は知 って い たか な。

兄弟 の皆 さん， これ らのす べ てが， いや

これ以 上 の もの が， もしふ さわ しけ れ ば皆

さん に与 え られ るの です 。時 々， 神権 者 と

して ふ さわ しい 人間 で いる のが むず か し く

な るこ とが あ ります 。今 の世 の 中で テ ィー

ンエ ー ジ ャー と して生 活 す る こ とは容 易 な

こ とで はあ りません 。 だれ で も， 自分 の仲

間 に認 め られた い と願 う時期 が一 度 は 必ず



あ る ことで す し， また仲 間 に受 け入 れ られ

る必要 もあ ります。 時 に よ って は， これは，

お父 さん， お母 さん に好 か れ るの と同 じ く

らい大切 なので す。 学校 で この ような プ レ

ッシ ャー を受 ける と， た とえ 「ノ ー」 と言

うの が正 しい時 で あ って もなか なか 「ノー」

と言 え ない し，.反対 に 「イエ ス」 と言 うの

が正 しい時 で もな かな か 「イエ ス」 とは言.

え ませ ん。忠 実 な ア ロン神 権 者 に なる ため

に は， 本 当 の勇気 が 必要 な ので す。

私 は ひ とつの こと に気 づ き ま した 。 それ

は，神 権 の 力が， い くつか の簡単 な規 則 に

従 う人 に与 え られ る とい うこ とです 。 この

力は， 私 た ちが それ を受 け るの にふ さ わ し

い生 活 を して初 めて受 け られ る もの で， 自

動 的 に や って来 る もの では あ りませ ん。不

幸 なこ と に， 悪 い習慣 に陥 って もあま り気

に留 め ない 人 もい ます し，過 ちを犯 して も・

悔 い改 めな いで い る人 もい ます 。 その よ う

な人 は， た とえ神 権 は続 け て持 って い て も，

やが て神権 の持 つ力 の一 部 を失 って しま う

で し ょう。 どうい う ことか おわ か り にな り

ます か。

た とえば，教 会 で話 すた めゐ 準備 や学校

での テ ス トのた め の勉 強 をす る時，霊 感 に

満 た され る権 利 とか，何 か正 し くない こ と

を求 め られ た時 に 「ノ ー」 と言 う勇 気 とか，

病 気 の両 親 や兄 や妹 の ため に祈 る時 に必要

な力 とかが そ うです 。

神権 の力 を も っと大 き く した い，毎 日の

生 活 の 中で もっ と霊 感 を得 たい と思 った ら，

私 な ら次 の こ とを実行 し ます。

1， 毎 日10分 か ら15分 聖 典 を読 み ます 。

多分， まず モル モ ン経 か ら始 め るで しょう。

た とえ それ が初 めて， ある いは3回 目であ

って， 読 ん でい る こ とがすべ て理 解 で きな

くて もかま い ませ ん 。要 は，何 度 も読 むこ

とで す。

聖徒 の道/1982年4月 号

2.朝 と晩， 必 ず お祈 りを します。私 は

幼 い こ ろ， 夜 お祈 りをす る のを忘 れ て しま

う こ とが あ りました 。 お祈 りを し左 くて も，

眠か っ た り，、ほ かの理 由 で忘 れ て しま うの

です。 少 し大 き くな っ てか らは， い い こと

を思 いつ き ま した。

も し私 が あな ただ っ た ら， どこか近 くの

空 地 に行 っ て， 握 りこ 、ζミしぐ らいの大 きさ

の石 を拾 って きます 。 そ して， きれ い に洗

って か ら枕 の下 にお き ます。夜 ベ ッ ドに入

り，頭 を枕 に休 め る時 ， 「ガ チ ン」とい うこ

と にで もな った ら， ベ ッ ドか ら出て， ひ ざ

まず い て祈 る こ とを思 い出 すの では な いで

しょう か。 それ がす ん だ ら，石 はベ ッ ドの

そば の床 に おい て寝 ます 。朝 は朝 で， 祈 り

を忘 れて ベ ッ ドか ら飛 び下 りる と，石 を踏

んづ け て 「痛 い!」 とい うこ とにな り， ひ

ざ まず いて朝 の祈 りをす る よ うにな る こと

で し、よう。良 い 習慣 を身 に つけ るた め には，

何 か それ を思 い 出 させ て くれ る もの が時 に

は必要 なの です。

3。 今 夜， 伝 道 に出 た い と思 う気持 ちを

与 えて下 さる よう祈 る決 心 を し ます 。心 か

らそ うい う気持 ちに なる まで， 毎 日祈 りま
た

す。 そ して今 か らで も伝 道 資金 を貯 め始 め

ます。今 夜 家 に帰 っ た ら， ふ たの あ る空 か

ん か空 び ん を捜 します 。 そ して きれ い に し

て か ら， 自分 の部屋 にお き ます。什 分 の一

を納 めて か ら， 伝道 のた め に少 しずつ貯 金

を始 める ので す。

ここで， 非常 に深刻 な過 ちを犯 し， そ の

ため に これ まで お話 して き たこ の特 別 な力

をな く して しま った 人， あ るい はま だそ の

力 を授 か っ てい ない 人の た めに， 一言 つ け

加 え て調 き ま し よう。 主 は，私 たち全 員 に

偉 大 な約束 をされ ました 。 こう おっ し ゃっ

てい ます 。「見 よ，お よそすで に その罪 を悔

い改 めた る者 は赦 さ れ，主 なるわ れ もはや

これ を忘 るべ し。」(教 義 と聖約58：42)
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考 えて下 さい。 もし私 たち が次 の こ とを

行 な った な らゲ 主 は私 為 ちの した 間違 い を

忘 れ て下 さ るので す。 「人 罪 を 悔 い改 め し

や否 や は， 見 よ， 彼 は 自ら これ を告 白 しそ

の罪 を捨 つべ けれ ば， その悔 い改 め た るこ

とはこれ に よ りて知 る を得 べ し。」(教 義 と

聖 約58：43)

深刻 な過 ちを犯 した場合 ， 生 活 を正 す第

一歩 は お父 さん かお母 さん に相談 す る こ と

です 。 も しそれ がで きなか った ら， あ す に

で も監督 に会 い に行 って下 さ い。監 督 と話

した後 で， 簡単 に祈 れ る よ うにな った こ と

にき っ と驚 くこ とで し ょう。会 って良 か っ

た と思 う こ とは間違 いあ りませ ん 。

今 こ こで話 に耳 を傾 け て いる若 い兄 弟 た

ちは， ひ と り残 らず主 の み手 の 中の器 と し

て， 多 くの神聖 な神 権 の責 任 を， 必要 とあ

らば奇跡 を も行 なう こ とが で き ます。私 は

皆 さん を大 い に愛 して い ます。今 夜 こ こで

教 え られ た とお り， 皆 さん が も っと一生 懸

命 が んば られ る よう切 望 して い ます。最 後

に，私 の経 験 を話 して終 わ りた いと思います。

数 年 前， ア リゾナ州 の あ るワ ー ド部 で監

督 と して働 いて いた時 の こ とです 。 その時

のテ ィー ンエー ジ ャーの グル ープ に は， ほ

とん どが正 しい こ とを行 な お うとす る勇気

を持 っ た少年 が集 まっ てい ま した。親 近感

があ り， つ らい 時 には お互 い に助 け合 う風

潮 がで きてい ま した。ほとんどが近 くの高校

に入 りま した。数 か らして みれ ば，総 生徒

数 のほ んの一 部 にす ぎませ んで した。 あ る

時， 彼 ら は学校 で，教 会 の会 貝 で ない女 の

子 と知 り合 い に な りま した 。彼 女 の環境 は

普通 では あ りませ んで した。 と言 うの も，
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彼 女 は耳 が聞 こえ ないば か りか， 心 臓 に も

欠陥 が あ ったの です 。相 手の 言 って い るこ

と を理 解 す るた めの 唯一 の手段 は， く ちび

るの動 きを見 ， それ か ら意味 を読 み取 るこ

とで した。 ク ラスで は， 彼女 は教 師 の言 っ

て いる こ とが 見 え るよ う にいつ も最 前列 に

座 りま した。優 秀 な生徒 で はあ りました が，

耳 が 聞 こえ ず，遊 ぶ こ と もで きな いので す

か ら， 皆 につ いて い くこ とは大変 なこ とで

した。彼 女 は，参 加 者 とい う よ り傍観 者 で

した。 それ こ そ， サイ ドライ ンか ら試合 を

見つ め る傍観 者 だ った ので す。

さて， 先程 のテ ィー ンエ ー ジ ャーの グル

ープ で すが
， 自分 たち のサ ー クル に彼女 を

招 待 したの で す。彼 女 は親切 に促 され て次

第 に心 を開 き， 彼女 の両 親 の許可 もあ って，

グ ルー プ の中 のひ と りの家庭 で宣 教 師 か ら

レ ッス ンを受 ける よ うに な りま した。 こ う

して彼女 は， 自分 とそう年齢 の違 わな い，

ふ た りの19歳 の長老 か ら教 え を受 け ま した。

聞 くこ とす べて が気 に 入 り， 信 じるこ とが

で き ま8した。心 に温か い もの を感 じ， やが

て バプ テ スマ の 日取 りが決 め られ ま した。

私 た ち も招待 され ま した。 白い衣 を ま とっ

た 彼女 と宣 教 師の ひ と りが水 の中 に入 りま

した。 彼女 の名 前 が呼 ば れ，次 の よ うにバ

プ テ スマ が施 され ました 。「わ れ はイ エ ス・

キ リス トよ り権 能 を受 け たれ ば， 天父 と御
み な よ

子 と聖 霊 との御 名 に由 りて汝 にバ プ テス マ

を施 す ， ア ーメ ン」(教 義 と聖 約20：73)

次 は確 認 で す。何 人か の神 権 者 が輪 にな

り，彼 女 の頭 に手 をお きま した。 当 人 には

自分 を確 認す る人の く ちび るの動 きが見 え

ない こ とが， 私 に はわか って い ま した。与

え られ る祝 福 は， 彼女 には聞 こえ ないの で

す 。私 は祝 福 の言 葉 に注 意 して耳 を傾 けま

した。 後 で私 の オ フ ィスに彼 女 を招 き， 内

容 を説 明 しよ う と思 っ たの です。

彼女 を教 会 の会 員 として確 認 した の は，
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19歳 の長 老 の声 で した。 この長 老 は祝福 を

続 け ま した。私 には異例 と しか思 え ない約

束 を， こ の長老 は し始 め ま した。事 実， 彼

の 言葉 に少 な か らず不安 を感 じた こ とは確

か です 。 しか し，長 老 が祝福 を続 けて与 え

て い るの を聞 いて い る うち に， 静 かで安 ら

いだ霊 感 を感 じるよ う にな りま した。少 し

後 で， 私 は彼女 の 前 に座 って 言い ま した。

「長 老 が与 えて くれ た祝 福 につい て教 えて

あげ ま し ょう。 す ばら しか ったで す よ。」

彼女 は しば らく黙 って い ま した が， う る

んだ 目で， 「監 督， 祝福 が 聞 こえ たん です」

と言 い ま した。

彼女 はい や され た ので す。 耳が 聞 こえ る

よ うに な ったの です 。福 音や 人生 の祝福 に，

何 の制 限 もな く携 わ る こ とが で きる よ うに

な ったの で す。

この話 か ら学 、竺ミこ とはた く さんあ ります

が，私 はア ロ ン神 権 者 の皆 さん にひ とつ の

こ とを覚 えて ほ しい と思 い ます。 それは，

あの19歳 の宣 教 師， 神聖 なメル ケゼ デ ク神

権 を持 っ た長 老 の こ とです。 彼 は伝 道の た

め に 自分 を備 えま した 。彼 は，主 の み手 の

器 と してふ さ わ しい者， 奇跡 を行 なう者 と

な りま し た。 そ して彼女 の頭 に手 をお いた

時 に， み たま を感 じま した。 それ は天 か ら

の メ ッセ ー ジで，彼 を通 して彼女 へ の特別

な祝福 が与 え られ たの で す。 その祝福 を伝

え る人 として彼 が選 ば れ たの です。

彼 は耳 を傾 け，従 い， 神権 の権 威 と権能

によ りそ の若 い命 が完全 な もの となる よ う

に祝 福 しま した。

願 わ くばあ な た方若 人 が救 い主 との個 人

的 なつ な が りを強 め る ことが で きます よ う

に。主 は生 きてお られ ， あ なたの名 前 を御

存 じで す 。あ な た を親 しく知 って お いで で

す 。 ア ロン神権 の 業 に働 く皆 さん に主 の力

と祝 福 が あ り ます よう に。 イエ ス ・キ リス

トの み名 に よ り申 し上 げ ます 。 アー メ ン。
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「もし汝らに備えあらば

怖るることなからん」

十二使 徒 評議 員 会会 員

L・ トム ・ペ リー

世界 を旅 して回 って い る と， 人 々の間 に

あ る重苦 しい空気 に触れ るこ とが随 分

あ ります。 人々 の憂 い は戦争 や戦 争 の うわ

さ， 飢饒 か ら，麻 薬 中毒 ， 異常気 象 ，環 境

汚染 ， 肥大化 した行政 組 織 に至 る まで様 々

で す。私 は， 主 へ の信仰 を持 た な いその よ

うな人 々が なぜ未 来 に対 して悲 観的 に なる

の か，理 由 がわ か りま す。確 か に今 は 困難

な時代 です。 しか し， 困難 な状 況の 原 因 に

つ いて考 える と， それ らが 人為 的 な もので

あ り， し之が って 人間 の力 で解決 でき る も

の であ る こ ともわか ります。

主は 次 のよ うな約 束 を して，私 たち に励

ま しを与 えて お られ ます。 「も し汝 らに 備

えあ らば怖 る る こ とな か らん。」(教 義 と聖

約38：30)イ エ ス ・キ リス トの福 音 は希 望

と明 るい 見通 しを与 えて くれ ます。 私 た ち

は幸せ を手 にす るため に，努 力 し， 恐 れ を

取 り除 こう として い ます。 主 がそ の子供 た

ちの ため に この地上 で 定 め られた方 式 と秩

序 に従 うため には， 備 え がな けれ ば な りま

せ ん。

教会 の指 導者 たち は，創 設 以来， 適切 な

方 法 で私 た ちを教 え， 訓練 して きま した。
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私 の考 えで は教会 の 歴史 の 中で最 も困難 と

、思 える頃 の こ とです が， 主 は，予 言 者 ジ ョ

セフ ・ス ミスが リバ テ ィーの 牢獄 に不 当な

理 由 で拘 禁 され て いた その時 を選 ん で， 彼

に神 権 に関 す る啓示 を与 え られ ま した。 救

い を求 め る予 言 者の 叫 びに， 主 は こ う答 え

られ ま した。

「流水 いつ までか 濁 りて あ らん。 如何 な
とど なんぴと

る 力か よ く諸 天 の運 行 を止 めん や。 何 人か
かいな

よ くか よわ き腕 を さ し伸 べ て，神 の命 じた

ま え る水 路 を流 る る ミズー リの 流 を止 め，

また はこれ を逆 流せ しむ るこ とを得 ん や。
う

もし， よ く これを為 し得 れ ば全 能 の神 が末

日聖 徒 の頭 上 にい と高 き所 よ り知 識 を注 ぎ

た もうを 止む る こと を得 ん。

見 よ， 召さ るる者 は多 けれ ど も選 ば る る

者 は少 し。選 ば るる こ となき は， これ そ も

そ も何 の故 ぞ。
つ

そ は， 人々 の心甚 し くこの世 に属 ける も
た だ

の の上 にあ り， 唯 々 人間 の誉 を得 る こ とを

の み望 み， 次 の如 き一 つ の戒 め を知 らざ る

によ る。
いわ ちか ら

曰く，神 権 の権能 は天 の能 力 と固 く結 び

つ き て離 るべ か らざ る もの に して， 天 の能

力 は正 義 の原 則 に よりて のみ 支配 し運 用 し

得 る もの な り， と。」(教 義 と聖 約121：33

-36)

人 の成長 ， 完成 へ の歩 みが， その 人の神

権 を行 使 す る能力 に左 右 され る と した ら，

確 か に私 た ちは， よ り完全 にそ の権能 を行

使 し， 自分 自身 を備 え るよ うに， 絶え ず努

力 しな けれ ば な りません。

教 会 の各地 の ス テー キ部 を訪 問 してみ る

と， ス テー キ部 や ワー ド部 の レベ ル では神

権 組 織が 非常 に良 くその役 割 を果 た して い

る のが わか ります。 大 まか な言 い方 をす る

と， 最大 の弱 点 は アロ ン神 権 ， メ ルケゼ デ

ク神 権 の、雪・たつ の定 員会 の 中 にあ ります。

神 権 の鎖 の 中 の， この重 要 な輪 に対 して責



任 を持っ 方 々 に，指 針 となる言 葉 を幾 つか

お話 レたい と思 い ます。

ステ ィー ブ ン ・L・ リチ ャー ズ副 管長 が

神 権 定 員会 を3つ の面 か ら定 義 した こ とが

あ ります。 彼 の言 う神権 定 員会 の3つ の面

と は， 「まず 第1は ， 学 び の場 。第2は 兄

弟愛 の場 。 そ して奉 仕 の場 」 です。(Co筋

漁名召窺d～6ρoガ 「大会 報 告」1938年10月 ，

p.118)こ の 定義 を私 た ちの定 員会 に当 て

は めな が ら考 えて み ま し ょう。

第1の 学 び の場 として の定 員会 につ い て

で すが， 教義 と聖約 には次 の よ うに書 かれ

て い ます。

「そは
， 必 ず し もすべ ての 人信仰 なき が

故 に， 汝 ら努 めて求 め，互 い に智 恵 ある言

葉 を教 う べ し。 然 り， 汝 ら最 も善 き善 よ り
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まさ

知 恵 あ る言葉 を探 し求 め よ。 また正 に研 究

と信 仰 とによ りて学 問 を求 むべ し。」(教 義

と聖 約88：118)

定 員会 の集 会 に は，主 の律 法 を教 え る と

い う 目的が あ りま す。 その時 忘 れて な らな

い のは， 神権 者 として の義務 にっい て教 え

る こ とで す。 宇 宙 の不思 議 につ いて推 論 を

披渥 し合 う場 では あ りませ ん。 原則 の応用

の仕 方 を教 え る，実 際 の役 に立 つ， 大切 な

時 間 なの です。 レ ッスンで は， 良 き夫 ， 父

親， 定 員会 会 員 にな るに は どう した らよい

か と いう こ と， また， 同胞 に対 す る責 任 に

っ い て教 えな けれ ば な りませ ん。

こ の夏， 私 は南 ワ イオ ミン グの小 さ な町

で， ある大 祭 司 グル ープ の集 会 に 出席 し ま

した。 そ の時 の レ ッス ンのテ ーマ は義認 と

聖 別 で した。教 師 が よ く準備 して レ ッス ン

に臨 んで い るこ とは， す ぐに わか りました。

とこ ろが， ひ とつ の質 問 に対 する答 えが 元

にな って， レ ッス ンの流 れが ま った く違 っ

た もの とな りま した。 ひ と りの兄弟 が こ う

言 ったの です。 「レッスンを聞 いて いて，大

分考 えさ せ られ る ところ があ りま した が，

ひ とつ，思 った ことが あ ります。 それ は， 折

角 学 んだ知 識 も， 毎 日の生 活 に役立 て る方

法 が わか らなけれ ば，す ぐに どこか に消 え

て しま う とい うこ とです。J

そし て，彼 は定 員 会 の活動 として ひ とつ

の提案 を しま した。 実 はその 前 日の夜， 町

に住 むひ と りの人が亡 くな り ました。 そ の

人 自身 は教会 員 で はあ りませ ん で したが，

奥 さ んが この教会 の会 員 で した。 そ して こ

の大 祭 司は夫 に先 立 たれ た婦 人 を尋 ね，悔

やみ の言 葉 を述 べ てき ま した。 その帰 り道，

彼 の 目に留 ま った のは， 亡 くな っ た兄弟 が

残 した見 事 な畑 で した。 故 人が 人生 のす べ

て をか け て築 き上 げた もの です。 アルフ ァ

ル フ ァ も小麦 も刈 り入れ を待 つ ばか りで し

た。 突 然襲 ってき た不 幸 に対 して， この姉

63



妹 に一体 何 が で きるで し ょう か。 今 まで に

経 験 した こ とのな い責 任 に対 して， 心 の準

備 をす る時 間 な どま った くな か ったか らで

す。

彼 が グルー プの 人々 に した提 案 は，学 ん

だ原 則 を実 践 し， その 未亡 人 と子供 たちが

将来 の生活 設計 につ いて きち ん と した答 え

が 出せ るよ うに なる まで， 彼 らの 畑仕事 を

手伝 って い こう とい う もの で し た。 その集

会 の残 りの時 間 は，彼 女 を援助 す る ため の

計画 にっ いて 話 し合 い ました。 レ ッス ンで

学 んだ原 則が即 実 行 に移 され たの です。

レ ッス ンが 終わ って 部屋 を出 る時， 兄弟

た ちの 中に は温か な気 持 ちが通 い合 って い

ました。 ひ と りの兄弟 が戸 口の所 で こ う言

うのが耳 に 入りました。 「こ の計画 こそ，定

員会 の活動 を もう一度 まと ま りのあ る もの

にする ため に，私 た ちが求 めて い た もの で

す よ。」ひ とつの レッスンを通 して，兄 弟 愛

が深 ま り， 助 け を必要 と してい るひ と りの

人のた めに奉 仕計 画 が立 て られ たの です。

兄弟 の皆 さん， 定 員会 を神 の聖 な る神権

をいた だ く者 と して の義務 ，責 任 にっ いて，

導 きを与 え て くれ る最 上 の教 え を学 ぶ場 に

しよ うでは あ りませ んか。

第2は ，.兄 弟愛 の場 と して の定 員会 で す。

もう何年 も前 の話 ですが， 私 は あ る祭 司定

員会 の ア ドバ イザ ーに召 され まし た。 それ

は教 会 が優 秀 定 員会表 彰 プ ログ ラム を始 め

た頃の こ とで した。 こ のプ ログ ラ ムはす べ

ての定 員会 が会 員一 人一 人 に関心 を向 ける

よう に奨 励 す るた めに設 け られ， 個 人の で

はな く， 定 員会 として の業績 を表 彰 す る も

ので した。

私が 担当 した定 員 会 は元気 一杯 の献 身的

な若者 で構 成 され てい ま した。 ひ と りを除

いて， 彼 らは皆定 員 会 の貴 任 をほ ぼ100パ

ーセ ン ト果 た して いま した。 そ の ひ と りと

は父親 を前 の年 に亡 くした ビル という少年
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で， 彼 は人生 の大 きな痛 手 に ど う応 じてい

った らよい の かわか らず，苦 しい 日々 を送

ってい ま した。 彼 の母 親 は ビルが 自分 自身

を取 り戻 す こ とが でき る よう に， あ り とあ

らゆ るこ とを して助 け ま した が，彼 は集 会

か ら足 を遠 ざ け，悪 い 習慣 に 身を染 め始 め

ま した。

ビルが姿 を 見せ なか った あ る集会 の 後で ，

ひ と りの定 員会 会 員 に， ビル と連絡 を取 り，

定 員会 の集 会 に出 席す る よう に励 ます とい

う責 任 が与 えられ ま した。 そ の定 員会会 員

は母 親 としか会 えませ んで したが， 話 に よ

る と， ビルは 土曜 の夜遅 くな る まで家 に帰

って来 ず， 日曜 日は朝 に な って も 目を覚 ま

さな い とい うこ とで した。2週 間経 って も

ビル は定員 会 の集会 に来 ませ んで した。 そ

して もう一 度 彼 に連 絡 を取 ろ う と しま した

が ，結 果 は同 じで した。

そ して3週 目の集 会 ， ビル はや は り来 ま

せ ん で した。会 員 た ちは顔 を見せ な い ビル

の こと をとて も心 配 して い ました。 彼 らに

と って ビル を抜 きに して は， 完全 な定 員会

はあ り得 ず， それ 以上 集会 を持 つ こと も考

え られ ませ ん で した。 私 は幾 つか提 案 を出

して も らい まし た。 答 えは早 く決 ま りまし

た。 皆 で彼 の 家 を尋 ね ， そ こで集 会 を開 こ

う とい うので す。

私 た ちは 自動 車 で ビル の家 へ行 き ま した。

母 親 が とて も協 力 的 で，私 た ち を ビルの寝

室 に案 内 して くれ ました。 ビルは ぐっす り

と寝込 ん で いま した。 私 た ちは元 気 よ く開

会 の讃 美歌 を歌 って会 を始 め ま した。 その

第一声 で ビルは， まるで鉄 砲 で撃 たれ たか

の よう な驚 きよ うで起 き上 が り.一 体 何事

か と部 屋 を見 回 し まし た。

その後 の 出来事 は私 の 人生 の 中で も，本

当 に素 晴 らしい体 験 で した。 定員 会 の一 人

一 人 が ビル に 自分 の愛 を伝 え， その後 で皆

が ベ ッ ドの周 りにひ ざ まず いて祈 りを捧 げ



ま した。祈 りを終 えて立 ち上 が った ビル の

頬 に は涙 が伝 ってい ま した。私 たち は握手

を して 彼 の家 を 出 ました。 定 員会 が また完

全 な姿 を取 り戻 し ました。 ビルは定 員 会会

員 の愛 を知 らされ， 自分 もそ の群 れの 中 に

入 りた い と思 った ので す。

十 二使 徒評 議 員会 会 員 を務 めたラジャー ・

ク ラウ ソ ン長 老 が この よ うに言 った ことが

あ りま す。 「地上 の神 の神 権 者 は 会 員 相 互

の利益 と，教 会 の前 進 との た めに， 定員 会

に組 織 され て いま す。定 員会 が レッス ン を

学 ぶ だ けの場 で あ った と した ら， その 目的

のほ んの 一部 しか達 成 され てい な いこ と に

な ります。 … …兄 弟 愛の 精神 が定 員 会の す

べ て の計 画， 活動 を推 し進め る 力 とな らな

けれ ばな りませ ん。 この精 神 が 賢明 な方 法
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で， 絶 えず養 われ て い るな ら， どの ような

組 織 もこれ に勝 って神 権者 の心 を引 きつけ

る こ とはな くな るで しょう。」定 員会一 人 一

人の会 員 と兄 弟愛 の絆 を築 こうで はあ りま

せ ん か。 ●

第3は ， 奉仕 組 織 と して の定 員会 で す。

rあ なた が立 ち直 っ た ときに は
，兄 弟 たち

を力づ け てや りな さ い」(ル カ22：32)御

父 の天 の王 国 の会員 の義 務 は，神 の子 供 た

ち に対 す る奉 仕 の業 で す。

ジ ョセ フ ・F・ ス ミス大管 長 が まだ子供

の 頃の話 で す。 あ る時彼 は， お じに当た る

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスが マ ンシ ョンハ ウ

ス で開 いた パ ーテ ィー に出 てい ま した。 そ

こ には大 勢 の 人々が い て，楽 しい時 を過 ご

してい ま した。 突然 ドアが開 き， ぼ ろぽ ろ

の ひ どい身 な りを した ひと りの 男が入 っ て

き ま した。 汚れ た風体 の その 人は， 何 の手

入れ もして い ない髪 とひ げ を長 く伸 ば し，

まる で こ じきの よ うな有様 で した。 その時

予 言者 は， この 人が 入 って来 た ドアの真 向

か い にい ま した。 ジ ョセ フは立 派 な体格 を

した 人で した が， 飛ぶ よう にして部 屋 の中

を進 み ， みす ぽ ら しい姿 のそ の人 に両腕 を

か け たか と思 う と， 大切 な身 内 にで もする

よう に， 彼 を抱 き しめ ま した。 そ の男の 人

は 同 じ神 権 の絆 で結 ば れ た兄 弟 で した。 彼

は それ ま で苦 しい 目に遭 いなが ら， 兄弟 で

あ る神 の予 言者 の ため に， 口で は言 え ない

ほ どの犠 牲 を払 ってき たの です。(ス テ ィー

ブ ン ・L・ リチ ャーズ 『神 権 定貝 会 の3つ

の定 義』 加 餌o肥 耀 雇E昭 「イ ンプ ルー ブ

メ ン ト ・エ ラ」1939年5月 号，p.294)教 会

の歴 史 を見 る と， 定 員会 の兄 弟 に大 きな愛

と理 解 を もって仕 え た人 々の 記録 が た くさ

ん あ ります。

ステ ィーブ ン ・L・ リチ ャー ズ副管長 の

言葉 を読 んで み ま しょ う。

r神 権 の簡 潔な定 義 としてr人 に託 され
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た神 の権能 』 という こ とが よく言 われ ます

が，私 もこ の定 義 は 的 を得 た もの だ と思 い

ます。 しか し， 実 際 的 な面 か ら， 奉仕 とい

う観 点 に立 って神 権 を定義 した い と思 い ま

す。私 が よ く口 にす る ことで すが ， それ は

『完全 な奉 仕 計画 』 と いう定義 です。 なぜ

そう呼ぶ か とい う と， この賜 の本 当 の意味

と力 を知 りたい とい う気持 ちは， 授 け られ

た この神聖 な権 能 を実 際 に使 う こ とに よっ

て しか湧 いて こ ないか らです。 神 権 は奉仕

の ための道 具 で す。 その用 い方 と 目的 とは

奉仕 という観 点か らす べ て明 らか に され て

お り， 神権 を用 いる こ とを怠 る人 は， や や

もす る とそれ を失 う場 合 が 多くあ ります。

啓示 を通 して， 怠 惰 な者 は 『その 地位 に居

る に値 せ ず』(教 義 と聖 約107：100)と はっ

き り冒わ れて い ます。」

リチ ャー ズ長 老 は こう続 け て います。

「神 権 は決 して静 的 な もの では あ りませ

ん。授 けられ さ えすれ ば， 後 は何 もしな く

て もよ い という もの では あ りませ ん。 しか

し， 人 によ って は， その よ うに考 え， それ

を受 け たこ とに慢 心 し，満 足 し切 って い る

場合 が あ ります。 そ の ような 人が偉 大 な永

遠の裁 き主 の み 前 に行 って， 『私 は地 上 で

大祭 司の職 にあ りま した。 今 こ こに来 たの

は， 大祭 司 と して の報 い を頂 くた め です』
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と言 う姿が 目 に浮 かぶ ようで す。 それ に対

して どの よ うな答 えが与 え られ るか を考 え

るの は難 し いこ とでは あ り ませ ん。 き っ と，

この よ うに問 い返 され るの で はな いで し ょ

うか。 『あ な たは大 祭司 として何 をしました

か。 授 け られ た この偉 大 な権 能 を どの よ う

に用 い ました か。 この権 能 を も ってだれ に

祝福 を与 え ました か。』このような質 間 に対

して ど う答 え るか に よって， 報 いが決 め ら

れ るの です。」(Co瞬 ㎎解 θ1～のoπ 「大 会

報告 」1937年4月 ，pp。46-47)

兄弟 の皆 さ ん， どの よ うに奉仕 す べ きか

を， 定 員会 の会 貝 に教 え ようで はあ りませ

ん か。

私 は， 将 来へ の不安 か ら 自分 自身 を解放

す る ため に，私 た ち にでき る最 も大切 な備

えは， 地下 室 に積 んだ1年 分 の貯 蔵物 や預

金，金庫 にしまった株券 ，債 券 では ない と思

い ます。それ らのことも家族 を守 る ためには

大切 なことですが，真 の心 の安 らぎは，神権

組織 を理 解 し，神 権 の 原則 を賢 い方法 で応

用 す る時 に見 いだせ る もの では ない で し ょ

うか。 神 権 組織 の土 台 とな るの は，正 しく

組織 ，訓 練 され， 機能 を果 たす神 権定 員会

で す。

それ ぞれ の ワー ド部 ， ステー キ部 に帰 り，

神 権 定 員会 という組織 の中 で， 自分 は どれ

ほ どの備 えを受 け てい るか再 評価 してみ て

下 さい。 神権 の義 務 につ い て兄弟 たち を訓

練 する学 び の場 として の機能 を果 た して い

る で し ょうか。会 員一 人一 人 に祝 福 を もた

らす兄弟 愛 の場 として， そ の役割 を果 た し

て いる で し ょうか。 自分 た ちが属 す る家族 ，

教 会 ，地 域社 会 に奉仕 して いる で し ょうか。

今 宵皆 さ んが， 向 こ う何 カ月 間か の最優

先順位 を神権 定 員会 の 強化 に置 き， 固 い決

意 の下 に奮 起 されるように望む ものです。 へ

り くだ り， イエ ス ・キ リス トの み名 に よっ

て お祈 りします。 アー メ ン。



若人へ の

4つ の提言

副管 長

ゴー ドン ・B・ヒ ン ク レー

話の責 任 を受 け ま したの で， これ か らお

話 した い と思 い ます。 神 権会 は素 晴 ら

しい集 会 で す。 き ょ うこの会 で 聞 いた こ と

を ，私 たち がず っ と心 に と どめ て お くこ と

がで きれ ば と願 っ てい ます。

人が先 の こ とを考 え ない ため に陥 る問題

につ いて考 える 時，私 はだ いぶ前 の新 聞 の

切 り抜 きを思 い 出 します。 その新 聞 は， イ

ギ リスで最 初 に発 行 され た新 聞 です。 少 し

冗 談 に な ります が， お許 し下 さ い。 私 が 申

し上 げ たい こ との背景 と して 紹介 します。

あ る イギ リス の会社 が西 イ ン ド諸 島 に資

産 を持 って いま した。 とこ ろが， 激 しい嵐

の た め に建 物 の ひ とつ が壊 れ たの で， それ

を修 理 す るた め にひ と りの男 が送 られ まし

た。 この 人は， その時 の経 験 を こ う書 い て

い ます。

「被害 にあ った とい う建 物 に行 って 見 る

と， ハ リケー ンの ため に屋 根 のれ んが が数

カ所 飛 ば され てい ました。 そ こで私 は屋 根

の上 に滑車 を取 り付 け， それ を使 って数 回，

た る に一 杯 につ め たれ んが を屋 根 に上 げ ま

した。 こ う して修 理 し終わ りま したが， れ

ん がが た くさ ん残 りま した。
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そ こで私 は ロー プ を引 っ張 って たる を屋

根 まで 上 げ， それ か ら屋 根 にの ぽ って余 っ.

た れん が をた る に入れ ま した。 そ して また

下 に降 り， 固定 してあ った ロー プ をはず し

ま した。o

と ころが運 悪 く， れ んが を入 れ たた るは

私 よ り も重 か った ため， 私 はあ っ と言 う間

に空 中 につ り上 げ られ て しまい ま した。私

は その ま まロー プ にっ かま って い ましたが ，

途 中で， 落下 して くる たる に肩 を直撃 され

ま した。

そ して上 まで 来 る と， 滑車 の取 り付 け台

で激 しく頭 を打 ち， 滑車 に指 を はさ まれ ま

した。 また たる が地 面 に落 ちた ので， 底が

割 れ て， れ んが が皆 こ ぼれ ま した。

次 の瞬 間， た る よ りも重 い私 は， 今度 は

急 激 な勢 いで 落 ち始 め ま した。 途 中で たる

とす れ違 う時 に 向 こうず ね に大け が を し，

下 に落 ちた ら落 ちた で， こぼ れ たれん がの

角 で あ ちこ ちを切 うて しま いま した。

この時， 私 は も う気 が動 転 して いた ので，

ロープ を放 して し まい ました。 す る とたる

が落 ちて きて， 頭 に 当た り，私 は病 院 にか

つ ぎ込 まれ まし た。

私 は病 気 療養 休 暇 を要 求 します。」

この 話 を聞 いて ，皆 さ んは， 人 はそ んな

に愚か で先 の 見 えな い状 態 に なれ る ものか

と考 える で し ょう。 しか し人 々の生 活 を見

る につ け， 計画 し， 考 え，他 の人 の意見 を

聞 き，福 音 の教 え に従 う こ とを しない ため

に障害 にぶ つ か り， 傷 を負 っ てい る人が い

る の に気 づ き ます。 私 は，今 夜 ア ロ ン神権

の若 人 に向 け て話 され た事柄 に感 謝 して い

ま す。 き ょう集 ま って下 さ っ・た方 々 の中 に

は， 洋 々 と した未来 が待 ち か まえて い る若

人 の皆 さん が いま す。 そ こで私 は，皆 さ ん

が先 に話 した状 態 に陥 らな いた め に話 した

い と、思い ます。

私 は若 人 に4つ の提 言 を した い と思 い ま
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す。 それは，(1)頭 を使 い なさ い，(2)公平 で

あ りなさ い，(3)清 くあ りなさ い，(4)誠実 で

あ りなさ い， とい う ことで す。

1.頭 を使 いな さい。

頭 を使 う と言 って も， ず るが しこ くな る

とい うこ とで はあ りませ ん。 賢明 にな りな

さい とい う意味 で す。未 来 の ため に賢 明 に

心 と手 を鍛 え て下 さ い。 皆 さ んは ひ と り残

らず 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の会 員

です。 そ して， 神 の息子 です。 皆 さん に は

人生 を最高 の もの にす る責任 があ ります。

どの よ うな教育 を受 ける か今 計 画 して下 さ

い。 そ して， その 計画 が実現 する よ うに努

力す るの です。

皆 さん は混迷 の 時代 に生 き て いま す。 社

会 は，能 力の あ る訓練 さ れた 人 を求 めて い

ます。 教育 を途 中で やめ ない で下 さ い。

だか ら と言 って， すべ ての 人が プ ロ にな

らなけれ ば な らない とは 言 い ませ ん。 何 を

選 ぽう と も，選 んだ もの に磨 き をか けて ほ

しいの です。 そ して 資格 を得 て下 さい。 ま

た どの分 野 であ れ，経 験 や知 識 のあ る人 か

ら学 んで下 さい。 教育 は専 門 家へ の近 道 で

す。教 育 を受 け る こ とに より，皆 さ んは過

去 の 誤 りを繰 り返 さず にす み ます。 どの よ

う な職 業 を選 ん で も，教育 を受 け るこ とに

よ って そ こに到達 す る道 は早 まるの です。

主 は私 た ち にこ う言ってお られます。 「汝
よ ドヨらみ

ら最も善き書より智恵ある言葉を探し求め
まさ

よ。 また正 に研 究 と信仰 とに よ りて学 問 を

求 むべ し。」(教 義 と聖約88：118)

教 会 は長年 にわ た って，一 般教 育， 宗教

教育 に限 らず， 教育 に多額 の お金 をつ ぎ こ

ん で きま した。 ま た この業 が始 ま った時 か

ら1指 導 者 は教 育 を受 け るこ との大切 さ を

説 い てい ます。

賢 明で あ って下 さ い。 その時 だけ の楽 し

み の ため に，未 来 に光 を与 え る教 育 を放棄

す る こ とがな い よう に して下 さい。 長 い 目

で 人生 を 見 ま しょう。皆 さん のほ とん どは，

これか ら先 長 い間 この地上 にいるのですか ら。

皆 さんの 身 だ しなみ， 態度 ， 、玄・るま い に
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頭 を使 って下 さ い。 フ ァ ッシ ョン雑 誌 か ら

抜 け 出 した よう な格好 を しなさ い と言 うの

で は あ りませ ん。 身 だ しなみ を整 え， 言葉

づ か い をてい ね い にし，礼儀 正 しい行 な い

を して ほ し い とい うこ とです。 皆 さ んは モ

ル モ ンで す。 意識 す る しな いにか か わ らず，

皆 さ んの行 動 に よ り教 会 は良 くも悪 く も言

わ れ ます。

頭 を使 って下 さい。 ア ル コール や タバ コ，

麻 薬 に、ζ・け るよ うな近 視 眼的 な こ とはさ け

ま しょ う。 頭 の いい 人の す るこ とで はあ り

ません。 こ う した勧 告 に耳 を傾 け ず に， コ

カイ ンや マ リフ ァナ な どの麻 薬 を使用 す れ

ば， 心 の コ ン トロー ルが失 わ れて しまい ま

す。 薬 によ って一 時的 に気 持 ち は高 ま って

も， その 反作用 はひ どい もの です。 害 にし

か な らな い もの になぜ お 金 を使 うの ですか 。

な ぜあ な たの将 来 を だめ に して し まう習慣

の と りこにな るの です か。

ビール な どの アル コー ルは何 の益 に もな

りませ ん。 お 金 はかか るし， 良心 は鈍 り，

ア ル コー ル中毒 にな る こと もあ ります。 ア

ル コ ール 中毒 は屈 辱的 で 危険 であ り， 死 に

至 る こ とさ えあ り ます。 タバ コ も命 を縮 め

ます。研 究 によれ ば， タ バ コは習慣 にな り，

肺 を弱 め， 統計 的 に見 れ ば1本 吸 う ご とに

寿命 を7分 縮 め る こと にな ります。

頭 を使 って下 さい。 主 の言葉 に聞 き した

が い ま しょ う。 主 は， 主 の言葉 に したが う

聖徒 にす ば ら しい約束 を与 えて下 さ い ます。
かく

「ま た智 恵 と知 識 の大 い な る宝 ま こと に秘

み いだ しか

れ た る宝 を見 出 さん。 而 して 走れ ども疲 れ

ず，歩 け ど も気 を失 う ことな か らん。」(教

義 と聖 約89：19-20)

若 人 の皆 さ ん， 皆 さん は走 れ ど も疲 れ ず，

歩 け ど も気 を失 う ことの ない体 を持 ち，知

識 と理解 力を増 した い と、思い ませ んか。 も

しそ うで あれ ば， 皆 さん の 自由 を奪 い，健

康 を損 い， 心 を く もらせ， 命 を縮 め る こと
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を やめ よ うで はあ りませ んか。

2.公 平 で あ りな さい。

私 た ち は， 末 日聖 徒 が大部 分 を しめ る高

校 で，教 会 員 でな い生徒 が 自分 た ちは差別

さ れて い る と不 平 を言 うの を耳 に じて いま

す。 皆 さ んの ほ とん ど， いやす べて の人 は

伝 道 に出 るで し ょう。 そ して友情 や仲 間 の

大切 さ を知 る よ うにな る で しょう。 こ う し

た 原則 を実 践 し，感 謝 と思 いや りの 心 を も

って他 の 人々 に接 する の は今 です。 高校 時

代 に， ク ラス メー トの友 情 を通 じて教 会 員

にな る人 はた くさ んい ます。 私 は， 私の 声

の届 く範 囲 にいる すべ て の若 い兄弟 た ちが，

教 会 や そ の民 に反対 して いる仲 間 を偏見 の

目で見 な い よう に願 って いま す。

こ こでつ け加 え たい の ですが， 私 は， そ

うい った差 別 を受 けて い る とい う訴 え には

根拠 が な い と思 ってい ま す。 しか し真実 で

あ ろ う となか ろ う と，私 たち は教 会 員 でな

い 人々 に積極 的 に接 し， 彼 らを勇気 づけ，

思 いや りと親切 によ り彼 らが教会 のすば ら

しいプ ロ グラ ム に参 加 で きる よう に しよう

で はあ りませ んか。

エ ドウィン・マー カム の詩 に こうあ ります。

「彼 は壁 を作 って私 を しめだ した
，

敵意 ， 反感 とい う壁 を。

しか し私 には愛 が あ る，

愛 とい う壁 を作 って彼 を 入れ るの だ。」

(7フ置6BεSオ」LO∂64rPoθ郷(ゾ ∫h6

・4窺εガ6σηP60が6「 ア メ リカ人 の 好 き

な詩 」p.67)

この よ う に言 う と， モ ルモ ンの兄 弟 はモ

ル モ ンで ない姉 妹(あ る いは その反 対)と

デ ー トす る よう に言 って いる と取 られ るか

も しれ ませ ん が， そ うで はあ りませ ん。教

会 に忠実 で活 発な相 手 とデー トを すれ ば，

幸福 で 永遠 に続 く結 婚 に いた る可能 性が 大

き い とい う こ とな ので す。 そ して， そ う し

た結 婚 は たい てい主 の 宮 で行 なわれ ます。
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私 が言 って い るの は， ふ るま い方， つ ま

り人を見 くび 夙 中傷 す るあ ら ゆる態 度 の

こ となの です。・

スポ ーッ競 技 では， や じを飛 ば した りす

る こ とは や めま し ょう。 もちろ んア ンパ イ

ヤ や レフ ェ リー は間違 い を します 。 また選

手 もル ール違 反 をす る ことが あ ります。 し

か し， どん なにや じを飛 ば して もス コア は

変 わ りませ ん。

公平 であ りな さい。 皆 さん は これか ら人

生 を歩ん で行 くわ け です が，1大学 に入 って

勉強 や その他 の こ とをす る時 ， 人か ら疑 い

をか け られ るよ うな不 公平 な行 動 は取 らな

い で下 さい。競 争 は正 々堂 々 と行 なうべ き

で す。 不 道徳 で， 不正 直 で，不 公 平 な行 な

い は， 特 に末 日聖徒 には無 縁 の もの で なけ

れ ばな りませ ん。

公平 であ りな さい。 公平 さ とい う標 準 に

つ いて の最 良 の ルー ル は， 主 か ら与 え られ

た この言葉 で す。 「何 事 で も人 々か ら して

ほ しい と望 むこ とは， 人 々 に もその とお り

にせ よ。」(マ タ イ7：12)

3.清 くあ りな さい。
きよ

主 はr潔 くあれ 」と言わ れ ま した。(教 義

と聖約38：42)私 は特 に道 徳 的 な清 さ につ

い て話 した い と思 います。 個 人 の徳 とい う

点 で， 天 が下 に おい て純 潔 に代 わ るもの は

あ りませ ん。

今 の時代 ，世 の中の 人々 は純 潔 を軽 く見

て いま す。 しか し教会 の若 人で あ る皆 さ ん

は そう であ って はな りませ ん。 末 日聖 徒 に

とって純 潔 を失 う こと は， 自尊心 や相 手 に

対 する尊敬 の心 を失 い，心 や体 を コ ン トロ

ー ルす る力 を失 い
，神 権者 と しての高 潔 さ

を失 う こ とにな るの です。 もち ろん悔 い改

め も赦 し もあ ります。 しか し同時 に， 胸 の

痛 みや嘆 き， 失意 を経 験 す るこ とで し ょう。

そ して，教 会 で の将来 の奉 仕 の機 会 に も暗

い影 を お とす こ と にな ります。
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私 は固苦 しくな れ とは言 い ませ ん。 徳 高

くあれ と言 って いるの です。 固苦 しい こ と

と徳 高 い こ とは大違 いです。

清 くあ って下 さい。 あ なた の読 んで い る

本 を チ ェッ クして み ま し ょう。 ポ ル ノグ ラ

フ ィーの類 の もの は百 害 あ って一 利な しで

す。 そ うした もの は， 皆 さん の心 の中 で 自

制心 を弱 め るよ うな思 い を作 り出 すだ けで

す。 また あ なたか ら金 を取 り， そ の代 わ り

に下 劣 な欲望 を与 え る ことだ け を 目的 に し

た 映画 か らは，何 も良いものは得 られ ません。

4.誠 実 で あ りな さい。

皆 さん は高 貴 な血統 の生 まれで す。今 は

そ の こ とがわ か らな いか も しれ ません。 つ

ま り， 皆 さん の背 後 には， 驚 くべ き勇敢 な

行 な いを した 人が い る とい うこ とです。 彼

らは た くさん のむ ずか しい決定 を し， 多く

の場 合 ， そ う した 決定 の ため に高価 な代 価

を払 い ました。 中には ，真理 を捨 て る くら

いな ら と， 命 を犠 牲 に した人 もい ま した。

1897年 ， ウイル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ大

管長 が90歳 の 時， た くさ んの子 供 と若 人が

この タバ ナク ル に集 いま した。 この時， 数

数 の悲 しみ や苦 労 を経験 し， また 同時 に主

の偉 大 な業 を愛 す る この老 人 は，皆 の 前 に

立 ち， 考 えぬ かれ た言葉 で 次 の よう に話 し

ま した。



「私 は皆 さ ん と共 に長 くこの世 に生 き る

こ とはな いで しょ う。 そこで皆 さん に少 し

お話 した い。皆 さん は神 の王 国 であ るこ の

教会 で地位 を得 ，神 権 の 力 を受 けて いま す。

天 の神 は皆 さ ん を指 名 し， 今 日この時代 に

召 され ま した。 この こ とを よ く考 え て下 さ

い。 若 人 の皆 さ ん，幹 部 の声 に耳 を傾 け て

下 さ い。 神 に近 くあ り，若 い こ ろか らよ く

祈 り，神 のみ た まを求 め る こと を学 んで下

さい。これを行 な うならば，皆 さ んは努 力 に

応 じて啓示 の み たま を受 け る で し ょう。ユ

(四'〃bπ!恥04Zが'研S≠0埋(ゾ 研sL旋

σ銘ゴL召わ0鴬 「ウイ ルフ ォー ド ・ウッ ドラ フ

の生 涯 と業 績」pp。602-603)

こ こで3人 の18歳 の若者 につ いて話 した

い と思 い ます。1856年 ，1，000人 以上 の人 々

が大 変 な苦 労 を して大平 原を渡 って いま し

た。 その 中 には皆 さ んの先 祖 もいたか もし

れ ませ ん。 彼 ら は不 運 な こ とが続 いて 出発

が遅 れ て しま っ たの ですぎ そ の ため'ワイ オ

ミングの 山地 で雪 と寒 さ に襲 われ て しま い

ま した。 そ して，毎 日の よう に だれか が死

ん で いき ま した。

ヤ ング大 管長 は，10月 の大会 が始 まろ う

と して い た時 に その状 態 を知 りまし た。 ヤ

ング大 管長 は た だち に牛 や荷車 ，御 者 を召

し， その聖 徒 た ちを救 出 する よ うに命 じま

した。 こ う して最初 の救 援 隊が マ ー チ ン隊

を発 見 したの です が， 負傷 した人 々 を運 べ

るだけ の数 の荷 車 が あ りませ んで し た。 し

か し移動 しな い こ とには どう し よう もあ り

ませ ん。

11月3日 に ス ウ ィー トウ ォー ター川 に着

いた時， こ ごえ るよ うに冷 た い川 には， 氷

の か け らが 浮か ん で いま した。 今 まで の旅

の こ とや衰 弱 して い る人 がい る こと を考 え

る と， 川 を渡 るの は無理 だ と思 えま した。

凍 りつ くよ うな川 に 足を 入れ る ことは， 死

にに行 くよ うな もの だっ たか らで す。 かつ

聖徒 の道/1982年4月 号

て は屈 強で な ら した男 たち も，凍 った地 に

すわ りこん で泣 き ま した。 女 や子供 たち も

泣 き まし た。 多 くの 人 が この試練 に立 ち 向

か えな か ったの です。 記 録 には この よ うに

あ ります。 ●

「救援 隊 の3人 の18歳 の 少年 が進 み出 て
，

驚 いた こ とに，遭 難 した手車 隊 のほ とん ど

全員 を背 負 って， 氷 の流 れ る川 を渡 った。

水温 か ら来 る痛 みは 激 し く， 後 に3人 とも

そ の時 の ことが もとで命 を失 った。 この英

雄 的 な行 為 につ いて 耳 に したブ リガ ム ・ヤ

ング大管 長 は，子 供 の よ うに泣 き，後 にこ

う皆 に宣 言 し た。 『この行 為 に よ り，C・ ア

レン ・ハ ンチ ン トン， ジ ョー ジ ・W・ グ ラ

ン ト， デ ビ ッ ド ・B・ キ ンボー ルは， 神 の

日の光栄 の 王国 で永 遠の 救 いを得 る であ ろ

う。』」(ソロモ ン・F・キンボ ール，∫魏餌o∂6一

窺θn渉E矯 「インプル ーブ メン ト・エラ」1914

年2月 号 ，p、288)

この少 年 た ちが皆18歳 で あ った ことに注

意 して下 さい。 彼 らは ア ロン神 権 者 で した。

彼 らの行 為 は偉 大で あ り， 自分 の健 康 を，

そ して後 には命 まで も犠 牲 に して，彼 らは

人々 の命 を救 ったの です。

皆 さ んは ぞ う したア ロ ン神 権者 た ちの遺

産 を受 け継 いで い ます。 兄弟 た ち， この遺

産 に対 して 誠実 であ って 下 さい。

われ ら受 け し 信仰持 ち

殉教 者 の持 つ 真理 を信 じ

い ま しめ守 らん 手 に心 に 霊 に も

(「シオ ンの若 者 真 理 を守 り」

讃美 歌150番)

似 上が 私 の若 い兄 弟 たち への4つ の提言 ，

つ ま り頭 を使 いな さい， 公平 で あ りなさ い，

清 くあ りな さ い，誠 実で あ りなさ い， で す。

主 は皆 さん に神権 を授 け られ ま した。 皆 さ

んが このす ば ら しい特権 にふさ わ しく生活

す る・よう， イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り

へ りくだ り祈 ります。'アー ヌ ン。
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自由という

完全 な律法

第 二 副管 長

マ リオ ン ・G・ロ ム ニ ー

噂 れ か ら 「自由 とい う完全 な律 法 」 につ

}
い て話 を進 め て行 きた い と思 います 。

若 い頃，私 はパ トリ ック ・ヘ ン リー の有

名 な 「自由 を与 え よ， さ もな くば死 を」 と

いう言葉 にい た く心 を動 か され ま した。

しか しこの 自由 とい う言葉 は， なか なか

うま く定 義 で き ませ ん。 アブ ラハ ム ・リン

カー ンは こう言 ってい ま す。 「この 言葉 に

はふ さわ しい定義 がな か った。私 たち は皆

自由 を主張 す るが， そ の言葉 が 同 じ意味 で

使 われ て いる とは 限 らな い。 自分 自身 と 自

分 の所 有物 を勝 手気 まま に扱 うの が 自由 だ

と考 えて いる者 もいれ ば，他 人や他 人 の も

の まで 思 うま ま にす るのが 自由 だ と考 えて

いる者 もいる。」

リンカ ー ンは こう も言 っています。 「狼 を

追 い払 う羊 飼 いは， 羊 か らは命 の恩 人 とし

て感謝 され る が，狼 か らは恨 まれ るだ け で

あ る。」(1864年4月18日 の演説 ， ジ ョン ・

バー トレッ ト，Eα 卿歪蹟Z7(吻0鵡 ガ0，Zより)

リジカ ー ンの頃 に比 べ， 時代 は変 わ りま

したが ， 自由 とい う言葉 がい ろい ろな意 味

で使 われ てい る こ とに変 わ りはあ りませ ん。

一 般 に よく言 われ る 自由 は次 の3っ に分 類
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で き るよ うで す。(1)政 治的 な 自由，(2〉経 済

的 な 自由， それ に(3)自由意志 で す。

これ らす べ て含 ん だ， いや それ以 上 の 自

由 を得 る こ どがで き るよ うに努 力 した い も

の です。 私 の 言 うその よ うな 自由 とは， こ

れ ら3つ の 自由が 目指 す真 の心 の 自由 です。

言 いか えれ ば， 予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスが

「絶 えず徳 を以 て 汝 の想 を飾 るべ し
。 然 る

時 は， 汝 の 自 ら信 ず るこ と神 の前 に強 く な

(ら ん)」(教 義 と 聖 約121：45)と 述 べ て

予示 して い る祝 福 され た状 態 の ことで す。

この よ うな状 態 に達 し得 た人 こそ， イエ ス

の 言 われ た 「ほん とう に 自由 な者」(ヨハ ネ

8136)と 言 え ます。 そ こ には完全 な 自由

が あ ります。

政 治的， 経 済的 な 自由 や個 々の 自由 意志

は，真 の心 の 自由 の一 因 とは な ります が，

それ を保証 す る もの では あ りませ ん。2，

3の 例 を挙 げて説 明 し ま しょう。

まずは じめ に， 政 治的 な 自由 と力 につ い

てで すが ， この最 た る例 が， ア レキ サ ンダ

ー大 王 の偉 業 で し ょう。何 者 も恐 れ ない 勇

気 とあふ れ んばか りの活 力， 豊か な想像 力

に恵 まれ た彼 は，32歳 の 若 さで 当時知 られ

て いた世 界 の王者 にな りました。 しか し，

彼 は 本 当の 自由 を知 りません で した。 自分

自身 を治 め る ことが で きなか ったか らで す。

そ して33歳 の年 に， 自身 の不 節制 にたた ら

れ， 真 の 自由 をま った く知 らぬ ま ま， この

世 を去 った ので した。

英 国 の政 治家 であ る ウル ジー枢 機卿 は ，

真 の 自由 を得 る上 で政 治 的 な 自由や権 力 が

いか に ひ弱 な もので あ るか， 悲 し く も自覚

しま した。御 存 じか と思 い ます が， 彼は 英

国 ゐ王 た ちに仕 え，政 治 的 な権勢 と 自由 を

欲 しい ま まに しま した。 しか し最 後 に は，

気 の短 い国王 にすべ て を取 り上 げ られて し

ま っ.たので す。 人生 に敗 れ， 幻滅 感 の 中 に

た たず む彼 は，部 下 に こ う嘆 いて いま す。
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「それ に して も， なあ， クロ ムウ ェル， お

れが 陛下 に仕 えたせ めて半分 の熱意 で神 に

仕 えて い た ら， こん な年 にな って， 素 っ裸

で敵 の 中 に放 り出 され る こ とはな か った だ

ろ う。」(「ヘ ン リー八世J第 三幕 第二 場， 中

野里 皓 史訳)

数 年 前， あ る雑 誌 にr今 世 紀， 巨万 の富

を築 いた 人た ち』 とい う記 事 が載 っ てい ま

した。 そ の記事 に よる と， 彼 らの 中 には こ

の よ うな 富 を築 いた もの の，破 産 して恥 辱

の 内 に死 んで行 った 人や 自殺 した人， 投獄

され た人 が いる と いう こ とで す。 彼 らは 束

の 間 で したが 経済 的 な 自由 を得 てい ま した。

しか し， 経済 的 な 自由か ら真 の 自由 を得 た

人は ひ と りもい なか っ たの です。

政 治的 あ る いは経 済的 な 自由 だけ で完 全

な 自由が 得 られ る とい う説 は あま り聞 き ま

せ ん が， 「自由意 志」とい う言葉 を 「真 の心

の 自由」 の 同義 語 と して使 う話 は よ く耳 に

し ます。 確 か に，神 か らいた だい た思 いの

ま まに選 択 す る権 利は ，真 の 自由 に欠 く こ

とので き ない もの です。 それ な しには， 政

治的 で あれ ，経 済 的で あ れ，個 人 的な もの

で あれ， いか な る 自由 も享 受 す るこ とは で

き ませ ん。 自由意 志 は私な ちが受 け継 い で

轍羅露

い る最 大 の賜 の ひ とつで す。 そ のこ とを私

た ちは， 天 の御 父 に心か ら感謝 して います。

エ デ ンの園 で，神 は人 に この 自由意志 を お

与 え にな りま した。(モ ーセ7：32参 照)

自由意 志 は確 か に貴 い もので すが， それ

自体 が私 たち の求 め る完 全 な 自由で も， ま

た必 ず し も完全 な 自由 を もた らす もので も

あ りませ ん。 事 実， 自由意志 を行 使 した が

た め に， 政 治 的，経 済 的 ある いは個 人的 な

自由 よ り も， かえ って束縛 を受 け る ように

な っ た人 の方 が 多い く らいです 。

例 えば， 二 一フ ァイ人 もあ る時， 自分 た

ちの 自由意 志 を使 うこ とによ って， 政治 的

束 縛 を受 け るは め に陥 って しまい ま した。

しか もそれ は，最 も 自由 を尊重 す る政府 の

も とで起 こ った こ となの です。 記録 によれ

ば， 「二 一フ ァイ人 の国 法 と政 治 と はみ な

人民 の投 票 で きめ られ たが， そ のこ ろ悪 に

つ く人 の数が 善 にっ く人の数 よ りも多か っ

たか ら， 国法 が乱 れ て腐 敗 し国民 が亡 び よ

う と して いた。」したが って二 一フ ァイ人は

「国法 もし くは正 義 の道 をその ま ま執行 す

る と亡 び るほ かは なか っ た。」(ヒラマ ン5：

2-3)こ の よ うな状 況の下 で， 二 一フ ァ

イ 人は政 治 的 自由 を奪 い去 る よこ しまな統
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治者 を選 ぴ出 して し まい ま した。 そ して こ

の統治 者 たち が1常 に 自由 を擁護 し よう と

努 め てき た義 人 に代 わ って そ の地位 に就 い

たの です。

ジェ レ ドの民 は 彼 らの 自由意 志 によ って

王 を選 ん だが ため に，捕 虜 の身 とな って し

まい ま した。(イテル6：21-30;7：1-

5参 照)

この ような こ とは， イ スラ エル の歴 史の

中で繰 り返 し起 こって い ます。 イ スラ エ ル

の民 は，神 の定 め られ た さば きづ かさ に よ

る統 治 を拒 み， 王 を与 え よ とサ ム エル に訴

え ました。 サ ムエ ルは， 国王 を立 てれ ば，

イ スラエ ルの子 孫 は捕虜 とな り， 重 税 と夫

役 を負わ され， 戦 い に送 り出 され るだ ろ う

と警告 しま した。 「と こ ろ が 民 は サム エ ル

の 声 に 聞 き従 う こ とを拒 んで 言 った， 『い

い え， われ われ を 治め る王 が なけ れば な ら

ない。 わ れ わ れ も他 の 国 々 の よ う にな り

一』」(サ ム エル上8：19-20)

そこで サム エル はサ ウ ルの頭 に油 を注 い

で王 に しま した。 その う ちに， サ ムエ ルが

予 言 した よう に， イス ラエ ルの 民 は重 い負

担 に苦 しみ， 息子 や娘 は王 の奴隷 とな り，

戦 争が 始 ま りま した。 国は イ スラ エル とユ

ダのふ たっ の王 国 に分裂 し， や が て両 国の

民 は それ ぞれ他 国 の捕虜 にな って連 れ去 ら

れ ました。 彼 らは政 治的 な 自由 を失 う ど こ

ろか， 国家 として存 続す るこ とす ら もで き

な くな って しまっ たの です。

創世 記 には， 自由 意志 を誤 って使 っ たた

めに経 済的 な 自由 を失 って し まっ た典 型 的

な例 が 記 されて い ます。 エ ジプ ト人は 緊急

時 の備 え を 自分 か ら進 んで し よう とせず に，

政府 に任 せ き って いま した。 そ の結果 ， 飢

饒 がや って きた 時，政 府 か ら食糧 を買わ な

くては な りませ んで し た。 初 め の うちは お

金 があ りました が， それ が無 くな ると， 家

畜 や土地 を売 り， あ げ くの はて は 自ら を奴
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隷 の身 に落 と して， 食 いつ ない で いっ たの

です。(創 世41：54-56147：13-26参 照)

私 た ち もこの1世 紀 の間， 彼 らと同 じ道

を た どって き まし た。 皆 さ ん に勧 告 します。

働 くこ と を勧 め ず に，政 府 の援助 に頼 らせ

よ う とす る教 えに は，十 分気 をつけ て下 さ

い。 ア レキ サ ンダ ー ・ポープ は その 著作 の

中 で，金 持 ちの給 仕 を して いた小 作 人 の不

平 を次 の よう に表 わ してい ます。

「お願 いで ご ざい ます
， 御 主 人様。

この よ うな デザ ー トでは， ござ いませ ん。

どうか ，私 の粗 末 なほ ったて小 屋 と，

パ ンの くず と， それ に 自由 とを，

お返 し下 さ い。」("TheSixthSatireof

theSecondBookofHorance")

自由意 志 を正 し く使 わ なか ったた め に個

人の 自由 を失 った人 の悲劇 的 な 出来事 は ，

日常 生活 の至 る所 に見 られ ます。 酒 を飲 ま

ず にい られ な いアル コ ール 中毒 者 ， 錯乱 状

態 の 麻薬 中毒 者， さ らにひ どい例 と して は，

性 転 換 を受 けた 男性， この よ うな 人た ちが

自由 を得 て い ると言 え るで し ょうか。

自由意 志 を誤 って 用 いれ ば，政 治 的， 経

済 的， 個 人的 な 自由 が失 われ ますが， 自由

意 志 それ 自体 は， 永遠 の 原則 で すか ら， な

くな る こ とはあ りませ ん。 しか し， 自由 意

志 は その使 い方 に よって， 適 用 でき る範 囲

が 広 が った り狭 ま った り します。 間違 った

決 心 をす れ ばそ の度 に， 自由 意志 を使 える

範 囲 は狭 ま り ます。 しか もそ うい った 自由

意 志 の使 い方 をす れ ばす るほ ど， 失 った 自

由 を取 り もどすの が難 し くな るの で す。 そ

して あ る ところ まで く る と， もはや 元の状

態 には戻 れ な くな り， 惨 めな 奴隷 となる だ

けで す。 自由 意志 を使 うこ とに よ って， し

だい に 自分 の行 動 範 囲が 狭 ま り， つ い には

自由意 志 の ない身動 きで きな い状 態 に追 い

込 まれて しまうの で す。

この よう な人 々 に向か って ， レー マ ン人



の予 言 者サ ム エル は言 い ま した。

「あ な たた ちが貧 に苦 しむ時 … …主 に歎

願 をす るで あ ろ うが ， その 時が ま だ来 ない

中に破 壊 がす で にや って きて あ なたた ちの

滅亡 がき ま って し まうか ら，歎 願 を して も

むだ であ る。 … …そ の 日あ なた たち は烈 し

く泣 き叫 び悲 しみ に暮 れ て言 う。 一…

『ああ， 私 た ちは主 の御 言葉 が伝 わ って

きた 日に悔 い改 めた らよか った ものを。… …

私 た ち は悪 鬼 にか こ まれ ，私 た ちの 身 も霊

も亡 ぼ そ うと して いる悪 魔 の使 た ちに取 り

巻 か れ てい る。 … …主 よ，私 た ちか ら汝 の

怒 りを取 り去 る こと を叶 えたまえ。』とは そ

の 日にあ なた た ちの言 う言葉 であ ろ う。

しか し， そ の時 が まだ こな い中 にあ な た

たち の試 しの 時 はす でに過 ぎ去 って， あ な

たた ちが 自分 の救 い を受 ける 日は ぐず ぐず

して いる 間 に永久 にな くな って しま い， あ

なた たち の亡 び はき ま って しま う。」(ヒ ラ

マ ン13：31-32，36-38)

この哀 れ な人 々は， サ タ ン とそれ に従 う

者 ど もに支 配 さ れ，皆 さ ん もよ く知 ってい
ほ ろぴ

るよ う に， 「滅 亡 の子 」 とな るの です。(教

義 と聖 約76：26参 照)彼 らは最 終 的 に外の

暗 闇 に投 げ 出さ れ ますが， この よう な罰は，

彼 ら 自身 が 自由意 志 を使 って行 な った選 び

の当 然の報 いな ので す。 は じめ に創造 主か

ら 自由意志 を授 け られ た とい う事 実 も，最

も恐 ろ しい 罪の縄 目か ら彼 らを救 うこ とは

でき ませ ん。

誤 った選 択 をす る と， 自由意志 の適 用範

、囲が制 限 さ れて 奴隷 への 道 を歩 む ことに な

りますが， その逆 に正 しい選 択 をすれ ば，

自由意 志 は一 層拡 大 され て完 全 な 自由へ と

導 か れ る こと にな ります。 事 実， そ の過程

にお いて政 治的 ，経 済的 ，個 人 的な 自由 を

失 った と して も，真 の心 の 自由 を得 る こと

が で きる ので す。

例 えば， ジ ョセフ ・ス ミスにっ いて考 え

てみ て下 さい。 彼 は 自由 とい う 自由 をほ と

ん ど奪 わ れな が ら も， 真 の 自由 を満 喫 して

い ました。 ジ ョセフ が人生 で経 験 したこ と

聖徒 の道/1982年4月 号 75



は， あ る意味 で使徒 パウ ロの それ に匹敵 す

る もので す。 パ ウ ロは何度 もむ ちで 打た れ，

投獄 され ， しば しば死 に直面 しま した。 そ

れ らの経 験 を振 り返 って， 彼 は コ リ ン トの

聖徒 た ちへ次 の よ うに書 き送 りま した。

「ユ ダヤ 人か ら四 十 に一 っ 足 りない むち

を受 け た ことが五 度， ロー マ人 にむ ちで 打

た れた こ とが三度 ，石 で 打 たれ た こ とが 一

度， 難船 した ことが三 度 ， そ して一昼 夜 ，

海 の上 を漂 った こ と もある。

幾た び も旅 をし， 川 の難， 盗賊 の 難， 同

国 民の難 ， 異邦 人の 難，都 会 の難 ， 荒野 の

難， 海上 の難 ， にせ 兄弟 の難 に会 い，労 し

苦 しみ， た び たび眠 られ ぬ夜 を過 ご し， 飢

えかわ き， しばし ば食物 が な く， 寒 さ に凍

え，裸 で いた こ ともあ った。」(IIコ リン ト

11：24-27)

この ような苦 難 に遭 い なが ら も， パ ウ ロ

は死 の 直前 に ロー マの牢 獄 か ら愛 する テモ

テあて に次 の よう な書簡 を書 いて送 りま し

た。

「わ た しは
， す でに 自身 を犠 牲 と して さ

さげて い る。 わた しが世 を去 るべ き時 は き

た。

わた しは戦 いを りっぱ に戦 いぬ き，走 る

べ き行程 を走 りつ く し， 信仰 を守 りとお し

た。

今 や， 義 の冠 が わた し を待 って いる ばか

りであ る。 か の 日には， 公平 な審判 者 であ 、

る主 が， それ を授 けて下 さる であ ろ う。 わ

た しば か りで はな く，主 の 出現 を心 か ら待

ち望 ん で いたす べ ての 人 に も授 け て下 さ る

で あ ろう。」(IIテ モテ4：6-8〉

パウ ロの心 は， 完 全 な 自由 を確 か に味 わ

ってい たの です。

使 徒 パ ウロ は， 自分 の勝 ち得 た報 い が他

の 人 に も授 け られ る と結 ん で いま す。 この

こ とか ら，私 たち一 人一 人 が その報 い に到

達 する道 が備 え られ て い るに違 い ない と私
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は信 じて い ます。

何年 も前 にな りますが， オハ イオ州 の ク

リー ブラ ン ドを汽 車 で旅行 した時 の こ とで

す。 あ る建 物 に次 の よ うな言葉 が刻 まれ て
お き て

い ました。 「律 法 に従 う者 は 自由 を得 ん」。

律 法 とい う言葉 を正 し く理 解 しさえ すれ ば，

この 言葉 に究極 的 な真 理 を見 い だす こ とが

でき るで し ょう。 これ にひ とつの 言葉 をつ

け加 え る と， 「キ リス トの律 法に従 う者 は 自

由 を得 んJ(教 義 と聖約88：21参 照)と な り

ます。 これ こそ， 自由 に関す る完 全 な律 法

で あ り， 完全 な 自由 への 道 を示す もので す。

ヨハ ネに よる福 音書 の 第8章 には， イェ

ス とユ ダヤ 人の役 人 た ちの間 に交 わ され た

議 論 が記 され て い ます。 もちろん ， イエ ス

の言葉 は 拒絶 され ました が， 中 には信 じる

人 もい ま した。 イエ スは 自分 を信 じた人 々

に向 か って こ う言 わ れ ま した。

「もしわ た しの言葉 の う ちに と どま って

お るな ら， あな たが たは， ほ ん と うにわ た

しの 弟子 なの で あ る。

また真理 を知 るで あ ろう。 そ して真 理 は，

あ なたが た に 自由 を 得 させ るで あ ろ う。」

(ヨ ハ ネ8：31-32)

この よ うにキ リス トの律 法 に従 うこ とに

よ って得 られ る 自由 こ そが， 真 の 自由で あ

り，最 高 の 自由 なの です。 そ して最 も素 晴

ら しい こ とは，周 囲 の人 々が何 を しよ う と

も， あ るい は国 々 に何 が 起 ころ う とも， そ

れ にはか か わ りな く， 私 た ち一 人一 人が こ

の 自由 を手 にで き ると いう こ とです。 私 た

ちが しなけれ ば な らない こ とは， キ リス ト

の律 法 を学ん で それ に従 う こ とで あ り， こ

れ は すべ て の人 に とって， この世 で最 も大

切 な 目的 なの で す。

私 た ち一 人一 人が 完全 な 自由へ の道 を 歩

め るよ う，神 が み守 りた もうよ うに， イ エ

ス ・キ リス トの み名 に よ りへ りくだ って祈

ります。 ア ー メン。



「だれがわれわれの聞い

たことを信 じ得たか」

十二使 徒 定員 会会 員

ブ ル ー ス ・R・マ ッ コ ン キー

一 れ か らお話 す る質 問 につ いて， 私 と一
}

緒 に考 え て いた だき たい と思 い ます。

もし皆 さん が イエ スの時代 にエ ルサ レム

に住 ん で いた と した ら， ペ テ ロや使徒 た ち

の よ うに， イ エ スを神 の御子 と して受 け入

れ たで しょうか 。 それ とも， ア ンナ スやカ

ヤ パの よ うに， あ の 男は悪霊 につか れて い

る， ベ ル ゼブ ルの 力 によっ て奇 跡 を行 な う

の だ， と言 っ て攻撃 したで し ょ うか。

もし皆 さん がナ ザ レや カナ， カペ ナ ウム

に住 ん で いた と した ら， 数 人の 貧 しい漁 師

た ちが宣 べ伝 え るその新 しい宗教 を信 じた

で し ょうか。、それ と も， 何 の救 い も もた ら

さ な い先 祖伝 来 の宗 教 に 固執 した で し ょう

か。

もし皆 さん が コ リン トや エペ ソ， ローマ

に住 ん で いた と した ら， パ ウ ロが説 い た聞

きなれ な い新 し い福 音 に耳 を傾 け たで し ょ

うか。 それ とも， 当時広 まって い た突飛 な

思想 や伝 統 ，礼 拝 の方法 な どを信 じて行 な

ったで しょうか 。

もし今 ， ニ ュー ヨ ークや ロ ン ドン， また

は パ リに住 ん でい る と した ら， あ るい は シ

カ ゴや ロサ ンゼ ルス， ソ ル トレー ク ・シ テ
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イー に住 ん でい る と した ら，神 が現 代 の世

に新 た に啓示 され た新 し くも古 い宗 教 ，新

し く も古 い福 音， そ して新 し く も古 い生 き

方 を， 皆 さ んは受 け 入れ る で し ょうか。 そ

れ と も， 古代 の聖徒 た ちの 間に設 立 され た

教 会 とは似 て も似 つ かぬ教 会 を支持 する で

し ようか。

も し皆 さ んが使徒 の声 を耳 に し，使徒 の

証 を直接 聞 く ことが で きた ら， また主 の僕

を通 じて 主 か らの メ ッセ ー ジを聞 くこ とが

で きた ら， どの よ うな反 応 を示 すで し ょう

か。 信 じる で し ょうか， それ と も拒 むで し

ょうか。

も しあ る 人が真 剣 な態 度 で， ジ ョセフ ・

ス ミスが神 か ら召さ れ， 彼 を通 して 永遠 の

完 き福 音 が 回復 され， 地上 に主 の教 会 が再

び設 立 され た と告 げ た ら， 皆 さ んは この天

か らのみ 言葉 を信 じるで しょ うか。 それ と

も， ア ンナ スや カヤ パの ように現状 を固守

し， どこに で もあ る人の 創 った様 々 な宗教
ゆだ

に 自分 の 永遠 の救 い を委 ね るの で し ょうか。

これ らの質 問 に加 えて， 私 は厳 粛 に宣言

した い と思 い ます。 私 たち は主 の僕 であ り，

全世 界の あ らゆ る人 々 に伝 える メ ッセー ジ

を主 か ら授 か ってい ます。

私 た ちは 弱点 のあ る，知 識 に乏 しい取 る

に足 らない存 在 です。 自 らの力 だけ では何

もで き ませ ん。 しか し， 主 の力 に頼 るな ら

ば，失 敗 す る こ とは あ りませ ん。 私 たち を

助 け導 いて い るのは， 主 の 力な ので す。

私 た ちは将 来 起 こる こ とを知 って い ます。

近 い将 来， 燃 え上 が る炎 の よ うに，戦 争 と

疫病 と荒 廃 が全世 界 を覆 うで し ょう。

それは 悲 しみ と嘆 き に満 ちた 暗黒 の時代

です。 天体 は その光 を失 い， 人 々は 恐怖 と

不安 で気 を失 うで し ょう。(ル カ21：26参

照)国 々 は 混乱 に陥 り， どこ に行 って も平

安 や安 全 を 見 いだす ことは でき な くなる で

しよ う。
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激 怒 した指 導者 た ちが スイ ッチ を押 しさ

えす れ ば，恐 ろし い兵墨 がわ ず か半 日に し

て何 百万 もの人 々の 命 を奪 う時代 で す。

ζれ ほ どひ どい時代 はかつ て あ りませ ん

で した。 不正 が は びこ り， ソ ドム の よう な

あ らゆ る倒錯 と邪 悪 が もて は やされ て い ま

す。 啓示 によれ ば， こ の状態 は良 くな る ど

ころか ます ま す悪化 し， 人の子 が再 臨 され

る時 まで続 くので す。

今 や世 の中 は邪 悪 と災 いに覆 わ れ， 人 々

は主 の儀 式 か ら離 れて 永遠 の 誓約 を破 り，

その 多 くが俗 世 の 道 を歩 んで 肉欲 にお ぽ れ，

よ こし まな心 を抱 いて い ます。 この故 に，

主 は 同胞 に伝 え る よう にと私 た ち にメ ッセ

ー ジを託 され たの です。

「され ば
， 主 な るわれ， この世 に住 め る

わざわい

人 々に襲 い来 るべ き禍 を知 れ ば， わ が僕 ジ

ョセフ ・ス ミス(二 代 目)を 呼 び天 よ り語 り
いましめ

て彼 に誠 命 を下せ り。」(教義 と聖 約1：17)

それ では， 全世 界の 人々 に伝 え るメ ッセ

ー ジとは何 で し ょうか。 そ れ は回復 の知 ら

せ です。 恵 み深 き神 が完 全 な る永遠 の福 音

を回復 され た とい う，喜 ば しいお とずれ で

す。 また 「す べて の人類 は福 音 の おき て と

儀 式 とを守 る こ とに よ りて救 われ得 るJと

い う神聖 なみ言 葉 です。

回復 され た メ ッセー ジには，3つ の重 大

な真理 が含 まれて い ます。救 い を得 よう と

する者 は だれ で も， これ らの真 理 を受 け 入

れな けれ ばな りませ ん。 その真 理 とは， 第

1に ， キ リス トが神 の御子 で あ る こと， 第

2に ， 予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスが 神聖 な使

命 を受 け た こ と，第3に ，末 日聖徒 イェ ス ・

キ リス ト教 会 が ま ことの神 の教 会 で あ るこ

と， こ の3つ で す。

そ して， 私 た ちは この喜 ば しきお とず れ

を宣 言 し， 福 音 を宣 べ伝 え， 警告 の声 を挙

げ， 主御 自身が かつ ての よ うに地 上 に お ら

れ た ら語 られ る で あろ うみ言 葉 を伝 え るよ
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う主 か ら命 じ られ て いる ので す。

私 たち に与 え られ た役職 や地 位， 神聖 な

使 命 は， 昔の 予言 者 や使徒 に与 え られた も

の と変 わ りませ ん。 私 た ち も神 の使 いで あ

り代理 人です。 昔 の予 言 者や使 徒 の よ うに，

地 上 に おい て結 び固 めた こ とを天 におい て

永遠 に結 び 固め る権能 を持 って い る神 の み

業 の 執行 者 なの です。

世 の 中 には， モ ルモ ンは ク リスチ ャンで

は ない とか， 主 イエ ス ・キ リス トに対 す る

モ ルモ ンの信 条 や忠 誠心 は疑 わ しい と言 う

人 がい ます。

もし 「ク リスチ ャ ン」 とい う言葉 が， キ

リス トを信 じ， キ リス トを神 の御 子 として

完全 に受 け入 れる こ とを意 味す る な らば，

また真 の福 音 を完全 な 形 で永遠 に保 持 す る

こ とを意 味す るな らば， ある いは ペテ ロ や

パ ウ ロが信 じて いた こ とを信 じ， 彼 らの属

して いた教 会 に属 す る ことを意 味 す るな ら

ば， さ らに飢 えて い る人 に食 べ させ，裸 で

いる 人 に着 せ ，同 胞 に愛 を示 し， 自ら を世

の汚れ に染 ま らない よ うにす る こ とを意 味

す るな らば，(教義 と聖 約59：9参 照)，末 日

聖 徒 を おい て真 の ク リスチ ャ ンと呼べ る人

が どこ にい る と言 うので し ょ うか。

私 は でき る だけ明確 にわか りやす く， あ

りのま ま に申 し上 げ た い と思 い ます。 私 た

ち はキ リス トを信 じて いま す。主 の戒 めを

守 るた め に全 力 を尽 くして い ます。 キ リス

トは私 た ちの主 で あ り， 神 であ り， 王 であ

ります。 私 た ちが受 け 入れ たの は， ま さに

主 の福音 で す。

私 た ちは キ リス トの こ とを話 し， キ リス

トの こ とを喜 び， キ リス トの こ とを説教 し，

キ リス トのみ 名 にお い て 予 言 します。(II

二 一フ ァイ25：26参 照 〉私 た ちを救 い う る

名 は， キ リス トを別 に して は， 天下 の だれ

に も与 え られ て いませ ん。(使 徒4：12参

照)



私 た ちは この よ うに教 え， 証 し ます。 キ

リス トは天父 の長 子 で あ り，神 に似 た御方

で す。 また キ リス ト御 自身が 全能 の主 で あ

り，偉 大 な るエ ホバ であ り， 地球 と命 あ る

す べ ての もの の創 造主 で あ ります。

私 た ちは また， キ リス トは イ スラ エル の

神 で あ り， 約 束 され た メシヤ であ り， 天 父

の独 り子 であ る こ とを知 って い ます。

主 イエ スは 骨 肉の体 を持 た れ， マ リヤ を

母， 神 を 父 とされ た御 方 です。 そ して母 か

ら死 す べ き性 質 を受 け継 ぎ，御 父 か ら不 死

不 滅の 力 を受 け継 がれ ました。

死 す べ き身 であ りなが ら神 の御 子 で あ る

とい う主 の二元 性 が， 永遠 無窮 の瞭 罪 を可

能 に しま した。 そ して， 人類 は， ア ダムの
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堕 落 に よって世 に もた らされ た肉体 と霊 の

死 か ら解放 され たの です。

モ ルモ ンは イエ ス ・キ リス トを二 の次 に

して予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス を崇 拝 してい

る， こ うい った誤解 も一 部 の 人に ある よう

で す。

ジ ョセ フ ・ス ミスが その霊 性 と偉大 さに

お いて， 最 も卓越 した予 言者 と して十 指 に

数 え られ る ことは確 か です。 また，天 上 に

お いて予 言 者 の中 の予 言者， 聖 見者 の中 の

聖 見 者 として の地位 にある こ と も真実 で す。

ジ ョセ フ ・ス ミス は， エ ノク， アブ ラハ ム，

モ ーセ と並 び称 され て いる ので す。 しか し

な が ら， 救 い はア ブラ ハム の中 に もモー セ

や ジ ョセフ ・ス ミスの 中に もあ りませ ん。

キ リス トの 中 にの みあ るの です。

予 言者 は すべ て主 の僕 であ り， その使 命

は主 の み言葉 を教 え， 主 のみ こころ を行 な

う こ とです。 福音 を宣 べ伝 えて，『儀 式 を執

行 す るの で す。 人々 を キ リス トの もとへ導

くた め に召 され て いるの です。

ジ ョセ フ ・ス ミスにつ いて も同 じで す。

彼 は神 にま みえ， 天使 の 導 き と恵 み を受 け，

永 遠 の示現 が 開か れ るの を 目に しま した。

彼 を通 して福 音が 回復 さ れ，主 は 彼 に王 国

の鍵 を授 け られ たの です。

現 代 の この神 権 時代 において，ジ ョセ フ ・

ス ミスは主 か ら啓 示 を受 け，救 い の知識 を

知 らされ ま した。 そ して主 の み こころ に従
まこと

って，こ の地上 に 「唯一 真 の生命 ある教会 」

を組 織 しま した。(教 義 と聖 約1：30参 照)

この教 会 は真 理 を信 じる人 々の組 織で あ

り， 聖 な る福 音 を信 じる 人々 の集 ま りで す。

福 音 とは救 い の計画 の こ とで あ り， 大神権

が それ をつ か さ ど ります。 そ して教 会は，

地上 にお ける主 の み業 を統制 し， 信 じて従

う すべ て の人 々 に救 い を もた らす執行 機 関

で す。

です か ら私 たち主 の僕 は1主 の戒 め に従
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って， 全世 界 の人 々 にこの メッセ ー ジをお

伝 え するの で す1私 た ちは， ジ ョセフ ・ス

ミスを通 して再 び 明 らか にされ た キ リス ト

につ いて証 す る もの です。 あ らゆ る地 に住

む人 々 にお勧 め します。 ど うぞキ リス トを

信 じて キ リス トの教会 に加 わ り， 御父 と御

子 が住 ん で おられ る王 国 を受 け継 ぐ者 とな

って下 さい。

この よう に勧 める のは い にし えの予 言者

た ちだ けで はあ りませ ん。 今 の私 た ち に も

同 じ責 任 が あ ります。 そして， 彼 らと同 じ

よう に私 た ち もこ う宣 言 す るの です。 悔 い

改 めて福 音 を信 じな さ い。 天 の王 国 は近 づ

いた。(マタイ3：2参 照)バ ビロ ンを捨 て

て， シオ ンに逃 れ なさ い， シオ ンの ス テー

キ部 に避 難 しなさ い。 聖 地 に立 って動 いて

はいけ な い， 人 の子 の再 臨 に備 え るの です。

(教義 と聖約45：32参 照)

救 いは真 の福 音 を受 け入 れ， そ の律法 に

従 って 生活 す る人々 にもた らされ ます。祈

りの 中で， み た まが注 がれ る よ う力 の 限 り

主 を呼 び求 め る人々 に与 え られ るの で す。

パ ウロ は次 のように述 べ ています。 「しか

し，信 じた ことの ない者 を， ど うして呼 び

求 め る ことが あ ろうか。 聞 い た ことの な い

者 を， どう して信 じるこ とが あろ うか。 宣

べ伝 える者 が い なくて は， どう して聞 く こ

とが あろ うか。

つ かわ され な くて は， ど うして宣 べ伝 え

る こ とが あ ろうか。」(ロ ーマ10：14-15)

確か に その通 りです。 「信 仰 は 聞 く こ とに

よる」 の で す。(ロ ーマ10：17)す なわ ち，

神 によ って召 さ れた正 当 な権 限 を持 つ 人 が，

神 のみ言葉 を教 え るこ とか ら始 まる わけ で

す。昔 と同 じように現代 において も， 「神 は ，

宣教 の 愚か さ によ って，信 じる 者 を救 う こ

ととされ た」 の です。(1コ リン ト1：21〉

私 た ちの伝 える メ ッセ ー ジは， 歓喜 と栄

光， 誉れ と勝 利 のお とず れ です。 真 の信仰
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を持 つ者 は， キ リス トとそ の福音 にあ って

常 に喜 びを得 る の です。

回復 され た福音 を受 け入 れる すべ て の人

が， 末 日の 戦争 や疫病 や破壊 を免 がれ る と

は 言い ませ ん。 しか し， そ の苦 しみや 悲 し

み は，福 音 の喜 び の前 に跡 形 もな く消 え う

せ て しま うで し ょう。

主 に忠実 で正 しい 人が，邪 悪 で不 信仰 な

人 と共 に命 を落 とす よう なこ とが， これか

ら先 もあ るで し ょう。 しか し， キ リス トを

知 り， キ リス トに結 び 固め られ て い る私 た

ちに して みれ ば， 生 け ると も死 す と も， そ

れ は問 題 では な いの です。

真理 や正 義 を貫 くため に， あ るい は宗教

や家族 ， 自由 を守 る ため に， た とえ命 を落

と した と して も， 心配 す る必要 が あ るで し

ようか。

私 た ちは， どん欲 な心 と将 来 に対 す る不

安 を抱 いて まで生 き長 らえ よう とは思 いま

せ ん。 福音 を受 け入れ ， キ リス トとい う仲

保 者 を通 して神 と和解 した私 た ちは， た と

え安 らか な世 界へ 召 され て， そ こで義 人の

復 活 を通 して得 られ る受 け継 ぎ を待 つ こ と

にな って も，何 ら心配 す る こ とはな い ので

す。

キ リス トに希 望 を持 っ な らば， 輝か しい

不 死不 滅 の うち に よみが え り， アブ ラハ ム，

イサ ク， ヤ コブ と共 に神 の王 国 を受 け継 ぐ

者 とな り， もは や そこか ら追 わ れ るこ とは

な いの です。

イ ザヤ は 次 の よ う1ご記 し て い ます。 「だ

れ が われ わ れの 聞 いた こ とを信 じ得 たか 。

主 の腕 は， だれ にあ らわれ たか 。」(イ ザヤ

53：1)

だれ が私 た ち の言葉 を信 じ， 私 た ちの メ

ッセ ー ジに耳 を傾 け るで しょうか。 だれ が

ジ ョセフ ・ス ミスの名 をた たえ， 彼 を通 し

て回復 され た福音 を受 け入 れる で し ょうか。

その答 え は こう です。 もし イエ スの時代



に住 んで いた ら，主 や予 言 者 や使徒 たちの

言葉 を信 じた であ ろ う人 々で す。

皆 さん が ジ ョセ フ ・ス ミス の言葉 を信 じ

るな らば， イ エ スや古代 の使徒 た ちが語 っ

た言葉 も信 じた こ とで し ょう。

ジ ョセ フ ・ス ミス と彼 のメ ッセ ー ジを拒

むな らば， ペテ ロや ヤ コブ を拒 み， 彼 らの

メ ッセー ジに も耳 を貸 さなか っ た ことで し

ょう。

皆 さん の 時代 に主 が遣 わ され た予 言 者 を

受 け入れ るこ とは， 予言 者 を遣 わ され た主

を受 け 入れ る こ とと同 じで す。

回復 され た福 音 を拒み， この末 日に神 よ

り遣 わ され た人 々が語 った救 い の計画 に文

句 をつ ける 人は， 古代 の 予言 者 や使徒 の 口

か ら同 じ教 え を聞 いた と して も， や は り拒

ん だ ことで し ょ う。

私 は主 の僕 で あ る私 たち に課 せ られて い

る義務 ， す なわ ち全世 界の 人々 に 回復 の メ

ッセー ジ を伝 え るこ とにつ いて， わ か りや

す くお話 しま した。 私 た ちは現在 ，許 さ れ

る時 間 と才 能 と手段 のす べ、て を尽 く.して，

この義 務 を果 た して い ます。

で は， この メッセ ー ジを聞 い た人 は どう

した らいいの で し ょうか。 ジ ョセフ ・界.ミ

スに よっ て示 され た福音 や イエ ス ・キ リス

トを まだ受 け 入れ て いな い神 の 子供 た ちは，

何 をす べ きで しょうか。 この地 上 に生 を受

け た 人は だれ で も， 真理 を探求 し， 真理 を

信 じ， 真理 に従 って生 活す る義務 があ るの

で は ない で し ょうか。

皆 さん がい か なる宗 派 ・教派 ・団体 に属

して い よう と も，心 に次 のよ う に 自問 して

み る よ うにお勧 め します。

私 は昔 の聖徒 たち の ように， 義 に飢 え か

わい てい るだ ろ うか。(マ タ イ5：6参 照)

私 は心 を開 き，積 極 的 にすべ て の もの を

識 別 して 良い もの を守 ってい る だろ うか。

(1テ サ ロニ ケ5：21参 照)

聖 徒の道/1982年4月 号

私 は天 か ら下 され た新 た な光 と真理 を進

んで 受 け入 れ るだ ろ うか。 また， あ らゆ る

時代 の 人々 を貴 い存 在 と して御 覧 になる 恵

み深 き神 によ り， この世 に もた らされ る光

と真 理 を受 け 入れ る だろ うか。

ジ ョセ フ ・ス ミスが神 か ら召 され た こ と

や， ジ ョセフ ・ス ミス とその後 継者 に， い

に しえの ペ テロ， ヤ コブ， ヨハ ネの有 して

いた王 国 の鍵 を授 け られ た ことが事 実 か ど

うか， 確 認す る 勇気 が私 にあ る だろ うか。

個 人 に与 え られる 啓示 は， こ の世 にあ っ

て平安 を得， 来 た るべ き世 にあ って永遠 の

生 命 を得 るには ど うすれ ば よい かを教 え て

くれ る。 その啓示 を得 るた め に， 私 は喜 ん

で犠 牲 を払 う だろ うか。

神 が私 たち に永遠 の福 音 を授 けて下 さ っ

た こ とを証 します。 す べて の 人が この福音

の もとに来 て祝 福 を共 に味 わ うこ とがで き

る よ うに願 ってい ます。

す べて を イエ ス ノキ リス トのみ名 によ り

申 し上 げ ます。 アー メ ン。
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伝道活動を通 して

清 くなる

七 十人 第 一定 員会 会員

ウ ィ リア ム ・R・ブ ラ ッ ドフ ォー ド

私 は詠 遠の父なる神と御舌イエス0キ
リス トが， この神 権 時代 に姿 を現 わ さ

れ た ことを心 か ら証致 します。 栄 光 に満 ち

たこの御 二方 は， 実 際 に少年 ジ ョセ フ ・ス

ミスの前 に立 って話 しか け られ ま した。

この こ とが 起 きた の は1820年 です。 以来

天は 変 わる こ とな く開か れて い ます。 イエ

ス ・キ リス トの 完全 な福音 が， 啓示 に よっ

て 回復 され， 天使 が神 の み使 い と して遣 わ

され ました。 ま た私 た ちは，神 のそ の子供

たち との交 わ りを記 した記録 を与 え られ ま

した。 そ して神 の息子 ，娘 たちの 昇栄 の た

め の救 いの計 画 は真実 であ る という聖 霊 の

証が ， あふれ る ばか りに注が れ てき ま した。

真 の教 会 すな わち 末 日聖 徒 イ エス ・キ リ

ス ト教会 は， イエ ス ・キ リス ト御 自身の指

示の 下 に組織 さ れ ま した。

そ して予 言者 と使徒 が 召 され， 天 よ りの

権能 を授 け られ ま した。 彼 らは全世 界 どこ

にあ って も， イエ ス ・キ リス トの特別 な証

人で す♂

予 言者 と使 徒 は，鍵 を持 って お り， イエ

ス ・キ リス トの福 音 を宣 言す べ く門戸 を開

くため に遣 わさ れて い ます。 そ して 彼 らの

82

働 き によ り道は 開か れ， 福 音は 全世 界 に宣

言 され つつ あ ります。

主 の霊 感 と導 き を受 けた これ らの予 言者 ，

聖 見者， 啓 示 を受 ける者 は， イエ ス ・キ リ

ス トの 弟子 た ちに呼 び かけ， 神 の命 令 に従

って彼 らを送 り出 して きま した。 その 命令

は こ うです。
しか

「而 して
， この末 の世 にわが選 びた る弟

子 た ちの 口 よ り， すべ ての 人々 に 警め の声

は 及ば ん。

この 末の世 の 弟子 た ちは進 み行 けど， 一

人も これ を止 むる者 な か らん。 そ は 主 なる

わ れ， 彼 ら に命 じたれ ばな り。

この 故 に汝 ら世 の 人おそ れお の のけ， そ
いましめ

は主 なるわ れ誠 命 の中 にて 命 じた る こ とは

成 就す べ けれ ばな り。」(教 義 と聖約1：4

-5 ，7〉

現在 ，188の 伝 道 部 で 約3万 人の宣教 師

が働 いて い ます 。 彼 らは82の 国 や領 地 で，

48の 言 語 を使 って 回復 され た福 音 を宣 べて

います。

その 結果 ， 多くの天 父の子 供 た ちが 福音

を聞 き，福 音が 真実 で あ る とい う証 を得て

バプ テ スマを受 け， 主 の真 の教 会 に 入って

います。 現 在 では約500万 人の会 員が い ま

す。

私 たち は謙虚 な気持 ちで， この伝 道 活動

の成功 を大 い に喜 んで い ます。 同 時 に， こ

こに至 る まで は， 主の み手 と主 の 弟子 た ち

の献 身的 な働 きが あ った こ とも承知 して い

ます。 しか し， な すべ き こ とはま だ まだ 多

く残 って い るので す。

私 たち は伝道 活動 につ いて大 い に急 ぐべ

きこ とを感 じてい ます が， 果 た して， 私た

ちに その歩 み を速 める こ とがで き るの で し

ようか。

間題 は， この業 に携 わ る義務 が あ り， か

つ 実際 に携 わ る ことの で きる 人々 が皆， 基

本 的 な原 則 と， この福 音 を全世 界 に宣 べ伝



えよ とい う神 の厳 命が 与 え られ た 目的 を本

当に理 解 し， 信 じて い るか どうか です。

現 在 の と ころ，3万 人の宣教 師 が働 い て

います が， 本 来 な らば そ の何倍 もいて 当 然

で あ り， また 可能 な はず です。 も し彼 らが

自ら を備 え，与 え られ た義務 を果 たす た め

に歩み を進 め るな らば ，伝 動 活動 は私 た ち

が 限界 と考 え て いる線 を はる か に超 える速

さと規模 で進 め られ る ことで し ょう。

私 は こ の点 につ いて 深 く考 え，祈 りま し

た。 そ して， 何 を話 した らよ いか とあ れ こ

れ考 え， また， 話 す力 を神 に願 い求 め ま し

た。 この業 に忠 実 であ るべ き 人々 を動機 づ

け るた め です。

そう す る とある 言葉 が心 に浮 か んで き ま

した。 わか りやす い言葉 で す。 しか もこれ

まで 何度 も教 え られ て き た言葉 です か ら，

それ を お話 す るこ とは， 皆 さん が これ まで

何度 もお聞 き にな って い るこ とを繰 り返 す

こ とに な ります。

この言 葉 は私 た ちに， キ リス トの 下 に来

て， キ リス トによ って 完全 な者 と なる よ う

に と招 いて い ます。 つ ま り， 「心 を尽 くし，

勢 力 を尽 くし，思 いを尽 くし，体 力 を尽 く

して キ リス トに仕 える」 とい う言葉 です。

もし私 たちが この言 葉通 りに行 な うな らば，

私 た ちは 罪の 赦 し を得， 一点 の 汚れ もない'

清 い 者 とな り ます。 そ して天 父 のみ もとに

帰 って また共 に住 み， 天 父が 送 って お られ

る ような 生活 を す るこ とがで き ます。

救 い主 は， 御 自身 に仕 え る ことを 条件 と

して， 私 た ち に素 晴 ら しい祝 福 を与 え よう

とそ の手 を差 し伸 べ てお られ ます。 主が 言

われ る この奉 仕の 意 味 をよ く考 えて み る と，

それ は基 本的 に， 福 音の心 理 を知 らない 人

人に教 え る こ とであ る とい うこ とが わか っ

てき ます。

ところ が， その 言葉iの簡潔 さや， それ が

神 か ら命 じられ た もので あ る という事 実，
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さ らには 永遠 の祝福 とい う確か な約 束 を も

って して もな お， 本来 な ら主 に仕 えるべ き

で あ り， それ がで きる状 態 に いなが ら， 奉

仕 しよう と しない 人々 が いるの です。

そ うな る と， 彼 らは本 当に伝 道の 業の 、ζ・

たつ の 目的 を理 解 し，信 じて いるの だ ろう

か と首 をか しげざ るを得 ませ ん。 伝 道の 、ζ・

たつ の 目的 は， 第1に ， 宣教 師 自身 を清 め

る こ とであ り， 第2は ， 改宗 者 に 回復 され

た イエ ス ・キ リス トの福 音 の真理 を伝 え，

主 の教会 に入 るため の バプ テ スマヘ と導 く

ことで す。 これ は， 清 めの道 を歩 む 宣教 師

に もた らさ れ る確 か な， そ して 当然 の成果

です。

サ タ ンは この業 を妨害 しよ うと してい ま

す。 サ タ ンは狡猪 に， しか も執拗 にその 力

を 及ぽ して き ます。 この 業 を行 な う義務 が

あ り， また それ をす る力 を持 ち なが らサ タ

ンの え じ きにな ろ うと して いる 人が数 多く

い ます。

目を く らまされ て 真実 か ら道 をそれ る よ

う にな り， 偽 りと無価 値 な もの に， ち ょっ

と試 して み るだ けだ か ら と言 って 足 を踏 み

入れ て いる 人が い ます。

伝 道の 業 に召 され る年 齢 に近 づ きつ つ あ

る若 人の 皆 さん， あ るい は現 在 その年 齢 に

、達 してい る若 人の 皆 さん に 申 し上 げ たい と

思 い ます。

皆 さん の 中に は， 心 の 中で この よ うに言

って いる 人が い ない で し ょうか。 「だ け ど，

僕 の立 場 をわ か って くれ てい ませ んね。 僕

の場 合 は事 情 が違 う ので す。 僕 は 将来， 立

派 な弁 護士 か 医師，・また は運動 選 手， と に

か く何 らかの 分野 で一 流 の 人間 にな るつ も

りな んで す。 まさ か あな た も主 も， この大

切 な 時期 に僕 が学 業か ら離れ る こ とを要 求

は され な いで しょう。伝 道 は，、僕 の将 来の

計 画 の差 しさ わ りに なる んで す。」

ま たあ る 人々は こ う考 え て い ま す。 「え
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え，伝 道の こ とは知 っ てい ます。 で も， あ

なた だって僕 の よ うに ガー ルフ レン ドが い

た ら， 彼女 を置 いて 行 づた りは しな いで し

ょう。僕 の い ない間 に 彼女が どうな る と も

わか らな いで し ょう。」

さ らに この よう に考 えて い る人々 もいま

す。 「伝 道 は 費 用 が かか り過 ぎます。 私 は

今 の仕事 に就 いて間 もない し，車 とス テ レ

オを買 った ばか りなん です。 それ に， よう

や く独 り立 ちの 生活 を始 め たば か りな んで

す。 今 それ を捨 て るこ とは で きませ ん。 と

て もそんな余 裕 は あ りませ ん よ。」

ま たこん な こ とを考 えて い る人 もい るで

しょう。 「私 の 場 合 は 資 格 があ りませ ん。

罪を犯 して い ます し， 今 は教 会 に も行 って

い ませ んか ら。 宣教 師 にな ろ う と計 画 は し

てき たので すが， 道 を はず れて しまい ま し

た。 今 は， 宣教 師 に要 求 さ れ る標準 も守 っ

てい ないの で す。」

もし私が 皆 さん一 人一 人か ら話 を聞 くこ

とが でき る とした ら， 多分 どの場合 に もひ

とつ の共通 点 があ るは ずで す。 それ は， い

ずれ も神へ の義 務 を果 た さな い ことを正 当

化 しよ うと してい る点 です。

皆 さん の 多くは， 両 親の 正 しい勧 告 や教

え に逆 らって まで， 自分の 立場 を正 当化 し

ようと してい ます。 御 両親 は皆 さ ん を愛 し

て おられ ます。 そ して， 皆 さ ん にその 気さ

え あるな ら，正 しい こ とをす るた め に どの

ように も皆 さ ん を援 助 す るで し ょう。

しか し残 念 な こ とに，正 当化 す る皆 さん

に対 して味 方 をす る両 親 も またい るの です 。

そ うい った親 は皆 さ んの将 来 の計 画は 立て

て います が， その 中 に伝道 の こ とは 入れて

い ませ ん。そ して この よ うに言 い ま す。「う

ちの 息子 は優秀 な 弁護 士か 医 師， さ もな く

ば スポー ツの 花形選 手 に なる つ も りで い る

ので す。 です か ら， 学 業 を中 断 して，2年

間 も世 の 中で ぶ らぶ ら遊ば せ るわ け には い
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きませ ん。 伝 道 はだれ か ほか の 人 にさせ て

下 さ い。 う ちの息 子は 特別 で すか ら。」

もし私 が， その よ う に 自分 を正 当化 して

いる若 い 男性 や， 両 親 と個別 にお話 で きる.

な ら， 私 は 自分の 弁舌 の能 力 をす べ て尽 く

して こう言うのですが 。「一 体 あ な た は 自分

を何様 だ と思 ってい るの です か。 神 は， 弟

子 た ちを 通 して 回復 され た福 音 を全世 界に

宣 言す べ しとい う， 厳 し くも神聖 な戒 め を，

予 言者 を介 して与 えられ ま した。 これ は神

の知 恵で す。 それ と 自分 の知 恵 と を対 等 に

考 えるの は， どの よう な根拠 が あ って のこ

と なの です か。 その 弟子 とはあ な たの こ と

なん で すよ!」

こご で，主 が， 「何 事 も なす こ とな く」，

疑 いの心 を持 って いる 人々 に対 して 何 と言

われたか，主御 自身の言葉 を見てみましょう。

「主 は言 う
， 人間 を造 りし は われ に あ ら

ず や。 われ， わ が命 に従 わ ざ る者 を罪 な し

とせ ざ らん や。

主 は 言 う， わ れ約 束 して これ を果 さ ざ り

しこ とあ らんや。

われ 命を下 す に 人これ に従 わ ず ば， われ

我約 束 を取 消 し祝福 を与 え ず。

その 時， 人 々心 の 中 に言 わん。 こは 主の

御業 に あ らず， 主の約 束 果 され ざれ ば な り
わざわい

と。 さ れ どか くの如 き 人は 禍 なるか な。 そ

の報 い は地 の下 に潜 み， 天 よ りの報 い あ ら

ざれ ば な り。」(教 義 と聖 約58：29-33〉

皆 さ んは， この世 で の地位 や職 業 に 伴 う

名声 や 肩書 きが， 忠 実 な 人々 に与 え られた

神 の約 束 と比べ て それ ほ ど変 わ らない もの

だ な どと本 気 で考 えて いる ので し ょうか。

神 は， 「王位 ，王 国， 公 国， そ の 他 権 能 」

を約 束 して お られ ます。 また 「最 高 の栄 に

進 むを得 て あ らゆ る事 に光栄 を受 くべ し」

と， さ ら には 「こ の光 栄 は最 高 完 全の光 栄

にして， 永 久 にその子 孫 の 続 くこ とな り」

(教 義 と聖 約132：19)と も約 束 して お ら
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れ る ので す。 永遠 の 生命 を約 束 して 下 さ っ

て い るの です。

皆 さん に 申 し上 げ た い と思 います。 皆 さ

ん には言 い訳 や正 当化 をす る余地 は もうあ

りません。皆 さ んは今 ，自分 自身の永遠 の救

いを容 易 な らぬ 危険 に さ ら して い るので す。

教育 は 後で 受 け るこ とが で きます。 皆 さ

んが伝 道 の業 を終 えて帰 って来 る時 に は，

主 は皆 さん に教育 の道 を開 き， ふ さわ し い

職 業 を備 え て下 さ るで しょう。

次 に， ガー ルフ レン ドの件 につ いて 言 え

ば， 天 父は御 自身 の選 ばれ た娘 ，愛 し慈 し

んで お られ る娘 を与 え た い と思 ってお られ

ます。 清 らかで， 永遠 の価値 とい う もの を

理 解 し， 昇栄 め ざ して努 力 してい る娘， 聖

な る神殿 で あ なた と結 び 固め る こ との で き

る娘 を与 えた い と思 って お られる ので す。

とはい え， もしあ な たが 自分 自身 を その 人

の永 遠 の伴侶 と して、主・さ わ しい者 にす る こ

とを 忠実 に行 なわ なけ れ ば，絶 対 に この こ

とは期 待 で きませ ん。 伝 道 に よって あな た

が 清め られ た後 に起 こる こ とだか らで す。

誤 解 の ない よ うに若 い女性 の皆 さん に も

申 し上 げ ます が， これは 皆 さん に も当ては

ま ります。多 くの女性 は こ う言います。 「彼

が 行 っ た ら私 は ど うすれ ば いいのでしょう」

と。 あ なた は彼 を引 き止 め ます。 そ して彼

との交 際 で も，守 るべ き一定 の線 を踏 み越

えた と ころ まで許 し， 往 々 に して 彼 の決 心

を鈍 らせ て し まい ます。 時 には， 彼 の伝 道

に出 る ため の資格 を失 わせ て しま うよう な

こ とさ え します。 その よ うに して， あな た

自身 も自分 に約 束 され た祝福 を得 る 資格 を

失 うの です。

彼 を伝 道 に行 かせ て下 さい。 それ もた だ

行 か せ る だけ でな く，励 ま して あげ て下 さ

い。 彼 の 人生 の この時期 にお いて， 彼に一

番大 き な影響 を与 える のは， たぶん あな た

ひ と りで し ょ う。 あな た次 第です べて は決

まるので す。どう ぞ，彼 が清 い生 活 を し，伝

道 の準備 ができるように助けてあげて下 さ い。

そう なれ ば， た ぶん あ なた 自身 も宣教 師

と して働 きた い と思 うで し ょうし， また そ

うす べ きで す。 今 では 多くの女性 宣教 師が

伝 道 して いま す。 若 い 男性 に約束 され て い

る の と同 じ祝福 が， 皆 さん に も与 え られ る
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のです。女 性 の皆 さん の この 人生 にお け る

最 も重 要 な役割 は 母親 ζして の務 めで すが，

まず伝 道 に 出るの が良 い と思 い ます。

自分 は 罪を犯 したか ら伝 道 には 出 られな

いと思 ってい る 人々 に対 して， 私 は， 望 み

を捨 てな い よう に と申 し上 げ たい と思 い ま

す。 立ち返 る すべ は あるの で す。 悔 い 改め

の計画 は生 きてい ます。 あな たは 完全 に・ζ・

さわ し い状 態 に も どる ことが で きます。 主

の意 にか な う償 いを し，主 の業 の 中 に身 を

置 くこ とがで き るので す。

宣教 師 と して働 くべ きであ って，しか もそ

れが可 能 な若 者 たちの ことで 監督 や ステ ー

キ部長 と個 別に話 をす る こ とが で きた ら，

私 はこの よ うに 申 し上 げるで しょう。「あな

たが判 士 です。 彼 らが その 義務 を理 解 し，

果 たす よう にな る まで， 彼 らや彼 らの 両親

に働さかけるのは，あなたの神 聖 な義務 で す。

果 物は， 実 が な り， 成長 して 熟 して も，

だれ も収穫 して保 存 す るこ とを気 にか け る

人が い なけれ ば， 地面 に落 ちて だめ にな っ

て いって しまい ますが ， あ なた は彼 ら をそ

の よう に して は な りませ ん。 もしそ の よう

なこ とをすれ ば， 間違 いな くあ なたが 責任

を問われ る こ とにな ります。 神の 法廷 に立

って， 彼 ら一 人一 人の名 前 を挙げ て 申 し開

きをす る時が 来 るで し ょう」 と。

伝 道は素 晴 らしい計 画 です。 私 た ちを清

め る手段 です。 宣 教師 とい うの は，秩 序 と

規律 という伝 道 の環境 の 中 に， しか も万事

が みた まと調 和 して行 なわれ る状 態 に置か

れ る と， 非常 な変 化 を体験 します。 天 が開

き， 力が 注が れ， 奥義 が 明 らか にな り， 習

慣が 改め られ ま す。 そ して清 めが 始 ま りま

す。 宣教 師は こ の過程 を通 して， 暗 やみの

世 界に 孝エ ス ・キ リス トの福 音 を放 つ 光の

器 にな って い くの で す。

なすべ き こと はた く さんあ ります。 皆 さ

んは， その業 を行 な うた め にこの 時代 に生
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まれ る べ く 「キ リス トと共 に この世 よ り隠

され」て いた素 晴 らし い世 代 な ので す。(教

義 と聖約86：9参 照)

皆 さ んは備 えを しな けれ ば な りませ ん。

今 す ぐ 自分 自身を ふさ わ し く，役 立 つ者 と

す る必要 が あ りま す。 皆 さ んが そ う しなけ

れ ば， み業 は皆 さ んを 抜 きに して進 め られ

て いき ます。 幾分 ペー スは 落 ちま すが， と

にか く進 ん で行 き ます。 皆 さ んが み業 に加

わ らず， その義務 を果 たさ な い とした ら，

皆 さん は ど うなる で し ょうか。 どの よう に

して清 め られ るの で し ょうか。

皆 さんが 伝 道の義 務 を果 た さな い と した

ら， 皆 さ んか ら福音 を学 べ たか も しれ な い

人々 は， いつ かほ かの だれ か か ら福 音 を聞

く機会 が あ るで し ょう。 しか し， 皆 さ ん 自

身は ど うなる で し ょうか。 どのよ う に して

清 め られ るの で し ょうか。

伝 道 は宣 教 師の ため にあ る ので す。伝 道

は， 素 晴 ら しい 「時の 贈 り物」 で す。 わず

か では あ りますが， この地 上 で天上 の 生活

をか いま見 るこ とがで き る時 です。 また心

身 を清 め， 新 たな 活力 を与 え る時 であ り，

聖霊 によ って昇 栄 への偉 大 な計 画 に関 す る

知 識 を確認 す る こ との で きる 時で あ り， 日

の光 栄 に 入 る者 とな るため の最 高 の機 会 な

の です。

人々 を教 え改宗 に導 くこ とは， この過 程

の 自然 の成 り行 きです。 皆 さ ん 自身 を清め

るため に は， 皆さ んが他 の 人 々 に仕 えな け

れ ば な りませ ん。 人々 への 奉仕 の 中で最 も

尊 い もの は，真 理 を教 えて 人 々を神 の 王 国

に連 れ て来 る こ となの です。

それ ゆ え，長 老 たち を遣 わ し， あ らゆ る

部族 ， 国語 ， 民族 にわ が福 音 を宣 べ伝 え よ

と命 じ られ て いる ので す。(教義 と聖約133：

8参 照)

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上 げ

ます。 ア ー メン。



従 うか，従 わないか，

それが間題 だ

七十人第一定員会会員

チャールズ・デ ィデ ィエ

「『お れ空ちは戦わねばならない・それ
が疋 めなんだ。』我 々 が 目を覚 ま し

て か らず っ と， ひ と りの 男が ひ どいぬ か る

み の 中に 身 をこわ ば らせ， の ど を鳴 らす よ

う に しなが ら，しわ がれ 声 を上 げて いた 。彼

の体 が重 そ うに寝 返 りを打 った。 『おれたち

は持 って る もの をみ ん な犠 牲 に しな くち ゃ

な らんの さ。 人 もや せ馬 も， それ に心 も命

もだ 。楽 しみな んか あ り ゃしな い。 囚人 同

様 の生 活 さ。お れた ちの 手 に残 って るの は

それ だ け さ。お 前 さん方 ，敵 を負か して，

戦 争 に勝 つ ため に は何 で も我慢 しな くち ゃ

な らん， 無 法 な ことで も， 目に入 って く る

恥 知 らずで胸 くそ悪 いこ とで もだ。 で もお

れ たち が こん な犠牲 を払 わ な くち ゃな らん

とした ら… …』 ぶ ざ まなか っ こ うの その男

は こ こまで 言 う と， また寝 返 りを打 ってか

ら言 葉 を続 け た。 『それ はおれ たち が，進 歩

の ため に戦 争 して る か らで， お国 のた め な

ん か じ ゃない， 間違 った こ とを敵 に回 して

るん で， ど こか の国 と戦 って るわ け じ ゃな

いん だ。』」(アンリ・バル ビュス，Uη467F∫ 解

「砲 火」 よ り)

「『おれ は死 にたくない
。』壁 を背 に した 肉

聖徒 の道/1982年4月 号

体 が絶 叫 した。銃 殺隊 に無 表情 な声 の命 令

が下 っ た。 『構 えっ。撃 て っ。』 そ して静 寂

が その場 に残 った。兵 士 た ちは兵舎 に戻 っ

た。 彼 らの 眼前 で今行 なわれ たの は， 脱走

兵 の処 刑 で あ った。」(同 上)'

つい この 間， あ る伝 道部 で ，宣教 師 と神

権 指 導者 の 間 に この ような会 話が あ りまし

た 。

「長 老， あ なた は主 の予 言者 か ら， 主 に

仕 え る よう に召 された ので す よ。主 の予言

者 のサ インが 入 った， 召 しの手紙 を受 けた

時 の こ とを覚 えて い ますか 。 それ には， あ

なた が個 人的 な こ とを一切 あ と にして， す

べて の時 間 を捧 げて主 に仕 え る よう に求 め

られ る と書 いて あ ったで し ょう。」

答 え はす ぐに返 って きました。「僕 は もう

伝 道 した くあ りませ ん。 この 国の 人 も好 き

じゃな い し， この国 も好 き じ ゃない んです 。

食べ 物 も嫌 い なんで す。」

「それで は，何 を したい ので すか。」

「ええ」 と
， 宣教 師 はゆ っ く り答 え まし

た。 「僕 は 自分 の車 を運転 した いんです。家

に帰 りた いん です。」

何 年 も前 ， あ る所 で子 供 た ち と、その両親

が， 居 間 に座 って家 族会 議 を開 いて いま し

た。事 態 は深刻 の度 を深 めて い ました。子

供 た ちは， 父親 に一 緒 に家 にいて くれ るよ

う にと必死 の思 いで訴 え てい ま したが， 少

し してか ら， 父親 は この よ うに言 い ました。

「そ れ はで きな い。私 も 自分 自身 の人生 を

送 らな くち ゃならな い。」そ して父親 は家 を

出て行 った ので す。

2週 間 前， サ ンフラ ン シスコ のあ る場 所

での ことで した が，新 聞 に この よ うな短 い

記事 が載 ってい ました。 「死 を決 意 した3人

が， ベ イ ・ブ リッジか ら身投 げ した。」・

お よそ2千 年 前， あ る場 所 に5千 人の ユ

ダ ヤ人 が集 ま って い ました。 主 イエ ス ・キ

リス トに従 っ た5千 人 の人 々で す。 そ こで
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は また別 の会話 が あ りま した。群 衆 は言 い

ま した。 「『先生 ， いつ， こ こにお いで に な

った ので すか』。

イエス は答 えて 言われた， 『よくよくあ な

たが た に言 ってお く。 あ なたが たが わ た し

を尋 ねて きて いる の は， しる しを見 た ため

では な く， パ ンを 食べ て満 腹 したか らであ

る。

朽 ちる 食物 のた めで は なく， 永遠 の命 に

至 る朽 ち ない食 物 のた め に働 くが よい。 こ

れ は 人の子 が あな たが た に与 える もので あ

る。父 な る神 は， 人 の子 にそれ を ゆだね ら

れ た ので ある』。

そ こで，彼 らはイエスに言 った， 『神 の わ

ざを行 うた め に， わ た した ちは何 を した ら

よいで しょうか』。

イエス は彼 ら に答 えて言われた， 『神 が つ

か わ され た者 を信 じる こ とが ，神 の わざ で

ある』。」(ヨ ハネ6：25-29)

「わ た しの父 のみ こ ころ は
， 子 を見 て信

じる者が， こ とご と く永遠 の命 を得 る こと

な ので ある。 そ して， わ た しは その 人々 を

終 りの 日によみ がえ らせ るで あ ろう。」(ヨ

ハ ネ6：40)

この時， ユ ダ ヤ人 たち は不平 を言 いま し

た。 弟子 た ちの 中 にさえ つぶ や く者 はい ま

した。 しば ら くの沈 黙が あ った後， ふ たつ

の決定 が行 なわれ ま した。

ひ とつ は この よ うに書 かれています。 「そ

れ以 来， 多 くの弟子 たち は去 って い って，

もはや イエス と行動 を共 に し な か った。」

(ヨ ハネ6：66)彼 らは 自分 の好 き な道 を

選 ん だの です 。

もうひ とつ は この ようにあ ります。 「そ こ

で イエ スは十二 弟 子 に 言 わ れ た， 『あな た

が た も去 ろ う とす る のか』。 シモ ン ・ペ テ ロ

が答 えた， 『主 よ，わ た した ちは，だれ の と

ころに行 き ま しょ う。 永遠 の命 の 言 を もっ

て いるの はあ な たで す』。」(ヨハ ネ6：67一
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68)十 二弟 子 た ちは， そ の唯一 まこ との道

に従 い ま した。

放 棄 す る， 見捨 て る， 投 げ 出す， あ きら

める， 手放 す，信 仰 を捨 て る， 身 をひ く，

退却 す る， や め る一 これ らの 言葉 は どれ

も， 大体 同 じよ うな意味 あ い を持 ってい ま

す 。私 たちは義 務 といわれ る もの一 国家 に

対 す る義 務 ，教 会 に対 す る義 務， 家族 に対

す る義務 ， 自分 自身 に対 す る義務 ，神 に対

する義 務一 に直面 して，心 に動揺 を覚 え る

時 が あ ります が，今 挙 げた 言葉 の中 には，

必 ず そう した 人生 の一つ 一 つの場 面 に当て

はま る ものが あ るこ とに気 づ くはず です。

心 が揺 れ 動 く とは，道 を選 択 す る際 に二

の足 を踏 む こと， また， 同時 にふた つの方

向 に進 もう とす るこ とです。 つ ま り、彗・た り

の主 人 に兼 ね仕 えよ うとす る こ とで す。歴

史 を通 じて 人が 直面 して きた最 大 の誘 惑 の

ひ とつ は， 自分 自身 の ため に働 き， 自己 の

欲 求 を 第一 に満 た そ うとす る誘 惑 で す。 こ

の選 択 が義務 を放 棄 して も構 わ ない とい う

気 に させ るの です。 金持 ち であ れ貧乏 で あ

れ， 力 があ れ謙虚 であれ， ある いは忠 実 で

あ ろ うと なか ろ うと， 皆 この誘 惑 にさ らさ

れて い ます 。

人 生 の難 問 に応 えて い くこ とは， 決 して

たや す い こと では あ りませ ん。 それ で私 た

ち は しば しば， 人生 の 中で 出会 う人 々， す

なわ ち天 父， 自分 自身，親 ， 監督， 隣 人 に



対 して， 最 後通 告 を 出す こ とが あ ります。

什 分 の一 を納 め るの はや め ます ，家 を出 ま

す， 解任 して下 さい， 自殺 します な ど と様

様 です 。無 言 の抵抗 か ら不 平 あ るいは 暴力

に至 るまで， 最 後通 告 には様 々 な形 が あ り

ま す。

自分 の こ とだけ を考 え，我 欲 を満 た す こ

とを第一 にす る こと に対 して， 主 は創世 の

以前 か らこの よ うに警告 して お られ ます。

「彼 らは主 の 義 を打建 て ん ため に主 を求

め ず して， あ らゆ る者 おの が心 の ま まに振

舞 いお のれ らの神 の姿 を求 むれ ども， その
かたら

姿 は人 の世 の像 にして その 本質 は一個 の偶

像 な り。 そは古 び て… …す な わち つい に亡

ぶ べ き大 バ ビロ ンにて朽 ちん。」(教 義 と聖

約1：16)

主 は また， 私 た ちが こう した状態 に陥 ら

な い よう に道 を示 して下 さ ってい ます 。

「されば， 主 な るわ れ， この世 に住 め る
わざわい

人 々 に襲 い来 るべ き禍 を知 れば， わが僕 ジ

ョセフ ・ス ミス(二 代 目)を 呼 び天 よ り語
いましめ

りて彼 に誠 命 を下 せ り。

また この誠 命 を受 けた る者 たち も この教

会 の基礎 を置 き， 人 に知 られ ぬ所 よ りまた

暗 き所 よ り， 全 地 の面 に於 け る唯一 の真 に
しか

して生 命 あ り而 も主 なるわ れ の悦 ぶ この教

会 を明 るみ に 出す能 力 を与 え らる るを得 。

われ 悦 ぶ とは一 人一 人 を指 す にあ らず して，

わ が教 会 貝全 体 に就 きて言 え るな り。」(教

義 と聖 約1：17，30)

主 と予 言 者の教 え はすべ て この不 変 のメ

ッセー ジ を伝 えて い ますが， それ は生 ける

予 言 者 と教 会 を通 して，世 の人 々 に主 と御

父 を知 る よう に勧 め るため です 。 ひ とたび

こ の こと を理 解 す れば， 終 りまで耐 え忍 ぶ

とい う決 心 をす る 時の助 け となる で し ょう。

神， 自分 自身 ，家 族， 教会 ， そ して 国家

に対 する変 わ らぬ義 務 は，私 たちが全 力 を傾

け て努 力す べ き 目標 の ひ とつ です 。 そ して

聖 徒の道/ig82年4月 号

そ の 目標 を与 え られ た のは主 なの です 。主

は二 一 フ ァイ人 に次 の よう に教 えて います。

「故 に， われ ま た天 にま します 汝 らの父

が完全 なる ご と く， 汝 ら もまた完全 とな ら

ん こ とを。」(皿 二 一フ ァイ12：48〉

繰 り返 します が， こ の言葉 は， 落胆 させ

た り義 務 を放棄 させ た りす るた め に与 え ら

れ たの では あ りませ ん。逆 に， 備 え を して

恐 れ る こ とのな い よう にさせ る のがね らい

です 。 では何 の た めに備 え るので しょうか 。

それ に つい て，主 は私 たち に 「神 の 口よ り
いず

出 るすべ て の言 に よ りて生 」(教 義 と聖 約
一
84：44)き ， 心 と勢 力 と思 い と体 力 を尽 く

して神 に仕 える た めに(教 義 と聖 約59：5

参 照)備 え るべ しと何 度 も命 じて お られ ま

す。

従順 と奉 仕 の う ちに耐 え忍 、璽とい う こと

と，義 務 の放 棄 とは相 反 す る ものです 。道

を それ ず， 歩み続 ける こ と，最 後 ま で持 ち

こ たえ る こと，試 練 に あって も心 を ぐ らつ

かせ な いこ と，辛 抱 強 く耐 え忍ぶ こと， 困

難 に耐 える こ と， 苦 しみや悲 しみ， 破壊 的

な力 に負 け ず， それ に打 ち勝 つ こ となので

す。

逆境 に遭 遇 した時 に励 ま し となる のは，

私 たち は決 して独 りで はな い とい うこ とで

す。主 は ジ ョセ フ ・ス ミス にこ う言わ れ ま
あまた

した。 「苦 しみを忍べ 。汝 は数 多 の苦 しみ を

受 くべ けれ ば な り。 され ど， これ に耐 え よ。

見 よ， われ は汝 と共 に在 れ ばな り。誠 に，

わ れ汝の生涯汝 と共 に在 らん。」(教義 と聖 約

24：8)

ジ ョー ジ ・Q・ キ ャノ ンはそ の著 「福 音

の真 理 」(Oos勿JT7厩h)の 中 で 次 の よう

に書 い てい ます 。 「それ は私 た ち す べ て に

関係 が ある。 私 た ちは時 々大 き な苦 しみ を

受 ける が， 私 た ち が本 当に誠 実 であ るか ど

う かを見 る ため に試 しを受 ける必 要 があ る

の では ない だ ろ うか。 その よう に して私 た
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ち は 自己の姿 ， 自己の弱 さ を知 る よう にな

るので ある。 しか も主 は私 たち を御 存 じで

あ り，私 た ちの 兄弟妨 妹 もまた私 たち を知

ってい る。

それ であ るか ら， 忍耐 とい う賜 をい ただ

くこ とは，優 し く快 活 な態度 を身 につ け る

上 で も， また， 落胆 した り， 悪 い気持 ち に

負 け た り， 忍耐 心 を失 くした りして怒 りっ

ぽく な った りしな い よう にす るた め に も大

切 な こ とであ る。 これ は， すべ て の人 が持

っべ き尊 い 賜 であ る。」(ジ ェ レル ド ・L・

ニ ュークヘ イ ス ト編 ，21198)

もち ろん障害 や難 関 は あ ります 。人 は時

として素 直 さを失 くす こと もあ ります 。 そ

して， 中に は絶望 して， 将 来へ の希望 や信

仰 を失 く して しまう 人々 もいます が， 主 の

メ ッセ ー ジはい つ も変 わ りませ ん。 あ きら

めて は いけ ませ ん。 なぜ な ら主 が生 きて お

られ るか らです。 主 は私 た ちの救 い主 ，腰

い主 で あ りザ 平和 の君 です。 人生 に対 す る

大 きな 自信 ， 永遠 の生 命 へ の確 か な基 は，

主 イエ ス ・キ リス トに あ ります 。 ほか に道

は あ りませ ん。

道 は ひ とっ しか あ りませ ん。私 たち が神

に対 して持 って い る義 務 につ いて の教 えが，

自分 自身や家 族 ，教 会， 国家 に対 す る義 務

を決 定 します。 い さ さかの動 揺 も許 され ま
つか

せ ん。それ は， 「誰 もよく二 人の 主 に兼 ね事

うる こ とを得 ず 。 そは一 人 を憎 み て ほかの

一 人 を愛 し
， 一 人 に忠義 をつ く して ほか の

一 人 を見 くび るべ けれ ば な り
。 故 に， 汝 ら
あた

は 神 と 富 と に兼 ね 事 う る こ と能 わ ず 」(III二

一 フ ァ イ13：24)と あ る か ら で す
。

ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミ ス 大 管 長 は ，

嚢
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その祖 父 か ら聞 いた 言葉 を 引用 して この よ

うに語 っています 。 「主 の領 域 と悪魔 の領域

との間 には， は づ き りと定 め られ た境 界線

が あ る。 あ なた が この まま主 の側 に と どま

って いる な らば，敵 はそ れ を越 えて あな た

を誘 惑 しに来 る こ とはで き ない。主 の側 に

いる限 りあ なた はま った く安 全 なの であ る。

しか し，… … もしあ なた が境 界線 を越 え て

悪魔 の側 に行 くな らば， あ なた は悪 魔 の領

域 に入 っ た こ とにな り，悪 魔 に支配 され る

身 となる。 そこ で悪 魔 は あ なた に働 きか け，

あな たを その境 界 線 か らで きる限 り遠 ざ け

よう とす るで あ ろ う。 悪魔 は， 安全 な場所

か ら引 き離 す こ とが あな た を滅 ぼす唯 一 の

手段 で あ る こ とを知 って い る の で あ る。」

(ジ ョー ジ ・アル バ ー ト ・ス ミスに よる 引

用 ，Co碗 泥郷6R6ρ07♂ 「大 会 報 告 」1945

年10月 ，p.118)

根 気 強 く聖霊 の導 きを求 め， 神 の戒 め に

従 って 生活 す る こ とが，永 遠 の生命 に通 じ

るので す。

人 は教 会 とこ の世 ， また，善 と悪 ， 真理
ご び ゆう

と誤 謬 とい った， ふ たつ の力 を前 に して い

るこ とを考 えた場合 ， これ らの力 が全 く違

ったふ た つの方 向 に進 ん で いる とい う事 実

を知 って， 心 を乱 さ ない よ うにす る ため に

は一 体 どうす れ ばよ いの で し ょうか。 それ

には両 の足 を教 会 の側 に お いて立 ち， 変 わ

る之 とな くす べて を捧 げ る よう に 自分 自身

を備 える こ とです 。

王 様 と道 化師 の古 い話 があ ります。 あ る

日， 王様 は道化 師 に ほう び を与 えよ う と思

い ま した。 そこで王 様 は道 化師 を呼 び， 見

事 なつ え を差 し出 して ， こ う言 いま した。

「自分 以上 の ばか に 出 くわす まで
， この美

しいつ え を持 って いて もよい ぞ。」

時 が 経 ち，王 様 は大 変重 い病 気 にか か り

ました 。 そ こで王様 はあ る 日， その道化 師

を呼 ん で， 自分 が帰 るこ との な い長 い旅 に
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出 る こ とを話 しま した。 その時 ，道 化 師は

王様 にこ の ように尋 ねました。 「とこ ろで王

様 は永 遠 に続 くその旅 の ため に何 か準備 を

なさ いま した か。」

王 様 は， 「いや」 と答 えま した。'

す る と道化 師 は， 例 のつ え を王様 に手 渡

して，こ う言 い ま した 。「王 様，もし王様 が

永遠 の旅 のた め に何 も準備 を して お られな

か っ たの で した ら， このつ え は王様 の もの

で す。 王様 は私 以上 の ば かです か ら。」

私 たち は準備 が で きて いる で し ょうか。

私 た ちは最 大 の誘惑 に立 ち向 か うため に，

自ら を備 えて い るで し ょうか。 その誘惑 と

は懐 疑 心 や試練 の 中 で主 のみ業 に対 す る義

務 を放棄 す るこ とです 。 それ は他 の義務 を

放棄 す る こ とに もっ なが ります。

ハム レッ トは，絶 望 して 自滅 す る寸前 の

とこ ろま で き て い た時 ， 「生 き るか，死 ぬ

か」 とい う問 い を 口に しま した。(「ハ ム レ

ッ ト」 第3幕 第1場56行)そ のハ ム レッ ト

の 問 いを言 い換 えて みた い と思 い ます 。

兵士 にな るか， な らない か。

宣教 師 にな るか， な らな いか。

父親 に なるか， な らない か。

それ に誠実 にな るか， な らな いか 。

キ リス トの弟子 とな るか， な ら ないか。

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教会 には， こ

の問 いに対 す る答 えが あ ります 。 それ は，

私 た ちは証 の 力 によ って， 真 の弟子 ， キ リ

ス トに従 う者 と な り，最 後 まで忠実 で いる

ことが で き ると いう，神 か ら与 え られ た答

え です 。

私 た ちの世 の人 々 に対 す る証 は， イ エス

が キ リス トで あ り， 私 た ちの救 い主 ，贈 い

主 であ る こ と， また， ジ ョセ フ ・ス ミスは

この地上 に真理 を回復 した予 言 者で あ り，

この教 会 は神 の教 会 で あ る とい うもの です。

私 も また これ らの こ とを， イエ ス ・キ リス

トのみ名 に よって証 致 します。 ア ーメ ン。
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ふれ あい

十 二使徒 定 員会 会 員

デ ビ ッ ド・B・ヘ イ ト

一 ユー ヨ ー ク ・フ ィル ハ ー モ ニ ー 交 響 楽 団
一

の有 名 な指 揮 者， 故 ア ルッ ロ ・トス カ

ニ ー二氏 は， ワ イ オ ミング州 の 人里 離 れ た

山地 に住 む ある独 り暮 ら しの羊 飼 いか ら，

短 い しわ くち ゃの手 紙 を受 け取 りま した。

「トスカニ ー 二様 へ
， 私 が持 っ てい る も

の と言 えば， ラ ジオ と古 いバ イオ リンの ふ

た つだ けで す。 その ラ ジ オの電 池 もな くな

りかけ て きま した。 バ イ オ リンは 音が 狂 っ

て いて 使 えませ ん。 そ こ でお願 い があ りま

す。次 の 日曜 日， コ ンサ ー トをお 始 め にな

る前 に， 「ラ」の音 を 出してい ただ け ませ ん

で しょうか。 ラさ え調 律 で きれば ， あ とは

自分で 調律 で き ますの で。 そうす れ ば， ラ

ジオの 電 池が な くな って も， バ イオ リンを

弾 くこ とがで き ます。」

次 の 日曜 日， カ ー ネギ ー ホール で行 なわ

れ た全 国 向け ラ ジオ コ ンサ ー トの始 め に，

トスカニ ー二 氏は こう呼び 掛けました。 「ワ

イ オ ミング の 山地 にお住 ま いの聴 取 者 であ

り， 友 バで ある方 の ため に， これ か らラの

音 を弾 きま す。」そ う言 って，全 員 で一 斉 に

ラ の音 を響か せ たの です。

この 羊飼 い には たっ たひ とつ の 音が あれ
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ば よか った ので す。 ほん の少 しの助 けを与

え るだ けで， そこか ら先 は 自分 で進 む こ と

がで き ます。 ひ とつ の音 を だれ か に助 け て

も ら うこ とで， 他の 音 も簡単 に調 律 する こ

とが で き たの です。 こう して， 調律 をす べ

て終 えた孤独 な羊飼 い は，心 の ふれ あ い と

喜 びの 源 を知 って， 心 高 まる調 べ を奏で る

こ とが で きた こ とで し ょう。

き ょ う私 は 電池 が弱 くな り始 め た り， 調

律 の必要 な神 の子 ら， 言 い換 えれ ば，主 や

主 の僕 らの言 葉や 教 えに心 を動 か され た経

験 が あ りなが ら， こ の世 の楽 しみ や営 み に

心 を奪 わ れて しま った入 々 に向け てお話 し

た い と思 い ます。 そ のよ うな方 の 中 には，

教 会 での 意義 あ る責 任 に ま った く召 され な

か った り，十 分 な働 きの場 が なか っ た りす

る 人， また傷 つ け られた とか心 の痛 手 を受

け た と感 じる 人， 自分は ふ さわ し くない と

思 って いる 人が いる か も しれ ませ ん。

ほか に， 自分 か ら音 を狂わ せ た人 もい ま

す。 音 の高 さが 狂 って， 楽譜 には な い音 を

出 して い るの です。 救 い主は ，生 き るた め

の指 針 をお 与 えに なる と とも に， 関心 と励

ま しを 示す た めの愛 の 原則 を与 えて 下 さい

ま した。

「す べ て重荷 を 負 うて苦労 して いる者 は，

わ た しの も とにき なさ い。 あ なたが た を休

ま せて あ げ よう。

わた しは柔和 で心 の へ り くだっ た者 であ

る か ら， わた しの くび きを 負 うて， わ た し

に学 びな さい。 そうす れ ば， あな たが たの

魂 に休 み が与 え られ るで あろ う。

わ た しの くび きは 負い やす く， わた しの

荷 は軽 い か らであ る。」(マ タイ11：28-30)

主 は 「完全 な る者 はわ た しの もと にき な

さい」 と言 って お られ る ので も客 けれ ば，

富め る者 だ け， ある いは 貧 しい者 だけ， 健

康 な者 だ け， 罪 ゐな い者 だけ， 長 く祈 る者

だけ， 病 に苦 しむ者 だけ 来 なさ い と言 っ て



お られ るわ けで も あ りませ ん。 そ うで はな

く， 次 のよ う に言 って， す べて の 入 に両 手

を広 げて 呼 びか け てお られるのです。 「すべ

て重荷 を負 うて苦 労 してい る者 は， わ た し

の も とにき なさ い。 あ なた がた を休 ませて

あ げよ う。」 「わ た しの くび きは 負 いや す く，

わ た しの荷 は軽 い か らであ る。」

主 が すべ ての 人 に説 いて お られ るの は，

神 を愛 す るこ と，神 の 子 らを愛 す る こ と，

神 の戒 め を守 る こと， イエ スが キ リス トで

あ り神 の御 子で あ る と信 じることです。(1

ヨハネ5：1-3参 照)

救 い主 の教 え を受 け 入れて バプ テ スマ を

受 けて 教会 に入 った 人の 中 に も， 今 その 囲

い か ら 出て しま った 入が い ます。 自分 か ら

選 んで そ う した 人 もい ますが， 多 くの場合

私 た ちの冷 淡 な態 度が 原因 して い ます。

マ タ イは ， イ エス が昇 天 され る前 に弟 子

たち を訪 れ られ た時 の様子 を述べ て い ます。

弟 子 た ちは主 か ら命 じられ た 山に集 ま り，

主 を待 って いま した。 そ して， 生活 の 中心

であ る主 を拝 しま した。 そ の時， 主 が 間 も

な く 自分 た ちか ら去 っ て行 かれ る こ とに，

弟子 た ちは 気づ き ます。 主 が去 られ た 後，

彼 らは どこ へ行 けば い いの で し ょう。何 を

すれ ば いい ので しょ う。 世 に逆 らって 生 き

る11人 の弟子 た ち に， 主は どの よ う な言葉

を残 さ れ るので しょ う。

「イ エ スは彼 らに近 づ いて きて 言わ れ た
，

『わた しは
，天 におい て も地 に おいて も，

い っさ いの 権威 を授 け られ た。

それ ゆ えに， あなた が たは行 って， すべ

て の 国民 を弟子 と して， 父 と子 と聖霊 との

名 に よって ，彼 らにバ プ テ スマ を施 し，

あ なたが た に命 じてお い たい っさ いの こ

とを守 る よ うに教 え よ。 見 よ， わ た しは世

の 終 りま で， いつ もあな たが た と共 に いる ・

の で ある。』」(マ タ イ28：18-20)

この最 後 の教 えで 言わ れ てい るの は， 人
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を見つ け てバ プ テ スマ を施 す だけ でな く，

入 々を教 え よ とい うこ とです。 弟 子た ちが

これ か ら先何 を した ら よいか が， は っき り

と示 され た わけ です。 人々 をキ リス トに導

き，教 える こ と， これが 弟子 た ちの なすべ

き こ とで す。 この こ とは ま た，今 日の 教会

と その会 貝 に も言 える こ とです。 人々に主

の戒 め を教 え，福 音 の 原則 を教 えな さい。

神 の愛 と， 互 いに 愛 し合 わ なけれ ば な らな

い こ とを教 え なさ い。 みた まに よ って，愛

を も って教 え なさ い。.そうす る時， 人 々は

主 の戒 め に従 い， それ に そった 生活 をす る

ことが で き るよ うに なるで しょう。

ひ と りた りと も失 って よい 人は いませ ん。

す べ ての 入が， 主 の僕 らを通 して 主の 愛を

感 じられ る よう に しなけれ ば な りませ ん。

福 音 の教 え を全世 界 の 人々 に伝 える には，

バ プ テ スマ を受 けた すべ ての 人々 の活 発な

参加 が 必要 で あ るこ と を， 主 は御 存 じで し

た。 一 部 の 人々 の働 きで は なく， すべ ての

人の働 きが 必要 なの です。

キ リス トの時 代 には ユダ ヤ人社 会 の 中に

は っき り と した 境界 線 が引か れて い ま した。

しか し， 救 い主 にはそ んな 境界 線は な く，

取 税 人 や罪 人 と も 自由 に交 われ ま した。 こ

の こ とは， 罪 人 を 自分 の家 に招 き入 れ よう

としな いパ リサ イ人た ちの 激 しい反 感 を買

う もと とな ったの です。

キ リス トは パ リサ イ人の そ う した 心の 狭

さ を叱責 して 言わ れ ま し た。 「丈 夫 な 入 に

は 医者 は い らな い。 いる のは病 人で あ る。」

(マ タ イ9二12)

イ エ スが 罪人 と交わ り， 食事 を共 にする

こと を， パ リサ イ人 は非難 しま したが， イ

エ ス は御 自分 の や り方が 間違 って い ない こ

とを示 さ れ， 悔 い改 めた 罪 人に対 する神 の

愛 の 深 さ と， ひ とりの罪 人が悔 い改め た時

に天 にあ る喜 び につ いて， はっ き りと教 え

られ ま した。
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救 い主 は こう問 う て お ら れ ま す。 「あ る

人 に百 匹の羊 があ り， そ の 中の一 匹 が迷 い

出た とす れば， 九 十九 匹 を 山に残 してお い

て， その迷 い出て い る羊 を捜 しに 出か けな

いで あ ろうか。

もし それ を見つ け たな ら， よく聞 き なさ

い，迷 わ ない でい る九 十 九 匹の ため よ り も，

む しろ その一 匹の た め に喜、ζミで あ ろう。

その よう に， これ らの 小 さい者 の ひ と り

が滅 び るこ とは， 天 にい ます あ なた が たの

父の み ここ ろでは な い。」(マ タ イ18：12-

14)

続 け て言わ れ ま した。 「家 に 帰 っ て き て

友 人や隣 り人を呼 び集 め， 『わ た し と一 緒

に喜 んで くださ い。 い な くな った羊 を見 っ

け ました か ら』 と言 うで あ ろ う。 よく聞 き

な さい。 それ と同 じよ うに， 罪 人が ひ と り

で も悔 い改め る な ら， 悔 改 めを必 要 と しな

い 九十九 人の 正 しい 人の た め に もまさ る大

き いよ ろこび が， 天 にあ るで あ ろ う。」(ル

カ15：6-7)

不 活発 か ら立 ち直 った マ イケ ル ・ダ フ ィ

ー は次の よ うに述 べて い ま す
。 「私 は 彼 ら

がモ ルモ ン教 会の 者 だ とい う こと以 外， 彼
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らの 名前 も， 話 もまっ た く気 に留 めませ ん

で した。 どの よう に してか， 私 が モル モ ン

だ った こ とを見つ け 出 した彼 らは， ホ ーム

テ ィーチ ャー として 訪問 して もよ いか ど う

か と聞い て きま した。 何 せ，16年 間 も教 会

に行 って い なか った もの で すか ら。一

そ の時 なぜ 『ど うぞ』 と答 え たの か， よ

くわ か りませ ん。 い ろん な こ とが あ って 人

生 に何 か物 足 りな さ を感 じて い たの です。

以 前， モ ルモ ンの 家族 の 隣 に住ん で いた こ

とが あ ります。 私 た ちは教 会 へ行 き ませ ん

で したが， 私 の心 に はいつ もふ た りの息子

が ま だ祝福 を受 け て いな いこ と と， 一 度も

教 会 に行 った こ とが ない こ とが浮 か んで く

る ので した。

妻 は モル モ ンで はあ りませ んで した。 ク

リスチ ャ ンでは なか った ので す。 妻 も何 か

満 た され な い ものを感 じてい ま した。

間 もな くホー ムテ ィー チ ャーか らの 連絡

が 入 り， 定期 的 な訪 問が始 ま りま した。 こ

れ が契 機 とな って何 カ月に もわた る変 化 の

日々が 訪 れ， 私 たち家 族 は永遠 に 向か って

変 わ り始 め たの です。

やが て私 は 神権 会 に 出席 し始 め ま した。

始 め の うち は時折 出か け る程 度で した が，

だん だん と毎 週 出席 する よ うにな りま した。

そ して知 恵 の言葉 の 問題 もや っ と克服 す る

こ とが でき ま した。5歳 の一 番上 の息 子 が

日曜学 校 に参 加 する よ うにな りま した。 ま

た，什 分 の一 も少 しです が納 め始 め ま した。

妻 は私 をい ろ いろ助 けて くれ ま したが， ま

だ教 会 には 関心 が ない ようで した。

その よう なあ る 日， 、玄・た りの宣 教師 が私

た ちの家 を訪 れ ま した。 それ か ら数 カ月後，

長 老 に聖 任 さ れたばか りの私 は， 自分 の手

で妻 に バプ テ スマ を施 し， 教 会員 に確 認 し

たの です。 その後 私 たち は ワ シン トン神殿

で家 族 の結 び 固め を受 け ま した。」

彼 は続 け て話 しま した。 「これ ま で の い



ろい ろ な状態 を思 うにつ け， 私 は監 督会 や

長 老 定員 会の 会長 会 を は じめ 多くの 兄弟 姉

妹 の 愛 と祈 り， 温か い援 助 の手 を心 にしみ

じみ と感 じます。

この よう に不 活発 会員 に熱 心 な働 きか け

を してい る ワー ド部 に属 して い た なんて ，

私 た ちは 本 当に祝 福 され て いた と思 い ます。

長 老定 員会 の 会長(今 は私 が そ の責 任 をい

た だ いて い ますが)が ， 活発 化 を特 に心 が

け て下 さ った こ と， また ステ ーキ部 長 会 の

方 々 までが 私 た ちに個 人的 な関心 を向け て

下 さ った こ とを， うれ し く思 ってい ます。」

予言 者 エゼ キ エル は こう警 告 して い ます。

「あ なた が たは ……群 れ を養 わ な い。

あ なたが た は弱 っ た者 を強 くせ ず， 病 ん

で い る者 をい や さず， 傷 つ いた者 を つつ ま

ず，迷 い 出た者 を 引 き返らせ ず… …」(エ ゼ

キ エル34：3-4)

ロサ ンゼ ル ス空 港 まで， あ る 多忙 なラ ジ

オ放 送局 の 方 と車 を走 らせ た 時 のこ とで す。

私 は， この ア ダム ソ ン とい う名 の兄弟 もそ

の奥 さ ん も教会 員 の家庭 に生 まれ なが ら，

一度 も教 会 に 出席 し たこ とが な いこ とを知

りま した。 パ ーテ ィー な どの おつ き合 い や

週末 の娯 楽， それ に忙 しい仕事 か ら逃 れ て

旅行 を す るこ と， これ らが 彼 らの 生活 で し

た。

結婚8年 ，3人 の子供 に恵 まれ て生 活 し

て いた 彼 らは， 自分 た ちの 生活 を考 え直 し

始 めなが ら も， 取 り立 てて 何 も しませ んで

した。

何 組 もの ホー ム テ ィー チ ャーが訪 れ ては

去 って いき ま した。 そ して ま た新 し いホー

ム テ ィー チ ャー がや って来 ま した。 今度 は

本 物 の羊 飼 いで した。 やが て この新 しい ホ

ーム テ ィー チ ャーは
， 彼 に一度 教会 に来 る

よ う勧 め ま した。 しか し， ア ダム ソ ン兄弟

は， タバ コ やア ル コール を やめ る こ とはで

きな い と答 えま した。 知 恵 の言 葉は 守 ら な
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い とい う彼 の決 意は 固 い もの で した。 そ し

て， その ことで 教会 が受 け入れ て.くれ ない

のな ら， それ で 結構 と言 うの です。 ホー ム

ティーチ ャーは答 え ま した。 「よ くわ か りま

した。 で は私 が お迎 え にあが りまし ょう。」1

日曜 日， アダ ムソ ン兄弟 は教 会 に出席 し

ま した。 タバ コ の臭 いの しみつ い た 自分 を

嫌 ってだ れか逃 げ出 すの では ないか と思 っ

てい ま した。 で も何 も起 こ りません で した。

「集 会の祈 りや責 任 を頼 んで くる だろ う
」

と思 って い ま したが， や は り何 も起 こ りま

せ ん で した。

ホ ーム テ ィー チ ャーは 日曜 日の朝 に彼 に

電 話 を入れ ませ んで した。 彼 に行 か な い言

い訳 を言 わせ る機 会 を与 えな いよ うにす る

た め です。 直 接家 に行 って， 「準備 はよろし

いで すか」 と声 をか けるの です。 こう して，

1年 以 上 もホ ー ムテ ィー チ ャー は毎週 迎 え

に寄 りま した。

ア ダム ソ ン兄弟 は家族 で 「奇 しきみわ ざ」

を読 み 始 めて い ま した。 その本 を通 して，

教 会 には知 恵 の言葉 だ けで はな く， ほか に

もい ろい ろな教 えがあ る ことを知 りま した。

そ して 自分 の生 き方 に関す る ことを もっ と

聞 きた い と思 うようにな ったので す。(ま た，

自分 が知 恵の 言葉 を守 って いな いの で，教

会 は 自分 に何 も与 えて くれ ない のだ と感 じ

て い ま した)

間 もな く， この夫 婦 は この教会 が恐 れの

教会 で は な く， 愛 の教会 だ とい うこ とがわ

か りまし た。 彼 らは救 い主 と天 父の使 命 に

つ いて， また悔 い改 め につ いで学 び ま した。

そ うす る と， 自分 たちが 生 まれ た時か ら属

して い た この教 会の ことを 誇 りに感 じる よ

う にな り，知 恵の言 葉が それ ほ ど深刻 な問

題で は な くな って きたの です。 彼 は習 慣 を

改め る の にそれ ほ ど苦 しい思 い を しなくて

すみ ま した。 こう レて，数 ある福音 の 原則

が今 で は彼 らの 生活 の大切 な部 分 と なって
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いるの です。

ア ダムソ ン兄 弟は言 って い ま す 。 「気 が

つ くと私 は私 た ちの新 しい礼 拝堂 を建 てる

ための働 き かけ を して いま し た。 そ して，

ある 日， 私 は監督 にこ う耳 打 ち しま した。

『もう大 丈夫 で す。頼 まれれ ば お祈 りもで

き ます 』 と。」

救い 主は ペ テロ にこ う教 え られ ま した。

「あな たが 立 ち直 った とき には
， 兄 弟 たち

を力づ けて や りな さい。」(ル カ22：32〉

教会 員は教 会 の加 護の 下 に 置かれ ま す。

す なわ ち，正 しい道 を 歩め る よう 見守 られ ，

導 かれ， そ の名 を書 き留 め られ， 養 い が与

え られ るの です。(モ ロナ イ6：4参 照)

アイ ダホ のあ る小 さ なモ ル モ ンの町 に，

生 まれ て この方 ず っ とモル モ ン とい う老夫

婦が 住 んで い ま した。 夫86歳 ， 妻84歳 で，

夫 はい まだ ア ロ ン神 権 の祭 司 で した。 教会

に 関心 を向 け ない この 老夫 婦 の こ とを聞 い

た新 しいホ ーム テ ィー チ ャー は， 彼 らに訪

問 して もよ いか と尋 ね ま した。

この 老夫婦 は心 にか けて くれ る人が い る

こ とを知 っ て大喜 びで した。 ホー ム テ ィー

チ ャー が福音 の 原 則を 説 く と， ふ た りは よ

く聞い て くれ ま した。 こ う して86歳 の この

祭 司は長 老 と な り， 妻 と共 に神 殿 に 入 り，

こ の世 と永遠 にわ た って結婚 をす る機 会 に

恵 まれ たの で した。

もし も思 いや りの深 いホ ー ムテ ィー チ ャ

ー が この家庭 を訪 問 して いな か った ら
，彼

ら は恐 ら く福 音 の本 質 と も言 える数 々 の祝

福 を受 けず に世 を去 っ た こ とで し ょう。 も

し心 あ るホ ー ムテ ィー チ ャーが ず っ と前 に

現 わ れ てい た な ら， こ の老 夫婦 の子 供 た ち

が 巣立つ 前 か ら， 彼 らに手 を差 し伸 べ る こ

とが で きた で し ょう。 で もこ う してホ ーム

テ ィー チ ャーが最 後 に 勇気 を 出 して訪 問 し

て くれ た こと を， ふた りは 心か ら感謝 して

い ま した。

真 の教 えか らそれ て しま った 人 々と いう

の は， 心 に何 かむ な しい もの を感 じて いる

もので す。 そ う した人 の心 には， わ ずか な

が らも真理 が まだ 息づ いて い ます。 名声 や

富， この世 的 な快 楽 は， 真理 に取 って代 わ

る こ とはで き ない ので す。

救 い主は 弟子 た ちの真 ん 中 に幼 な子 を立

た せて， 幼 な子 の よう にな らな くて は天 の

王 国 に入 るこ とは でき ない， と教 え られ ま

した。 主は こ う言 わ れ て い ま す。 「人 の子

は， 滅 びる 者 を救 うた めに きた ので あ る。」

(マ タイ18：11)ま た， す べて の 罪人 に悔

い 改め をさ せ るた めに 来た ので す。

マ イケル ・ウイ アー は次 の よう に言 って



いま す。

「私 は 結婚 に失 敗 し ま した
。 私 の 生活 は

教 会 の教 え とは正 反対 の もの で した。 私 は

不 活発 な 会員 で した。 教 会 に戻 るカ もない

と思 って い ま した。 私 は事 業 で 成功 し， 高

級 車 を乗 り回わ し， ぜい た くな服 を着 る と

い った，世 の 人が 追 い求 めて い るす べて の

もの を持 って い ま した。

とこ ろがあ る 日， 同僚 が ケ ン ・ウ ィーラ

ー とい う人物 を雇 ったの です。 私 は 彼の 振

る舞 いか ら， モル モ ンだ とわ か りま した。

私 た ちは 親 し くな り， 私 は彼 に教 会 に誘 わ

れ ました。 行 って み よ うか な と思 って はみ

ま したが， 自分がふ さわ しくないことを知 っ

て い ま した。 それ で 彼か ら誘 い を受 け るた

び に断わ って い ま した。 内心 は教 会 に戻 り

たい と思 ったの です が， そ の 勇気が な か っ

たの です。

.あ る晩， アパ ー トに独 りで いる と，私 は

何 と もわ び し くな り， と りとめ もな く涙 が

こぼ れ ま した。 私 は 主 に祈 り，助 けを求 め

ま した。 翌 日， ケ ンは私 に何 か を感 じたの

で し ょう。 ど うして い るか と声 をか け て く

れ ま した。 彼は私 の 肩 に手 をか け る と， こ

う言 い ま した。 『主 は今 もあなたの ことを愛

して お られ ます。 そ して この私 も。 家 に お

戻 りに な った ら どうで すか。』これ こそ私 の

祈 りの答 え で した。 昨夜 求 め た主 の助 け だ

っ たの です。

私 は家 に帰 りま した。 初 め の うちは 落 ち

着 きませ ん で したが ， みん な の心 遣い を感

じて， だん だん と心 が和 ん で きま した。 今

は もう， 高 級車 を乗 り回 して い ません し，

ぜ いた くな服 も身 につ けて い ませ ん。 そ れ

な の に， 今 の方 が ず っ と裕 福 だ と感 じて い

ま す。」

彼は 続 けて語 ってい ま す。 「一 度 道 を 踏

み はず して しま うと， 立 ち戻 りた い とい う

思 いが 強 くあ るの に， そ の一 歩が 踏み 出せ
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な い ので す。 彼 らは証 を失 って しまった の

で は あ りませ ん。 自信 を な くして いる だけ

で す。」

道 をそれ た 人 には友 人が 必要 です。 しか

も羊飼 い であ られ る主 を知 っ てい る友 人が

必要 なの です。 教義 的な理 由 で教会 に来 な

くな る 人はめ った に いませ ん。 彼 らは心 か

らの 愛や 親 しみの あ る応対 を待 っ てい ます。
いや

そ して心 の傷 や疑 い の心 を癒 そう と して い

る の です。

二 一フ ァイは こう証 し て い ま す。 「主 な

る神 は決 して 暗い ことを為 したまわ な い。

主 な る神は世 の た めに なる こ とでな けれ

ば 何事 もな した まわ ない。 あ らゆ る 人を 自

分 の と ころへ 引 き よせ る ため に， 自分 の命

を ぎせ いに なさ るほ ど深 く世 の人 を愛 した

も う。 一

主 な る神が …… 『世 界 の隅 々 に至 る一切

の 人々 よ。 わ れ にき て… …』 と仰せ になる。

また， 神が これ まで に神の 与 えた もう救

い にあず か って はな ら ない と仰 せ に なった

こ とが ある か。 ご らん， そ うでは な いので

あ って， か え って その救 い を無料 で万 人 に

与 えた まい， そ の 上 に悔 改 め を あ らゆ る

人 にすす め よ とその 民 に言 いた もう。」(II

二一 フ ァイ26：23-25，27)

私 た ちは 主の 民で す。 神 は私 たち に， 調

律 の 必要 な 人 を見づ け 出 し， 教 え，正 しい

音 が 取 り戻せ るよ うにす る こ とを期待 して

お られ ます。 私 た ちが キ リス トの純粋 な愛

に導 かれ て， その よう な 人のた め に正 しい

「ラ」 の音 を響 かせ る こ とがで き ます よう

に。

神 は 生 きて お られ ま す。 イエ スは キ リス

トです。 これ は まさに 主の み業 です。 これ

らを イエ ス ・キ リス トのみ 名 によ って 申し

上 げ ます。 ア ー メン。
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私 たちの時代 の予 言者，

ジ ョセフ・ス ミス

十二使徒定員会会長

エズラ・タフト・ベンソン

私 は今朝諭 の世の人々に与えられた近
代 の予 言者 の 召 し と使 命 につ いて お話

して みた い と思 い ます。

ジ ョセフ ・ス ミスが 神 の予 言者 で あ る こ

と， また彼が モ ルモ ン経 が世 に 出る と宣 言

したの は，1823年 か ら1827年 に かけ て天使

の訪 れ を受 けて いたか らで ある とい う主 張

が， 末 日聖 徒 イ エス ・キ リス ト教 会 の会 員

の信 仰 の基 にな って い るこ とは よ く知 られ

て いる と ころで す。

この主 張 を聞 いて， 現代 の世 の中 に天使

が地 上 を訪 れ る な ど という ばか げた こ とは

ない と反論 す る 人々 もいます。

聖 書 の中 には， 神 は4千 年 以上 もの間，

啓示 によ って， また必 要 な時 に は天使 の 導

きを通 して，御 官身 の教会 の業 を導 かれ た

とい うこ とが載せ られて い ます。 ヨハ ネは

イエ ス ・キ リス トの再 臨 に至 る まで の末 日

の状 態 を述 べた新 約聖 書 の言 葉 の 中で， 主

の再 臨 の前 に，神 の裁 きの 時が 迫 って いる

とい う警告 が世 の人 々 に与 え られ る と予 言

しまし た。 その 警告 は 「永遠 の福 音」 を宣

言 す る天 使 に よって もた らされ るは ず で し

た。 ヨハ ネの言葉 を読 んで み ま しょ う。
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みつかい
「わ た しは

， もうひ と りの御使 が 中空 を飛

ぶの を見 た。 彼 は地 に住 む者， す なわ ち，
の

あ らゆ る国民， 部 族， 国語 ， 民族 に宣 べ伝

える ため に， 永遠 の福 音 を たず さえて きて ，

大 声で 言 っ た，『神 を おそれ ，神 に栄 光 を帰

せ よ。 神 の さば きの時 が きた か らであ る。

天 と地 と海 と水 の 源 と を造 られ た かた を，

伏 し拝 め』。」(黙 示14：6-7)

黙示 者 ヨハ ネの 証 を受 け入れ る 人な ら，

新 た な啓示 ， 天の み使 い の訪れ を待 ち望 ん

で 当然 で す。

私 た ちは， この 天の み使 いが19世 紀 の初

頭 ，予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスに現 われ た こ

とを厳 粛 に証 します。神 か ら遣 わ され た天

使 が1私 た ちの時代 にひ と りの 予 言者 に姿

を現わ した とい うこの 宣言 は，新 約 聖書 に

ある予 言 と完全 に符合 す る もの で あ り， 熱

心 に真 理 を探 し求 めて い るすべ て の人 の心

を引 きつ ける に違 い あ りませ ん。

主 は，御 自身の再 臨 の前 の末 日には真 実

の 予言 者 と偽 りの予 言 者の 両方 が 出て くる

と言わ れ た。 その こ とを考 え ます と， 「ジ

ョセ フ ・ス ミスは神 に代わ って話 した のだ

ろうか ，本 当 の予 言者 だ った のだ ろ うか」

とい う 問 いが 重 要 な 意 味 を 持 っ て き ま

す。

私 は き ょう， 現代 の 予言 者 と しての ジ ョ

セ フ ・ス ミスの使 命 を裏 づ け る幾 つか の証

拠 を挙 げ てみ た い と思 ってい ます。 全能 の

神 の代 弁者 で あ る とい うジ ョセフ ・ス ミス

の断 言 を裏 づ け る最 もは っ き りとした証 拠

は，神 聖 な書， モ ル モ ン経 を世 に出 した こ

とで す。

モ ルモ ン経 は古代 ア メ リカ大 陸 の住 民 の

記 録 であ り， イエ ス ・キ リス トが エ ルサ レ

ムで天 に昇 られ た後， この大 陸の 人々 を訪

れ ，教 えと導 き を施 され た こと を記 した も

ので す。 この記 録 が書 かれ た最 も大切 な 目

的は， 後 の代 の 人々 に， イエ スが キ リス ト



に して神 の御子 であ る とい う こ とを信 じさ

せ る こ とに あ ります。 したが ってモ ル モ ン

経 は， イエ ス ・キ リス トの神性 につ いて聖

書 と対 をなす証 人で あ ると言 う こ とがで き

るで し ょう。

ジ ョセ フ ・ス ミス は この古代 の 記録 を，

ヨハ ネが予 言 した 通 りに， 天 のみ 使 いか ら

授 け られ ま した。 ジ ョセ フ に現 わ れ た この

天使 は， 古代 の 記録 が どこ にあ るか を教 え

ま した。 その記 録 は金属 の 板 に刻 ん だ もの

で あ り， 石 の箱 に入れ て土 の 中 に埋 め て あ

りま した。 時至 って この若 い予 言者 は その

金属 板 と， それ を翻 訳 す るた めの道 具 を与

え られ ま した。 そ して その 記録 は神 聖 な書

物 と して世 に 出さ れ ま した。

また， ヨハ ネの証 に もあ った よう に， こ

の書 物 の中 には 「永遠 の福 音」 が載 せ られ

て い ます。 そ して今 ，宣 教 師 によ って世 の

人 々 に宣 べ伝 え られて い るので す。

モル モ ン経の 起源 に関す る この私 た ちの

証 が確 かな もの か ど うかを試 してみ ていた

だ きた い と思 いま す。 モル モ ン経 を読 み，

今 話 した事 柄 が真 実 か どうか を天 父 に尋 ね
しん し

る ので す。 あ なた の思 いが真 摯 な もの であ

る な ら， 私 た ちの証 が真 実 であ る とい う聖

霊 によ る確 認 を受 ける こ とがで き る と約 束

します。数 多 くの正 直 で ま じめ な 人々 が，

そ の確 認 が神 か ら与 え られ た もの であ る こ

とを知 って い る と証 して います。

真 の予 言者 は， 神 か ら託 され た メ ッセー

ジを宣 言す る とい う明確 な特 徴 を持 って い

ま す。 真 の予 言 者 は，神 か ら託 さ れた メ ッ

セ ー ジに対 して 言 い訳 を した り， あ ざけ り

や迫 害 につ なが る 反動 を恐 れた りは しませ

ん。

ジ ョセフ ・ス ミスは年 若 い頃 か ら真理 を

探 求 してい ま した。 既 成の諸 教 会 の間 の混

乱 に直 面 して， 彼 は どの教 会が正 し いか を

神 に尋 ね るこ と にし ま した。 その祈 りに答

聖徒 の道/1982年4月 号

えて， まばゆ い光 の柱 が現 わ れ た と書 かれ

て い ます。 彼 の言 葉 を読 んで み まし ょう。
とどま「その 光が 私 の上 に留 った時

， 私 は筆紙 に

尽 し難 い輝 き と栄光 とを肴 ち た もう二 人の

御方 が私 の真 上 の 空 中に立 ち た もうの を見

た。 そ して その 中 のお一 人が私 に言葉 をか

け て私 の名 を呼 び た まい，他 の お一 人 を指

して 『こは わが 愛子 な り， 彼 に聞 け』 と仰

せ られ た。J(ジ ョセフ ・ス ミス2：17)

ジ ョセフ は2番 目の御 方， す なわ ち イエ

ス ・キ リス トに， どの キ リス ト教 派 が正 し

いか を尋 ね ま した。 そ して， どの教 派 も間

違 って いる か ら， その いず れ に も加 入 して

は な らない と言 われ た ので す。

ある 人々 は彼 の証 を ひ どく非 難 し， 偽 り
あお

の話 を作 り上 げ， 彼 に対 す る迫害 を煽 り立

て始 め ま した。 若 い予 言者 は古代 の使 徒パ

ウ ロ と同 じよ うに， 決 して 自分 の証 を否定

す るこ とな く， 次 の よう に言 って貰 き通 し

ま した。

「私は示現を受 けたの であ るか ら それ が事

実 であ るの を身 を以 て知 ってい る。私 は，

神 が それ を知 りた も う ことを知 って い る。

私 はそれ を打 ち消 す ことは で きなか った。
あえ

ま た敢 て打 ち消 そ う と もしなか っ た。 私 は

少 く と も，本 当に あ った ことを打 ち消 す な

らば神 の怒 りを受 けて 罪の宣 告 を受 け るこ

とを知 って い る」(ジ ョセ フ ・ス ミス2：25〉

真 実 の予 言者 か ど うかを判 断 す る最 後 の

試金石 は，主 の み名 に よ って語 っ たその言

葉 が 成就 す るか どうか とい う点 です。 主 は

こ の基準 につ いて， モ ーセ に次 の よう に説

明 して い ます。

「も し預 言者 が あ って
，主 の名 に よって語

っ て も， そ の言葉 が 成就 せ ず， ま たその事

が起 らない 時は ， それ は主 が語 られ た言葉

で はな く， その預 言者 がほ しい ま まに語 っ

た ので ある。」(申命18：22)

ジ ョセフ ・ス ミスの予 言 で， こ の試金石
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を用い るこ との でき る ものが数 多 く記 録 と

して残 され てい ます。 ふ たつ の例 を見 て み

ま しよう。

1832年 ， ジ ョセフ ・ス ミスは， 間 もな く

内戦 によ って北部 諸州 と南部 諸州 が分 裂 し，

また， この戦 い を期 に世 界 中 に戦 争 が広 が

り，つ い にはす べて の国 を巻 き込 み， 多 く

の人々 の死 と苦難 を見 るよ う にな る と予 言

し ました。特 に， 彼 は この 悲惨 な南北 戦 争

がサ ウス ・カ ロラ イナ の反乱 に始 まる と言

い ました。(教 義 と聖 約87章)こ の予 言 が

公 にされた の は1851年 の ことで す。

この 国の学 校 の生徒 な らだれ で も知 って

い るよ うに， 南 北戦 争 はサ ウ ス ・カロ ラ イ

ナ州の 連邦 脱退 とい う形 で始 ま りま した。

そ して他の 諸州 が それ に続 い たの です。 リ

ンカー ンが サ ウ ス ・カロ ライ ナの サム ター

要 塞 の合衆 国 軍 に物 資補 給 を行 な った の を

期 に， 南部 連合 軍 がサ ム ター要 塞 への砲 撃

の 火ぶ たを切 った ので す。1861年 のこの運 命

の 日に始 まって，世 界の人々 は 戦争 に よる死

と苦 しみに見 舞わ れて き ま した。

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスは合 衆 国 を流血

の 闘争か ら救 い たい と念 じて い ま した。 彼

は 奴隷制 度の 非道 さを 認 め， それ を廃 止 し，

奴隷 所有 者 には 国有地 売却 金 の 中か ら補償

す る とい う案 の採 択 を合衆 国議会 に強 く働

きかけ ま した。 しか し， そ の案 は結局 取 り

入れ られる こ とな く， 南北 戦 争 では50万 近

くの死者 を 出 した ので す。

もうひ とつ， あ る人 に向 けて宣 言 さ れた

特筆 すべ き予 言が あ ります。 そ れは， ジ ョ

セフ ・ス ミスが 数 人の 人々 の前 で， ステ ィ

ーブ ン ・A・ ダグ ラ スとい う若 い判事 に語

った もので す。 こう記 され て いま す。

「判事
，あ な たは合 衆 国大 統領 に な りた い

と考 え るよ うにな るで しょう。 た だ， もし

私 や末 日聖徒 に対 して その 手 を挙 げ るよ う

な ことが あ るな ら， あ な たは全 能者 の み手
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が重 くの しか か るの を感 ず るこ とに な りま

す。 そ して，私 が あ なた に証 し た ことが真

実 で ある こ とを， その 目で見 る こ とで し ょ

う。 それ は， き ょ うの この話 し合 い の こと

が 生涯 あ な たの頭 にこび りつ いて 離れ るこ

とが ない からです。」(H魏oη げ 読召Ch郷6h

「教 会 歴 史」5：394)

事 実，ステ ィー ブ ン・A・ ダグ ラ スは合 衆

国大統 領 の座 に野 心 を抱 き ま した。 そ して，

彼 は教 会 を擁 護 す るこ と もで きたの です が，

1857年 の政 治演 説の 中で ，教 会 を 「思 慮 分

別 を備 えた大 多数 の 人々 の 中 に存 在 す る，
い びようそ、りい とわ し く

， かつ ， 忌 まわ しい病 巣」 で あ

る と して， 激 し く非 難攻 撃 し，教 会 を排 除

す るよ う に と議会 に働 きか け たので す。

大 統領 最 有力候 補 として ダ グラ スを挙 げ

る 人々 もい ま した が，選 挙 の結果 は， 選 挙

人得 票 でわ ずか に12票 を得 た に とどま り，

人知 れ ぬ開 拓地 か ら身 を起 こした アブ ラハ
きっ

ム ・リ ンカー ン に敗 北 を喫 しま した。

その選 挙 が終 わ って か ら1年 ， ダ グラ ス

は まだ ま だ これか らとい う時期 に， 失 意の

内 に この世 を去 りま した。

主御 自身 が， 真 の予 言者 か ど うか を見極

め るた め に，定 め られ た試 金石 が， も うひ

とつ あ ります。 その規 準 はつ ま り， 「あ な

たが たは その 実 に よって彼 らを見 わ ける の

であ る」(マタイ7：20)と いう もの です。

ジ ョセフ ・スミスの教 えが結 ん だ 「実 」を幾つ

か考 えて みて 下 さ い。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 は その会

員か らの什 分 の一 や捧 げ物 によ って， 貧 し

い 人， 助 け を必要 と してい る人 々の世 話 を

してい ます。 末 日聖徒 は 「わた しの 兄弟 で

あ るこれ らの最 も小 さ い者 のひ と りに した

のは，す なわ ち，わ た しに したの で ある」(マ

タ イ25：40)と い う救 い主 の言 葉 を厳粛 に

受 け とめて い ます。

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスは，女 性 独 自の



組 織 がで き る まで教会 が 完全 に組 織 され た

とは 言 えな い と語 りま した。 そして1842年 ，

彼 は扶 助 協会 を組 織 しま した。 これ は現 在，

世 界最 大 の婦 人組 織 となっ て います。

ユ タ州 は， 婦 人 に選 挙 権 を初 めて与 えた

州 の ひ とつ です。

今朝 の 話 に もあ りま した が， この教 会 は

伝 道 の教 会 です。 イエ スは再 臨 の前 に起 こ

る ひ とつ の 時の しる しにつ いて語 られ ま し

た。 それ は， 王 国 の福 音 が， す べ ての 国民

への証 と して，全 世 界 に宣 べ伝 え られ る と

い う もので す。(マ タ イ24：14参 照 〉

伝 道 とい う奉仕 の業 がす べ ての若 い 男性，

そ して 多 くの夫婦 に求 め られ てい ます。 訓

練 は家庭 の 中で 始 ま り， 教会 の責 任 の 中で

さ らに鍛 え られ て いき ます。 若 人 への神 権

者 と しての 訓練 は12歳 の時 に始 ま り， 生涯

を通 して続 け られ ます。 また教 会 が運営 す

る訓 練 セ ンタ ーが あ ります が， そ こで 宣教

師 た ちは， それ ぞ れの 国の 言葉 で福 音 を宣

べ伝 える ため の教育 と訓練 を受 け ます。

訓練 の効 果 のほ どは どの ような もの なの

で しょ うか。 最 初 の100万 人 を改 宗す る ま

で は117年 を要 し ま した。 それ か ら200万

人 に達 す る までは16年 ， そ して200万 か ら

300万 にな るまで は9年 ，300万か ら400万

まで は6年 ，400万 か ら500万 ま では わず か

3年 で した。

この20年 足 らず の 間 に，300万 の人 が教会

に加 入 して いる ので す。現 在 ，世 界71力 国

で3万 人 の宣教 師 が働 いて いま す。 多 くの

宣 教師 が 自分 の時 間 を捧 げ， 自費で， ある

いは家 族 の援 助 を受 け なが ら奉仕 して いま

す。 ジ ョセ フ ・ス ミス を初 め， その 後 を継

いだ 人々 も， す べて の教会 員 に教 育 の大切

さ を強調 してき ま した。 それ は 注 目す べき

幾 つ か の成果 とな って表 われ て い ます。

カ ソフ ォルニ ア大 学 の学長 を務 めた クラ

ー ク ・カー博 士 は この よ うに言 っ てい ます。

聖徒 の道/1982年4月 号

「ユ タ州 は教育 に関 して
， 国 内的 に も， ま ・

た国際 的 に見 て も，傑 出 した位 置 にあ りま

す。 … …

ユ タ州 の3歳 か ら34歳 まで の人 々の就 学

率 は，合 衆 国 で最 高の もので す。

年 齢 層別 の就 学率 を見て も，16歳 か ら17

歳 の層 を除 い て， 皆最 高の数 字 を示 してい

ます。 ……

ま た，25歳 以上 の 人々の 平均 就学 年数 に

お いて も， や は り最 高 で す。 ……

総 合 的 に見 て， ユ タは教 育振 興， 指導 者

層 の厚 さ とい う面 で他 の範 とな って きま し

た。」("NewAreasforLeadership"1974

U勉 ∂6鴬勿(ゾU如hCo窺 吻6n66窺 θ窺 ∠44-

4名6ss『リー ダ ー シ ップ の新分 野』1974年 度

ユ タ大学 学位 授 与 式 におけ る講 演」pp，2-

4， ユタ大 学 発行)

ジ ョセ フ ・ス ミスに与 え られた 啓示 の内，，

科学 的 な吟 味 の余 地 を持つ もの と して は，

知 恵の 言葉 として知 られ る， あ る種 の飲 食

物 を禁 じた健康 の律 法 が あ ります。1833年

に与 え られ た 啓示 の 中で， 教会 員 は コー ヒ

ー
，茶 ， タバ コ， すべ て の アル コール性 飲

料 を 口 にし ない よ うに と教 えられ ま した。

この 戒 め に従 う，人 には，「そのへ そ に健康

を受 けそ の骨 に髄 を受 け ん」 と いう約束 が
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与え られ てい ます。(教義 と聖約89=18)

これ まで末 日聖 徒 を対象 に，幾 多の科 学

的 な調 査 が行 な われ てき ま した。 そ のひ と
カごん り カトん

つ の調 査 は， ユ タ州 の末 日聖徒 の肺癌 罹 患

者数 は， 合衆 国全 体 の平均 と比較 して65パ

ー セ ン ト以下 ，心 臓疾 患 につ いて は35パ ー

セ ン ト以 下 とい う数 字 を報 告 してい ます。

(C伽 πh〈 セ須μs「チ ャー チ ・ニ ュー ズ」19

79年6月23日 ，pp.5，10参 照)

州 の総 人 口 に対 す る モル モ ンの比率 が2

パ ーセ ン ト以下 という，1カリフ ォルニ ア で

行 なわ れ た研 究 で は，末 日聖 徒 で もあ る，

カ リフ ォルニ ア大 学 ロサ ンゼ ル ス校 の ジ

ェー ム ズ ・エ ン ス トロー ム博 士 が さ ら に驚

くべ き報告 を して い ます。 エ ンス トロー ム

博 士 の調査 によ る と， カ リフ ォルニ アで の
がん り かん

モルモンの肺癌罹患率は全国平均値よりも
がん

75パ ー セ ン ト，癌 全体 につ いて は45パ ーセ

ン トも低 い とい うの です 。彼 は その研 究 調

査 の まとめの中で，「モルモ ンが健康 のた めに

なる，価 値 あ るこ とを行 な って い るの は確

かで す」 と 言 って い ま す 。(ビ ル ・デ ビッ

ドソン による 引用"WhatCanWεLeam

AboutHealthfromtheMormonsP"

施 郷めC耽 」θ『健康 に関 して モル モ ンか ら

何 を学 ぶか』 「ファミリー ・サ ー クル」1976

年1月 号，p.82)

ジ ョセフ ・ス ミスが 知 恵の 言葉 の啓 示 を

受 けた のは1833年 の こ とで した。 そ して今

日， 医学 が この啓 示 の中 に ある知 恵 の確 か

さ を立証 してい るの です。

そ うです， 確 か に 「あな たが たは そ の実

によ って彼 らを 見わ け る」 ので す。(マタ イ

7：20)ジ ョセ フ ・ス ミスの教 えが 結 んだ
せん さく

実 は150年 以 上 にわ た る詮索 ，批 判， 迫害 に

耐 え抜 いて き ま した。 この メ ッセ ー ジ， こ

の教会 ， この民 は 彼の証 と働 きが真 実 で あ

る こと を証 す る もの と して ，変 わ らず 立 ち

続け て います。 昔 の予 言者 た ちが 自分 の故

102

郷 で敬 わ れ る どこ ろか， 迫害 され， 殺 され

た よ うに， ジ ョセフ ・1スミス も人 々 にあざ

、け られ， 殉教 の 死 を遂 げ ま した。

ジ ョセフ ・ス ミスは神 か ら遣 わ され た予

言者 だっ たの で し ょうか。 確 か にそ うで す。

私 た ちは断 固 と して その こ とを宣 言 しま す。
「彼 は神 とその民 の 眼前 に偉 大 なる生 涯 を

送 り， 偉大 なる死 を遂 げ た り。 而 して， 昔

主の聖 任 した まい し者 らの ほ とん どすべ て
しか

が然 あ り し如 く， 彼 の使 命 と事 業 とを 己が

血 を以て 結 び 固め た り。」(教義 と聖約35：3)

私 は皆 さん に， 神 が再 び天 か らみ 言葉 を

語 られ た こと， そ して， 父 な る神 とそ の御

子 イエ ス ・キ リス トの訪 れ は， イエ ス ・キ

リス トの復 活以 来 の， この世 にお け る最 も

偉大 な 出来事 で あ る こと を証 しま す。神 は

生 きて お られ ます。 イエ スは キ リス トで あ

り， 世 の贈 い主 で す。 キ リス ト教 界 の 多く

の 人が 言 う，偉 大 で はあ るが， 単 な る道徳

の教 師 とい うよ うな御 方 で はあ りません。

人類 の救 い主 で あ り， まさ に神の御 子 な の

です。

ジ ョセ フ ・ス ミスは生 け る神 の予 言者 で

あ り， かつ て この地 上 に生 き た予 言 者 の 中

で最 も傑 出 したひ と りで ある こ とを証 しま

す。 彼 は神 の み手 の器 として， この神権 時

代 の開幕 を告 げました。これはす べ ての神 権

時 代 の中 で最 も偉 大 な時 で あ り， 主 の再 臨

に備 える ため の， まさ に最 後 の神 権時 代 な

ので す。

現在 ， 私 た ちは この教 会 の長 と して， 生

け る神 の予言 老 を頂 い てい ます。 この予 言

者 こそ が天 父の プ ログ ラム を推 し進 め， 神

の子 らに祝福 を もた らすた め に必要 な， す

べ ての権 能 を有 して いるの で す。』

神 が 生 きて お られ るよ う に， 私 は これ ら

の ことが真 実 で ある と知 って い ます。 そ し

て 皆 さん に これ らの証 を残 します。イ エ ス・

キ リス トのみ 名 に よって， アー メ ン。



予言者 に従 う

十 二使 徒評 議 員会 会員

マ ー ク ・E・ピー ター セ ン

フ エザ ー ス トン兄 弟 の祈 りの 中 に もあ り
ました が， 末 日聖徒 が 愛唱 す る讃 美歌

の ひ とつ に， 教 会 の大管 長 の ため の祈 りの

歌が あ ります。 フ ェザ ー ス トー ン兄 弟が 読

まれ た この素 晴 らし い主題 の歌 は全 世 界の

集会 で歌 わ れ てい ます。 また， 私 た ちの思

い はみ な この歌 詞 と 同 じだ と思 い ます。

恵み た まえ 予 言者 を

かれ， 年 経て 老 い る も

喜 び もて 明 る く

輝 きつつ 変 らず
い

在 ます よ うに 祈 らん

予言者のため 祈らん
み ち

日ご と福 音 を 教 えて

わ れ らの ため 導 く力

か れ に 与 え て

み わ ざ強 く させ た まえ

(讃 美歌259番)

この教 会 で， スペ ンサー ・W・ キ ンボ ー

ル大 管長 ほ ど に愛 され て いる 人が， ほか に

だれ か い るで し ょうか。 世 界 中の教 会 員が

彼の た め に祈 りを捧 げ て います。 その よ う
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な 人が ほか に だれか い る で し ょうか。

しか し， キ ンボー ル大 管長 は 多 くの聖徒

か ら愛 さ れ， 敬 わ れ る だ け で な く， 自分

自身 も聖 徒 た ちを愛 し， 尊敬 してい ます。

また聖徒 たち のた め に祈 り， 固い決 意の下 ，

飽 くな き努 力 を してい ます。 彼 はキ リス ト

の よ うな優 しさ を備 え， 自分 に して欲 しい

と思 うよ うな態 度 で， すべ ての 人 に接す る

人です。

主 は彼 に副管 長 として， 聡 明で偉 大 な 人

人を与 え られ ま した。N・ エ ル ドン ・タ，ナ

ー副管 長
， マ リオ ン ・G・ ロ ムニ ー副管長 ，

そ して，新 た に 召され た， ゴ ー ドン ・IB・

ヒ ンク レー副 管長 が その 人々 です。 ヒンク

レー 副管長 は どこ をと って もま さに神 の 人

であ り， 深 い知 恵， 力強 さ，雄 々 しい信 仰

を備 え， その 堅 忍不 抜の精 神 は ジブ ラル タ

ル にそび える岩 山の よ うです。

この三 人は献 身ぶ りにお いて大 管長 と変

わ る とこ ろが なく， 常 にすべ て を主 のみ業

に捧 げ， 大管 長 を支 え， あ らゆ る問題 に対

し， 愛 と深 い知 恵 を もって補 佐 して い ます。

大 管長 会 は教 会 のひ とつ の定 員会 であ り，

聖 きみ た まの 力の下 ，完 全 に一 致 して働 き，

・聖徒 たち に霊感 あ ふれ る導 き を与 えて い ま

す。

大 管長 会 は教 会 の管理 評議 会 で もあ りま

す。 教 会 のす べて を管理 して いま す。 また，

この神権 時代 のす べて の鍵， 権 能， 賜， 祝

福 を有 してい ます。

大管 長 は管理 大 祭 司で す。 副管長 は大 管

長 か ら委 任 を受け， 神 の 力 によ って地上 に

組 織 され た この最 高位 の定 貝会 の職 務 を遂

行 し， 大 管長 と共 に管 理 の業 を行 な います。

大 管長 会 の4人 は それ ぞれ に， 主 イ エス ・

キ リス トの使徒 であ り，予 言 者， 聖 見者，

啓示 を受 くる者 で もあ ります。

神 権の 系統 の 中で， その次 に位 置 する の

が十 二使 徒評 議 員会 です。 十 二使 徒評 議 員
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会の 会員 た ちに も神 聖 な鍵 が与 え られ て い

ます が， それ らの鍵 をすべ て行 使 で きるの

は大 管長 だけ です。 その特 権が 与 え られ る

のは， 地上 で一 時代 にひ と りの人 だけ だか

らで す。十 二使徒 もまた大 管長 の委 任 の下

に働 きます。 彼 らは大 管長 か ら責 任 を受 け ，

全力 を尽 く して それ を果 た します。

こ の現代 の教 会 に使徒 を初 め とす る予言

者を置 かれ た のは， ほか な らぬ主御 自身で

す。 ですか ら， 予 言者 ，聖 見者 ， 啓示 を受

くる者 として， 大管 長 会， 十二 使徒 会 を支

持 す る時 の挙手 は， 決 して 無意 味 な もの で

あ りませ ん。 彼 らは神 に よ って選 ばれ ，権

能を持 つ者 か ら正 しく手 を按 かれ， 聖 任 と

任命 を受 け たので す。

彼 らは， 使徒 パ ウ ロがヘ ブ ル 人へ の手紙

で言 った の と同 じ方法 で， アロ ンの よ うに，

神か ら召 され ま した。(ヘ ブ ル5：4参 照)

彼 らは啓示 を通 して任 命 され， 他 の生 け る

予言者 か ら聖任 を受 け，主 イエ スの み名 に

よって行 な うた めの すべ ての権 能 を託 され

てい ます。

神 は私 た ちの偉 大 な指導 者 を通 して語 り，

その み言葉 によ って， 御 自分 の民 を導 い て

お られ ます。 「わが 声 にて 言わ るる も，僕 ら

の声 にて 言わ る る もみな一 つ な り。」(教 義

と聖約1：38)こ れ は主御 自身の み言 葉 で

す。

確 かに神 の生 け る代 弁者 で あ り， 地 上 の

管理大 祭 司で あ る大管 長 は，予 言者 ジ ョセ

フ ・ス ミス と同 じよ うに， 神聖 な賜 を付与

され てい ます。 大 管長 は ジ ョセフ ・ス ミス
い はつ

の衣鉢 を継 い で， こ の神聖 な職 にあ るの で

す。

大管 長 は聖任 され て，す べ ての鍵 ， 賜，

神権 の権能 を持 って います が， そ れ らは，

この末 日に再 び教会 が 建て られ た 時 に，聖

なる天 使 か ら予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスに与

え られ た もの です。
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教 会 の大 管長 はそのすべてを有しています。

この最 後 の神 権時 代 のみ 業は， 他 の 方法

をも って推 し進 め る ことは で きませ ん。 ジ

ョセ フ ・ス ミスが これ らの 力 をすべ て墓 の

中に持 って 行 って し まった とした ら， どの

ような こ と にな って い たで しょうか。 神 は

正 しい 方法 で権 能 を受 けた 人 を通 して しか

働 き をな され ませ ん。 です か ら主の み業 は

止 んで しま ったで し ょう。

皆 さんは 昔 アモ スが， 主 は その僕 で あ る

予 言者 に よ らない では， 何事 もな され な い

と言 ったの を御 存 じで し ょう。(ア モ ス3：

7参 照)ま た， 神が 神 聖 な権 能 も， 主 のみ

名 に よって 語 り，行 な う権 能 も与 えず に，

予 言者 を地 上 に遣 わさ れ たこ とが あ ったで

し ようか。

古 代 のキ リス トの教 会 に予言 者 や使徒 を

置か れ たの は， 救 い主御 自身で は なか っ た

で し ょうか。 彼 らが 召 され， 聖 任 され たの

は， 「聖 徒 た ちをととのえて奉 仕 のわ ざ を さ

せ， キ リス トのか らだ を建 て させ」 る ため

で はな か った で し ょうか。(エ ペ ソ4：12)

パ ウ ロが 言 った よ うに， 救 い主が 隅 のか

しら石 で あ り， 彼 らが 真の教 会 の土 台 だ っ

た ので は なか った で し ょうか。(エ ペ ソ2：

20参 照)

彼 らは 「わ た したち すべ ての 者が ，神 の

子 を信 じ る信仰 のr致 と彼 を知 る知 識 の一

致 と に到達 し， 全 き人 と な り， つ い に， キ

リス トの満 ちみ ち た徳 の高 さ に」 至 る まで ，

教会 に存在 し続 け るの では なか ったで し ょ

うか 。(エ ペ ソ4：13)

また， 私 た ちが 「もはや子 供 で はな いの

で， … …様 々 な教の 風 に吹 き まわ され た り，

もてあ そば れ た りす る こ とが」 な い とい う

状態 になれ る よう に， 存在 し続 け るは ずで

は なか っ たで し ょうか。(エ ペ ソ4：14)

その よ うな導 きが 必要 な こ とは， 実 際 に

様々 な教 えの風 が聖徒 たち を襲 い，偽 予 言



者が 出て 「だまし惑 わす 策略 によ り」(エ ペ

ソ4：14)人 々 に教 え たペ テ ロやパ ウ ロの

時代 も，今 の 時代 も同 じです 。

現代 の 聖徒 た ち も， 古 代 の教会 員 た ち と

同 じよ うに， 予 言者 を通 して与 え られ る神

の教 え を必要 としています。この神 権 時代 に

生き る私 た ち も， 霊 感 を通 して 与 え られ る

導き と神 の絶 えざ る教 え とに頼 って， 神 の

み業 を進 め， 完 成へ の道 を歩 まなけ れば な

りませ ん。

現代 の 状況 は， 多 くの 点 で古代 と非常 に

似 通 った とこ ろがあ ります。 当時 と今 と，

人々 の もの の考 え方 に本 質 的な違 いはあ り

ませ ん。 不道 徳 な行 な いを含 め て， 基本 的

な問題 は 同 じで す。

主 は現代 の 教 会の 中 に予 言者 を置 かれ ま

した が， 彼 らの使 命 は古 代 の予 言者 た ちの

使 命 と同 じもの です。

過去 の 時代 の 聖徒 た ちの よ うに， 現代 の

私 た ち も予言 者 の声 に耳 を傾 け なけ れば な

りませ ん。 ど ちら も同 じ教会 ， 信仰 で あ り，

救い の教 え も同 じで す。

古代 の 人 々は， 自分 たち の指 導者 をた だ

の漁 師， 天幕 作 りに過 ぎな い と見 るよ うな

目を捨 て， 彼 らの神 聖 な召 し を心 か ら受 け

入れ ま.した。 な ぜ な らその指 導 者 たちは，

神 の選 ば れ た僕 と しての 新 た な働 きの場 を

主御 自身 か ら与 え られ たか らで し た。 私 た

ち も現 代 の予 言 者 に対 して， 過去 の職 業 や

個 人 的な行 ない では な く，神 の僕 と して の

今 の姿 を 見 る よう に しなけれ ば な り ませ ん。

ペ テ ロやパ ウ ロが そ うで あ った よう に，

現代 の予 言者 た ち も霊感 を受 け て います。

彼 らの召 しも同 じ神 か らの 召 しです。 神御

自身 が私 た ち に与 えて下 さ った指 導 者 なの

です。 神 は彼 らを， 特 に この時代 の ため に

立 て られ ま した。 私 た ちは その指 導 者 に不

従 順 でい て よい で し ょうか。

私 たち は非 常 に難 しい時代 に生 きてい ま

聖徒 の道/1982年4月 号

す。 悪 魔 は敢 然 と して聖徒 に戦 いを仕 かけ

てい ます。 悪 魔 は私 たち をあ りとあ らゆる

形 の誘 惑， 敵 意， 偏 見，堕 落 で取 り囲 も う

と してい ます。

悪魔 の や り 口は予 言者 二一 フ ァイ もは っ
こうカつ

き りと言 って い る よう に， 非常 に狡 猜 です。

こ う書 か れて い ます。 サ タ ンは 「あ る人々

の心 に入 って 荒 々 しい行 いを させ， また こ

の人 たち に善 い事 を 怒 らせ る。

またほ かの 人 々を なだ め， この 人た ち を

すか して 肉欲 を ほ しい まま にさせ るか ら，

その 人 々は 『シオ ンの中 では万 事 よ ろしい。

シオ ンは 栄 えて実 に何事 もみ な よろ しい』

と言 う。 この よう に悪 魔 は この 人々 をだ ま

し，心 を 配 って地 獄へ つ れて行 くので あ る。

悪魔 は ま たほ かの或 る 人々 にへ つ らって

この 人々 を迷 わせ ，地 獄 はな い もので あ る

と言 い， また 悪魔 は な い もの で あるか ら私

は悪魔 で は ない と言 い， この よ うに耳 に さ

さや いて一 度 か か った ら決 して逃 れ られ な

い恐 しい 鎖で とう とう縛 って しまう。」(II

二一 フ ァイ28：20-22)

皆 さん の これ まで の 人生 で， 今 ほ ど誘 惑

の 多い時代 が あ った で し ょうか。 多くの大

人が， 自分 た ち が成長 したの が こん なに堕

落 した時代 で な くて， 本 当 によか っ たと言

って い ます。

大 人た ちは これか ら成長 して い く若 い世

代 の 人々 に， 彼 らの 前 に立 ち は だか るもの

すべ て につ いて 警告 を発 して い ます。麻 薬，

性 の 乱れ， また， 映 画，雑 誌， 新 聞等 に見

られ る退 廃的 な現 象 を初 め，様 々な形 の誘

惑が あ り ます。

兄 弟姉 妹の 皆 さん， それで は安 全な場 所

は一 体 ど こにあ るの で し ょうか。教 会・ そ

して私 た ち を守 って くれ る， イエ ス ・キ リ

ス トの福 音 とい う囲 いの 中以 外 に安 全 な所

が果 た して ある で し ょうか。

現代 は ，わ ず か8人 を残 し， すべ ての 人
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が洪 水で滅 ぼ し尽 く され た ノアの 時代 と，

非常 に似 た とこ ろが あ ります。

そ の ような洪 水 が あっ たか ど うか疑 い を

さ しはさ む人 が います が， 私 た ちは現代 の

啓示 に よって， それが 実際 の 出来事 で あ る

とい う ことを知 らされ て いま す。 その 啓示

が与 え られ て か らす でに1世 紀 以上 の 時が

流れ てい ます。 ノア は人 々に悔 い改 めを説

き ま した が， 骨の 髄 までか た く なだ った彼

らは， 耳 を傾 け よう と しませ んで した。

私 たち に もノ アの時代 の人 々 と同 じよ う

に，予 言者 の 警告 の声 が必 要 なの で はな い

で し ょうか。私 たち の， 聖 見者 ， 啓示 を受

くる者 に従 お う とい う気持 ち には， ノア の

時代 の 人々 に比べ て 少 しで も勝 る ところ が

あ るで し ょうか。 私 たち は彼 らの過 ちか ら

何 も学ぶ こ とが でき ない ほ どに 愚か なの で

しよ うか。

聖典 には， 聞 こ うと しない 人 々が た くさ

ん いる と書か れ てい ます。 しか し， 主 を心

か ら信ず る 人々 は主 の僕 に従 い， そ の警告

の声 に耳 を傾 け る と も記 され て い ます。 邪

悪 な人 々に どの よ うな苦 しみ が下 さ れ よう

とも，忠 実 な人 々 には神 のみ 守 りが与 え ら

れ るで し ょう。

神 は ノア とそ の家族 を洪水 か ら救 われ な

か った で し ょうか。

また， リーハ イの 家族 をエ ル サ レムの 破

壊 か ら救 われ なか ったで しょ うか。

主 は， もし私 た ちが神 に仕 える な ら， 私

たち を守 り， 栄 え させ る と言 わ れ ま した。

私 たちは これ だけ 邪悪 な時 代 に生 きて い

なが ら， 現在 の 差 し迫 った状 況 を理解 し得

ない ままで い るの で しょ うか。 私 たちは ，

聖地 に立 つ た めに必 要 な良識 ，適 格 な判 断

力を備 えて い るで し ょうか。

ま た， 私 た ちは実 際 に どの よう に してそ

の備 えを行 な って い るので し ようか。 そ う ・

です，予 言 者 に従 う こと によ って です。
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私 たち には， どの よう なこ とが あ って も

敵 の激 しい攻撃 か ら神 の王 国 を守 る とい う

気持 ちが ある で し ょうか。 実 際 に どうい う

風 に それ を行動 に表 わ して い るの で し ょう

か。 予 言者 に従 うこ とに よっ てで す。 次 の

よう に聞か れ た時， 喜 んで それ に応ず る準

備 がで き てい るで し ょうか。

主 の方 に立 つ は だれか

心 示 すは今 にあ らず や

我 らはた だ にそれ を望 む

主の 方 に立つ は だれか

主の 方 に立つ は だれ か

もし私 たちが 主 の方 に立 っ て いる と した

ら， 主 の予 言者 に も従 う はず です。

私 は皆 さん に証 します。 彼 らは神 の 人 で

す。 また， 偉大 な指 導 者 スペ ンサ ー ・W・

キ ンボー ル大管 長 は， モ ーセ， イザ ヤ， ジ

ョセ フ ・ス ミス たちが 呼 ばれ た と全 く同 じ

意 味 で， 聖見 者， 啓示 を受 くる者 ，予 言 者

であ り， 彼 らが そう であ った よ うに， 神 聖

な権 能 を授 け られ て い ます。

私 たち は 自分 自身 と家族 の た めに， また

身を捧 げ て働 い てい る この 回復 され た イエ

ス ・キ リス ト教 会 の ため に， そ して また 天

の祝 福 を得 るた め に， 主 に仕 え， そ の戒 め

を守 ろ うでは あ り ませ ん か。

私 が十 二使徒 評 議 員会 の一 員 とな って か

ら， ほぽ38年 に な ります が， そ の間6人 の

大管長 に仕 えて き ま した。 私 は 彼 らと共 に

集い， 重 要 な決定 が な され るの を見 て き ま

した。 そ して 長年 にわた って 彼 ら を見， 愛

し，神 聖 な もの を感 じて きて い ます。

私 は 自分の 体験 か ら，神 の 力 が彼 らに働

きか け るの を見 た こ とを証 し ます。 私 たち

が 生 きて い るの は啓 示の 時代 で あ り， 彼 ら

が神 か ら召 され た主 の僕 で ある こ とを知 っ

て いま す。 彼 らは神 に 代 わ って語 る 人々 な

ので す。



主の僕 た ち に従 う とい う ことは， 彼 らを

召 した 主 に従 う とい う ことで はな いで しょ

うか。

逆 に， もし主 の僕 た ちに 反抗 の手 や声 を

挙 げ た り， その教 え を ないが しろに して い

た とした ら， そ れは 彼 らを御 自身の僕 とし

て召 され た聖 な る御 方 に刃 向か う こ とにな

りは しない で し ょうか。 そ の よう なこ とが

果た して許 され る もの で し ょうか。

予 言者 に対す る態 度 は， 私 たちが 心 の奥

深 く秘 めて い る神御 自身 に対す る思 い が，

そっ く りその ま ま表 われ た もの と言 えるの

では ない で し ょうか。 つ ま り， 体裁 や 見せ

かけ を一切 取 り除い た，何 の飾 り もない，

あ りの まま の姿 の信仰 なの です。

神 を真 実 愛 してい る と言 いな が ら， そ の

僕 を拒む よう な ことが でき る もの で し ょう

か。

本 当1こ神 を愛 して いる なら， 主が 油注 が

れた 人を 愛 し， 敬 う はずで す し， それが 当

然の こ とです。

彼 らが 子供 の 頃の 姿を， そ の近所 にいて

知 って お り， 別 に何 か特別 神 聖 な ものを感

じた覚 え もな い， あ る いは， 次々 と起 こる

世 の 中の様 々 な出来事 を体 験 しな が ら， 毎

日平 凡な生 活 を営ん で いた頃 の彼 ら を知 っ

てい ると いう よう な場 合 は どうで し ょうか。

私 た ちは状 況が 変わ って い るこ とをは っき

りと理解 しな けれ ばな りませ ん。

神 は今 や 彼 らを そ うした ご く普通 の生 活

の 中か ら取 り上 げ， それ まで とは違 った新

しい型 の生 活 を与 えて お られ るの で す。 神

はみ業 を進 め るた め に， 彼 らに高 い 召 しを

お与 えに な りま した。 彼 らの 上 には神 か ら

託 され た権能 ， 予言 という神 聖 な衣 がか け

られて い ます。

彼 らは新 たな 声 を もって語 り， 天か らの

光 によ って導 か れて い ます。 彼 らは もばや

普通 の 人で はな いの です。 彼 らは油 注が れ
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た 人々， 選 ばれ た 人々， それ も全 能 の神 に

よって選 ば れた 人 々な ので す。

これ まで 教会 には12人 の 大管長 ， 別 な言

い方 をすれ ば12人 の神 の偉 大 な大祭 司 が 出

て き ま した。 そ して その一 人一 人がみ業 の

ため にそ の生涯 を捧 げて き ました。 その 中

のひ と りは殉教 者 として， 暗殺 者 の銃 弾 に

倒 れ ま した が， ほか の 人々 は長 く生 き，死

の間 際 まで信 仰 のた め に雄 々 しく働 き まし

た。

主 は その 忠実 な僕 た ちについて， 「これ ら

の者 は信 仰 に よ りて 打 ち勝」 った者 で あ り，

「この 故 に
，す べ ての 者は 皆彼 らの ものな

り。 …… 彼 らは キ リス トの もの，・キ リス ト

はまた 神 の もの な り。 …… これ らの者 は，

神 とキ リス トとが すべ て を審 きた もう者 に

て在す 天 に その名 を誌 さ る る者 な り。 一

その光 栄 は 日輪 の光栄 に して す なわ ち神 の

光 栄 な り。 この神 の光 栄 た るや最 高 の光栄

に して… …」と語 ってお られ ます。(教 義 と

聖約76：53，59，68，70)

主 は その予 言 者た ち を永遠 に尊 ば れる こ

とで しょ う。 な ぜ な ら， 主 は彼 らを神 の 相

続 人， しか もキ リ ス トと共 同 の 相 続 人 と

され るか らです 。(ロー マ8：17参 照)主 は

その 民 で ある私 た ち に， 彼 らを敬 い，支 持

し， 従 う よう に望 んで お られ ます。 私 たち

が心 か ら の祈 り， ま た誓約 で もあ る， この

素晴 らし い讃 美歌 を， いつ も心 の底 か ら歌

うこ とが でき る よう に願 う もので す。

感 謝 を神 に ささ げん 予 言者 の導 き

末 日に福 音 を 光 とた まいぬ

ゆた か なみ 恵み に われ らは 感謝 せん

喜 び仕 えつつ い ましめ 守 らん

(讃 美歌170番)

主 イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ り申 し上

げ ま す 。 ア ー メ ン。
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神の業に

敵対するもの

七 十 人第一 定 員会 会 長会

カー ロ ス ・E・エ イ シー

A回 割 り当て られ た話 の テーマ を何 に し7

た らよ いか深 く考 えて いた 時 に， 私 は

あ る用事 が あ って十二 使徒 定 員会 の ひ と り

の方 と電 話 でお話 を しま した。 その 時私 は，

「大 会 の割 り当て にふ さわ し い話 を選 べる

よう に助 け て下 さ いませ ん か」 と頼 み ま し

た。

彼は 力づ け るよ うな声 で 「お助 け しま し

ょう」 と答 え， それ か ら こう 言い ま した。

「カー ロ ス
，祈 って ご らん な さい。」

私 は 多くの祈 りを通 して 得 た こ とを皆 さ

ん にお話 し したい と思 い ます。 祈 りの 気持

ち を持 って従 順 に，へ りくだ って お話 しし

た いと思 い ます。

1857年11月1日 ， ジ ョー ジ ・A・ ス ミス

長老 は実 に 印象 的 な説教 を しま した。 彼 は

その 中で 次 のよ う な中 国の古 い寓 話 を 引用

してい ます。

「ひ と りの旅 人が 田 園地 帯 を 抜け て
， 繁

栄 をき わめ た大 き な都 にや って 来 ま した。

彼 はそ，の都 を眺 め て案 内人 に言 い ま した。

『こ この住 民は心 の正 しい 人々 に違 い な い。

これほ ど大 き な都 だ とい うの に， 小 さな悪

108

魔 が一 匹 しか 見あ た らな い。』

案 内人 は答 えて 言 い ま した。 『それ は 間

違 い で ござい ます。 この都 は 完全 に邪 悪 に

包まれ て お ります。 …… です か ら， すべ て

の住 民 を従わ せ るの にた った 一 匹の悪 魔 が

いれ ば， それ で十 分 なの で ござ い ます。』

しば ら く行 くとで こぽ こ道 にさ しかか り

ま した。 見 る と， ひ と りの老 人が荒 々 しい

形相 を した7匹 の 巨大 な悪魔 に取 り巻 かれ

なが ら， 丘 の斜 面 を登 ろ うと して いま し た。

そこで旅 人は 言い ま した。

『何 て こ とだ!あ の老 人は ひ どい悪 人 に

違 い ない。 あ んな にた くさん の悪魔 に取 り

囲 まれ て い るなん て。』

す る と案 内 人が 言 い ま し た。 『国 中 で 正

しい 人間 はあ の老 人だ け なの で ござ い ます。

何 とかあ の老 人 を正 しい 道か らそ らせ よう

と，最 も力の 強 い悪魔 が7匹 でや っき にな

って い るの ですが ， それ がで き な いので ご

ざ います。』」(1昭 御 認 げ 窺馳o%7s6s「 説

教 集」5：363-64)

この寓 話 を紹 介 した後 で， ス ミス長 老 は

次 のよ う に付 け加 えま し た。 「悪 魔 は こ の

世 を完全 に思 いの まま に して いる ので， 世

の 人々 を支 配 するの に わず か な悪魔 しか必

要 と しない。」 そ して， 「悪魔 の全 軍団 はモ

ルモ ンに的 を絞 ってお り， 人 の子 らの心 を

扇動 してモ ル モ ンを この世 か ら抹 殺 させ る

こ とに専 念 してい る。」(「説教 集」5：364)

サ タ ンは， すべ ての神 権 時代 にお いて，

あ らゆる機 会 を と らえて大 勢 の神 の子 供 た

ちを 破 滅へ 導 こ う と企 て て います。 サ タ ン

自身が その役 を買 って 出 る こと もあれ ば，

彼 に従 う人 々を通 して働 きか け る こと もあ

ります。例 えば， モ ルモ ン経 の 中 に，3人

のキ リス トに背 く者 の話 が あ ります。3人

共サ タ ンに斯 かれ ， キ リス トを信 じる 人々



に敵対 す る説 教 を し， 公 然 と神の 教会 を滅

ぽそ う と しま した。 人々 を欺 くため に彼 ら

が用 いた 手段 は皆 似 か よって い ます。 偽 り

の教 義 を教 え， う そを言 い広 め， 予 言 をば

かげ た伝 説 だ と言 い， 教 会の 指導 者 た ちが

神 の 正道 を曲げ て いる と非難 し， 信仰 な ど

は愚 か でむ な しい望 み だ と言 って誘 い をか

け るの です。(ヤ コブ7;ア ルマ1章 ，30章

参照)

キ リス トに反対 した 人々 の話 を読 む と，

彼 らの考 えが背教 に陥 って い く過 程 に驚 き

を覚 え ます。 また， 人 々 を巧 み に誘 惑 した

ことに も驚 か され ます。 ある いは 人々 はな

ぜ そん な にだ まされ や す く， そん なに簡 単

に迷 わ され て し まうの だ ろうか と不 思議 に

思 い ます。 私 たち は この よう に驚 いた り不

思議 に思 った りしなが らも， 反キ リス トの

風潮 を古代 史 の片 隅 に追 いや って し まい，

自分は 無 防備 の ままで 生活 す る傾 向が あ り

ます。 こ れは 危険 です。 信 仰 を失 い， 霊的

な意味 で 滅び る とい った結 果 を招 くこ とも

あるか らです。

1820年 の春 以来 ， ル シフ ェルは 末 日聖徒
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しつ よ う

とその指 導 者 たち に執拗 な攻撃 を しか けて

きま した。 反 キ リス トや 反モ ルモ ン， ある

いは背 教者 の グル ープ が次 々 と現 われ ま し

た。 これ らの 多くは いま だに私 た ち を取 り

巻 き， 次 々 と悪 質 な うそ や根拠 み な い非難

を浴 びせ かけ てい ま す。 彼 らは聖徒 の信 仰

を 打 ち崩 して 証 を奪 う者 で あ り， 個 人的

な接 触や 印刷物 ， ラ ジオ やテ レビ， その他

の手段 を 利用 し， 疑 いの種 をま いた り， 真

の信者 た ちの 平和 を か き乱 した り してい ま

す。

2カ 月前 に私 たち は， あ る監督 か ら心 の

痛 む 手紙 を受 け取 りま した。 その 手紙 に は，

彼が 改宗 して 間 もな い 人の破 門rにか かわ っ

た ことが 書 いて あ りま した。 この改 宗 した

ばか りの 人は， ひ と りの 熱烈 な背 教 者の影

響 を受 けて， 自分 の 証 を失 って し まい ま し

た。 ジ ョセ フ ・ス ミス や代 々の予 言 者 たち

に対 する疑惑 を 引き起 こすために，この背教

者 は，教 会 の 出版物 の 内容 に変 更が加 え ら

れ てき た こ とを指 摘 した よう です。

この 背教 者の 用 いた手 段 は，光 よ りも闇

を好む 人 々の 間に用 い られ る もの です。 彼

らの論法 で 行 く と， ル カ の記録 が マタ イの

それ とき っち り同 じで は ない か ら， あ るい

は， ダマ スカ スの 道で パ ウロ が受 けた示 現

につい て使 徒行 伝 の 中に 異な った 記述 があ

るか ら(使 徒 行伝9：1-9;22：4-11

参 照)新 約 聖 書 を焼 いて し まえ， という こ

とに なる で し ょう。 多 くの背 教者 の生 活 に

は， 現 代 の予 言者 と絶 えざ る啓示 に対 す る

信 仰が 欠 けて い ます。 彼 らは， 現 代の予 言

者 と生 きた信 仰以 外 の もの に救 いの望 み を

かけ よ うとす るので す。

ここで 次 の よう な質問 が 出て き ます。 私

た ちは この よ うな悪 意 ある企 て に どの よう

に応 じた らよ いので しょ うか。 や り返 しま
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す か。 対 応の 仕方 を提 案 した い と思 い ます。

この提 案 は救 い主 の教 えに調 和す る もの で，

過去 お よび現 代の 予言 者 の 賢明 な勧告 と も

一致 す る もの です
。

1.信 仰 を奪 お う とす る人 を避 け る。 信

仰 を失 なわせ る よ うな 人は遠 ざ け るこ とで

す。 彼 らが 人々 の心 や頭 の 中に植 えつ けた

種は ガ ン細胞 の よ うに成長 し，徐 々 にみ た

まを破 壊 します。 神 の真 の使 い は，破 壊 者

では な く，建 設者 で す。 私 たち は全世 界に

宣教 師 を送 って， 世 の 人々が 規 則 に規 則を

加 えられ て やが て完全 な福音 を受 け 入れ る

ことがで き る よう に， 彼 らを教 え，助 け て

い るの です。(教 義 と聖約98：12参 照)改

宗 した ばか りの 人が次 の よ う に証 しま した。

「私 の前 の教 会 は現世 とい うひ とつ の章 を

与 えて くれ ま した。 末 日聖徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会 は， 前世 と来世 に関 す る2章 をそ

れ につ け加 えて くれ ま した。」

2.戒 め を守 る。 ブ リガ ム ・ヤ ング大 管

長 は次 のよ う に約 束 しています 。 「私 たちの

なす べ き ことは， 前 に 向か って， また天 を

目指 して進 む こ と， そ して天 父 と神 の戒 め

を守 る こ とです。 そうす る な らば神 は私 た

ちの敵 を打 ち砕 いて下 さいます。(伍so側7s6s

o弥87徳hα 郷}io観g「 ブ リガ ム ・ヤ ング 説

教集」p.347)神 の 律 法 に 従 うな らば， 私

た ちは 「神 の武具 」 で 身を 固め， 悪魔 の策

略 に対抗 して立 つ こ とが で き るで し ょう。

(エペ ソ6：11-18参 照)さ らに従 順 であ

るな らば，聖 きみ たま の導 き とみ守 りを受

ける こ とが で きます。

3.こ れ まで勧 告 されて き たよ うに， 生

け る予 言者 に従 う。教 会 の あ る指 導 者 は教

えてい ます。 「いつ も教会 の 大 管 長 に 目を

向 けて いな さ い。 そ して， も し彼が 何 かす

るよ うに と言 った時 に， た と えそれ が 間違
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って いて も， 言わ れ た通 りにす るな らば，

主 は あな た を祝 福 して 下さるでしょう。… …

で も心 配 す る必要 は あ りませ ん。 主 は決 し

て主の 代弁 者 を通 して 人 々 を間違 った道 に

導 くよ うな こ とは な さ ら な い か ら で す。」

(ヒ ーバ ー ・J・グラ ン ト， マ リオ ン ・G・

ロム ニー に よる 引 用，Con彦 ㎎郷 θノ～ゆoπ

「大会 報告 」1960年10月
，p.78)神 か ら聖

任 され た者以 外の 人 の教 え を受 け 入れ る時，

それ は地 雷 の埋 めて ある 未知 の野 原 を歩 く

よ うな もので あ り，私 た ちの 身 と霊 を危 険

にさ ら して いる こ と に な りま す。(教 義 と

聖 約43：2-7152：9)

4.教 義 につ いて論 争 しない。 主 は この

よ うに警告 して お られ ま す。 「争 い を好 む
つ

心 あ る者 はわ れ に属 く もの にあ らず して 悪

魔 に属 く ものな り。」(III二一 フ ァイ11：29〉

正 しい結 論 を得 よ うとす る時 にサ タンの 方

策 を用 いる な らば， それ は矛 盾 した こ とに

な ります。 この よ うな 矛盾は 心 に不満 を生

じ， みた ま を失わ せ， 敗 北 を招 く結果 にな

ります。 「われ らは，自らの 良心 に従 い，全

能 な る神 を礼 拝す る特 権 あ りと主 張 す。 ま

た， われ らは ， すべ ての 人々 にこの特 権 を

許 」 す。(信 仰 箇 条 第11条)

5。 聖 典 を調べ る。 聖典 を生活 の指 針 あ

る いは羅 針盤 とす る な らば， 横道 へ それ た

り道 を 見失 った りす る こ とは， まず な いで

しょう。(アルマ37：44参 照)鉄 の棒 とは 神

のみ 言葉 の こ とです。 そ れ につか まって い

る なら ば， 決 して 落 ち るこ とは ない ので す。

6.教 会 の 使命 か ら注 意 をそ らさな い。

皆 さんの 注意 を正 しい道 か らそ らせ て， 時

間や エ ネル ギー を浪 費さ せ よ うとた く らむ

人々 が います。 サ タンは 荒野 で キ リス トを

誘 惑 し よう と した時 に この手段 を使 い まし

た。救 い主 の断 固 とした 答 え， 「サ タ ンよ，



退 け。」(マ タイ4：10)は ，私 た ち に とっ

て良 い模 範 とな ります。

7.敵 の た め に祈 る。 キ リス トは 二一 フ

ァ イ人 にこ う言わ れ ました。 「敵 を愛 し，の

ろ う者 を祝 福 し， 憎 む者 に善 を為 し， 汝 ら

をな いが しろに して責 め苦 しむ る者 の ため

に祈れ 。」(III二 一 フ ァイ12：441マ タ イ5

：441111二 一フ ァイ12：10-12も 参 照)十

字架 の上 で救 い主 はこ の よう に嘆願 され ま

した。 「父 よ，彼 らをお ゆ る しくだ さ い。彼

らは何 を して いる のか， わ か らず にい るの

で す。」(ル カ23：34)真 理 を知 りた くて も，

それが どこ にあ るか知 らない ため に真理 か

ら遠 ざか って い る人が た くさんいます。(教

義 と聖 約123：12参 照)

8.「 純 粋 な宗 教」 を実践 す る。 ク リス

チ ャン と して の奉 仕 に携 わ って下 さ い。病

ん でい る 人や 困 ってい る 人を助 け て下 さい。

父 親の い ない家 庭 や夫 に先 立 たれ た姉 妹 の

家 を訪 問 して下 さ い。 そ して教 会 の内 外を

問 わず ，あわれ み深 くあ って下 さ い。(ヤ コ

ブ1：27;ア ルマ1：30参 照 〉 ，

9.今 あ る疑問 の 中 には答 え を得 る こと

の で きない もの もあ る し， また信 仰 によ っ

て しか受 け入 れ られ な い こと もた くさん あ

るこ とを忘 れな い。 主の 天使 が ア ダムに尋

ね て言 い ました。 「汝何故 に主 に 犠 牲 を捧

ぐるや。」 と。 ア ダムは 答 えて言 い ま した。
いま しめ

「われ その 故 を知 らず
， た だ主 の誠 命 に従

うのみ 」(モ ーセ5：6)い つ か私 た ち も

モ リヤ の 山 に呼 ば れ，事 前 に十 分 な説明 も

なし に愛 する イサ ク をいけ にえに捧 げ るよ

うに命 じられ る ことが あ るか も知 れ ませ ん。

信 仰は 福音 の 第一 原 則で す。 そ してそ れは

繋
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進 歩 の原則 な ので す。'

サ タ ンとサ タ ンに従 う者が 実 在す る こ と

を，専 任宣教 師 以上 によ く知 って い る人は

少な いの では ない か と思 います。 なぜ な ら，

宣教 師は， 罪 との戦 いの最 前線 で働 く時 に

頭 上 をか すめ て飛 んで くる悪魔 の放 つ 火矢

に さらさ れる か らです。 しか しな が ら， 私

はす べて の宣教 師 とす べ ての教 会 員 に約束

した い と思い ます。 も し， 今述 べ た9つ の

ことに堅 実 に従 うな らば， 皆 さん は勝 利 を

得， 決 して信仰 と証 を失 う ことは な いで し

ょう。

同時 に，私 は次 の よ うに断 言 し ます。

1.私 た ちの み業 に敵対 す る もの の存 在

が， み業 の神 聖 さ を証 して い ます。 私 たち

が サタ ンの軍 勢 に とって 脅威 で なか っ たな

ら， 彼 らは 力 を結 集 して 私 た ちに向 か って

くるで しょうか。

2。 もし私 たちが この 敵対 す る もの と戦

って勝 利 を得 るな らば， それ らは私 た ちの

人生 を精 練 して清 める役 割 を果 たす で し ょ

う。 讃 美歌 の一 節 に次 の よう にあ りま す。

「つ らき試 しの ある 時

わ があ われ み与 え られ ん
なれ

試 し汝 をそ こな わず

た だ黄 金 と屑 とを分 け
て だて

えら、ζミための 手段 な り」

(「主 の み言葉 は」 讃 美歌96番 〉

救 い主 はさ ま ざまの 苦 しみ に よって 従順

を学 ばれ ま した。(ヘブ ル5：8参 照)ジ ョ

セフ ・ス ミスに敵 が与 え られ たの も， 彼 の

経験 の ため， 彼 に 「善 か らん ため」 で した。

(教義 と聖約122：7参 照)

3.私 た ちが泳 ぎ慣 れ た水 は，ジョセフ ・

ス ミスや 他の 人 々が泳 い だ苦 難の 川 に比 べ

れ ば， ほ んの 水 た ま りにす ぎませ ん。(教義

と聖 約127：2参 照)
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4.敵 が い くら力 をふ る っ たと して も，

私 たち の携 わ る業は並 し く， 必ず 勝 利 をお

さめ ます。 初 期 の聖徒 た ちは次 の言 葉 に支
なんぴと かいな

え られていました。・「何 人か よ くか よわ き腕

を さ し伸 べ て， 神 の命 じた ま える水 路 を流
ながれ とと

る る ミズー リの 流 を止 め， ま たは これ を逆

流せ しむ るこ とを得 ん や。 もし， よ くこれ
な う

を為 し得れ ば全 能 の神 が末 日聖 徒 の頭 上 に

い と高 き所 よ り知 識 を注 ぎた もうを 止む る

こ とを得 ん。」(教 義 と聖 約121：33)

ブ リガ ム ・ヤ ング大 管長 は 言い ま した。

「モ ルモ ニ ズム に敵 対 す る時
， あ な たは そ

の成長 を助 け てい る ので あ って， 決 して妨

げて い るので はな い。 全能 の神 が そ う定 め

られ たの であ る。」(α駝o%欝 昭 げ8ガghα 形

ro観g「 ブ リガ ム ・ヤ ング説 教集 」)

信仰 の へ りを歩 い てい る 人々は ， ど うか

中央 の安 全 な道 を歩 む よう に努 めて下 さい。

その ため には ，指 導 者の 勧告 に耳 を傾 け ，

聖 徒 た ち との 交わ りを 絶 や さず， 神 の徳 高

きみ 言葉 によ って 自ら を養 う ことで す。 信

仰 の な い人 に影響 されて， 正 しい道 か らは

ずれ た り， 自らを滅 ぽ した りす る こ との な

い よ うに して下 さ い。(モ ロナ イ6参 照)

私 は， 最 も悪 質 な盗み を働 く人 々の た め

に， す なわ ち貴重 な証 を 人々か らはぎ と る

盗 人の ため に祈 りたい と思 い ます。 そ の よ

うな行 な いを続 け て も， 夜 見 る夢 のむ な し

さと空虚 さを味 わ うだ けで す。(II二一 フ ァ

ィ27：3， 使徒5：33-39参 照)

神 は 私 たち が罪 と戦 う時 に助 け て下 さ い

ます。 私 たち の数 は少 な く， 支配 をす る領

土 は小 さ いか も知 れ ませ ん。 しか し，「義 と

大 き な栄光 にかが や く神 の能 力 とを以 て武

装 し」(1二 一 フ ァ イ14：14〉 前進 しよ うで

は あ り ませ ん か。 イエ ス ・キ リス トの み 名

に よ りお祈 り申 し上げ ま す。 アー メン。



「わたしの羊 は

わたしの声に聞き従 う」

七十人第一定員会会員

菊地 良彦

兄鷲智襲篇駕望餐麓籍
権 と感 じる と共 に， へ りくだ る思 いで一杯

で す。 主の み た まを通 して 英語 で皆 さ ん に

私 の気持 ち を お伝 えで き るよ う祈 って い ま

す。

私 は， 天 の御 父 が生 きて お られ るこ とを

全 身全 霊 で知 って いま す。天 父 は まこ とに

生 きて お られ ます。 天父 は幕 の彼 方 に いて，

私 たち の心 か らの祈 りを聞 こ うと してお ら

れ ます。 天 父は過 去 も現 在 も，子 供 た ちに

語 ってお られ ます。 そ して， 天 父は ア メ リ

カ大陸 に住ん だ 人々 に御 子 イエ ス ・キ リス

トを紹 介 され ました。

モ ルモ ン経 は次 の よ うに証 して い ます 。

「…… 天 か ら出 て くる よう な声が 聞 えた が
，

わか

群 衆 は これが何 を言 って い るか解 らなか っ

たの であ た りを見 まわ した。 この 声 は荒 々

しい声 で もな く， また高 い声 で もなか った

が， 小 さな声 で あ りなが ら もこれ を聞 い た

者 た ちの骨 の 髄 まで つ き通 るよ うで あ って，

か れ らは全 身 こと ごと くふ るえお のの い た。

この声 は ま こ とにかれ らの中心 にまで 浸 み

わ た り心 が燃 え る ような感 じを与 えた 。
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さて， この声 は三度 まで聞 え たが， かれ

らは このた び はよ く聞 き分 ける よ うに心 を

注 いで声 の す る方 向へ 目を向 け， その 声が

出 て くる天 を じっ と眺 め た。

す る と三度 目には その声 の意 味 が解 っ た。

そ の声 は，『わが 喜 ぶ愛 子 を見 よ。 われ は
よ

これ に由 りてす で にわが名 の栄光 を示 しぬ。

わが愛 子 に聞 け』 とかれ ら に仰 せ にな って

い た。」(皿 二 一 フ ァイ11：3，5-7)

私 は， こ の同 じ天父 が 東半球 で もユ ダヤ

人 に語 りか け られ た こ とを知 って い ます。

主 イエ ス ・キ リス トが バ プテ スマ をお受 け

に なった 時の ことを，聖 書 は次 の よ うに証

して い ます。

「… … す る と， 見 よ， 天 が 開け，神 の御

霊 が は との よ うに 自分 の上 に下 って くるの

を， ご らん にな った。

また天 か ら声が あって言った， 『これ はわ

た しの愛 す る子 ， わた しの心 にか な う者 で

ある』。」(マ タイ3：16-17)

1820年 の早春 の ある朝 ， ニ ュー ヨー ク州

で， 御 父 と御 子 が少 年 ジ ョセ フ ・ス ミス に

姿 を現 わ され ま した。 ジ ョセ フ ・ス ミスは

次 の よ うに証 して い ます。

「私 は 自分 の真上 に太 陽 に も増 して輝 く

一 つの光 の柱 を見 た
。 そ して その光 の柱 は

次 第 に下 りて きて， 光 はつ い に私 の上 にふ

り注 いだ。

・そ して その光 が私 の上 に留 った時
，

も

私 は筆紙 に尽 し難 い輝 き と栄 光 と を有 ち た

もう二 人 の御 方 が私 の真 上 の空 中 に立 ち た

もうの を見 た。 そ して その 中の お一 人が私

に言葉 を かけ て私 の名 を呼 びた ま い， 他 の

お一 人 を指 して 『こは わが愛 子 な り， 彼 に

聞 け』 と仰 せ られ た。」(ジ ョセ フ ・ス ミス

2：16-17)

私 は， ジ ョセフ ・ス ミスが父 な る神 と御

子 イエ ス ・キ リス トに まみ えた こ とを知 っ

て い ます。 ま た， ジ ョセフ は神 の まこ との
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生 け る予 言者 で した。現 代 の ジ ョセフ ・ス

ミス， 東西両 半球 にお け る古 代 の弟子 たち

と同様 に，私 は天 父の証 ， す なわ ち 「ナザ

レの イエ スは わた しの愛 す る子， わた しの

心 にかな う者 であ る。 彼 に聞 け」 と言 われ

た言葉 が真 実 であ る こと を知 って い ます。

ナ ザ レの イエス はユ ダヤ に生 まれ， ガ リ

ラヤ の海辺 を， そ して パ レス チナ の野 を歩

まれ ま した。私 た ち は， 主御 自身 が友 人 ラ

ザ ロの妹 マル タ に語 った証 に耳 を傾 ける必

要 が あ ります 。

「わ た しはよ みが え りで あ り， 命 であ る。

わ牟しを信 じる者 は，た とい死 んでも生 きる。

また，生 きて いて， わ た しを信 じる者 は，

いつ まで も死 な ない。 あ なた は これ を信 じ

るか。」(ヨ ハ ネ11：25-26)

兄 弟 姉 妹 ，私 は 心 か ら こ の こ と を信 じ

て い ます。 この 同 じ イ エ ス が， 地 上 に神

の 王 国 を 再 び建 設 す る た め に必 要 な すべ

ての権威 と権 能 を， ジ ョセ フ ・ス ミス に授

け られ ま した。 これ によ り， す べ ての 人が

御 父の愛 子 の声 に耳 を傾 け る機会 逢得 たの

です。

天 の御 父 は私 た ち をこ よな く愛 して お ら

れる ため， 愛す る御 子 を通 して， 私 た ちが
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こ の世 で進 むべ き道 を示 して下 さ いま した。

ま た福 音 の 回復 に よ り， 永遠 の幸 福 を見 い

だ す道 を備 えて下 さい ま した。

兄 弟姉 妹 の皆 さ ん， 日本 と韓 国 で も多 く

の天 父 の子供 たち が， 天 父 の証 を信 じ， 御

子 の言葉 に耳 を傾 け よう と してい ます 。

私 はこの 大会 に出発 す る少 し前 に，13年

前 に夫 を失 くした ひ と りの 未亡 人 か ら手 紙

を受 け取 りました 。 その手紙 には次 の よ う

な ことが 書 いて あ りま した 。「私 は 女 手 ひ

とつ でふ た りの息子 を育 て て き ま した 。高

校 に通 って いる長 男の バプ テ スマ会 に出席

して， 温 か い雰 囲 気 に包 まれ るの を感 じま

した。 私 は聖徒 の皆 さん の温 か い心 に感動

し ました。 そ して心が 高鳴 り， またへ りく

だ るの を感 じま した。 息子 が 白 い衣 を まと

って， 水 の 中に入 って行 き ま した。 ステ ー

キ部長 の奥 様 が， 水 に沈 め られ る こと によ

って 息子 の罪 が 洗 い流 され るこ と を， 小声

で説 明 して下 さい ま した 。 その美 しい光景

に， 涙 が こみ上 げ，心 に喜 びの声 を上 げて

い ま した。私 が 自分 自身 の こ とを考 え たの

は その時 で す。私 は どうな のだ ろ うら私 は

どうな のだ ろ う。私 も罪 を洗 い流 され るの

だ ろ うか。 罪が 洗 い流 され て清 くなる ので

あれ ば， 私 もバ プ テス マを受 け た い。J

それ か ら4日 間， 主 に祈 り求 め， 宜教 師

と共 に学 ん だ彼 女 は， 救 い主 の もと に来 て

バ プテ スマ を受 け ま した。 それ か ら少 しし

て， 彼女 の 末 の息子 さん もバプ テ スマ の水

1と入 りました。 今， この阿 南政子 姉妹 と、三・

た りの息子 さんは， 東京神 殿 で， 亡 くな っ

た 父親 と共 にこの世 か ら永遠 にわ た る結 び

固 め を受 ける準備 を して います 。悲 しみ と

絶望 か ら幸福 と喜 びへ， 人 々の心 を変 え る

福 音 の力 は何 と偉大 な ことで し ょうか 。 ジ

ョセ フ ・ス ミス に授 け られ た力 が 人々 の心

を変 え るこ とがで き るの は，'何と大 いな る

こ とで し ょうか。



私 は福 音 が 回復 され，神 の真 実 の教 会 が

この地 上 に 回復 され た こと を知 って い ます。

私 はす べ ての 友人 た ち に， 来 て この命 の水

を飲 み ， 次の御 父 の証 を信 じる よ うにお招

き します 。「〔こは〕 わが喜 、彗ミ愛子 … …わ が

愛子 に聞 け。」(III二 一 フ ァイ11：7)

私 は，御 父 の愛 した もう御 子 の 声 を聞 き

た い人 々 に と って ， モル モ ン経 が聖 書 と同

じ親 し さを も って 語 りか け るこ とを知 っ て

います 。 モル モ ン経 は神 の言葉 で あ り， 人

の心 を変 え る力 を持 って い るので す。

こ こで， 救 い主 の声 を聞い たあ る韓 国 の
チョウ

兄弟 の 話 を しま し ょう。長 兄弟 が妻 とふ た

りの子供 ， それ に母 親 を残 して家 を出 て か

ら9カ 月 が過 ぎて い ま した。 そ してあ る 日，

光 州 で伝 道 して いた宣教 師が， 長兄 弟 の家

族 を見 つ け ま した 。家族 は宣教 師 と勉 強 を

始 め，後 にバ プ テス マを受 け ま した。 宣教

師 は この家 族 と家庭 の 夕 べの プ ログ ラム を

始 め ま した。

あ る 日，7歳 にな る上 の娘 が宣教 師 か ら

モ ルモ ン経 を買 い求 め， それ に父親 の た め

に， 彼女 の短 い なが ら も美 しい証 を書 き ま

した。 それ か らふ た りの宣教 師が その モ ル

モ ン経 を持 って父親 の とこ ろに行 き，福 音

聖徒 の遺/1982年4月 号

が真 実 で あ り家 庭 が大切 であ るこ とを証 し

ま した 。父親 は， 見ず知 らず のそ の、言・た り

が， なぜ 自分 や 自分 の家 族 の こ とを心 配 す

るの だろ う と考 え ま した。 そ して その夜，

彼 はモ ル モ ン経 を読 み始 め屡 あの声 を聞 い

た ので す。 そ して彼 は， 娘 が書 い た証 を見

つ け ま した。 こ う書 い て あ りま した 。

「ア ボ ジ
， アボ ジ， ア ボジ。(父 親 の意)

お 父 さん と家 庭 の 夕べ を した いです 。お 父

さん帰 っ て来 て。 お父 さん がす きで す。大

す きで す。 お父 さ ん， モル モ ン経 を読 ん で

くだ さい。天 のお父 さま はお父 さん をあ い

して いま す。」

モル モ ン経 の言葉 と娘 の証 に心 を打た れ

た長 兄弟 は， 宣教 師 にバプ テ スマ を施 して

くれ るよ うに頼 み ま した。 こ う して この家

族 は再 び ひ とつ とな り， 長兄 弟 は光州 第3

ワ ー ド部 の監督 に召 され ま した。 彼 はモ ル

モ ン経 か ら救 い主 の声 を聞 いた生 ける模 範

と して， 今 こ の会 場 に出席 して い ます。

御 子 につ い ての御 父 ゐ証 をすべ て の民 に

伝 え よう と働 く宣教 師 は， 何 とか けが えの

な い存 在 で し ょうか。 皆 さん の周 りに は，

た くさ んの長 監督 や阿南姉 妹 が い るので す。

私 は， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ールが主

の予 言者 で あ る こ とを知 って います 。大管

長 は，主 の再 臨 が近 い ので歩 み を速 め るよ

う に， しか も今 それ を行 なう よう に指 示 し

て お られ ます。 皆 さん は主 の業 のた め に全

身傷 だ らけで ある か もしれ ませ ん。 しか し，

皆 さん は次 の 山 に登 る備 えがで きて い ます。

私 たち は皆 さ んを愛 して います。 皆 さん が

必 要 で す。

兄 弟姉 妹 の皆 さ ん，へ りくだ って予 言者

の言 葉 に耳 を傾 け て歩 み を速 め， 別 の長監

督 ， 阿南 姉妹 と この美 し い福 音 を分 か ち合

お うで は あ りませ んか。 へ りくだ り主 イエ

ス ・キ リス トの聖 な るみ名 によ り， お祈 り

します。 アー メ ン。
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さ と

理由を諭す

七 十人 第一 定 員会 会 員

ポ ー ル ・H・ダ ン

兄翻弩盤鷲漂篇跳糞紮
きる こと をたいへ ん うれ しく思 って い ます。

私 た ちは皆， 同 じみ た ま を享 受 し合 う 「福

音 の友 」で あ りま す。

御存 じのよ うに， 大会 は霊 を高揚 させ ，

友 と交 わ り， 賢明 な助 言 を受 ける最 高 の時

です。 この大会 で いろ い ろな助 言 を聞 き な

が ら， あ る若 い スポー ツ マ ンの こ とを思 い

出 してい ま した。 この青 年 は ほ とん どの ス

ポ ーツは 手が けて い ま したが， スカ イダ イ

ビ ング だけは や った こ とがあ りませ んで し

た。 そ こで ジ ャンプ の仕 方 を教 える コー ス

を取 って講議 を受 け る こ とに しま した。

その 内に， 初 めて 空 を飛 ぶ 日がや って 来

ま した。 とこ ろが この青 年， 空 を飛 、ζミのが

少々怖 くな り， 講師 の と ころ に行 って， こ

う言 ったの で す。 「どうも，飛 ぶ気 が しない

のです が… …」

講師 が言 いました。 「大丈 夫 だ よ。危 な く

な いよ うに君 には ふた つ余 分 にパ ラ シ ュー

トを付 け てお こ う。」

飛行 機 は離 陸 し，上 昇 を続 けて900メ ー

トル上空 にや って き ま した。青 年 は怖 れ と

116

震 え を覚 えなが ら， 青空 に向か って 飛び 出

したの です。

急 降下 を続 けな が ら， 青年 は600メ ー ト

ル辺 りま で降 りて き た時 に， パ ラシ ュー ト

の ひ もを 引 くこ とを思 い 出 しま した。 そ し

て， ひ もを引 い たの です が， パ ラシ ュー ト

が 開 き ません。 次 に ，2本 目の ひ もを引 い

たの です が， これ も開 きませ ん。 つ いに，

3本 目の ひ も も引い たの です が， ベ ラシ ュ

ー トは全 く開 か ない ので す。

青年 はあ わて ま した。 す る と， 地上 か ら

ひ と りの 男が上 昇 して きて， す ぐそば を通

りかか りま した。パ ラシ ュー トの青年 は そ

の男 に 向 か って 叫 び ま した。 「失 礼 です け

ど， パ ラ シュー トにつ いて何 か知 ってい ま

すか。」

そ の 男 は 答 え ま し た。 「い い え。」 そ し

て こう叫 ん だの です。 「私は石 油 ス トーブの

爆 発 で飛 ば されて き たん です け ど， コー ル

マ ン製の石 油 ス トー ブの使 い方御 存 じあ り

ませ んか。」

・私 た ちは だれ で も良 い助 言 を必 要 と して

い ます。 両親 だけで な く， 多 くの若者 が よ

くこ う尋 ね て きます 。 「福 音 を意 義 の あ る

もっ と役 立 つ もの とす るた め に どの よ うな

教 え方 を した ら よいで し ょうか。」そ こで い

か な る考 え方， あ るい は原 則 であ ろう と，

そ れ を学 び，行 ない を改 める の に必 要 な5

段 階が あ る と私 は考 えて い ます。 その大 切

な5段 階 につ いて 説明 しま し ょう。

まず 第一 に， 当人 を福音 の 中 にさ らす こ

とで す。 第二 に， 反復 し， 繰 り返 す こ とで

す。 第三 に， なぜ そうす るの か， そ の理 由

を教 え るこ と(理 解 させ る こ と)で す。年
い かん

齢 の如 何 を 問わ ずす べ ての 人は ただ福 音 を

原則 として受 け入れ る だけ で なく， なぜ 福

音 に従 わな けれ ば な らない のか を知 りたい

と思 ってい ま す。 これ は教育 の 中 で も最 も

大切 な要 素 の ひ とつ で す。理 由を理 解 させ



る こ とな しに， 第4の 確信 ， そ して 第5の

応 用 は あ り得 な いか らです。

若 人 に理 由を 聞か れ て， 「聖 典 に そ う 書

かれ て いる か ら」 とか 「指導 者 が こう言 っ

て いる か ら」 とい った答 え が 多過 ぎる よ う

に思 われ ます。 若 人は なぜ聖 典 に そ う書 か

れ てい るの か， なぜ指 導 者 が それ ほ ど心 配

す るの かを知 りた が ってい ます。

大 分昔 の こ とで すが， あ る大 学 で私 が実

際 に経験 した こ とを ここで 少 し述 べて みた

い と、思い ます。

ある 時，私 は 若 人 との特別 な集 会 に参加

してい ま した。 そ こで私 た ちは神 殿 結婚 に

つ いて話 し合 い ました。 集 会 を終 えて， 私

は3人 の女性 と一 緒 に歩 きなが ら部 屋 を 出

ま した。 その 内の ひ と りは，特 に私 が よ く

知 って い る人 で した。 こ の女性 は 以前 か ら

教 会員 以外 の 人 とデー トを してい る と聞 い

て い ま した の で， 人は普 通 ， デー トの相 手

と結婚 す る よう にな る とい うこ とを それ と

な く話 し，そ の後 で こう言 い ました。 「君が

神 殿 結婚 をす る 日に は，ぜ ひ結 び 固め を さ

せ て も らいた い と考 えて い るんで す よ。」

す る と彼 女 は私 を見 て， こう言 った ので

す。 「で も，私 は神 殿 では結 婚 しないかもし

れ ませ ん。」

「それ は どう して で す か。」私 は尋 ね ま

した。 それ か ら彼 女 は何 と もけ げん そ うな

面持 ちで私 を見つ め て， こ う言 いま した。

「じゃ
， なぜ私 は神殿 で結 婚 しなけれ ば な

らな いの です か。」

さ て， 父親 ，母 親 そ して教 師 の皆 さん は，

この質 問 に何 と答 え た らよ いで し ょうか。

ほ とん どの教 師 と同 じよ うに， 私 も一 瞬

どう答 えて よい かわ か りませ ん で した。 そ

して， 聖霊 の導 き を願 いな が ら， こう答 え

たの です。 「それでは，あな たは なぜ神 殿 結

婚 を しない ので すか。」

彼女 は私 を じっ と見 て， こ う言 い ました。

聖徒 の道/r982年4月 号

「本 当 にその理 由 が知 りたい ので すか。」

「は い
， その わ け を教 えて下 さ い。」

「私 のお 父 さん
， 知 って い るで し ょ。」

「ええ
， か な りよ く知 って いるつ もりです

け ど……」

彼女 は 答 えました。 「父 は人前 でいいかっ

こ うを して いる だけ なん です。 確 か に， 素

晴 ら しい人 だ と思 います が， 少 し偽 善 者的

な とこ ろが あ ります。 一度 ， 父が 家 で母 や

私 た ち に何 と言 って い るか御 覧 にな った ら

い い と，思い ます。 もち ろん， 父 と母 は神殿

で結婚 し ました。 で も私 は， あ の ような結

婚 生 活 を した くは ない ので す。」彼女は続け

ま した。 「それか ら，何 々兄弟 姉妹 を知 って

いますか。」別 の知 人の名 が挙 げ られ ま した。

私 は 答 えま した。 「ええ， 知 って い ま す

よ。」

「あ る時， 私 は 彼 らの子供 た ち のベ ビー

シッタ ー を引 き受 けた こ とがあ ります。 彼

らも神 殿 で結 婚 したの です が， とにか くあ

の よ うな結婚 生 活 は送 りた くない と思 った

の です。」 そ して， 彼女 は こ う言い ま した。

「それ では 何 々氏御 夫 妻 を御 存 じです か。」

こ の御 夫婦 は私 た ちが 住ん で いる地 域 で最

も模 範 的 な夫婦 だ と言 われ て いる 人で した。

教会 員 で はあ りません が， 子供 が10人 いま

す。彼女 はこう続 け ます。 「私 は この夫婦 の

家 のベ ビー シ ッター も したの です が，私 は

彼 ら の よう な結 婚 を した い と思 い ます。」

さ て，御 両親 ， そ して教 師 の皆 さん は何

と答 え ますか。 それ で もなお聖 典 に はこ う

書 かれ て い ます と言 い ますか。 残 念 なが ら，

ほ とん どの指導 者 は その よ うに しか教 え な

いの です。 若 人 はな ぜ そう なる のか， その

理 由 を求 め てい ます。

私 は この若 い女 の子 の話 を聞 きなが ら，

正 直 言 って何 と答え て よいか わ か りません

で した。 そ して，そ ば にい た もうひ と りの

女 の子 に尋 ね ま した。 「あなたは どう思 い ま

117



すか。」

彼女 は福音 が よ くわかづ て い る子 で した。

その友達 に向か って， こ う言 ったの です。

「ジャ ン
， あ なたの 言 って い るこ とは少 し

不 公平 じゃない か し ら。」

「どう して?」 ジ ャンは尋 ね ま した。

「だ って
， あな たは私 た ちが信 じた り，

教 えた りして いる こ とや， この よ うな生 活

を しなさ い と言 われ て い るこ とを 必ず しも

守 って いな い人 の例 を引 っば ってきて ，教 会

全 体 を批判 してい るん で す もの。 それ じゃ，

私 の質 問 に答 えて。最近 ，何 か精 神 的に困っ

た こと， た とえ ばデ ー トや試 験で 失敗 した

とか， 悩 みの 原 因 とな るよ うな 困 った状 況

に陥 っ た とか で あな たが 苦 しん でい る時 に，

お 父さ んが部 屋 に入 って きて ベ ッ ドの端 に

腰 かけ て頭 をなでな が ら， 『ひとりで悩ん で

いる ようだ った ら， お父 さ んが祝 福 して あ

げよ うか』 と言 われ た こ とがあ る?」

ジャ ンは 彼女 を見 て 答 え ま した 。「私 の

お父 さんは そ んな こ として くれ な いわ。」

友達 の女性 は言 い ま し た。 「私 の お 父 さ

ん はいつ で も祝 福 を施 して くれ る の よ。」

それか らふ た りは彼 女の 父親 が普 段 か ら

どのよ うに して家族 を教 えて い るか につ い

て話 し合 い まし た。 彼 女 は家族 の祈 りにつ

いて触れ， その利 点 を8つ か9つ ，一 息 に

説 明 しま した。 私 には ジ ャンの気 持 ちが少

し変 わ って きた ことが わか りました。 「わ か

ったわ。私 もそ の よう な結 婚 を した い と思

う。」

それ か ら数 カ 月後， 私 は， そ の女性 の結

婚 式 を神 殿 で執 り行 な い，大 き な感動 を覚

えま した。 あの 集会 か らの帰 りの夜 に， 彼

女 に ひ とつ の大 き な変化 が訪 れ た ので す。

結婚 の前 後 に起 こる誤 った選択 は反抗 と

か故意 に よる過 ち が原 因で は な く， そ のほ

とん どが誤 った知 識 ， 誤解， 理解 不 足 に よ

る ものです。 大 抵 の場合 ，夫 婦 が 永遠 の結
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婚 とは どうい う もの であ り， なぜ 大切 な の

か ， また どうすれ ば 永遠 の結婚 をす る こ と

が で き るか よ く知 ってい るな らば， だれ も

正 しい選 択 をす る よう に教 える必 要 はあ り

ませ ん。 反対 に人か ら正 しい選 択 をし ない

よ う言 い負 か され るこ と もない ので す。

若 人 の皆 さん にお 尋ね したい と思 い ます。

皆 さん は神 が なぜ私 た ち に制 限 を加 え， あ

る こ とを しな いよ うに勧 告 し，助 言 し， そ 、

して命令 を与 え られ る のか考 えた こ とが あ

る で し ょうか。 神 の戒 め は気 ま ぐれ で与 え

られた り， テ ス トの よう に人 を試 した りす

る だけ の もの で し ょうか。 それ と もあ る 人

に とって は大切 だが， あ る人 に とって は関

係 が ない とい った ごく大 ざ っぱ な もの で し

よ うか。

私 は そう は思 い ませ ん。 神 の戒 めは 賢 明

な父親 が 与 え る愛 にあふ れ た勧告 の言 葉 で

す。神 が 感情 ，感 覚， 体 を有 し， しか も愛

に あ、ζ・れ た 天父 で ある とい う ことか ら考 え

てみ て も， ほか に考 え よう が ないの です。

神 が 戒 め を与 え られ る唯 一 の理 由 は， 私 た

ち を愛 し，私 たち に幸せ にな って もらいた

い か らです。 純 潔 を守 る こ とはそ の最 もよ

い例 だ と思 い ます。 純 潔 を守 る こ とは それ

自体 が 大 きな祝 福 であ り， 永遠 の伴 侶 のた

め に 自分 の身 を守 る こ とは ふ た りの絆 を さ

らに美 しく， 喜び の 多い もの にす る こ とを，

神 は よ く知 ってお られ ました。 それ は， 目

の 前 の一 円玉 を とるか ， それ と もず っ と後

の ダ イヤ モ ン ドを とるか とい っ た問題 か も

しれ ませ ん。 結婚 前 の 肉体 関 係 に よって も

た らされ る喜 び はほ んの一 時 的 な もので あ

り，結 婚 してか ら味 わ う大 きな喜 び とは 比

較 にな りませ ん。 しか も結 婚 前 の 肉体 関係

は，結 婚 後 の喜 びの可 能性 を も破 壊 して し

ま うの です。

純 潔 を守 る こ とは銀行 に預 金 をす る よ う

な もの です。 自分 の身 を守 る こ とは， 自分



が捧 げ る唯一 の 人の た めに喜 ぴ を貯 え るこ

と にほか な りませ ん。そ れは， 「私 は すべ て

あな た の もので す。 ほか に だれ に もこ の身

をあ げ た ことが あ りませ ん」 と言 う喜 びで

もあ ります。

しか し， あ る人は こう言 うか もしれ ませ

ん。 「す で に結婚 す る相 手 が 決 ま って い た

り，婚 約 も済 ませ， 結婚 式 を待 つ だけ だ っ

た ら， ど うで し ょうか。」

結婚 は単 な る儀 式 で はあ りませ ん。 誓約

です。 神 と， そ して 自分 の伴 侶 と交 わ す誓

約の儀 式で す。 そ の時 まで待 つ こ とが真 の

愛 を表 わす こ とで あ り， 互 い に尊敬 し合 う

ことな ので す。

あ る人 は また こう言 うか もしれ ませ ん。

「私 た ちは お互 い に愛 し過 ぎ るほ ど愛 し合

ってい ます の で， これ 以上 待つ ことは で き

ませ ん。」しか し，愛 には愛 し過 ぎる とい う

こと はあ りませ ん。 利 己心 が強 過 ぎ るの で

す。 神 の勧 告 を ないが しろ にし， 貞操 を犯

す利 己心 に強過 ぎる とい う ことが あ って も，

愛 に は強過 ぎる とい うこ とは ない ので す。
タ

いか な る愛 で あろ う と， 永遠 の愛 と呼ば

れ る よう にな る ため には， その 中に尊敬 ，

信仰 ， 信頼 ，賞 賛， 誉 れ がな けれ ば な りま

せ ん。 そ して 肉体 的， 感情 的 な もの だけ で

な く， 霊 的，精 神 的 な ものが なけ れ ばな り

ませ ん。 この世 だけ の結婚 にし ろ， 永 遠 の

結婚 に しろ， こ う した霊 的，精 神 的 な要素

の な い結婚 関係 は存在 し得 ないの で す。 メ

ロ ドラマ は この よ うな要素 が 欠落 したた め

に起 こる 悲劇 を描 い た もので す。

皆 さん の 中で 肉体 的な愛 に支 配 され や す

い人が い る なら ば， その 人は何 と して もそ

れ を抑 制 し， 愛 の他 の要素 に 目を向 ける べ

きです 。 「抑 える」とい う言葉 は，ア ルマ が

そ の 息子 シ ブロ ンに勧 告 を与 え た時 に使 っ

た言葉 で す。 「一切 の欲 を抑えて愛 に満ちよ。」

(ア ルマ38：12)情 欲 を抑 える こ とによ っ
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て 強 さ と力が増 し， 愛 が深 まって き ます。

馬を御 す方 法 にふ たつ あ ります。 ひ とつ は

馬を殺 す こ とであ り， もうひ とつ は馬 の欲

を抑 えて し まう ことで す。 ア ルマ は情欲 を

殺 して しま え とは決 して いい ませ んで した。

情欲 は邪悪 な もの で あ り， 持 って はな らな

い もの と も言 い ませ んで した。 む し ろ， 私

たち は欲 す る もの を抑 え， 手 に いれ た い力

を抑 え るよ うに努 力 する必 要 があ ります。

馬 は人 間 よ りも力 があ ります。 です か ら，

人が 馬 を抑 え， その 力を支 配 して役 立 つ も

の とする の です。 同様 に， 情欲 も私 た ち よ

り強 い もので す。 そ こで その情 欲 を抑 えて

その 力を統 御 し， 活 か して結婚 の絆 を強め，

永遠 へ と至 らせ るの です。 人が 馬を御 す る

と同 じよう に，情欲 を抑 え るこ とを知 ら な

けれ ばな りませ ん。

肉体 関係 は浪 費 し， 無 駄 に使 うには あ ま

りに も美 しく価 値 あ る もの です。 ち ょう ど

輝 や く銀 の スプ ー ンの よう に， 晩 さん会 の

前 にさび させ て しま って は もっ たい ないで

はあ りませ んか。

私 たち が学 ぶ 時， 「なぜ 」と問 いか け，そ

の理 由 を尋 ね るこ とが正 しい態度 を養 い，

行 な い を変 える こ とを覚 え てい ただ きた い

と思 い ます。 神 の恵 みが あ って，私 たちが

知 恵 を も って教 え， 賢 く しか も正 しい理 解

を もた らす こ とがで き るよ う， イエ ス ・キ

リス トの み名 に よ ってお祈 り します。 アー

メ ン。
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憐れみ

七十 人第 一定 員会 会 員

マ リオ ン ・D・ハ ン クス

私鷺意、類吻篇う篇 慕弛
重 に祝福 にみち てい る。 与 える 者 を祝福 し，

そう して受 け取 る者 を祝福 する」 と言 い，

加 えて 「地上 の 力は， 慈 悲 が正義 を和 らげ

る時，神 の 力 に近 い もの となる」 と語 りま

した。(「ヴェニ スの 商 人」一第4幕 ， 第1場 。

菅泰 男訳)

今私 の話 を聞 い てい る方 は， 慈悲 の心 は

大切 な もの であ る と考 えて いる 人ば か りだ

と思 います。 しか し，単 な る原 則 と して の

憐 れ み， 口先 だけ の憐れ み は， 行 な いの な

い信仰 ， うわべ だ けの悔 い改 め， 見せ か け

の愛 と同様 ，何 の役 に も立 ち ませ ん し， 力

もあ りませ ん。
い

何 年か 前の こ と， 私 は あ る人か ら少々 居
たけだか

丈 高な呼 び 出 しを受 け， 新 任 の伝 道部 長 と

して その人 に会 い に行 き ま した。 な か なか

立 派 な入な のです が頑 固 な と ころ を持 って

いる 人でし た。 私 を 呼ん だの は， あ る宣 教

師 が犯 したひ とつの 間違 い につ いて 話 し合

うた めで した。

そ の間違 い とい うの も悪 意で し た ことで
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は な く， ち ょっ とした誤 解が 元 で生 じ た も

ので した。 当の 宣教 師は 誠意 を尽 くして わ
いさぎよ

びて い ま した し， 私 もその潔 い態 度 に満 足

してい ま した。 しか し彼は そ うでは あ りま

せ んで した。 何 らか の罰 を， しか も公 け の

場 で 与 える よ うに と言 って譲 りませ ん。 そ

ん な こ とをすれ ば その 宣教 師 に恥 を かか せ

る こ とに な るのは 目に見 えてい ます。 彼は

絶対 に罪の 償 いが必 要 で，私 が その よ うに

取 りはか らわ なけれ ば な らな い と言 う ので

す。

私 たち はお互 いに相 手 を説得 しよう と し

ま した。正 義 は償 い を求 め，憐 れみ が正 義

の働 き を奪 うこ とはで き ない， とい うのが

彼 の考 え で した。

私 は それ も確 か に その通 りであ り， 彼の

その 言葉 は モル モ ン経の あ る箇所 に 出て い

る もので あ る と言い ま した。 そ こには， か

つ て 自分 もすが るよ うな 思 いで憐れ み を請

い， その 願 いを 聞 き届け られ た経 験 を持つ

ひ と りの 神 の僕 が，今 度 は 自分 の 息子 を諭

して い る言葉 が 書か れて い ます。 その 息子

は重 大 な罪 を犯 しなが ら悔 い改 めをせ ず，

それ を弁 明 し よう と して い ま した。 アル マ

とい う名の 父親 は息 子の コ リア ン トンに腰

罪 の意義 とそれ が もた らす 結果 につ いて教

えま したが ，正 義の 働 き を認め なが らも，

キ リス トの神聖 な賜 を通 して与えられた 「憐

み の計 画」 につ いて3度 も証 して います。

「憐 み は悔改 めをす る 人々 に及ぶ。」

「憐 み を受 け るに 足る一切 の人 々に憐 み

が 及.ζミ。」(ア ル マ42：23，24)

「悔い 改め もまた許 さ れて い る。 憐 みは

悔 い 改め を要 求 する。そうでなければ，正 義

は 人に要 求 して律 法 をきび しく行 ない ……」

(ア ル マ42：22)

コ リア ン トンは父 親の 言葉 に従 って悔 い



改め，罪 の赦 しを得 ま した。そ して， 「この

偉 大 な憐 み の計画 が こ の国 の民 に も及 ぶ よ

う に民が 悔 改め をす る ため」 再 び伝 道 活動

に戻 っ たの です。(ア ル マ42：31)

コ リア ン トンの 罪は 大き な もの で したが ，

そ の宣教 師 の場 合 は， 悪 意 に よる もの で も

な けれ ば， それ ほ ど大 き な もの で もあ りま

せ んで した。 それ で私 は話 し合 い で解 決が

つ く と思 って いた ので すが ， そ うは行 き ま

せ んで した。

私 を呼 んだ その 人は テ ーブ ルの 上 に身 を

乗 り出す よ うに し， 激 しい 口調 で こ う言 い

ま した。 「正義 を要 求 し ます。」

私 は静 か に， 「憐 れ み を望 み ます」 と答

えま した。

彼 は3回 も， 声 高 に 「正 義 を要 求 す る」

と繰 り返 しま した。

彼 は段 々 と熱 を帯 び た 口調 にな って き ま

した が， 私 の方 は その度 に 声 を落 と しなが

ら， 静 か 犀 「憐 れみ が 必要 だ と思 い ます」

と応 じま した。

結 局私 た ちは ， 然る べき 制裁 を加 えるか

憐 れ み を加 え るか を決 める のは 私 の責 任で

あ る とい う ことを確 認 して その 話 し合 い を

終 え まし た。

その 彼 も今 では この世 の 人で はな く， 永

遠 の世 界 にお いて報 いを得 て い ます。 彼 の

こと を思 う時， 心 に敬 愛 の念 を覚 え ます。

私 は彼 の 人柄 が よ くわか り彼 が 好き にな り

ま した。 そ して彼 に も私 た ち と同 じよ う に，

キ リス トが 罪を悔 い 改め る 人に約 束 され た

憐 れ みが 必要 な のだ とい う こ とを知 る よ う

にな りま した。

「正 義 で す」 「憐 れ み で すJと 言 い合 っ

たあ の時 の こ とを よ く思 い 出 し ます 。

そ して 最 近の ことで すが ，今 話 した こ と

が あ った場 所か ら地 球 を半 周 した所 で， 私
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は もうひ と りの立 派 な男性 と同席 する機 会

を得 ま した。 彼が 入 って くる と，部 屋 の中

には， 明る く， また暖 か で とて も楽 しい雰

囲気 が漂 い ま した。 彼は教 会 に 入る前 と後

の 自分 の生 活 につい て話 して くれ ま したが，

私 は 非常 に興 味 深 くその 話 を聞 きま した。

この 教会 に 入る 前の 彼 は名 ばか りの ク リス

チ ャ ンで， 荒 くれ男 た ちに交 じって 激 しい

労 働 を して い ま した。 そ して彼 には 人 につ

られ る と どん な悪 い習慣 にで も身を染 めて

しま うと ころが あ り ました。 また奥 さん や

子供 た ちの こと を顧 み る こ ともな く， か え

って うる さが る とい う風で した。 その上，

ひ ど く健康 を害 して いたの です。

そ して あ る時， ふ た りの青年 が彼 の家 の

ドア を叩 き ま した。 彼 らは主 の代理 人 でし

た。 ふた りは彼 と彼 の家族 に， 永遠 の真理

の お とず れ を伝 えま した。 イエ ス ・キ リス

トの福 音 と教 会 の 回復 につ いて， また， 神

の 目に はす べて の個 人， 家族 が大切 な存在

で ある こ と， 神 の計 画 を通 して知 る ことが

で きる 人生 の 目的 と意義 ，家 族 の絆 は永遠

の もの にす る こ とが で きる とい う こと，そ

して それ らが真 実で あ るか ど うかを 自分で

知 るた め の方法 が備 えられ てお り，熱 心 に
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求 める 人には聖 霊 に よる証 が与 え られ る と

いう ことです。

彼は その言 葉 に耳 を傾 け，信 じ ました。

そ して す ぐに悪 い習慣 を捨 て 去 りまし た。

奥 さん と子供 た ち もそれ に な らい， 新 しい

生 活が始 ま りまし た。 彼 らは学 び， 祈 り，

主 をあ がめ， 教 会員 と な りま した。 そ して

みた まの光 の 中に生 き る よう にな りま した。

仕 事の 方 も良 くな り，新 しい機 会 が与 え ら

れ ，信 頼 され て周 りの評 判 も打 って変 わ っ

て良 くな りま した。

彼は話 の最 後 に確 固 とした 非常 に印象 的

な 言葉 を残 しま した。 そ の 中に は一 片の 自

意 識 も見 られ ませ ん で した。 ま た決 して大

言 壮語 を したわ けで もなく， 二心 が あ って

言 った ので もあ りませ んで した。 彼 は こ う

言 ったのです。 「私 に もひ とつ だ け主 に似 た

と ころが あ ります。 そ れは持 ち前 の憐 れ み

深 さです。」

持 ち前 の憐 れみ 深さ。

聖典 を読 ん で いなが ら， 父 な る神 と御 子

もこの特性 を有 してお られ ると い うこ とに

気 がつ かな いよ うな 人は い ない と思 い ます。

天父 は憐 れ み と いう特性 を備 えて お られ

ます。 イザ ヤの 時代， 主 は御 自身 の民 に厳

しい忠告 と訓戒 の 言葉 を与 え られ ま した。

「彼 らは そむけ る 民， 偽 りを言 う子 ら， 主

の教 えを聞 こう としな い子 らだ。

彼 らは先 見者 にむか って 『見 るな』 と言

い，預 言者 にむか って は 『正 し い事 をわ れ

われ に預 言す る な，耳 に聞 きよ いこ と を語

れ，迷 わ しご とせ よ… …』 と言 う。」(イ ザ

ヤ30：9-10)

主 は 民が心 を かた く なに して不 法 な行 な

いを し， 主 を拒 み，俗 世 の権 力 に頼 ん でい

るこ とを挙 げ ま した。 に もかか わ らず， 聖

書に は次の よ うに書かれています。 「それ ゆ
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え， 主 は待 ってい て， あ なた がた に 恵み を

施 され る。 そ れゆ え， 主 は立 ちあ が って，

あ な たが た をあわ れ まれ る。 主は 公平 の神

で いらせ られ る。 す べて 主 を待 ち望 む者 は

さ いわ いで ある。」(イ ザ ヤ30：18)

主 は慈 悲深 く も私 た ちを待 ってい て下 さ

り， 憐 れみ を もって 愛 して下 さるの です。

予 言者 た ちは主 を 「あ われ み深 き 父」 と呼

ん で い ます。(IIコ リン ト1：3)彼 らは主

の 「豊 か なあ われ み」(1ペ テ ロ1：3)に

つ い て語 り， 「悔 い改 めて その心をかた くな

にせ ざる者は… …憐み を求 む る権 利を受 く」

(ア ルマ12：34)と 宣 言 し，神 の 「智 恵一…1

憐 み と御 恵 み」(II二 一 フ ァイ9：8)を 強

調 しま した。 そ して これ らす べて の上 に来

る のが， 天 父は 「いつ く しみを喜 ば れ る」

とい う証 で す。(ミ カ7：18)

天父 は'隣れみ 深 い御 方で す。

憐 れ みは救 い主 の特性 で もあ ります。

主 は御 父か ら聞 いた こ とを世 に語 りま し

た。 「わたしは …… ただ 父が教 え て下 さった

ま まを話 して いた 」。(ヨ ハ ネ8：28)

聖典 で は，主は 人 のか たちを とり，∫わ た

し たち の弱 さを思 い」 や られ(ヘ ブ ル4：

15)， 「神 の みま え にあわ れみ 深 い忠実 な大

祭 司 とな って， 民の 罪 をあ がな う ため に，

あ らゆ る点 にお い て兄 弟た ち と同 じよ うに

な らね ば な らなか った」 と教 え られ て いま

す。(ヘ ブ ル2：17)

寛大 に受 け 入れ， 苦 しみ を共 に して 下さ

る御方 が お られ ます。 この 御方 は 誤解 を受

けて 人 々に拒 まれ， 例 え よ うのな い孤 独感

を味 わわ れ ま した。 また， 貧 し く 「ま くら

す る所」(マ タ イ8：20)も な く，心 の 中に

は激 しい苦 しみ と葛 藤が あ りま した。

主 は 寛容 な御 方で す。

主 は 赦 しを与 え， や す らぎを 与 えて下 さ



い ます。

救 い 主の特 性 は憐 れ み深 さで す。

そ して主 は私 た ち に もそ の特 性 を身 につ

け るよ う に求 めて お られ ます。

「あ なた が たの 父な る神 が慈 悲 深 いよ う

に， あ なた が た も慈 悲 深い 者 となれ 。」(ル

カ6：36〉

私 た ちは ミカを通 して， 人 と しての 義務

を すべ て教 え られ てい ます。 私 た ちは へ り

くだ って神 と共 に 歩み， 同 胞 の中 にあ って

正 義 を行 な い， 「いつ くしみ を愛 」さ なけれ

ば な りませ ん。(ミ カ6：8〉

主 は私 た ちが 皆 隣れ み を必要 として い る

こ と と， 憐 れ みを受 け る上 で 欠か す こ との

で きな い条 件 につ いて， 礼 拝 をす るた め に

神 殿 に上 って行 ったふ た りの 男の た とえ話

の 中で 説明 さ れ ま した。 ひ とりは 自分 が完

成 され た義 人 であ る と誇 ら しげ に祈 り まし

た が， もう ひ と りの 人は 「目を天 にむけ よ

う とも しない で， 胸 を打 ちな が ら言 った，

『神 様
， 罪 人(つ みび と)の わ た しをお ゆ

る し下 さい』と。」主 は この正 直 で謙遜 な 人

につ い て 「神 に義 とされ て 自分 の家 に帰 っ

たの は， こ の取 税 人で あ って， あのパ リサ

イ人では なか った」と宣 言 され ま した。(ル

カ18：13-14)

主 は激 しく打 ちの め され て道端 に捨 て て

おか れ た人 のた とえ話 の中 で，憐 れ みの意

義 を教 え られ ま したが， そ の最後 に， 助 け

よ う とせ ず に行 って しま った、ζ・た りの 人と

立 ち止 まっ て助 け を与 えた 人 につ い て質 問

を しま した。 主 は この3人 の 内， 強盗 に襲

われ た 人の 隣 人に なっ たの はだれ か と尋ね

られ ま した。 次 の よう に書か れ てい ます。

「彼が 言った
， 『その 人に慈 悲深 い行 いを し

た 人で す』。 そ こで イエ スは 言わ れ た， 『あ
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なた も行 って同 じようにしなさ い』。」(ル カ

10：37)

この ように， 神が して下 さ った よ うに，

私た ち も憐 れ みを示 さ なけ れ ば な りませ ん。

助け を必要 として い ない 人は だれ もい ませ

んが それ だけ憐 れ みが 必要 とされ る機 会 も

多いとい うこ とで す。 詩 篇の作 者 は こ う叫

んで いま す。 「主 よ， わ た し を あ わ れ ん で

下 さい。わた しは悩 み苦 しんで います。」(詩

篇31：9)

人は皆悩 み苦 しん でい ます。 善 を行 ない，

罪 を犯 さない正 しい 人は世 にいませ ん。(伝

道7：20)

た とえ話の 中 での こ とです が， 救 い主 は

ひ とつ の重要 な 意味 を持 つ質 問 に答 え， 自

分 こ そが そ の飢 え， 渇 き，裸 で い た者 で あ

り， 家 を失 く し， 病 に苦 しみ， 獄 に 入れ ら

れ て いた者 であ る と言 わ れ ま し た。 「あ な

たが たは， わた しが 空腹 の と きに 食べ させ

一旅 人で あ った とき に宿 を貸 し」 と記 さ

れ て います。(マ タイ25：35)

この世 の苦 労 ， また， 罪 の 汚れ， 貧 困，

心 の痛 み， 無 力感， 孤独 ， 肉 身を失 った 悲

しみ， 疎 外感 な どの重荷 に苦 しん で いる 人

が無数 に いま す。 キ リス トが約 束 され た憐

れみ は， キ リス トを知 り， キ リス トに頼 る

人 に必ず与 え られ ます。 風 と波 を静 め られ

た主 は， 罪人 や悩 み 苦 しむ聖 徒 に平 安 を も

たらす こと もでき る ので す。 私 た ち は主 の

代理 人 と して その み 言葉 を語 るだ け で な く，

主 に代わ って， 主 が こ こにお られ た ら なさ

るよう に， 主 の最 も小 さ な兄 弟 たち にみ 言

葉 を実践 す るので す。

ア ジアのあ る難 民 キ ャンプ に， か つて は

教 務につ いて い たひ と りの若 い女 性 が い ま
さつ り く

した。 彼女 は国 の 中での 残 忍な殺 数 を 目に

し，母親 と共 に隣 国 へ逃 げ たの です。 彼女
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自身 もひ どい 暴行 を受 け て， この 堕落 し た

世 の 中で は もう二度 と言葉 を 口 に しまい と，

心 に 固 く誓 って い ま した。 それ は彼 女 と無

数 の 人々 に加 え られ た非 道 な行 為 に対 する

彼 女 な りの抗議 の し るしで し た。5年 以 上

もの 間， 彼女 はひ と言 もしゃべ りませ んで

した。 そ して あ る時， 彼女 は この教 会 の幾

人か の教会 員 に会 い，心 を動か され た ので

す。 その教 会 員た ち は毎 日，数 カ所の 難民

キ ャンプ で素 晴 ら しい愛 の働 き を して い ま

した。 私 た ちに代 わ って そ こで働 い てい た

この 無私 の精 神 の姉 妹 た ち には， 医学 の心

得 が あ ったわ け で も， 心 に傷 を 負う 人々 を

診 る専 門的 な資格 を持 ってい たわ け で もあ

りません で した。 この姉妹 た ち は彼女 の た

め に祈 り， 彼 女 の手 を取 って 愛 の言葉 を か

け ま した。 する と彼 女が それ に 答え たの で

す。5年 ぶ りの 初め ての 言葉 で した。 以 来，

彼女 の 口には言 葉が 戻ってきました。 「静 ま

れ， 黙れ 」(マル コ4：39〉 と言 われ た御 方

の みた まが傷 つ き波 立つ 心の た だ 中に注 が

れ， 苦 しみ の風 と波 を静 め， 人に対 す る信

頼 と希 望 をよみ が え らせ た ので す。

あの 愛す べ き兄弟 は， 憐れ み への 道 を見

い だ し， 謙 虚 な態度 で 「それ は持 ち前の憐

れ み深 さ です」 と語 った言葉 を体 現 して み

せ て くれ ま した。私 た ち も彼が 掲 げた旗 と

同 じ旗 を掲 げ る ことが で きる よう に と， 自

分 自身 と家族， そ して皆 さんの た め に祈 る

もの です。

「だか ら
， わた したち は， あわれ み を受

け ， また， 恵み にあず か って 時機 を得 た助

け を受 け るた め に， はばか る こ とな く恵み

の 御座(み ざ)に 近 づ こ うで は な い か 。」

(ヘ ブル4：16)

イエ ス ・キ リス トのみ 名 によ って 申 し上

げ ます。 ア ー メン。



世界 に広 まる

ジョセフ・スミスの証

十 二使徒 定 員会 会 員

ジェー ムズ ・E・フ ァ ウス ト

18鞭 潔、18麗讐1織 灘 鵬
が上 がってか・ら大分 たってい ました。医師 の

ウ イ ラー ド ・リチ ャー ズとサ ミュエ ル ・H・

ス ミス， そ してほ か に9人 の 人々 が その 日

の 朝 の8時 か ら， イ リ ノイ州 の カー セー ジ

と ノーヴ ー をつ な ぐほ こ りっぽ い道 を歩 き

続 け てい ま した。 重 々 しい雰 囲気 の 行列 の

中 には2台 の 馬車 が 入 って い ました が， そ

の上 に載 せ た荷 を強 烈 な太 陽の光 か ら守 る

た めに， か ん木 で葎 い を しでい ま した。

馬車 に積 まれ た その荷 とは， 身 の丈1メ

ー トル80セ ンチ，38年 の歳 月 を生 きて き た

ジ ョセ フ ・ス ミス と， 彼の 兄で あ り， 上背
よわい

も もう少 しあ る， 齢44の ハ イ ラム の なき が

らで した。

疲れ た体 で ノー ヴー へ の道 を進 む リチ ャ

ー ズ医師 と殺 され たふ た りの 兄弟 で あ るサ

ミュエル ・ス ミスは， 前 の 日，顔 を塗 り銃

を持 った 暴徒 た ち にジ ョセ フ とハ イラ ムが

射 ち殺 され た時 の こ どを話 して い ま した。

多分， 身を守 るた めだ った ので し ょう。 ふ

た りの犠 牲 者 は リチ ャー ズ医 師 とジ ョン ・

テ イラ ー と共 にカ ーセ ー ジの牢 獄 に泊 まっ
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て い ました。 そ こへ ，150人 か ら200人 もい

よ う とい う暴徒 たちが な だれ込 み， 目的の

ジ ョセ フ とハ イ ラム を射殺 したの です。

ふ た りの死 の知 らせ は，末 日聖徒 イエス・

キ リス ト教 会 の 本部 のあ る ノー ヴー に， す

で に届 い て いま した。 遺体 を載せ た 馬車 と

疲 れ た足 を ひき ず る警 固の 人た ちが ノー ヴ

ー に入 って 来た 時
， 数千 人の市 民が深 い 哀

惜 の 情 を もって 一行 を迎 えま した。

ノー ヴー ・マ ンシ ョンで 馬車 か らそ っと

運び 降 ろさ れ た， ふ た りの 血 に染 まった遺

体 は，頭 か らつ ま先 まで， 丁 寧 に汚れ を拭

き取 り， た くさん あ る傷 の部分 には綿 を詰

め， 薬 を塗 りま した。 そ の後， デスマ スク

を取 り， 質素 で 美 しい服 が着 せ られ ました。

これ らの 準備 が 済む と， その 夜 は遺族 を初

め， 生前 親 し くして いた 多くの 人々 との対

面 に付せ られ ました。 そ して 明 くる土 曜 日，

悲 しみ に沈 む1万 人以上 もの聖徒 が， 愛 す

る予 言 者 ジ ョセフ と， その 兄の 祝福 師ハ イ

ラ ムの 遺骸 に向か って， 最 後の 別れ を告 げ

た ので す。 そ れか ら， ふ た りの遺体 は秘密

の 内に丁 寧 に埋葬 され ま した。(研s≠o型 げ

≠h6C物%76h「 教 会歴 史.」6：614-31参 照)

ジ ョセフ ・ス ミス に敵 意 を持 って い た者

た ちの 中 には その恥 ずべ き行 為 に狂喜 す る

者 もあ り， 彼が 回復 し， 自らの命 を捧 げ た

こ の教 会は， 彼 と共 に滅び る だろ うと言 う

人 も多 くいま した。

しか し， 敵 に とって は 驚き だっ たこ とで

し ょう。 教 会 は死 に絶 え る こと もな く， ジ

ョセ フ ・ス ミスが 始 めた 業 もその 死 と共 に

終 わ る こと はあ りませ ん で した。 それ か ら

1世 紀半 の 間 に起 きた事 柄 は， この並 外れ

た 人物 ジ ョセ フ ・ス ミスが 成 し遂 げ た事 柄

の永 遠性 を雄 弁 に証 してい ます。 彼が 回復

し た教 会は世 界各地 で 驚 くべ き成長 を見て

き ま した。 そ こか ら生 まれ た宣教 師制 度 と

福 祉プ ロ グラ ムは， 他 の何 もの に も勝 って
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優れ た もの です。 そ の統 治 形態 によ り， す

べ ての ふさ わ しい男性 会 員 には ，神 か ら与

え られ た神権 の権 能 と権 威 が授 け られ ます

が， 同 時に， 女性 も男性 と同様 に高 貴 な存

在 であ る ことを 認め て いま す。 教会 には啓

示 を通 して与 え られ た健康 の律 法が あ り，

現世 におけ る喜 び につ いて も，世 の 人々 よ

りもは るか に恵 まれ た状 態 にあ ります。 ま

た教 会 は神 の啓示 によ って諸 々 の鍵 と， 人

の救 い に関わ る 原則， 生 者 と死 者 の双 方 に

永遠 の救 い を もた らす儀 式 を授 け られ て い

ます。

これ らの ほか に も様 々な理 由 が あ ります

が， 何 百万 とい う 人が末 日聖 徒 イエ ス ・キ

リス ト教 会 の会 員 にな って い ます。 しか し

真 の教会 員 と呼 ばれ る には， ジ ョセフ ・ス

ミスが真理 の啓示 を受 けた神 の 予 言者 で あ

る こ とを確信 で きる よ う にな らな けれ ば な

りませ ん。 父な る神 と御 子 イエ ス ・キ リス

トが ジ ョセ フ ・ス ミス に現 われ ， この 地上

にキ リス トの教 会を再 建 す る とい う召 し を

与 え られ た こ とを，一 人一 人が確 信 す る必

要が あ るの です。

私 にはそ の確 信 が あ りま す。 私は 謙虚 な

気持 ち で， ジ ョセフ ・ス ミス とその 働 き に

対 する私 の証 を支 え る事柄 につ いて ， 幾つ

か皆 さ んに お話 した い と思 い ます。 私 の証

は霊 的 な もので あ.り， 科 学 的な もの で も，

歴 史的 な もので もあ りませ ん。 予言 者 ジ ョ

セ フ ・ス ミスを通 して地上 に回 復 され， そ

の後 を継 い だすべ て の予 言者 によ って教 え

られ た まま のイ エス ・キ リス トの福 音 が，

科学 的 な方法 だ けで 完全 に証 明 され 得 る も

の とは，私 には思 え ませ ん。 そ れは 信仰 に

よ って受 け 入れ ， 神 の賜 と力 とに よ って理

解 され るべ きもののはずで す。例 えば ，1833

年2月27日 に ジ ョセ フ ・ス ミス を通 して明

らか に され た真理 は， 茶， コー ヒー ， タバ

コ， ア ルコー ル性 飲料 の 有害性 を説 い てい
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ます。 そ して今 日， こ の教 えが確 か な もの

であ る こ とは科 学的 に証 明 され てい ます。

しか し， 私 が思 う に， 知 恵 の言葉(教 義 と

聖 約89章)に あ る偉 大 な約 束は霊 的 な もの

です。 そ こには， 知 恵 と知 識の大 い な る宝

と， イ スラ エル の子 供 たち を過 ぎ越 して い

った よ う に， さつ り くの天使 は私 た ち を過

ぎ越 してい くとい う約束 が され てい ます。

(教 義 と聖 約89：19，21参 照)

ジ ョセフ ・ス ミスが貢 献 した事 柄 で最 も

重 要 な のは， 古代 の 記録 を 元に する， 神 の

み言 葉 を載 せた 神聖 な書 物す なわ ち モル モ

ン経 の翻 訳 と出版で す。 それ が初 め て世 に

出 され た1830年 には， モ ル モ ン経 は金 属板

を原 版 と し， 南 北両 ア メ リカ大陸 の古 代 の

文 明 につ い て語 った もの で ある とい う， ジ

ョセ フ ・ス ミスの言葉 の裏 付 け とな る科学

的な証 拠 や 歴 史的 な証 拠は 何ひ とつ あ りま

せ ん で した。 しか し今 日で はそ う した外 的

な証 拠が数 多く発見 され， ジ ョセフ ・ス ミ

スが モ ルモ ン経 につ いて 言 って いた こ との

真 実性 を裏書 き して い ます。

しか し， 私 た ちは それ で もなお， モ ルモ

ン経 に対 す る確信 を さ らに強 い もの とす る

ため に霊 的 な証 を求 め ます。批 評 家た ちは

長 年 に わた って モル モ ン経 に対 す る他 の解

釈 を試 みて き ました が， 成功 した 試 しがあ

りませ ん。 その 起源 に関 す る様 々 な説 があ

わの よ うに 浮か んで は消 えて い きま した。

そ して モル モ ン経は今 もなお， イエ スがキ

リス トであ るこ とを証 し， 生 き続 けて い る

ので す。

何 の偏 見 も持 たず， 物事 を分 析 的 に判断

す る 学 者 た ち は， ジ ョセ フ ・ス ミス の よ

うな， アメ リカ の辺境 で育 った無 学の 少年

が モ ルモ ン経 を書 き著 わ す ことは とて も無

理 で あ る と言っ てい ます。 その 中には 非常

に 多くの 高遠 な概 念が 記 され， また， 様々

な文体 で 書か れ， ひ とつ に まとめ られ た事



実 を 見て も， ひ と りの 人が それ を著 わ した

とい う ことは 全 く考 え られ ない こ とです。

真 剣 に尋 ね求 め るな ら， 信仰 によ る導 き を

受 け， ジ ョセ フ ・ス ミスは変 体 エ ジプ ト文

字 を刻 ん だ古 代 の金 版か らモル モ ン経 を翻

訳 した こ とを信 じ る よう にな るで し ょう。

ジ ョセ フ ・ス ミスが モ ルモ ン経 を翻 訳 した

こ と に強 い疑 いを 向け る説 もあ りま したが，

確 か にそ の通 りと認め られ て， 今 な お残 っ

て い る ものは ひ とつ もあ りませ ん。 これ ま

で1世 紀半 にわた って 証拠 が積 み 上 げ られ

て き ま した。 そ して それ らの 証拠 は， ジ ョ

セ フ ・ス ミスが何 の 欠け る と ころ もな く，

率 直 かつ 謙遜 に真 理 を語 っ た こと を， ます

ます 強 く断言 してき て います。

ジ ョセ フ ・ス ミスに対 す る私 の証 を 申 し

・上 げ ま したが ，私 は 彼が 偉 大 な霊 的な 力 と

共 に， 人 として の弱 さ を持 って い た こと も

承 知 してい ます。 ジ ョセフ は 自分 を神 の よ

う な人 間 だ と言 っ た こと もな けれ ば， 完全

な 人間 だ と言 った こ と もあ りませ ん。 彼が

言 った の は，神 か ら与 え られ た神 聖 な務 め

を 果た そ う と心 か らの 努 力 を して は いる が，

自分 も 人間 と して の感 情 と不 完全 さ と を持

つ ，死 す べ き存在 で ある と い うこ とだけ で

す。1842年10月29日 ， ノー ヴー に到 着 した

ば か りの 幾 人か の教会 員 に与 え た勧告 が 記

録 として 残 され てい ます が， ジ ョセ フ ・ス

ミスは その 中で 自分 自身につ い て言 っ てい

ます。 「私 は 彼 らに，自分 もひと りの人 間 に

過 ぎず， 完全 だ と思 われ て は 困る と言 った。

もし彼 らが私 に完全 さ を求 め るな ら， 私 も

それ を 彼 らに求 め なけ れば な らな い。 しか

し， 彼 らが 私 や兄 弟た ちの 弱 さ に耐 えて く

れるなら，私 も彼 らの弱点 に耐 えてい こう。」

(研s≠oη げ 渉h6Ch鰯 痂 「教 会 歴 史」51

181)

私 は彼 の偽 る こ とを知 ら ない率 直 さ に感

銘 を覚 えます。 とい うの は， 彼 は 自分 の 人

間的 な弱 さ を認 める だけ で な く， 自分 に向

け られた， 愛 に満 ちた主 の叱責 の言葉 を も

記録 して い たの です。 時 には優 し く， 時 に

は厳 しく， その よ うな戒 め の言葉 が神 か ら

与 え られ ま したが， そ の度 に彼 は神 の代弁

人 と して， それ を他 の 人 に口述 筆記 させ て

い たの です。 その ひ とつ の例 が 教義 と聖約
しか

5章21節 にあ ります。 「而 して，われ 今汝 わ

が 僕 ジ ョセフ に，悔 改 め をな してわ が前 に

一 層 ま っす ぐに道 を 歩き決 して もはや 人間

の い ざな い に負け ぬ よう に命 ず。」

ジ ョセ フは 完全 さ を求 めて努 力 し ました

が ， 決 して 自分 を完 全 な人間 だ とは言 い ま

せん で した。 途 方 も無 い偽 りをで っ ち上 げ，

人 を欺 き， だ まそ う とい うの な ら， どう し

て 自分 の弱 点 をその ま ま 人に知 らせ るよ う

な こ とを したの で し ょうか。 自分 の 弱さ を

認 め， 神 の慈 悲深 い懲 ら しめの 言葉 を も明

らか にす る とい う彼の真 っ正 直 な態 度は，

彼 の誠 実 な人柄 を よ く伝 えて います。 それ

は 人が 陥 りや すい性 癖 や利 己心 とは 真 っ向

うか ら対立 す る宣 言で あ り， 告 白です。 そ
いしずえ

の ゆ えに こそ， 彼 の言 葉 は確 かな礎 の上 に

立 って い た と言 うこ とが でき るの です。

彼 とて も その よ うな こと をすれ ば，憎 し

み ， あ ざけ りづ非 難 の言 葉が 浴び せ られる

よ うに なる こ とは承知 して い ました。 それ

で も， あ りの ままの事 実 を話 したので す。

彼 はそ の召 し を受 けて 間 もない 頃， その よ

う な困 難な 生涯 に対 して心構 えをさせ られ

て い ま した。 父な る神 と イエ ス ・キ リス ト

の 輝 か し い示 現 を受 け て わ ずか3年 後 の

1823年 ，彼 は 天使 モ ロナ イか ら， 自分 の 名

前 がす べて の 国民， 血 族， 国語 の民 の 中に

善 くも悪 し く も語 り伝 え られ る ことを 聞か

されていました。(ジ ョセ フ ・ス ミス2：33

参 照)そ れで もなお， 悪魔 の執 拗 な攻撃 と
やみ

迫 害 と は ジ ョセ フ を 驚 か し ， 「ど う して ，暗
れんごう

の 力が聯 合 して 私 に逆 らづて 来 たので ある
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か。 私 が まだ幼 い時 に私 に対 して 反対 と迫
な ぜ

害が起 っ たの は何故 で 薦 るか」 と言わ しめ

たの です。(ジ ョセフ ・ス ミス2：20〉 しか

し， 彼 は それ らの 困難 と敵 意 と に打 ち勝 ち，

か えって 強さ を増 し加 えて い っ たの です。

ジ ョセ フ ・ス ミス も時 と して 罪を犯 す こ

とが あ り， 人間的 な弱 さ を持 っ てい た こ と

を， 針小棒 大 に 言う こ とは妥 当 であ りませ

ん。 それ らは どんな 人に もあ る 小さ な こ と

だ った のです。 神 は ジ ョセフ とその 働 き を

祝福 され ました。 あ る時， 主 は ジ ョセ フ に

この よう に言 われ ま した。 「誠 に 主 か くの

如 く汝 に告 ぐ， わが僕 ジ ョセ フ ・ス ミス よ。
な

わ れは 汝の為 したる捧 物 と， 汝 自ら弱 き を

認 め たる を喜 ぶ。 そは，世 の弱 き者 によ り

て わが 智 恵を示 さん ため の 目的 に対 し汝 を

挙 げ たれば な り。」(教 義 と聖 約124：1〉

私 は ジ ョセ フ ・ス ミス と親 し く してい た

人々 に も強 く胸 を打 たれ る ものが あ り ます。

彼の性 格 は 多くの 人 を魅 了 し， 年 齢， 階 層

を問 わず あ らゆる 人々 を 引き付 け ま した。

彼か ら霊 感を受 け た 人々 の中 には， 聡 明，

ま た献身 的で才 能 に 恵まれ た 人が数 多 くい

ま した。 彼 らが ジ ョセ フ ・ス ミスが進 め た

業 に対 して示 した 勇気 は， そ の犠 牲， 苦 し

み， 献身 ぶ り と共 に， 常 人の 考 えを はる か

に 越え た もの で した。

初 め に，私 は医 者 のウ イ ラー ド ・リチ ャ

ー ズについてお話 しま したが
，彼の ジョセフ ・

ス ミス に対す る 忠実 さは典 型 的 な もので す。

ジ ョセ フは カー セー ジの 牢 獄 に行 く前 に，

リチャーズ医 師 にこう言いました。 「『私 た ち

が 監房 に行 く時 には， あ な た も一 緒 に行 き

ますか。』 それ に対 して， 彼 は 答え た。 『ジ

ョセフ 兄弟， あ な たは 川を渡 る時 には そ の

よ うに尋 ね ませ んで し た。 カー セ ー ジヘ 来

る時 も， 獄舎 に入 る時 も尋ね ませ んで した

ね。 だの に， 今 私が あ なた を見捨 てる と思

うので すか。 私 が どう す るかお 話 し ま しょ
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う。 も しあな たが 反逆 罪で 絞殺 され る こ と

にな った ら， あな た に代 わ って 私が そ の刑

を受 けま し ょう。 そ して あな たは 自由 に な

るので す。』ジ ョセ フが 『それ はで きな い』

と言 う と， 医 師は 『私 は そう する積 も りで

す』 と答 え た。」(E魏o型 げ 渉h6Ch郷6h「 教

会歴 史」6：616)

ジ ョセフ ・ス ミスが殉 教 し， その 後 を継

い だの は，実 地 に 多 くの 経験 を踏み， 豊 か

な才 能 に 恵まれ た ブ リガム ・ヤ ン グで した。

彼 は ジ ョセ フ ・ス ミスにつ いて こ う言 って

い ます。

「私 が初 め て彼 の説教 を聞 いた時 ，彼 は

天 と地 とをひ とつ に しま した。 そ の頃 の聖

職 者 たち はだれ も， 天 国や 地獄 ，神 ， 天使，

悪 魔 につ いて私 に何 も正 しい こ とを言 う こ

とが でき ませ んで した。 彼 らの無知 は エ ジ

プ ト人の それ と同 じで した。私 が ジ ョセフ ・

ス ミスを 見て いた 時， 彼 は， 比喩 的 に言 う

な らば， 天 をその 手 に取 り， それ を地上 ま
つ

で 降 ろ し， 地 を取 る と， 高 く上 げ， 神 に属

け る事 柄 を簡 潔 明瞭 に説 き明 か した ので す。

彼 の 説教 は見事 な もので した。」(動s60麗7s6s

げB7忽 勉 別y枷ng「 ブ リガムヤング説 教集」



P.458)

この教会 が1世 紀半 の 間 に成 し遂 げて き

た ことは， ジ ョセ フ ・ス ミスの話 が真 実 で

あ った とい うこ と をは っき りと物 語 っ てい

ます。 この教 会 の進展 ぶ りは人 々の 驚 異の

的で す。 末 日聖徒 の 多くは ジ ョセ フ ・ス、ミ

ス とそ の働 きに対 す る証 を 固 く守 って い ま

す。 ジ ョセ フの 時代 か ら始 ま って， 何 百万

と いう 人が，天 父 と御 子 に まみ え，イエ ス・

キ リス トの純 粋 な福 音 を地上 に回復 した と

い う ジ ョセ フ ・ス ミス の言葉 を，信 仰 に よ

っ て受 け 入れ， 聖霊 に よ って それ が真 実で

あ る こ とを確 信 してき ま した。

ジ ョセフ ・ス ミスは この 世 の生 を終 え ま

したが ， これか らも， 彼の 歴 史 につ いて細

か な吟 味や 粗探 しがな され ，批 判 や疑 問 を

浴 びせ られ ，厳 しく調 べ られ て い くこ とは

疑 い のな い とこ ろです。 しか し， 彼 の言葉

の 真実 性 に対 す る確証 もます ま す強 い もの

とな るで し ょう。 ま た， 回復 され た福 音 を

受 け 入れ た 人々の 献 身，決 意 もこれ まで と

同 じよ うに厳 しい試 しが 与 え られ ，過 去 に

おい て も 多くの 人々 が経験 した よ うに， 大

きな信 仰 の試 しがあ るで しょう。 しか し，

ジ ョセ フが そう であ っ たよ うに， 多 くの 人

は最 後 まで， 彼 に よって 回復 さ れた 福音 を

忠実 に守 っ て生 きて い くこ とで しょう。 時

の流 れ と共 に， ジ ョセ フ ・ス ミスは よ り大

き な存 在 と して そび え 立ち， 人々か らます

ます 大 きな 称賛 を受 け てい き ます。 そ して

多くの 人が， 彼 が伝 え て くれた メッセ ー ジ

と， 彼 が地 上 に回復 したみ 業の 永遠 の 目的

が神 か ら与 え られ た もので あ る との強 い証

を持 つ よ う になる で し ょう。 私 もそ う強 く

確信 して い ます。

私 の 家 系 には， ジ ョセ フ ・ス ミス が進 め

た 業が 真実 で あ る という証 が， ひ とつ の 遺

産 として代 々受 け 継が れ て きて いま す。 私

は それ を幼 い頃，母 のひ ざの上 で学 び ま し

た。 私 の高 祖 父エ ドワー ド ・パ ー トリッジ

は， 予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスが 迫害 の結果

命 を落 とす こと にな るまで の数年 間， 彼 と

非 常 に 親 し く して い ま し た。(E魏oη σ

孟加Ch獅 漉 「教 会 歴 史」4：132参 照)彼 は

ジ ョセ フか らバ プ テスマ を受 け ま した。 そ

して， 予 言 者 に授 け られ た 啓示 によ って，

回復 され た教 会 の最 初の 監督 として召 され

た ので す。

彼は その 召 しの ゆえ に， 無 法 な暴徒 たち

か らひ どい 苦 しみ や屈辱 を加 え られ， 辛い

思 い を しま したが， そ れで もな お，忠 実 さ

を 変 える こ とはあ りません で した。 その召

しを与 え て くれ た 啓示 が真 実な ものか どう

か を疑 った こと などは 決 してな か った と思

い ます。 予 言者 と親 しか った 人た ちと 同じ

よう に， 彼 も ジ ョセ フの思 い と心 をよ く知

って い ま した。 決 してだ まされ て いたの で

は あ りませ ん。 その生 き方 ， 死 に方 を見れ

ば ， 彼が偽 りを 言っ たの でな い ことは 明ら

か で す。 高祖 父の 献 身，苦 しみ，犠 牲 を見

る と， 彼 が ジ ョセフ ・ス ミスは霊 感さ れた

神 の僕 で あ る と何 の疑 い もなく信 じて いた

こ とが よ くわか ります。

私 に は この遺 産 に加 えて， 心の 奥 に秘 め

た確 た る証 があ ります。 それ は， 予言 者 ジ

ョセ フ ・ス ミスが神 の器 として， 救 い主が

自ら地 上 に足跡 を残 され て 以来 人類 に授け

られ て き た膨大 な量 の真 理 の言葉 を， 人々

の前 に明 らか に した とい うこ とです。

2日 にわ た って この 説教壇 か ら話 されて

き た こ とは，予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス によ

って私 た ちすべ て の者 に贈 られ た遺産 が さ

らに発 展 を遂 げて き た， その延 長線 にあ る

もの です。 それ は主 イエ ス ・キ リス トの導

きの ま まに， 人類 を救 い， 昇栄 させ る ため

に与 え られ た ものな ので す。 厚 い感 謝 の念

と共 に， よ みが え られ た キ リス トの み名 に

よ って この こ とを証 し ます， アー メ ン。
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「自分が何者であるか

思い起 こしなさい」

第一 副管 長

N・ エ ル ドン ・タナ ー

一 うして皆 さ ん と共 に午後 の集 会 に参加

}
で きた こ とを うれ し く思 い ます。 今 大

会 は， 私 が これ まで に経 験 した 中で， 最 も

素 晴 らしい大 会の ひ とつ だ と感 じて い ます。

大管長 が 欠席 して お られ る 中で， 私 たち は

特 に主 の みた ま を必要 として いた こ と と思

い ます。主 の みた まは確 か に私 た ち と共 に

あ りま した。 私 は 説教 を して下 さ った方 々

と，美 しいコ ーラ スを聴 か せ て下 さ った聖

歌 隊 の皆 さん に， 心 か ら感謝 します。 大 会

のそれ ぞれ の部 会 にお いて， 私 た ちは教 会

員 として どの よう な行動 をと るべ きか学 び

助 言 と勧 告 と を受 けま し た。 デ ビッ ド・0・

マ ッケ イ大管 長 の時代 に，大 管長 が 大会 に

出席 で き ない ことが あ りました。 そ の時，

マ ッケイ大管長 は副管 長 の私 に，・「タナー 副

管長 ，聖徒 たち に 自分 が何 者 であ る のか思

い起 こ させ， それ に、ζ・さ わ しい行動 を とる

ように教 えて下 さい」 と言い ま した。 この

「ふ さわ しい行 動 を とる
」 とい うこ とは，

今 の私 に とって非常 に大切 な こ とです。

皆 さん に 自分 が何 者 で ある のか思 い起 こ

して いた だ くため に，信 仰 箇条 を い くつか

引用 したいと思 います。 第1条 に， 「われ ら
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は， 永 遠 の父 な る神 と， その御 子 イエ ス ・

キ リス トと聖 霊 と を信 ず」(信 仰 箇条 第1

条)と あ り ます。 さて， 確 か に私 たち はそ

の通 り信 じて い ます。 しか し， 自分 が神 の

霊 の子供 で あ り， イエ ス ・キ リス トが救 い

主 であ る こ とを 日々思 い起 こ して いる な ら

ば， それ を どのよ うに行 な い に表 わ す で し

ょうか。 信 じてい るこ とを行 動 に移 すで し

ょうか。 もっ と情 熱 を込 め て行 な うで し ょ

うか， それ と も何 もせ ず に じ っと してい る

で し ょうか。 き ょうの この集 会の 中 で私 は

みた まの 導 きを強 く感 じる こ とが で き まし

た。 私 は今 私 の心 に強 く感 じてい る， 福音

の 中 で何 に も増 して大切 な こと を申 し上 げ

たい と思 い ます。 それ は， 主 の教 え に従 っ

て毎 日生 活す る こ とで す。皆 さん にお願 い

します。 人々 に 自分 が何 者 で ある のか思 い

起 こ させ， それ に ふさ わ しい行動 を とる よ

うに勧 め て下 さい。 、ζ・さわ しい行 動 を ど ろ

う とすれ ば， 神 の戒 め を守 る ことで しょ う。

私 たち は， 「永遠 の 父なる神 を信 ず」と宣 言

してい ます が，神 が私 たち の霊 の御 父で あ

る こと を本 当 に信 じ， それ にふ さわ し い行

ない を してるでしょうか。 また， 「御 子 イエ

ス ・キ リス トを信 ず」 と言い ます が， イエ

ス ・キ リス トが私 た ちの救 い主 で あ る こ と

を本 当 に信 じ， それ に・ζ・さわ しい生 活 を し

て い るで しょ うか。 そ して， いか な る時 に

もこ れ らの こ とを心 に留 めた な らば， それ

を行 ない に表 わす よ うに なる で し ょうか。

「われ らは
， 正 直，真 実， 貞潔， 慈善 ，

高徳 なるべ き こ と， お よび すべ て の人 に善

を行 うべ きを信 ず。」(信 仰 箇条 第13条 〉私

た ち はいつ も正 直 に生活 してい るで しょ う

か。 真実 ， 貞潔， 慈善 ， 高徳 を行 な い に表

わ して いる で し ょうか。 私 たち教 会 の兄 弟

.姉妹 は， 家庭 にお いて，子 供 や隣 人 と接 す

る時 におい て， あ るいは 会杜 におい て， そ

の よう な生活 をして いる で し ょうか。 この



信 仰 箇条 を いつ も心 に留 め て実践 してい く

な らば， そ れは何 と素 晴 らしい こ とでは な

いで しょ うか。

ひ とつ の例 を挙 げて， 私 の考 えて いる こ

とをお話 した い と思 い ま す。(私 が 以 前 に

聞 いた例 ほ ど適切 では な いか も しれ ませ ん

が)私 が カナ ダの アル バー タ州政 府 の代 表

として テキ サ ス州 の ダラ スヘ行 き， 多くの

法律 家 を前 に話 をす るよ うに頼 まれた 時の

ことで す。 テ キサ ス州知 事 は， 私 を次 の よ

うに 紹 介 し ま し た。 「タ ナー氏 は モ ルモ ン

教会 の 監督 を経 験 され， 現 在 は カナ ダのエ

ドモ ン トン支部 の支 部長 を務 めて お られ ま

す。 あの教 会 の監督 であ る と御 紹 介す れ ば，

ほ か に何 も 申 し上 げ る必要 は な いか と思 い

ます。」この賞 讃 の言葉 は私 に向 け られた も

聖徒の道/1982年4月 号

ので は あ りませ ん。 彼 の周 囲で役 職 を持 っ

て い た教会 員 に 向け られ た もので す。 彼 ら

はそれ ほ どの信 望 を得 て いた ので す。私 は

その 時 こう思 いま した。 「帰還 宣教 師が 『私

は戒 め をき ちん と守 って い る帰 還 宜教 師で

す』と言 え ば， 『ほか に何 むお 聞きする必要

はあ りませ ん』 と言 われ る よう にな った ら，

どん な に素 晴 ら しい こ とだ ろうか 」 と。

主 は あ らゆる 人の生 活 を御 存 じです。 そ

の主 か ら信頼 さ れて い る と一 人一 人 の神権

者 が 自覚 す る こ とが で きた ら， それ は どん

な に素晴 ら しいこ とで し ょうか。 この教会

の会 員 は その よ うな.ζ・さわ しい生 活 をす る

とい うきわ めて重 要 な責 任 を負 って い ます。

そ して， 私 た ちの善 い行 な い を見て， 人 々

が神 を賛美 す る よう にな らなけ れば な らな

い ので す。 私 たち は，毎 日その こ とを実践

しなけ れ ばな りませ ん。 この教 会の4百 万

人 の会 員 に加 えて， 福 音す なわ ち福音 の原

則 を実 践す るすべ ての 人々 が，正 し く正 直

に行 動 し， あ らゆ る点 で信 頼 され る人 間に

な る こ とが で きた な らば， 人 々は私 た ちに，

それ 以 上 の紹介 は求 めな くな るで し ょう。

この 大会 を終 える にあ た り， 心か ら祈 り

た い と思 い ます。 これ か らは も っと正 しい

生 活 を しよ う と心 に感 じた人 が， ひ と り残

らず その決 意 を行 な い に表 わ す ことが でき

ます よ うに。 また，正 直 に行動 し， 完全 に

什分 の一 を納 め， 自らを備 えて， 永遠 の結

婚 と家 族 へ の結 び固 め を可 能 にす る神 殿へ

入る こ とが で きます ように。

兄弟 姉妹 の皆 さん， 私 か ら皆 さん にお願

いす る こ とは， よ りよ い生 活 を しよ う とい

う決 意 を家庭 に持 ち帰 り，生 涯 にわ たって

それ を実 践 す る ことで す。 そ して， 人々の

模 範 とな って良 い影 響 を与 え，教 会 の大 き

な力 とな るこ とで す。 これ らす べて のこ と

を イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上 げ

ます。 ア ー メン。

131



「愛 はいつ まで も

絶 えることがない」

副 管長

ゴー ドン ・B・ヒ ン ク レ ー

愛する姉妹 の皆 さん。 タナ ー副管 長， ロ

ムニ ー副管 長， そ して ス ミス会 長 か ら

責 任 をい ただ き ま したの で少 しお話 した い

と思 い ます。扶 助協 会 の テーマは， 「愛 は い

つ まで も絶 え る こ とが な い」 です。 私 は こ

の テーマ に心 か ら感謝 してい ます 。

昨 晩，1856年 に移 住 したウ ィリー隊 とマ

ー テ ィン隊の ふた つ の手 車 隊 につ いて 少 し

調 べ る機会 が あ りま した。併 せ て千 人を越

したこの ふた つの 隊 は， スカ ンジナ ビア と

英国 か らの改宗 者 の隊 で した 。彼 らは合 衆

国 に遅 れ て到着 したため，アイオワシテ ィー

を発 って この盆 地 へ の長 い旅 につ い たの は，

時期 的 に非常 に遅 れ てい ま した。 そ の結果 ，

ふ たつの手 車 隊 はワ イオ ミングで雪 に見舞

われ ，道 を拒 まれ て しま い ました 。 とこ ろ

が幸 い に も， イ ギ リスか ら帰 る途 中 の数 人

の宣教 師 が一行 の そ ばを通 りかか りま した。

そ して彼 らは 手車 隊 の聖徒 た ちの 窮状 を 見

るや， この盆 地 に駆 け戻 り， ブ リガ ム ・ヤ

ング大管長 に手車 隊 の状態 を知 らせ たの で

す。 その 日は 土曜 日で，丁 度10月 の大 会 が

行 なわれ て い ました。 翌 日曜 日の 朝， ヤ ン

グ大 管長 は， この 一画 にあ った 旧タ バナ ク

160

ル にお いて 人々 の前 に立 つ と， 次の よう に

語 り ました。

「私 は これ か ら本 日を含 め大会 期 間 中 に

話 をされ る長 老 た ちに代 わ って， この民 に

ひ とつ の課題 を与 えた い と思 う。 それ は こ

う い うこ とであ る。 …… 私 た ちの 多 くの兄

弟姉 妹 が今手 車 を引 い て平原 を渡 って いる 。

お そ らく 多くの 入々 は現 在，ここから700マ

イ ルの所 まで来 てい る だ ろう。 彼 ら もこの

地 に連れ て来 なけれ ば な らない 。 その ため

に私 た ちは救 援 隊 を送 る必要 が あ る。 私 が

申 し上 げ たい課 題 というのは， 『彼 らをこの

地 に到着 させ る』 こ とであ る。 …一

これ が私 の信仰 であ り，私 が受 け て い る

聖霊 の命 令 であ る。 す なわ ち手車 隊 の 人々

を救 うこ とで ある。」

ヤ ング大管 長 は， 救援 に向か う隊 員 と幌

馬車 と御 者 を募 り， それ か ら この よ うに述

べ ま した。

「姉妹 の皆 さん には， これ らの手 車隊 に 』

い る男性 や婦 女 子 のた め に毛 布 ， スカ ー ト，

靴下 ，靴 な ど… … フー ド， 冬用 の ボ ンネ ッ

ト， ガー メ ン トそ の他 どのよ うな衣 類 で も

持 って きて い ただ き たい。」

この呼 び か けが行 な われ たの は 日曜 日で

した。 そ して2日 後 の 火曜 日の 朝 には， 食

糧 と物 資 を積 んだ16台 の荷 馬車 が，27人 の

若者 の御 す る16頭 の強健 なラバ に 引か れ て

こ の町 を 出発 した ので す。

これ が救援 隊 の派 遣 の始 ま りで した。 そ

の後 も救 援 の荷 馬車 は あ とを断 ち ませ んで

した。 そ して， 男性 が荷 馬車 とそれ を引 く

動物 を手配 し， 女性 は 自分 た ちの乏 しい貯

え の 中か ら食物 や衣 類， 毛布 その他 の必 要

な物 資 を集 め てき たの で した。(L87のR.

聯n， 施n46α7孟s如Z勿 η 「シオ ンに 向 か

う手 車 隊」pp.119-26参 照 〉

私 たち の歴 史を ひ とつ残 らず 振 り返 って

み て も， これ ほ ど雄 々 しい出来 事 はほ か に



あ りま廿 ん。手 車 で シオ ン に向か っ た これ

らの貧 しい人 々の 多 くは手 足 にひ どい凍傷

を負 い， あ る者 は息 も絶 え絶 えの 状態 で盆

地 に た ど り着 き ま したが， その時 ， この地

の婦 人た ちは彼 らに家 を開放 し， 食物 を与

え， 傷 の手 当 て を しま した。 そ して， そ の

長 い厳 冬の 間 中， 彼 ら を養 い励 ま し続 け ま

した。

「た といわ た しが
， 人 々の言 葉 や御使 た

ち の言葉 を語 って も， もし愛 が なけれ ば，
にようは ち

わ た しは， やか ま しい鐘 や騒 が しい鏡 鉢 と

同 じで あ る。」(1コ リン ト13：1)

その 当時 と同様今 も，貧 しい人 々 に援 助

の手 を差 し伸 べ ，寄 る辺 ない 人々 の友 とな

り， 飢 えた る者 に食物 を与 え， 病 人 を看 病

してい る扶助 協 会 の女性 たち を，神 は祝 福

してお られ ます 。「わ た しの兄弟 で あ るこれ

らの最 も小 さ い者 のひ と りにした のは， す

な わち， わ た し にした の であ る。」(マ タ イ

25：40)主 は この よ うに言 ってお られ ます。

と ころで， 異 な っ たタ イプの 愛 につ いて

一 言お話 した い と思 い ます。

赦 す， 他 人 の欠 点 に寛容 であ る，仲 間 を

嫉 妬 した り悪 く思 う気持 ち を 自制 す る， と

い った 意味 での 愛 につ いて お話 します。

かつ ては 大の 親友 だ った 、ζ・た りの女 性 が

い ま した。 ところ が，一 方 の女性 が 彼女 に

落 ち度 は なか った もの の，事 故 に よって結

局 も う一 方 の女性 の子 供 を死 に至 らしめ た

加 害 者 とな ったの です。 そ の子 の死 に よっ

て どち らの女 性 が一 番苦 しんだ かは 言 うに

難 いの です が，死 亡事 故 に巻 き込 まれ た母

親 でな い方 の女性 は， 以 来何 年 もの 間，亡

くな った子供 に対 して は もちろ ん， その不

幸 な事 態 におけ る 自分 の責 任 につい て， そ

れ にお そ ら くは子 供 を失 っ た母親 の気持 ち

以上 に深 く悲 しみ， 涙 を流 して き ました 。

我 が子 を失 っ たこ とを嘆 き悲 しむ母親 が憎

しみを感 じた こ とは， よ く理 解 で きます。

しか しなが ら 彼 女 の 方 で もず っ と前 に，

友 人に 罪は な く， 友 人 も涙 を流 して いる こ

とに気 づ くべ きで した し， 仕 返 し よ りもむ

しろ愛 を寄 せ るべ きで した。 愛 がなか った

た めに この女 性 は心 を む しばまれ ，幸福 を
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失 い， 日夜心 の苦 痛 と悲 しみ にさい な まれ

る結果 とな った ので す。

「この 愛 は キ リス トゐ 純 粋 な 愛」(モ ロ

ナイ7：47)で あ るとモ ロ ナ イは教 えて い

ます。 カル バ リの丘 で十 字架 におか か りに

な り，苦 しんで お られ た瞭 い主 が，御 自身

を残 酷 に も十 字架 につ けた 人々 を見下 ろ し

て， 「父よ，彼 らをお ゆ る しくだ さ い。 彼 ら

は何 を して い るのか， わか らず に いるの で

す。」(ル カ23：34)と 言 わ れた その 愛 です。

私の話 をお聞 き にな って い る人の 中 で，

も し人 に恨 み を持 った り憎 しみ をお ぼ えて

いる 人がお られ た な らば，私 はそ の方 々 に

心 を変 え る努 力 を する よ うに お願 い したい

と思 い ます。 必 ず憎 しみや苦 々 しさは消 え

去 ります。 しか し， 愛 は いつ まで も絶 え る

こ とが あ りませ ん。(1コ リン ト13：8参 照)

この問題 には もうひ とつ の面 が あ ります。

私 た ちの間 に批 判 の風潮 が広 が ってい る こ

とで す。 これ もお そ ら く時 勢 なの で し ょう。

私 た ちは，新 聞の 記事 や ラ ジオ ・テ レ ビの

解 説者 の話 か ら絶 えず影 響 を受 け てい ます。

私 には それ らの主 た る 目的 が あ ら捜 しをす

る こ との よ うに思 われ ます。批 判 的で， 時

に は悪 意 の ある非 難 も見 られ ます。 政 治 に

携 わる 人々の あ ら捜 し をし ます』 また教 会

指 導者 の批 判 を し ます。私 た ちは だれ しも

完全 で はあ りませ ん。 だ れで も時 には間違

い をす るの です。 この世 に生 を受 け て完全

だ った 人は ただ のひ と りしか い ませ ん。重

責 を担 って いる 人々 が必要 と してい るの は

非 難で はな く，励 ま しなの です。 方針 を立

て る人 に反感 を抱 いて いな が ら方 針 に従 え

るはず があ りませ ん。

皆 さん一 同 に， 若 い方 に も年配 の方 に も，

舌 を制 して他 人 の批 判 をす る こ とのな い よ

うに お願 い したい と思 い ます。 人 のあ ら捜

しを す る こ と は 実 に簡 単 で す。 しか し，

よい面 を積極 的 に認 め る こ とは， はるか に
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気 高 い行 為 で す。

こ こで母 親 の皆 さん に も うひ とつ 申 し上

げ た い ことが あ ります。 最近 の新 聞で読 み，

悲 しく思 った ので すが， 私 た ちの社 会 の あ

る地 域 で高 校生 を対 象 に行 な われ た世論 調

査 に よる と，宗 教 の異 な る人 々 に対 して差

別 意識 や対 立 意識 を持 ってい る徴候 が 見 ら

れ た とい う もので した。 その世 論調 査 の信

頼性 にっ いて は， 私 には何 も分 か りませ ん。

も しその 結果 が事 実 だ とすれ ば，私 は何 と

申 し上 げ た ら よいか分 か りません 。皆 さ ん

が 子供 た ち に家庭 の夕 べ を通 して ， 人 に親

切 にす るこ と，寛 容 であ る こ との 大切 さ や，

自分 と意 見 の合 わ ない人 々 に も愛 と， 思 い

や り と， 役 に立 ちた い とい う心 を もって接

す るこ との必 要性 を教 えて下 さ る よう に願

って い ます。

さて最 後 に，私 たち皆 の模 範 であ る ひ と

りの人 につ いて 少 しお話 したい と思 い ます。

そ の人 は， カ ミラ ・ア イ リン グ ・キ ンボー

ル姉妹 です。 この数週 の間 に，私 は， 彼 女

が病 気 の夫 に 日夜 付 き添 ってお られ る姿 を

何 度 とな く 目に しま した。彼 女 の夫 に対 す

る献 身， 変 わ らぬ愛， 愛 情 の込 もった心 遣

い は， 美 しい タ ピス トリー を織 りな した糸

の よ うです。 夫 の ため に捧 げ る彼女 の祈 り，

主 への嘆 願 は， 一生 が 永遠 の父 な る神 か ら

の贈 り物 で あ る こと を知 って いる， 強 さ と

謙遜 さを備 え た女性 の もの で す。

キ ンボ ール姉 妹 には ま た，私 た ち に とっ

て模 範 となる べ き もうひ とつ の面 があ りま

す。 そ こで， その 点 を特 に若 い女性 の 皆 さ

ん に申 し上 げ た い と思 い ます。 キ ンボー ル

姉 妹 は大家 族 に生 まれ ました。 教育 を受 け

るた め に家 を離れ た のは， 子供 たちの 中 で

彼 女 が最初 で した。 彼 女 は知 識 を渇望 し，

そ して知識 を得 たの です。 それか ら 自分 の

選 ん だ職業 の資格 を取 る と，一収 入の一 部 を

送 って 弟妹 に教 育 を受 け させ ま した。 キ ン



ボー ル姉妹 の家 か らは世 界 的 に名 を知 られ

た人 物が 出 てい ます。

キ ンボー ル姉妹 が 向学 心 を な くした こ と

は一度 もあ りませ ん。 読 書 は彼女 の 人生 に

ま さ しく不 可 欠 の もの です。 若 い時 に読 書

を楽 しん だ彼 女 に と って，年 を取 った今 で

も読書 は 慰 め と力 とな って い まする 世 界 中

の女性 に とって， 彼 女 は絶 えず 成長 し，心

を広 げ，理 解 力 を高 め， あ らゆ る時代 の偉

大 な 人物 の思 い で心 を豊 か にす る こ との 大

切 さ を教 え て くれ る素 晴 らしい模 範 です。

キ ンボ ー ル姉 妹 は， まさ に親切 と思 いや

りにあふ れ た人 です。 彼 女 は若 い時 に貧 し

さ とい う ものを知 りま した。御 自分 では 気

づ い てお られ な か ったの で すが， しか し，

そう した若 い時 に養 われ た価値 観 か ら， 彼

女 は愛 と思 いや りを もって， 窮境 にあ る人

人の ため に手 を差 し伸 べ て こ られ ま した。

私 は皆 さ んが 彼女 の模 範 に従 われ るよ う

にお勧 め します。 主 の祝福 が彼女 と彼 女の

愛 す る キ ンボー ル大 管長 の上 に あ ります よ

う に。 人生 が希 望 と夢 に満 ちあ ふれ てい る

若 い女 性 の皆 さ んの上 に祝 福 が あり ます よ

う に。 そ してそ の夢 が実現 します よ うに。

また子 供 た ちの養 育， 教育 に重 要 な役割 を

負 って いる若 い母 親 の皆 さ んの上 に， そ し

て人生 をよ く知 り， その素 晴 らしさ と悲哀

を悟 って お られ る年 配 の女 性 の皆 さん の上

に，祝 福 が あ ります よ うに・

愛 はい っ まで も消 え失せ るこ とがあ りま

せ ん。 この愛 は 「キ リス トの純 粋 な愛 であ

って 永 遠 につ ず く もの」 な ので す。(モ ロ

ナイ7：46-47参 照)

神 が皆 さ ん一 人一 人を祝 福 して下 さる よ

う， イエ ス ・キ リス トの み名 に よ りへ りく

だ りお祈 り致 します。 ア ー メン。
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転機の時の
扶助協会

中央扶助協会会長

バーバ ラ・B・ス ミス

先
頃， 主 人 と私 が ソル トレーク の谷 を見

渡せ る丘 にあ る我が 家 に帰 っ た とこ ろ，

近所 中の電気 とい う電気 が み な切 れ て い ま

した。私 たちが 暗 く なった我 が 家 に向 か っ

てい る と， 暗 やみ の 中を家 に戻 る私 たち を

見 て いた のか， 近所 の幼 い男 の子 が駆 け寄

って来 て， ラ ンタ ンを差 し出 し ま した。 そ

して，こう言ってくれ たの で す。 「ぽ くの家

に は もうひ とつ ある の。 だか ら， これ ， 必

要 なだ け使 って いい よ」 と。

私 は， この幼 い男 の子 が示 して くれた心

遣 いに深 く感 動 し ま した。彼 は進 ん で分 か

ち合 うと いう光 を持 って い ま した。 そ して，

私 たち の こ とを心 か ら気 遣 って くれ ま した。

彼 に は， 私 た ちが 困 って いる時 に助 け る備

えがで きて い たの です。

その 後何 日かの 間，私 はこ の男 の子 につ

いて何 度 とな く考 え ま した。 男の子 は とて

も頼 も しい， 明 るい子 で した。 また進 ん で

自分 の光 を分 か ち合 い ました 。

私 に は， この子 の行為 は， イエ ス ・キ リ

ス トの福音 の 基本 的 なメ ッセ ー ジ と， 扶助

協 会 の標語 「愛 はいつ まで も絶 え るこ とが

な い」 を表 わ してい る よう に思 え ます。 そ
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の理 由 は， 何 よ りもまず， 私 の この幼 い友

人に は備 え がで きて いた か らで す。 男の 子

とそ の家族 は， 主 た る光 源 が一時 的 に消 え

て も， 自 ら闇を貫 く光 を手元 に持 って い ま

した 。

私 た ちは それ ぞれ， 備 え をす る よ うに と

い う勧 告 を真 面 目に考 え る必要 が あ ります 。

10人 の お とめ のた と えを思 い起 こして下 さ

い。10人 の お とめ は 「それ ぞれ あ か りを手

にして， 花婿 を迎 え に出 て行(っ た。)

その 中 の五 人 は思 慮 が浅 く， 五 人 は思慮

深 い者 で あ った。

思慮 の浅 い 者 たち は， あか りは持 って い

たが， 油 を用 意 して い なか った。

しか し， 思 慮 深い者 た ち は， 自分 た ちの

あか りと一緒 に， 入 れ もの の中 に油 を用 意

して い た。」花 婿 が着 い た時，思慮 深 い お と

め たち は用意 が で きて い ま した 。 そ こで彼

女 た ちは， 「花 婿 と一 緒 に婚 宴 のへ や に は

い り， そ して戸 が しめ られ た。」(マタ イ25：

1-10)

私 たち は， ふ さわ しい キ リス トの弟 子 に

な る ために， 真理 を理 解 し， 真 理 に完全 に

従 っ て生 活す る こ とに よって 自ら備 え る と

い う分別 を持 た な くては な り ませ ん 。 そ し

て， キ リス トを生 活 の 中心 とす る こ とに よ

って， 私 た ちは 自らを昇栄 す るにふ さ わ し

い者 と な らしめ る， そ う したキ リス トの属

性 を養 う ことが で きる ので す。私 たち は さ

ら に力 をつ け， 人 を愛 す る能 力 を高 め る こ

とが で き ます。 ま たい ざ とい う時 の備 え を

してお く こ とによ って， 愛 の示 し方 を改善

す る こ ともで き ます。

私 の幼 い友 人は また， 必要 に気 づ くほ ど

心 を配 っ て くれ ま した 。彼 は， 暗 やみ の 中

を帰 って いた私 た ちの 所 に走 って きて ，道

を照 らす 明か りを差 し出 して くれ た ので す。

イエ ス は同様 の こと を次の心 打 つ た とえ

話 の 中で教 えて い ます 。



「あ なた がた は
， わ た しが空腹 の とき に

食べ させ，』かわ い てい た時 に飲 ませ， 旅 人

であ っ た とき に宿 を貸 し， 裸 で あ った とき

に着せ ，病 気 の ときに見 舞 い，獄 にい た と

き に尋 ね て くれ た か らであ る。」(マタイ25：

35-36)

主 は，私 たち が周 りの人 々 によ く気 を配

り，物 質 的， 霊 的 に求 めて い る ものに進 ん

で応 え なけれ ば な らな い こ とをは っき りと

述 べ て お られ ます。 これ を行 な う こ とが愛

なの です 。 それ は また キ リス トの純粋 な愛

の第一 歩 で もあ ります。

先 だ って， あ る ワー ド部 の扶助 協会 の集

会 で， ひ と りの若 い母 親 の話 を聞 く機 会 が

あ りま した。 彼女 は 自分 が視 力 を失 い つつ

あ るこ とを話 し， これ まで 自分 の ため に本

を読 ん だ り， 約 束 の場 所 に車 で送 って くれ

た り した姉 妹 た ち や， ピア ノ を教 えて くれ

て いる姉妹 に対 して感謝 の 言葉 を述 べ てい

ま した。扶 助 協会 の姉 妹 た ち は， 思 い や り

の ある行 な い を通 して その 明か りを彼女 に

提 供 し，光 の ない世 界 に入 って行 く とい う

非 常 に苦 しい時期 にあ った彼 女 の恐 れ を和

ら げて あげ たの で す。

私 た ちは だれ しも心 を乱 し悩 ませ るよ う

な変化 に直面 す る こ とがあ ります。 そ して，

それ は一 人一 人 異 な って います 。重 い病 気

や不 治 の病 は その ひ とつ に過 ぎ ませ ん 。子

供 や夫 の死， 現世 では結婚 で きな い と 自覚

す る こ と，離 婚， 伝 道地 か らの帰還 ，子 供

に恵 まれ ない結婚 生 活， 末 子 の結婚 ，従 軍

生 活 を終 えて市 民生 活 に戻 る こ と， 若 い女

性 か ら扶 助協 会 へ の移行 ， 大学進 学 ，転 居

な ど様 々で す。

これ らの状 況 は どれ も， それ ぞれ独 自の

順 応 を必 要 とし ます。新 しい生 活様 式 は取

り組 み が いが あ るか も しれ な い し， またつ

らい ものか もしれ ませ ん。 変化 に順 応 す る

た め には様 々 な新 し い方法 を見 いだ さな け
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れ ば な らな いの です。

私 た ちは いつ で も新 しい チ ャレ ンジ に応

え られ るよ う， また 人々 が 困って い る時 に

進 ん で，快 く援助 の手 が差 し伸 べ られ る よ

う 自ら を備 えな くて は な りません よ扶助 協

会 は転 機 に ある姉妹 た ちの光 となる必要 が

あ ります 。 その ため に は， 役 員 と教 師 と会

員 が組 織 だ って姉 妹 た ちの直 面 して いる精

神 的 な ス トレス や心痛 に気 を配 らな けれ ば

な りませ ん。

最近 夫 を亡 く したあ る姉 妹 は， それ まで

ず っ と人の ため に働 くこ とに満足 感 を得 て

き ま したが， 逆 に援助 を求 める のは とて も・凶

難 しい こ とがわ か りま した。 しか し賢明 な

彼 女 は， そ うす る こ とが 人 の助 け にな ると

言 った手 前， 自分 も援 助 を求 め ま した。彼

女 には また， 自分 が立 ち直 った時 にほか の

人 を助 けて あげ られ る こ とを理 解 す るだ け

の信仰 があ りま した。

また ある若 い姉 妹 は， 宣教 師 の責任 か ら

解 任 され た後 も今 なお 人々 を改宗 させ るこ

と に心 が動 か され ます。 しか し彼 女 は こう

も話 して い ます。 「た と え デ ー トや水 泳 や

小 説 を読 ん だ りす る ことが苦 痛 に感 じられ

る こ とがあ って も， この新 しい環 境 の 中に

あ って， 私 は現実 を直視 して，優 先順 位 を

決 める こ とを学 ん でい か なけれ ば な らない

と思 ってい ます 。」

独 身者 の大 会 に出席 した ひ と りの姉 妹 も，

結 婚 後25年 を経 た最 近 に なって離 婚 し， そ

の痛 ま しい現 実 を話 して くれ ま した。 「独

身 の人 々で一 杯 の この部 屋 に入 って くるだ

け で どれだ け勇 気 がい るか， お わ か りには

な らな い と思 い ます。今 は 自分 もその ひ と

りであ る こ とを承 知 して います が， どんな

に苦 しい もの か とて も言葉 で は説明 で きま

せ ん。」

私 た ち はほ かの人 の苦 しみ を実際 に理解

す る こ とが で き るで し ょうか。 た ぶん本 当
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に は理解 はで き ない で し ょう。 しか し私 た

ち は転 機 に ど う対処 すれ ば よい か大 切 な事

柄 を 幾 つ か 学 ん で い ま す か ら，苦 しい転

機 にあ って も， 自分 自身 あ るい は他 の人 を

もっ とよ く理解 する こ とがで き るの では な

いで しようか 。

1.転 機 は， 霊 的， 肉体 的， 知 的， 精神

的 に成長 ・発達 する機会 に もなれ ば， 非常

に堕 落す る時期 と もな ります 。 そ して直面

す る状 況 は未 経験 で， 困難 な ことが 多 い も

の です。 この 転機 を成 長 の時期 とす るた め

に は， 大 きな勇気 と， しば しば他 の 人の 支

黛 ド を要します.
2.転 機 にお いて， 変化 に順 応す べ く 自

評

己の能力 を磨 くこ とは幼年 時代 に受 け る精

神 的 な傷 手 ほ ど大 き くあ りませ ん。 大抵 の

場合 ，大 きな影 響 を与 え るの は他 の 人 との

人間関係 の 問題 です 。積極 的 で 前向 きの，

相互 に支 え合 う関係 は， 人生 の重 大 な転 機

にお いて非常 に心 強 い頼 み と なる もの です 。

3.変 化 に順 応 し よう とす る時 に まず大

切 な のは，変 化 それ 自体 で は な く， それ よ

りもむ しろ変 化 が生 じた時点 で そ の変化 が

個 人 の環 境 に どの よ うに適合 す る か とい う

こ とです。 人 は様々 で すか ら， た と え転 機

が同 じよ うに見 え た として も，適 応 の仕 方

は各 人各様 で す。

4.転 機 に直 面 した時 には混 乱 して しま

う ことが少 な くあ りませ ん 。 しか し友 人 や

仲 間 の頼 りに な る支 えが あれ ば，順 応 も速

くまた確 実 で す。

ここま でお話 す れ ば， 扶助 協 会 での姉 妹

関係 が どんな に大切 で あ るか おわ か りに な

って いた だけ るで しょう。 友情 と信 仰 が確

か なもの であ れば， 人生 の転 機 もう ま く切

り抜 ける こ とがで き るの です。 夫 を亡 くし

た女性 が援助 を求 め た時，離 婚 した女性 が

勇気 を得 た時， 帰還 宣教 師 が新 た な生 活 に

自ら順 応 しよう と した時， そ して若 い母 親
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が視 力が 次 第 に衰 えて い く中で な お も人生

の 目的 を失 わず に生 きて い こ うと努 力 し た

時， そ こ には確 か な友情 と信仰 が あ りま し

た。

さて， 人生 にお いて私 た ち に影 響 を及 ぽ

す こ うした転 機 とい うもの が数 限 りな くあ

る こ とが わ か って く ると， もうひ とつ 明 ら

か にな って く るこ とが あ ります 。 それ は，

私 たち が住 ん でい る よう な複 雑 な社 会 に あ

って は， 社会 の変化 と共 に転 機 と呼 ばれ る

ものの 内容 も深刻 な もの にな って く る とい

う こ とです 。

この よ うな状 況 の 中で，私 たち末 日聖 徒

の女 性 に は何 が で き るで し ょうか。

まず 多 くの女 性 のた め に 「家 族」 と して

の役 割 を担 っ てあ げ るこ とが必 要 に な って

くるで しょう。 つ ま りだれ もが信頼 を置 く

こ との で きる友 情 の輪 を作 り， 自分 の力 だ

け で は困難 を乗 り越 える こ とので き ない 人

た ち に助 けを与 え るの です 。

また私 たち は人 の ため に働 く能 力が 増 し

て く る と隣 人 が何 を必要 と してい る かが わ

か る よう にな ります。 ま た時 には， 不 必要

な偏 見 や先 入観 によ って， 無駄 な 時間 を 費

や す こ とのな い よう に努 力 す る こ とも必要



で し よう。

私 た ちは 人を赦 し， 優 しさ と親切 と を持

って接 す る とい うク リスチ ャ ンと しての基

本 的 な徳 を心 に留 め る こ とによ って， 愛 と

思 い や りに あふれ た行 動 が取 れ るよ う にな

りま す。 ま た人 々の 間 に救 い主 の降誕 の先

触 れ と なっ た善 意 を育 み， 天 の御 父 に平安

と敵 に立 ち向 か う'時の力 を願 い求 め る よう

に導 くこ とが で き ます。

しか しだれ ひ と りと して見過 ご しには で

きな い とい うこ とを考 える と， 善 意 だ けで

は決 して十 分 で はあ りませ ん。プ ロ グ ラム

が 必要 で す。 そ して行 動 しなけれ ば な りま

せ ん。 扶助 協会 は このた め に組 織 され た の

で す。 ノー ヴー での最 初 の扶助 協 会 の集会

で， ル ー シ ー ・マ ック ・ス ミス は次 の よう

に述べ て い ます。 「この組 織 は 素 晴 ら しい

組織 です。 私 た ちは お互 い に愛 し合 い，見

守 り合 い， 慰 め合 い， 知識 を吸収 し合 うよ

うに し なけれ ば な り ませ ん 。」(伍 ε如理 げ

1～θ漉ゾSo6∫6砂1842-1966「 扶助 協 会史1842

-1966」p .20)

扶 助 協会 のプ ログ ラム は，私 たち に はま

だ見 え ない問題 に対 して も効果 的 に対処 で

きる よ うに備 え て くれ ます。 あ るひ と りの

訪 問教 師 の話 で すが， 彼女 はク リス マ スの

時 に担 当 の姉妹 一 人一 人 に カー ドを送 りま

した。 とこ ろが訪 問教 師準 備会 で も同 じこ

とを す るよ うに言 わ れ ま した。 で もメ ッセ

ー ジ教 師 は それ に何 か言葉 を添 えて 出す よ

うに提 案 したの です 。

こ の訪 問教 師 は迷 い ま した。 すで に カー

ドは送 って いた ので すが， 言葉 を書 き添 え

て は い なか った か らです 。 しば ら く考 えた

後， 結 局彼 女 は もう一 度， 言葉 を添 えて カ

ー ドを出 す こ とに決 め ま した。

1月 にな って担 当 の姉妹 たち を訪 問す る

こ とに なっ た時， 彼女 はま ず不 活 発 な姉妹

の家 を訪 ね ま した。部 屋 に通 さ れて見 る と，
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ク リスマ スの もの は一切 片 づ け られて いま

したが ，1枚 の カー ドだ けが小 さなテ ーブ

ル の上 に置 いて あ りま した。 それ は， ほか

に言葉 が書 き添 え られ た カー ドで した。 そ

の姉 妹 は，教 会 員 で ない友 人 に 自分 の教会

の会 員 が2マ イル行 く人々 で ある こ とを示

す た め に残 してお いて あ るの だ と説 明 して

くれました。彼 女 は言 い ました 。「友 人 たち

には以 前 に もこの こ とを言 って きま したが，

この カー ドこそ姉妹 たち の気持 ち を表 わす

もの ですね 。」

訪 問教 師 が翌 月訪 問 した時， 彼女 の家 は
蔓

きち ん と片 づ き， 家具 の ほ こ りも払 わ れて 一〇

いま した が， あの カ ー ドは まだテ ーブ ルの
晦上 に あ りま した

。 その 翌 月 もまだ その ま ま

で した。 そ して その次 の 月 も， また その次

の 月 も。

訪 問教 師 は， この不 活発 な姉妹 がは っ き

り と目 に見 える気遣 いを求 め てい た こ とに

気 づ いて い ませ ん で した。 と同時 に， どん

なに小 さくて も親切 な行 ない は大 き な影響

を与 え ると いう 之 とを知 った ので した。

扶 助協 会 の召 しを果 た す こと によ って，

姉 妹 は他 の人 々 を理 解 す る能 力 を高 め る こ

とがで きます 。他 の 人が苦 しい転機 を消極

的 な状 態 か ら積 極 的 に取 り組 む状態 に変 え

るよ う に助 けて いる うち に， どの よ うに心

を配れ ば よ いか わか って く るもの です 。扶

助協 会 の すべ て の責 任 は， 奉仕 の機 会 を与

える だけ で な く各 人 の成長 を も促 し ます。

つ ま り神 の属性 を養 い なが ら 自分 が定 めた

生 涯 の 目標 に向 か って前進 し， 自分 自身 と

家族 と社 会 的 関係 を強 め るの に役 立 ちます 。

また扶 助協 会 の レッス ンは どれ も福 音 の原

則 を理 解 す るの に役 立 ちます。福 音の 原則

とは何 か， どの よ うに生活 の 中 に表わ す こ

とが で きる か， ど うすれ ば もっ とよ く人々

のた め に働 ける かと い うこ とがわ か って く

るの です 。
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ホ ーム メー キ ングの ミニク ラス は単 に技

術 を教 えるだ けの場 で はあ りませ ん。楽 し

く技術 を身 に付 け る場 で ある とと もに， 私

心 を捨 て て人 々 に与 える とい う特 性 を育 む

もの で なけれ ば な りませ ん。

現在 ，扶 助協 会 が抱 え てい る重要 な課 題

は， これ か ら人生 に おけ る きわめ て重要 な

仕 事 を引 き受 けて い く若 い女性 一 人一 人 に

手 を差 し伸 べ， 彼 女 たち に教 会 の女 性 には

限 りな い機 会 が ある こ とを理 解 させ る こと

です 。指 導者 の立場 にあ る皆 さん は これ ら

の若 い扶助 協会 の姉 妹 た ち に仕 える時 ，彼

女 たち の可能性 や能 力，望 み， 扶助 協 会 の

責任 を共 に果 た した い とい う気持 ち を過 小

評価 して は いけ ませ ん。 若 い姉 妹 た ちの霊

的 な準備 や旺 盛 な体 力， 活発 な頭 脳 の働 き

が 身体 の成熟 を追 い越 して し まう ことが よ

くあ ります。 若 い姉妹 たち を中 に入 れ，教

えて下 さい。 また彼女 たち か ら も学 ん で下

さい。

そ して若 い扶助 協会 の姉 妹 の皆 さん，私

た ちは皆 さん の貢献 によ って扶助 協 会 が よ

り力強 い もの にな って い る ことを知 って い

ます。皆 さん が一層 大 き な 自信 と ビジ ョン

を もって大 人 への道 を歩 める よ うに，扶 助

協 会 にそ のお手伝 い をさせ て いた だ けな い

で しょう か。

さて， 年 を取 ってか らの転 機 も忘 れ て は

な りませ ん。統 計 に よれ ば大 多数 の女性 が

未亡 人 に な るこ とに な ってい ます 。 ほ とん

どの女性 は， 一 昔 前 には想像 もで き なか っ

た よ うな時代 まで生 き長 らえ るで しょ う。

老年 期 は 美 しい達 成の 時期 に もな れば 失意

の 時 に もな ります 。

あ る ワー ド部 扶助 協会 会 長 の言葉 を耳 に

した時 ，私 は心 が痛 み ました 。 その会 長 は

年 老 いた扶 助協 会会 員 の娘 さん を呼 んで，

こう言ったのです 。「あな たの お母 さん はワ

ー ド部 で長 い間奉仕 して こ られ ま した
。 で

も， お母 さん もも うお年 です 。 それ で， も

しお母 さん に集 会 や親 睦会 に出席 して欲 し

い とお思 い にな るの で した ら， お母 さん を
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お連 れ す る責 任 は あ なたが 引 き受 けて下 さ

い。 私 た ちの方 で は し ませ ん か ら。」

この母 親 の よ うな年 老 いた姉 妹 た ち に対

して，扶 助協 会 は老齢 に伴 って起 こ る身体

的 な衰 え を考慮 し， ど うすれ ば彼 女 たち の

役 に立 て るか を考 え て応 え なけれ ば な りま

せ ん。私 た ちは年 老 いた姉 妹 た ちを快 く，

また進 ん で助 けて あ げ るべ きです 。孤 独 は

病 気 と同 じ よう に私 た ちの精神 を弱 らせ ま

す 。 そ して その弱 った状 態 か ら逃 れ るす べ

は な い よう に思 って しまう ので す。 多 くの

場合 ， 年老 いた姉 妹 た ちは絶 え ず 自分 は も

う役 に立 た ない， 迷惑 をか ける とい う気持

ちを抱 いて い ます。私 たち は そう した年配

の姉 妹 を扶 助協 会 に入れ る責 任 があ ります。

年 配 の姉 妹 か ら も学 、ζミ機会 は沢 山あ ります。

扶助 協会 には， 老 若 に関係 な く， ひ と り

と して無視 され た り忘 れ られた りす る こ と

のな い よ うに，実 際 に即 した連絡 網 が設 け

られ て い ます。訪 問教 師の皆 さん にお願 い

致 しま す。 どうぞ各 家庭 に扶 助協 会 の精神

を持 っ て行 って下 さ い。寄 る辺 の ない 人々

のお世 話 を して下 さ い。病 ん でい る人 を看

病 して あげ て下 さい。 そ して暗 や み に包 ま

れた世 界 に福 音 の光 を輝 かせ て下 さ い。

ジ ェーム ズ ・トム ソ ンは この よう に書 い

て い ま す 。「光 よ!自 然 の き らめ く衣 よ，

そ の美 しさが な けれ ば万物 は闇 に包 まれ て

いたであろう 。」(7%6漉 ω1)2厩 知%老yげ

丁加%gh孟s「 思 想 新辞典 」p.363よ り)

暗 や み を追 い払 い， 真理 の光 を もた ら し

て下 さい。 あな たの感 覚 に よ り，理 性 によ

って， そ して一 番 大切 なこ とは みた ま によ

って それ を行 なって下 さい。 自分 が どん な

人 間 であ る か， 今 どう い う生 活 を してい る

か とい うこ とは 問題 で はあ りません 。真理

の光 は見 つ け られ るの を待 って い ます。 見

つけ られ， 神 の子 一 人一 人 の人生 に光 を投

じる 日を待 っ てい るの です 。
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転 機， それ も大 き な転 機 の場合 に， 人々

は聖 霊 の啓示 を受 け るよ り も暗 や みで身動

きが とれ な くな って しま いやす い もの です。

私 た ちが彼 らを捜 し，福 音 の光 を分 か ち合

うよ う に求 め られ て いるの は その ため です。

この こ とを一 人一 人の姉妹 が決 意 しな けれ

ば な りませ ん 。

「ウ ィン ター セ ッ ト」 とい う劇 の中 で，

ミオ は こう言 って います。 「私 は闇 の中 に光

を捜 し求 めて， 夜 明 けか ら走 って こ こにや

って来 た。 そ して朝 に巡 り会 った 。」私 は，

皆 さ んが それ ぞ れ 自 らを備 え， た と え皆 さ

ん 自身 が真 っ暗 やみ の 中に ある時 で も， ご

自分 の光 を借 しみ な く放 っ て下 さる よ うに

願 って います 。 その よ うにす る時 に， 皆 さ

ん もま たすが す が しい朝 に巡 り会 え るで し

ょう。 モー サヤ書 に教 え られ て いる バプ テ

スマ の誓約 を思 い起 こして下 さい。 アル マ

は私 た ち にこの よ う に質 問 して い ます。私

た ちは 「互 い に苦 難 を軽 くする ため に喜 ん

で助 け合 うこ と， 悲 しむ者 を思 いや って共

に悲 しむ こ と， 慰 めが 要 る者 を慰 め る こ と，

また… … いつ いか な る時で も， どの よ うな

所 に居 て も， どん な こ とにつ いて も……神

の証 し人 にな りたい と心 か ら思 って い る」

(モ ーサ ヤ18：8-9)か と。

こ の聖 句 には，私 たちが 主 の教 会 の女性

と して ， また転 機 に は互 い に助 け合 う扶助

協会 の姉 妹 と して 負 わな けれ ば なら ない役

割 が見事 に描 かれ て いま す。 それ は この聖

句 が， 思 いや りを もって与 える こ と， 同情

ある理解 を示 す こ と， 行 き届 い た配 慮 を約

束 す る こ とを述 べ て い るか らです 。

自分 自身 がい つ まで も絶 える こ とのな い

愛 によ って照 らされ， 元気 づ け られ てい る

こ とが わか る まで 自 らの光 を輝 か し， 愛 を

差 し伸 べ る だけ の知 恵が私 たち にあ ります

よ うに， イ 土 ス ・，キ リス トのみ名 によ りお

祈 り します 。 アー メ ン。

169



絶えず学ぶ

ことの特権

中央扶 助協 会 第二 副会 長

シ ャ ー リー ・W・ トー マ ス

若
いス テ ィーブ ン は9月 に中学生 にな り

ま した。彼 は他 の 少年 た ちほ ど背 は高

くあ りませ ん で した。母 親 が彼 の新 しい ズ

ボ ンのす そを丈 に合 わ せて折 り返 して い る

と， 彼 はす そ を12セ ンチ程 長 め に して お い

て くれ る よう に頼 み ま した。 「今 年 はグー ン

と伸 び るん だか ら」 とい うのが 彼の 言 い分

で した 。

私 た ちは背 丈 が伸 び るこ とに はそ れ ほ ど

関心 は ない か も しれ ませ んが， 何 カ 月 も先

を見越 し，.自分 を大 き く成 長 させ よ う と真

剣 に考 えてい るで し ょうか 。

ある初期 の教 会 指導 者 は この よう に断言

してい ます。 「進 歩 成 長 を 求 め られ る この

移 ろい行 く世 の 中に あ って，私 た ち は知 識

を増 し加 えて いか ねば な らな い… …神 の人

にその成長 が やむ という時 は ない。」オ ル ソ

ン ・ハ イ ド，力 解%」 げ 動駝o郷 ε6s「説教

集」7：151)こ の よ うな義 務 を考 えた時 に，

私た ちは扶助 協会 の中 に絶 えず学 ぶ ことの

で きるプ ログ ラム を備 えて下 さっ た慈 愛 に

満 ち た御 父 に感謝 せ ず には い られ ませ ん。

扶助協会 の レ ッス ンはすべ て末 日聖 徒 の

女性 に役 立 つ もので す。 第一 日曜 日に は霊
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的生 活 の レッスンが，そして第 二 日曜 日に は

母 親教 育 の レッス ンが行 なわれ ます 。す べ

ての扶 助協 会 の姉 妹 に子供 が いるわ けで も

な いの1;， レッス ン時間 の約4分 の1が 母

親 教育 に充 て られて い るの は少 しおか しい

と思 われ るか も しれ ませ ん 。

教 会 の女 性 は 「族 長 」 や 「族 長制 度 」 と

い う言葉 を よ く知 ってい ます 。私 た ちが そ 一

れ らの言葉 か ら永遠 に関 す る事 柄 や家 や教

会 に おけ る神権 の働 きな ど を連 想 します 。

しか し私 たち はあ ま り 「女族 長」 とい う

言 い方 は し ませ ん。 かわ りに母 親 とい う言

葉 を使 っ て います 。母親 は家庭 にお ける族

長 の助 け手 ，パ ー トナー です。 母親 と して

の働 き もまた永 遠 に関 わ る基本 的 な務 め と

言 え ます。 それ は生 命 と愛 を もた らす 業 で

あ り， 人が理 解 してお か なけれ ば な「らな い

大切 な業 で す。

ある若 い大 学生 たち は，扶助 協 会 の会 員

として他 の姉妹 た ち と一 緒 に毎週 地 元 のあ

る養護 施 設 を訪 問 し， その こ とを学 び ま し

た。最 初 の訪 問 で彼女 たち は， その施 設 に

いる女 性 の 多 くが何 の希望 も持 たず， 無 気

力の 中 に沈 んで いる という こ とを感 じま し

た。生 きて いる間何 か を しよう とい う気持

ちを持 って いる 人は ほ とん どい ませ ん で し

た。 ただ死 ぬ の を待 って い るだ けな の です。

しか しそ の学生 たち は， 短 か い音 楽 プ ログ

ラ ム を用意 した り， 本 を読 ん であ げ た り，

手紙 を書 くの を手伝 った りしなが ら訪 問 を

続 け ま した 。 こ うして 次第 に その女 性 た ち

は毎週 の訪 問 を心 待 ち にす る よ うにな りま
ぺ

した。 そ して この若 い扶助 協 会 の姉妹 た ち

の はつ らつ とした雰 囲気 が1週 間 ず っ とそ

の婦 人 たち の中 に余 韻 とな って残 る こと も

あ りま した 。 この姉妹 たち はそ この婦 人 た

ちが興 味 を示 した こ とは， どん な小 さ なも

の で も見逃 す こと な く大切 に も り立 てて い

き ま した。 この施 設 で以前 キ ル テ ィング を



してい た こ とを知 る と， 早 速必 要 な備 品 を

そ ろ え， キル テ ィ ングを始 め られ る よう準

備 して あ げ ま した 。彼 女 たち はす ぐに素 晴

ら しいキ ル トを1枚 完 成 させ，2枚 目 にと

りか か るほ どで した。 また学生 たちが 用意

して きた他 の プ ロ グラム に加 わ る人 も何 人

かい ま した。 そして， この よ うな生気 にあ

.三・れ， 心 は ず ませ るよ うな こ とが まだ まだ

続 くので す。 この若 い学 生 た ちは新 た な生

命 と愛 を もた ら しま した。彼 女 た ちは，年

老 いた姉妹 た ちの 「母 親 」 と なっ たの です。

母親 教 育 とは， 出産 に至 る まで の医学 的

な知 識 を教 え る もので はあ りませ ん。 その

目的 は， す べ ての神 の子 供 た ちが光 の 中を

歩 む こ とが で きるよ うに， そ の力 とな る特

質 を養 う こ とにあ ります。私 たち が福 音 の

原 則 に焦点 を置 き， 姉妹 たち の現在 の 必要

に合 わ せ て レ ッス ンをすれ ば， 母親 教育 は

す べて の扶 助協 会 の会 貝 に とって 必要 な も

の とい うだ けで な く， 進歩 させ る もの とな

るはず で す。

私 た ちは モー セの書4章26節 で， アダ ム

が 自分 の妻 をす べて の生 け る者 の母 と いう

意 味 で イ ヴ と呼 ん だ こ と を 知 らされ てい

ま す。 私 た ち は み な イ ヴ の娘 で す。扶助

協 会 の 非 常 に重 要 な責 任 に就 い てい るあ

る ひ と りの姉 妹 の こ とが思 い出 され ま す。

彼女 は独 身 で子供 もい ませ んが， 自分 の専

門分 野 で重要 な働 き を して い ます。 若者 た

ち の知 と情 に触 れ， 恵 まれ た才能 や教育 を

フ ル に活用 し， 他 の人 々 の生活 に愛 と光 を

もた ら して い ます 。私 は彼 女 の役割 が，8

人 の子供 の母 親 で あ る私 の隣 人の役 割 と同

様 に， 主 に導 かれ ，受 け 入れ られ て いる も

の と信 じて います 。母 親 の役割 には他 と違

った と ころ もあ りま すが， 相通 ずる部 分 も

あ ります 。 しか し私 た ちは それ ぞれ母 親 と

して の役割 に関連 した原 則 を活用 す る よう

努 力 す る ことは で きます 。

聖 徒の道/1982年4月 号

絶 えず子 供た ちの必 要 に気 を配 り，同時 に

子 供 た ちの生 活 の模 範者 とな らな けれ ばな

らない若 い母 親 は， 最 も優 れ た人 に求 め ら

れ る責任 を受 けて い るの です。 彼女 た ち こ

そ忍耐 を学 び実 践 し， 愛 を もって 説 き教 え，

強制 に よらず正 す こと を覚 えな けれ ばな ら

ない 人 なので す。 う ま り母 親 として のあ ら

ゆる特 質 を伸 ば して いか な けれ ば なら ない

ので す。

しか し私 たち は全員 その よ うな特 質 につ

いて学 び， それ を身 につ け るた めの方 法 を

見 い だ さな けれ ば な りませ ん。 なぜ な らイ

ヴの よ うに， 私 た ちは常 に母 親 と しての 召

し を果 た して いか なけれ ば な らな いか らで

す。

社 会 や教養 ，そ して第5週 目の奉 仕 に関連

した レ ッス ン， そ れ らは皆神 権 に属 す る福

音 の原 則 を含 んで い ますが， それ が よ りど

ころ とな って， これ らの レ ッス ンが，主 の

示 され た道 に従 って歩 む とい う私 たち の 日

日の努 力 に対 して 有意義 な もの とな って く

るので す。 また これ らの レッス ンは，芸 術

や 人間 に対 す る私 た ちの理 解 力 を高 め， こ

の世 界的 な教 会 に対 す る認 識 を深 め させ て

くれ ます 。

肯定 的 な面 を 強調 す る とい う方 法 で行 な

われ る援助 は，管 理 者 同士 の関係 にお いて

も効果 があ ります。 た とえ ば， 各 クラ ス教

師 とワ ー ド部 の教 育 担 当副会 長 との月例集

会 は， 教 師 に と ってい ろい ろ な レッス ンを

知 る よい機会 とな ります。 この一 対 一 のや

りと りは， レッス ン に対 す る教育 担 当副 会

長 の意 見が建 設 的 で明確 な もので あれ ば，

非常 に効 果 が上 が ります。

教 師 は 自分 の レ ッス ンの どこが まず か っ

た か 自覚 して い る場合 が 多 い もの です 。教

師 は その点 を話 し合 い に出 そう とす るか も

しれ ませ んが， その こ とにつ い て改 めて注

意 を与 える必要 は ない で し ょう。 そ れ よ り
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も教 師 とい う ものは ど こが最 も良か った か

と いう こ とになる と 自分 で は よくわ か らな

い とこ ろが あ り， 称 賛 の言葉 をか ける と喜

んで くれ る もの です 。 だか ら とい って教 師

が とて も素晴 ら しい レッス ンだ っ た とい う

ような称 賛 の言葉 しか受 けない とした ら，

そ の教 師 は レッス ンを成 功 に導 い た もの は

何か，また自分 のカ を どの程 度 信 頼 し た らよ

い か を知 るこ とが で きな いで し ょう。 しか

し， も し教育 担 当副 会長 が生 徒 の 注意 を 引

きつ ける導 入法 や生 徒 の意 見 の上 手 な扱 い

方 な ど具 体 的 な要素 に 目を向 け るな らば，

それ は肯定 的 な面 を強調 した援 助 とな り，

教 師 の力 に なるの で す。

最 後 に， 現在 の扶 助協 会 の 中で 与 え られ

て いる学 習 は， み た ま によ って学 び教 える

という状 態 に まで姉 妹 たち の生活 を高 める

で し ょう。 この みた ま によ って教 える こ と

の大切 さ を私 に教 えて くれ たひ と りの姉妹

につい て，少 しお話 した いと思 い ます。

彼 女 は先輩 の方 で， シオ ン を 目指 しなが

ら も結局 ニ ューヨ ーク まで しか 来 る ことの

で き なか った大勢 の移民 団 の ひ と りで し た。

彼女 は それ まで あ ま り勉 強 の機会 に恵 まれ

ず， なか なか新 しい環境 に溶 け込 めず に い

、ま した 。私 は あ る晩行 な われ たス テ ーキ部

指 導者会 に出 ま したが， 該 当 する ク ラス の

出席者 は私 と彼 女 のふ た りだ けで した 。

管理 役 員は私 た ち に レッス ンの 準備 をど

の よう にして い るか を話 す よう に言 い まし

た。私 は教 師 として の訓練 を受 けて いた の

で， レッス ンの計 画や 目的 とい った こ とに

つ いてあ れ これ話 しま した。 しか しこの素

晴 ら しい姉 妹 は習 いたて の た どた ど しい言

葉 で， どの よ うに して教 材 を調 べ る か， ま

た その後 で， レッ スンの 中 で 自分 の ワ ー ド

部 の姉 妹 た ち に強 調 すべ き点 はど こか をひ

ざ まず いて主 に伺 う と話 しま した。 そ して

「主 は いつ も私 を導 い て下 さ います」 と言
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い まし た。私 は彼 女 の話 を聞 いて ， その 清

らか な思 い に触れ ，主 は確 か に導 きを下 さ

る とい う確 信 を得 ま した。彼 女 が教 えて く

れた ことは， 私 に欠 けて い た ものだ った の

です 。 マ ンハ ッタ ンでの あ の晩 か ら もう何

年 もた ち ますが， 彼女 と彼女 の 言 った 言葉

を忘 れ た こ とは一 度 もあ りませ ん。

私 た ちは主 のみ た まを導 き手 として学 び

続 け なが ら， 主 の降 臨 に対 して備 え を して

い るの です 。主 は再 臨時 には だれ も御 自分

が キ リス トで あ るこ とを隣 人 に知 らせ る必

要 は ない と言 われ ました。 そ れ は， す べ て

の 人が 自分 で悟 るか らです 。私 た ちが知 恵

と知 識 を増 し， その輝 か し い出来事 に備 え

る ことが で きる よ うに， イ エス ・キ リス ト

のみ名 によ り， お祈 り申 し上 げ ます。 アー

メ ンる



扶助協会と福祉

中央 扶助 協会 第一 副 会長

マ リア ン ・R・ボ イ ヤ ー

福翫諜馨1禦搬諾饗鍛
扶助 協 会 の最初 の 集会 の 席で， 予 言者 ジ ョ

セ フ ・ス ミスは助 け を必要 と して い る 人を

探 し， 必要 な もの を与 え な さい と姉 妹 た ち

に勧告 してい るの です。

姉 妹 た ちが どれ ほ ど良 く その求 め に応 じ

た か は，1843年8月5日 付の ノ ーヴ ー 「必

需 物資 調達 委 員会 」の 報告 書 の 中 に見 るこ

とがで き ます。

「ジ ョー ン ズ姉 妹 と ミッ チ ャム 姉妹
， 当

ワー ド部 を訪 問。 私 も加 え3人 で すべ て の

家 を 回 る。 病 人が 大勢 い る… …年 老 いた ミ

ラー姉 妹 は病 気 だが， ベ ッ ドも寝具 も， 着

替 え もな い。 ブ ルー ム リー姉 妹 も重病 ， 食

べ 物が 何 もない。」(エ イ ミー ・ブラ ウ ン ・

ラ イマ ン編， 扶助 協会 中央管 理会 議事 録 ，

1842-1892，p.72)

姉妹 たち一人』人が 立ち上が り，必要 な物

を寄付 して くれました。ウー リー姉 妹 は 「上

等 な モ ス リン を1ヤ ー ドとネル の下 着… …

60セ ン ト…… 」 ジャー マ ン姉 妹 は 「年 老 い

た ミラー 姉妹 に服 を一 着 あ げ る」 こ とにな

りまし た。(同 上)

聖徒 の道/1982年4月 号

ノー ヴー に住 む数 人の 子供 を持 つ若 い未

亡 人，エ レン ・ダグ ラ ス姉 妹 が，1844年4

月14日 英 国 にい る両 親 にあて た手 紙 の中 に，

初 期 の扶 助協 会 の活 動 ぶ りをか い ま見 る こ

とが で き ます。8

「体 を こわ して しま い ました… … 時々 死

ぬの で はな いか と考 えた こと もあ ります。

それ か らか わ いそ うな子 供 たち の こと も。

で も子供 た ちの ため に も元気 になれ る よう

に と祈 りま した。 私 だ けで はな く， 多くの

兄弟 姉妹 が 同 じよ うに祈 って くれ ました。

そ して その祈 りは 答え られ ま した。」(ケ イ

ト・B・カ ー タ ー 編 ，0解P∫oη6酬 飽7吻 躍

「開拓 者 たち の遺産 」3：159)

ダ グラ ス姉妹 は病 状 が 良 くな り始 め る と，

ひ と りの 友 人を訪 ねました。その友 人は 「女

性 組織 の扶 助 協会 に， 私 自身 と家族 に必要

な 衣類 を 何が しか 頼ん で みた ら どうか と言

って くれ ま した。 …… た め らう気持 ち もあ

り ました が，その 言葉 に従 って私たちは 〔扶

助 協会 〕 の ひ とりの姉 妹 を尋 ね， ……病 気

の 間繕 い 物が で きなか ったた め，子 供 た ち

の 着 て いる物 がす り切 れ て しま った こ とを

話 しま した… …2，3日 して か ら…… 彼女P

た ちは 馬 車 を引 いて き ました。 そ して 私 に

今 まで 世 界 中の ど こか ら も受 け たこ との な

い ような素 晴 らしいプ レゼ ン トを して くれ

た の です。J(同 上)

ソル トレー クの 谷間で ，姉 妹 たち は時 に

は劇 的 な方法 で その働 きを続 けて い き まし

た。 ジ ョー ジ ・A・ ス ミス長 老 の妻 ルー シ

ー ・ミザー ブ ・ス ミス姉 妹 は
， 回想録 の 中

に その よ うな 出来事 を書 き残 してい ます。

古 いタ バナ ク ルで10月 の大会 を管 理 して い

た ブ リガム ・ヤ ング大管 長 の もと に， 手 車

隊が 近づ き つつ あ る とい う知 らせ が 届 いた

時 のこ とで す。 彼女 は この よ うに記 して い

ます。

「ヤ ング 大管 長 は じめ 人々は 非常 に心 騒
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がせ， その 隊 の 人々が 山中で 雪 に襲 われ は

しな いか とい う心 配か ら， 大 会 をそ の まま

続 行す る こ とがで き ない状 態 に な りま した。

大 管長 は 人手 と， ラバ ，衣 類， 食糧 な どを

募 りま した。 ……姉 妹 た ちは す ぐそ の場 で

ペチ コー トや くつ 下 な ど分 け て や れ る も

の をす べ て脱 ぎ… … 山越 え しよ う として い

る姉妹 た ち に届 くよ う にと 馬車 に積 み込 み

ま した。」(ル ー シー ・ミザ ー ブ ・ス ミスの

回想録 稿 本，1886年 末 日聖徒 イエ ス ・キ

リス ト教会 歴 史部 蔵)

このほか に も様 々な 時 と状 況の 下， 福祉

事 業 の 中での 扶助協 会 の役 割 に関 して数 々

のチ ャ レン ジ， また， それ へ の対 応 が なさ

れ ，新 た な開 拓者 が 出て き ました。 そ して，

それ は今の 時代 も同 じです 。

私 たち の周 りには今 な お貧 し い 人々が い

ます。 難民 や 家の な い人 々が い ます。 また

老 人の数 は増 え る一方 です 。・失業 者 や病 人，

家族 に先立 た れた 人， 心の 貧 し い人 々，個

人的 な悩 みや重 荷 に苦 しん で い る 人々が い

ます。 都会 にお いて も孤独 感 に苦 しむ 人が

増 えてい ます。 あ らゆ る社 会 問題 が何 らか

の形で 私 たち に影 響 を及 ぽ し， 援 助 と問 題

の予 防策 を求 め る声が 上が って い ます。

それ で は，一 組 織 と して 扶 助協 会 は それ

ら にどの よ うに応 えて い るで し ょ うか。 ま

た これ か ら どの よ うに応 えて い くべ きで し

ょうか。 指 導 者 と して は ど うで し ょうか。

扶 助協 会 の一 会 員 として は ど うで し ょうか。

現代 とい う時が 抱 える 問題 は とてつ もな

く大 き なもの です が， 私 た ちには それ らを

解 決 する ため の素 晴 ら しい手段 が 与 え られ

ています。扶助 協会 の 最高 の財 産 で ある150

万の会 貝 に加 え， 教会 の福 祉 機関 として 重

要 な一 翼 を担 って い るの です。 なぜ か と申

します と， まず， 扶助 協会 の 第一 に 目指 す

ところが常 に福 祉 と関 連 して い るか らで す。

そ して， その 次 に扶助 協会 の 教科 課程 を挙
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げ る こ とが で き ます。 レッス ンで は福 祉の

原 則 につ いて 学び， それ を実践 す る機 会 も

与 え られ て います。 それ によ って姉 妹 た ち

は 個 人や家 族 の備 え， ま た親 と しての 義務，

家 事 な どにつ いて 訓練 され て いき ます。 第

3は ， 扶助 協 会 とい う組織 を通 して， 既定

の 教会 の福 祉 プ ログ ラムが 運営 さ れて いる

とい う点 です。 そ して最 後 に， 扶助 協 会は，

福 祉活 動 の ための 女性 ボ ラ ンテ ィアを 迅速

に手配 で き る実践 的 な組織 で ある とい う点

を挙 げ るこ とがで き るで し ょう。

で は その具体 的 な例 を挙 げ てみ ま し ょう。

南 ベ トナ ム政 府が倒 された 後，1975年 に大

勢 の難 民 が合 衆 国に送 られ て きま した。

「最 初 の グルー プが サ ンフ ラ ンシ スコの

プ リシデ ィオ陸軍 基地 に到 着 する と， 付近

に住 む扶助 協 会の姉 妹 た ちが基 地 にや って

来 て， 夜 の間 中子 供た ちの 入浴 か ら食事 の

世 話， 衣服 の 着替 え な どを してあ げた ので

す。 ま た扶 助 協会 の姉 妹 たち は朝 の4時 に

基 地 に来 て， 一 日中種痘 の 注射 を する のを

手 伝 い まし た。」(扶 助協 会 テ キス ト1980-

81年 ， 霊 的生 活 レ ッス ン第6課)こ の姉 妹

た ち は家 を なく した子供 た ち を慰 め，世 話

を しなが ら伝 染病 の予 防 にあ た りま した。

扶助 協会 は 一組 織 と して， 災害 時 にすべ

て の女 性が 迅 速 な援 助 を受 け られ る よう に

す る ため の連 絡網 を敷 いて い ます。1976年 ，

ア イダホ州 ティー トンの ダム 災害 の時 には，

隣 接 す るス テーキ部 の扶 助協 会 会長 た ちか

ら， それ ぞれ の ワー ド部 の 会長 に， ボ ラ ン

テ ィアの救 援 活動 を要 請す る 呼び かけ がな

され ま した。 それ はさ らに， 訪 問教 師主 任 ，

訪 問教 師， 扶助 協 会会 員 とい う流 れで伝 え

られ， 姉妹 た ちが喜 ん で その要 請 に応 えた

の です。 この よ うに して， 非常 に短 時 間の

内 に必 要 な援助 を得 るこ とが でき ま した。

福祉 の 問題 に対 処 して い く時に忘 れ ては

な らない も うひ とつの 力 と して， 分 別 と思



いや りとを備 え た扶助 協 会 の指 導者 た ちを

挙 げ る こ とが で き ます。

福祉 活動 委 員会 に出席 して 有意 義 な意 見

を述べ る， あ る いは， 会 員 たちが 必要 と し

て い る事柄 をよ く観察 して， そ の情報 を委

員 会の 討議 事 項の 中に入れ て もら う， そ し

て 委員 会 の決 定事 項 を実施 に移 す時 に 自分

た ちの 責任 を果 たす， この よう な こと を通

して扶 助協 会 の会 長や 副会 長 は， 扶助 協 会

の 福祉 の 目的 を遂 行 して い ます。 監督 の指

示 を受 け て，援 助 を必 要 と して いる家 族 を

訪 間す る ワー ド部 の扶 助協 会 会長 は， 生 活

に困 って いる 人々 の 力 とな って いま す。 ま

た， 訪 問教 師 たち に貧 しく 困って い る 人々

を 見い だす よ う に指 導 して い る会 長 は予 言

者 の指 示 に従 って いる ので す。

しか し， ぞう簡 単 には 見い だせ ない こ と

もあ り， 貧 しい 人々が 見過 さ れる こ とが た

び た びで す。 従 って ワー ド部 の扶助 協会 の

会 長 は訪 問教 師 たち に，悩 み， 孤独 感， 物

質 的 な必要 な どの 兆侯 を 見逃 がさ ない よう

にす る には どう した ら よいか を指導 しなけ

れ ば な りませ ん。

よく気 のつ くひ と組 の訪 問教 師 が歯科 医

学 校 を 出たば か りの若 い 父親 の家庭 を訪 問

し ました。 この家 族は だれ の 力に も頼 らず，

苦 しい家計 の 中， 夫の 学業 期 間を耐 えて き

ま した。 ふ た りの姉 妹 は その家 を訪 問 した

時， 床 の上 で遊 び 回 って いる小 さ な子 供 た

ち の くつ底 が す っか りす り切 れ て， くつ の

用 を 足 して い ない こ とに気 がつ き ま した。

こ の こ とは 内密 事 項 と して す ぐに扶助 協 会
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の会長 に伝 え られ ま した。 そ して その両 親

は，若 い父 親が働 いて収 入が 得 られ る よ う

にな るまで 少 しで も援 助 を受 け る よ うに し

ては どうか とい う勧 め を受 けま した。

扶助協 会 はい ろ いろ な方法 で福 祉 の 目的

を推 し進め てい ます が， 最 も良 い 成果 が 出

てく るのは， それ によ って一 人一 人の姉 妹

が ， 自分が 必要 として いる もの を事 前 に見

極 め， それ を満 た して い くよ う にな る時で

す。 なぜ な ら， 福祉 上 の間 題 につ いて は，

それが ま だ芽の 内 に摘 み取 るの が最 良 の解

決策 だか らです。 した が って， 会 員一 人一

人の皆 さん が 日々福 祉 の原 則 を実行 して い

くな ら， それ は， 自ら世 の 問題 を減 ら して

いる と いう ことに な ります。 また 家族 の貯

蔵 品に，特 に家 庭 菜園 か ら取れ た 作物 や 自

分で縫 った衣類 ， 自分 で調 理 し た物 な ど 自

分の 手 にな る物 を加 える な ら， あな たは福

祉の上 で 必要 と され る物 を最 も効 果 的 な方

法で 満 たして い るこ と にな ります。 また姉

妹一 人一 人が病 気 の予 防 を し， バ ラ ン スの

とれ た 食事 ， 家計 管理 な どの 面で 自分 にで

き るこ とをす る な ら， 福祉 活動 が 本 来あ る

べ き姿 で進 められ て いる こ とに な ります。

さ らに子 供 たち に働 く こと を教 え， 会員 と

して 自分 自身や子 供 たち が教育 を受 けて 良

い職 業 につ くな らば， 将 来の 問題 を 回避 す

るこ とがで き.ます。

扶 助協 会 の姉 妹 た ちが お互 い に分 か ち合

うこ とので きる精 神 的 な支 えや 力は， 食物

や 家 と同様 に， ある いは それ 以上 に重要 な

もの とな ります。 あ る姉妹 の御 主 人は最 近

失業 して しまい ま した。 彼女 は， 食糧 貯 蔵

もして あ り貯 金 も幾 らか あ った ので， ある

程度 の 経済 的備 えは で きて いた と語 っ てい

ます。 しか し失 業 とい う ものが 与 える精 神

的 な シ ョック には何 も備 え がで きて い なか

ったの です。 そ こで扶 助協 会の姉 妹 た ちは，

その ような シ ョックが 少 しで も和 らげ られ
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る よ うに と， 心 か らの愛 と思 い や りを示 し

ま した。 そ れは 彼女 の 家族 に とっ て唯一 の

大 きな助 け で した。

数 年 前の 霊的 生 活の レッス ンで， 私 たち

は 次の よ うに言 われ ま し た。 「財 力 や そ の

他 の条 件が そ ろ ってい ない こ とを気 づ か っ

て いて は， いつ までた って も愛 を示 す こ と

は で き ませ ん。」(「扶 助協 会 テキ ス ト」1980

-81
，霊 的生 活 レッ ス ン第6課)私 た ちは

また次 の よ うに考 えて しまう こ ともあ りま

す。 す なわ ち 「す べて の飢 えて い る者 に食

を与 え，よるべない者 に宿 を提供 し，また悲

しむ者 に慰 め を与 え るこ とはで き ない ……

だか ら助 け な い で お き まし ょう」 と。(同

上)し か し アルマ は私 た ちに この よ うに言

って い ます。 「小 さ くてや さ しいー事 か ら大

きな事 が でて く る。」(ア ルマ37：6)

わ ずか な福祉 基 金 や断 食献金 ， 一 日ボ ラ

ンテ ィア活動，(たとえば あげ る ものが な く

と も)訪 問す る こ とな ど，150万 の会 員 た

ちに よ って何倍 に も大 きくな る そう した行

ない が， 多くの苦 しみ を和 らげ るこ と にな

るの です。

現 在福祉 の必要 性 は1842年 当時 とは異 な

った 範 囲に 及ん でい ます が，今 日の扶 助協

会 に対 す る チ ャ レンジは 当時 と少 しも変 わ

づて い ませ ん。 すな わ ち貧 しい 人々 を見 い

だ し彼 らの 必要 に応 え るこ と， 学 び教 え福

祉 の 原 則を実 践 する こ とに よって 問題 を未

然 に防 ぐこ とで す。 主 は ジ ョセ フ ・ス ミス

に次 の よう に言 われ ま した。

「ま た 汝 ら 貧 し き 者， 乏 し き 者 お よ び

病 め る者， 悩 め る者 た ちを万事 に憶 えて憐

れ む べ し。 これ らの事 を為 さざ る者 はわ が

弟子 に あ らざれ ばな り。」(教 義 と聖約52：

40)

これ らの こ とを イエ ス ・キ リス トの み名

に よ りお話 し申 し上 げ ます。 ア ー メ ン。



栄えある女性の務め

十二使徒定員会会長

エズラ・タフ ト・ベ ンソン

噂 こか ら見 る光 景 は霊 感 あ、ζ・れ る素 晴 ら

}
しい もので す。 皆 さん と共 に この会 に

出席 で きる こ とは， 私 の大 い に名誉 とする

ところ であ り，心 高 め られ る思 い です。 私

は今 宵， 皆 さ んを 必ず しも教会 の扶 助協 会

という偉 大 な組 織 の会 員 と してで はな く，

選 ばれ た女性 ， 天 父の 娘 とみ な して話 を し

た い と思 い ま す。

去 る4月 ， 私 は 恵 まれ て神権 を持 つ 兄弟

た ちに， 父 親 の責 任 につ いて お話 し ました。

き ょうは姉 妹 の皆 さ ん に， 天 父の 永遠 の計

画 の中 で女 性 に与 え られ てい る誉 れあ る務

めにつ いて お話 した い と思 います 。

不 変 の原 則， 永 遠の 真理 は， 私 た ちが そ

れ を生 活の 中 に取 り入れ る ことを忘 れ た り，

他 の理 論 に惑 わ され た りす るこ との ない よ

うに， 何度 も繰 り返 され な けれ ばな りませ

ん。

世 の 中の 状 況は 悪 く なる一 方で す。 私 た

ちの知 る限 りで は， これ ほ どに誘 惑 の大 き

な時 はかつ て あ り ませ ん で した。 それ は ま

す ます悪化 して い ますが， こ うした状 況 に

か んが み， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール大

管長 は地 区代 表 た ちを前 に して 次の よ うに
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言 って い ます。

「妻 の座 にあ る人や母 親 た ちは
， 神か ら

与 え られ た母 親 と して の務 め を果 た して い

く中で ，その責 任 の尊 さと大切 さにっ いて 理

解 の 目を 開か なけれ ば な りませ ん。・その 点

にっ いて扶 助協 会 の指 導者 や教 師 は， 自分

たち に何 がで き るか を考 えな けれ ばな りま

せ ん。 母 親が 家庭 を愛 と学 び の場 ， ま た慰

め と訓 練 の場 として い くの を助け る ため に，

私 た ち には何 がで きるで しょうか。」(E郷 忽n

「エ ンサ イ ン」1978年5月 号
，P.101)

く じ

サ タ ンが永 遠の 天父 の計 画 を挫 こ うと し

て いる こ とを決 して，忘れ ては な りませ ん。

敵 の もくろみ は，モルモ ン経 の中で は「青年 」

と呼 ばれ て い る(ア ルマ5二49参 照〉教 会

の若 人 と，家 族 と いう単 位 を滅ぽ す こ とで

す。

初 め に，神 は女 性 に神権 者 の連 れ合 い と

して の務 め を与 え られ まし た。 神 は この よ
ひとひど よろ

うに言 い まし た。 「人独 りな る は善 し か ら

ず， これ を以 て われ 彼 にふ さわ しき一 人 の

助 け手 を彼のために造 らん と。」(モーセ3：18)

女性 は助 け手 として 男性 に与 え られ まし

た。 この互 い に補 い合 う関係 は， 地上 にお

け る最 初 の 両親 ア ダム と イヴの 永遠 の結婚

にその理 想 を 見る こ とがで き ます。 ふ た り

は共 に働 き，子 供 を産 み， 共 に祈 り， 子 供

たちに福 音 を教 えま した。 これ こ そ神 が す

べ ての義 なる 男女 に倣 う よう に求 めてお ら

れ る模 範 なの です。

地 球 が創 造 され る に先立 ち， 天上 の会 議

にお いて女 性 のあ るべ き姿 と役割 とが定 め

られ ま した。 皆 さんは シオ ンにお いて妻 ，

母 親 とな るべ く，神 によ って選 ばれ た ので

す。 日の光 栄 の王 国 に昇栄 す るか どうかは，

その召 しに対 す る忠実 さ にか か ってい ます。

時の 初 めか ら， 女性 の最 も重要 な第一 の

役 割 は， 天父 の霊 の子 供 た ちを この世 に迎

え 入れ るこ とで し た。
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初 め に， 顔 に汗 して パ ンを得 よ と言わ れ

たの はア ダム であ って， イヴで はあ りませ

んで した。今 世 の 中 に広 く行 きわた って い

る考 え と相 入れ る もので は あ りま、せ んが ，

母親 と して の本 分は 家庭 の 中 にあ るので す。

この真 理 は今 の時 代 の状況 には そ ぐわ な

い もの であ る と， 皆 さ ん を説 きつけ よ う と

する声 が 私 た ち の 中 に あ る の を知 ってい

ます。 それ を聞 き 入れ て従 う よう なこ とを

する な ら，皆 さん は大切 な責 任 を 省み ない

ようにな るで し ょう。

世 の欺 きの声 は女 性に向かって ， 「自分 の

好み に合 った生 き方 」 な る もの を盛 ん に訴

えて います。 人に よ っては 結婚 し て母親 に

な るよ り，仕 事 に生 きる方 が向 い て る場合

があ る という のです 。

こうい う人 々は， 家事 よ りも もっ と面 白

い，達 成感 の味 わ え る仕 事 が ある と主 張 し，

その不 平不 満 を まき散 らして いる ので す。

教会 員 も家事 と育 児 だけ の 「型に は まっ た

モルモ ン女性 」 とい う姿か ら 脱皮 すべ き だ

などと，平 気 な顔 を して 言 う人 もい ます。

その上 ， 自分 の 目標 や 好 きな こ とをす る時

間 をも っと持 つた め には， 子供 は あ ま り持

た ない方 がい いな どと言 い出 す始 末で す。

私 は皆 さん の中 に は必 ず し も理 想的 とは

言 えな い状 況 下 に 置 か れ て いる 人が か な

りいる こ とを知 って い ます。 とい い ますの

は， 心は 家 にあ って も， やむ を得 な い事 情

が あって， 子 供 を人 に預 けて働 きに 出な け

れ ばな らない母 親 の皆 さ ん と， 何 度 も話 を

したこ とがあ るか らです。 私 は その よう な

人々を愛 し， その 立場 を理 解 して い るつ も

りで す。 この 思 いを知 ってい ただ き たい と

思 います。 また， 私 は皆 さん が天 父 の恵 み

を得 て今 の不 本意 な状 態 を補 う こ とが で き

るよう に祈 っていますが，この祈 りがか な え

られ， 皆 さん が今 の状 態 を脱 す る 日が1日

も早 くくる こ とを待 ち望 んで い ます。
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夫 に先 立たれたり，離 婚 を した姉妹 たち が

いる こ と も承知 して い ます。 私の 心 中 には

その よ うな姉 妹 たち の こ ともあ ります。 教

会幹部 の 兄弟 た ちは皆 さ んの た めに祈 り，

皆さ んの 必要 として い る もの が満 た され て

いる か どうか を 見守 る大 きな責 任 を 感 じて

い ます。 主 を信 頼 して下 さい。 主 が皆 さん

を愛 して お られ， 私 たち も皆 さ んを愛 して

い るこ とを， しっか りと心 に留 めて下 さい。

苦 しみ に負 けた り， ひね くれ て素 直 な態 度

を無 く した りす るこ との ない よ うに して下

さ い。

また， 教会 の すべ ての姉 妹 が この世 で 結

婚 し， 母 親 にな る機 会 に恵 まれ る とは 限 り

ませ ん。 しか し， その よう な中 にあ って も

戒 め を守 り忠実 に耐 え忍 ぶ な らば， 慈悲 と

愛 に満 ちた天 父 が必 ずす べて の祝 福 を授 け

て下 さ い ます。 すべ ての 祝福 を です。

数 におい ては ま だ少 ない皆 さ ん と， 妻 や

母親 として の務 め を果 たす機 会 に 恵まれ ，

それ を果 たすべ き立 場 にあ る教 会の 大 多数

の姉 妹 た ちとで は， 問題 解決 へ の道 筋 も違

って きます。

女 性が 夫 と子 供の い る家庭 を出て ，万 一

の場 合 の ため に， よ り高 い教 育 を受 け て経

済的 にも備 え るべ きだ と いうの は， 誤 っ た

考 え方 です。 私 は教 会 の姉妹 たちの 中 に あ

って も， 自己 の価値 や 成功度 を計 るた めの

基準 と して， 世 間一 般 の常 識 を使 う ことが

あ ま りに も 多す ぎ るの では な いか と危倶 の

念 を持 って い ます。

キ ンボ ール大 管長 は かつ て， 末 日聖徒 の

服装 に関 して 「教会 員独 自の スタ イル」 が

必要 で あ る と言われ た こ とが あ ります が，

成功 や 自分 自身を 見 る 目につ いて も 「教 会

員独 自の スタ イル」 を持 たな けれ ば な りま

せ ん。

末 日聖 徒 の 中 にも， もっ とこの世 的 な財

産 を持 っ て， よ り良 い暮 ら しをすれ ば， 自



分 自身 に対 す る価 値 観 も高 く なる な どと誤

って信 じて い る人が い ます。 自分 を価 値 あ

る存 在 と見 る こ とが で きる か どう か という

こ と と， そ の 人の経 済状 態 と の間 には あ ま

り関連 性 は あ りませ ん。 救 い主 の母 で あ っ

た マ リヤは， この世 的 には 貧 しい生 ま れの

人で したが， 自分 の責 任 を よくわ き まえ，

それ を喜 び と しま した。 マ リヤが い とこの

エ リザ ベツ に 言っ た 「この 卑 しい女 をさえ，

心 にか けて くださ い ま した。 今 か らの ち代

代 の 人 々は， わ た しをさ いわ いな女 と言 う

で し ょう」(ルカ1：48)と い う謙虚 な 言葉

を思 い 出 して みて下 さい。 マ リヤ の力 は 内

面 的な もの で あ って， 外面 的 な この世 の富

による もの で はあ りません で した。

母 親 の責 任 とい う もの は，託 児所や 学校 ，

保育 所 やベ ビー シ ッター な どの他 の 人の手

に任 せ て， そ れで 済 ませ る ことが で きる よ

うな もので は あ りませ ん。 この こ とは非常

に大切 な真 理 です。

幼い 子供 た ち を家庭 外 の保 育 園や幼 稚 園

な どに通 わせ た方 が 良 いと いう 人の教 えに

惑 わ され てい る 人々 が います。 これ は家計

に圧 迫 を加 える ばか りか， 幼 い子 供 を母親

の影響 の届 か な い所 に置 いて しま うこ とに

もな ります。

また子供 たちが 流行 を追 い求 め るあ ま り，

父親の 収 入 だけ では生 活 が苦 しく な り，母

親が子 供 た ちの ため に 自分 も働 き に出 なけ

れ ば な らな い と思 うよ うに なる例 もか な り

あ ります。 しか し， それ は非 常 に短 絡的 な

物 の考 え方 です。

子供 の最 も重要 な発育 期 にそ の基 本 的な

人格 を形 造 るの は，母 親の影 響 力 なの です。

家庭 こそ， 子供 が 信仰 につ い て学 び， 愛

を感 じ， 母 親の生 きた模 範 か ら正 義 を選 ぶ

こ とを学 ん でい く場 所 なの です。

この よう に，母 親 の影 響 力 と家庭 におけ

る教 え は非常 に重 要 な もの であ り， そ れ を

聖 徒の道/1982年4月 号

怠 っ た場合 に表わ れ る結果 は 非常 には っき

りして い ます。

私 はだれ の 心 を傷つ け るつ も り もあ りま

せ んが ， 活発 な末 日聖 徒の 家族 で あ りなが

ら，母 親 が その居 るべ き場 ， す なわ ち家庭

にい ない ため に， 子供 た ちの こ とで問 題 を

抱 え て いる ケー スが 多 いのは 皆 さん もよ く

御 存 じの こ とで す。

ア メ リカ のあ る有 名 な雑 誌 に， 次の よう

な恐 るべ き数 字 が載っていました。 「6歳 か

ら13歳 まで の子供 たちの母 親 で， 外で 働 い

て いる 人の数 は1，400万 人。 ま たそ の年 代

の子供 たち の3分 の1が ， 毎 日か な りの時

問大 人の 監督 を受 けて いな い とみ られ て い

る」(US〈 セωSαn4四 〇名」41～ゆ0π 「U

S.ニ ュー ス ・ア ン ド ・ワー ル ドリポー ト」

1981年9月14日 号 ，p.142)と い うのです。

母 親 が外 に 出て働 く時， 往 々 に して離婚

の種 が まか れ， 子供 た ちの 問題 が始 ま りま

す。 母 親は， 生 活 のた めの共 稼 ぎ を しよう

と決 め る前 に， そ れ によ って支 払 わな けれ

ば な らな くな る犠 牲 につ い て 入念 に考 えて

み る必要 が あ り ます。 子 供 には お金 よ りも

母親 が 必要 なの で す。

ジ ョセフ ・F・ ス ミス大 管長 は この よう

に言っています。 「子 供 が両 親の 保護 と導 き

の も とに あ り， 両 親が 彼 ら に対 して責 任 を

持 つ間 に， もし も両親 が子 供 に対 する義務

を無視 す るな らば， シオ ンの両 親 は，子 供

が8歳 にな るまで とは 限 らず， 全 生涯 にわ

たっ て子供 たちの 行動 に責 任 を持 つ ことに

なる だろ う。」(「福 音 の教 義」p.277)

モ ルモ ン経 の 中に は，聖 典 の 中で も最 も

感動 的 な 成功談 の ひ とつが 載せ られて い ま

す。 それ は家庭 で 息子 た ち に福 音 を教 えた

レー マ ン人の母 親 た ちの話 で す。 この2千

人の若 者 た ちは， 母親 の ひ ざの上 で神 への

信仰 を教 え られ ま，した。 後 に戦 争 に行 った

時， 彼 らは 大 いな る信仰 と勇気 とを示 しま
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した。

彼 らの指 導者 で あ った ヒラ マ ンは2千 人

の若者 た ちにつ い て， 「また 疑 い を 抱 か な

いな らば神 が必 ず 自分 らを救 い た もう とそ

の母か ら教 え を受 け て い た」(ア ルマ56：

47)と 言 い ま した。

ここ にその鍵 が あ ります 。 す なわ ち， 彼

らは 「その母 か ら教 えを受 け て いた」 の で

す。 随分 と昔 の こ とです が， あ る入 が 自分

の母 親 に， 全 部 で19人 もの子供 を どの よう

に して立 派 に育 て上 げ たのか を手 紙 で尋 ね

ました。 その 母 親は 次の よ うな返 事 を送 っ

てき ました。

「子供 の教 育 法 につ いて書 くな ど とい う

こ とは， とて も私の 柄 では あ りませ ん。 余

生 を送 るだ けの 生活 に 入 って もう何 年 に も

な ります。 そ んな私 が 自分 の子 供 を育 て る

ため に どんな風 に時 間 を使 い， 心配 りを し

たか を話 して も， 人の役 には立 た な いと思

い ます。 文 字通 りの意 味 で この世 的 な事 柄

を捨 てな い限 り，私 が した と 同 じ方 法 を と

る ことは でき ませ ん。 人生 の盛 りの20年 以

上の 歳 月を，子 供 の魂 の救 い のこ とだけ を

考 えてす べて を捧 げ る ような 人は， た とえ

い るに して もそ う何 人 もい る もの で はあ り

ませ ん。 それ ほ どま で に しな くて も救 うこ

とはで きる と考 えて い るか らで し ょう。下

手 であ ろ うと，うま くいかなかろうと，とに

か く私が 最 も大切 に考 えて いたの は その こ

となの です。」(フ ラン ク リン ・ワ イル ダー

1吻脚 吻 」1砿o∫h67「永 遠 の母」p.43)

この母 親 は スザ ンナ ・ウ ェス レー， また

手 紙 を書 いた 息子 は かの 偉大 な宗 教 改革 者

ジ ョン ・ウェ ス レー(17G3-1791， イ ギ リ

スの神学 者， 伝 道者)で す。 子 供 たち の魂

を救 う ごとに 人生 の盛 りの20年 もの年 月 を

捧 げ る。 これ ほ どに技 量，才 幹， 勇気， 知

恵，創 造性 を求 め られ る仕事 が ほ か にあ る

で しよう か。

180

皆 さんは 母親 として成 功 す るた めの法 則

を知 りた い と思 います か。 それ は子 供 た ち

が まだ幼 い内 に時 間 をかけ て， 福音 とそれ

を実 行 す るた めの 原則 を教 え る こと です。

皆さん も 「この世 的な事 柄 を捨 て」 「人生 の

盛 りの20年 以上 の 歳 月を， 子供 の魂 の救 い

のこ とだ け を考 えてす べて 捧 げ る」 必 要 が

あるか も しれ ませ ん。

どん なに偉 大 な事 柄 を 成 し遂 げて も， そ

れは神 の 息子 ま たは娘 の 人格 を形 成 する と

い う仕 事 に勝 る もの では あ り ませ ん。

私 は この話 を準 備 す るにあ た り， 末 日聖

徒 の 女性 が直 面 して い る問題 の解 決策 につ

いて意 見 を寄 せ て下 さ るよ うに と，何 人か

の既婚 女 性 にお 願 い しま した。 こ こで， こ

の世 での 自分 の 召 しを よ く理 解 して い る聡

明で 信仰 篤 い これ らの立 派 な主 婦 たちの 言

葉 を聞 いて みて い ただ きた い と思 い ます。

妻 で あ り母 親 で もあ るひ と りの姉 妹 は こ

う言 って います 。 「私 は主婦 ，妻 ，母 と して

の 自分 の役割 に心か らの喜 び を感 じて い ま

す。 家 の 中の仕 事 に喜 び を見 いだ す よう に

母か ら教 え られ ま した。 母 も 自分 の主婦 と

して の仕 事 を喜 ん で いたの だ と， いつ も思

い ます。 近年 騒 がれ て い るウー マ ン リブ と

い う ような こ とは一 言 も口に 出 しませ んで

した。 それ は， 私 た ちに とっ て良 い妻 で あ

り母 で あ るこ と こそ，女 性 として の本分 だ

ったか らで す。」

もうひ とりの姉 妹 は， 「私 は妻 で あ り母 で

あ る こ とを何 よ り もエ ンジ ョイ して いま す。

とて も楽 しん でや って い ます」 と書 いて い

ます。 そ して姉 妹 た ちに 次の よ うに勧 め て

います。 「家 事 が性 に 合わ な い とい う人は ，

楽 しん で でき る よう に主 に祈 って み て下 さ

い。 そ うすれ ば主 は助 け て下 さ るで し ょう。

主 に頼 る ので す。 人 間の 腕 に依 り頼 んで は

いけ ませ ん。(II二 一フ ァ イ4：34参 照)物

事 を 永遠 とい う観 点 か ら見て 下 さい。 特 に，



いつ にな った らお むつ や夜 中の授 乳 か ら解

放 され るの か しら と思 う時 には そ うで す。

あ なた は主 の望 まれ る こ とを して いる ので

す。 必ず祝 福 が与 え られ ま す。」

さ らにこ う続 けて い ます。 「妻 で あ り一母

で ある こと に誇 りを持 って下 さ い。 だれ に

も弁解 す る必 要は あ りません。 テ レ ビの メ

ロ ドラマ， 雑 誌記事 ， いわゆ る専 門家 と呼

ばれ る 人々の 話 な ど， あ なた の務 め をさ げ

すむ よ うな もの には接 しない こ とです 。」

また他の 若 い母 親は 次の よう に書 いて く

れま した。 「妻 であ り母 で あ り，そして子供

を産 む こ とは私 にと ってす べ て に優 先 す る

ことであり，大 学の学 位 や仕 事，才 能 を伸 ば

すこ と， そ の他 の どん な こ とよ り も大切 で

す。 他 の 人間の 人格 を 形造 る こ とよ り も大

切 な仕事 が こ の世 に存在 す る で し ょうか。」

この母 親 は姉妹 たち を悩 ま す問題 の解 決

策 を次 のよ う に書 き送ってくれ ました。 「立

派 な聖徒 と言 うこ と もで き るか も知 れ ませ

んが， 高 潔 な女性 が持 つ 偉大 な 力は， 救 い

主 に対 す る証 と， そ の代 弁者 す なわ ち予 言

者で あ りイエ ス ・キ リス トの 使徒 で あ る人

人に対 す る信 頼感 の 中 にあ ります。 そ して，

主 とこれ らの 使徒 た ち に従 うな ら， キ リス

トの 恵み に よ って キ リス トの 平安 を得 ， そ

の結果 自分の長 所 を伸 ば し，情 緒 的 な安 定

が得 られ ます。 また， 問題 を解 決 して 力 を

つけ るた めの 手段 として救 い主 の模 範 に 倣

う ことが で きる よう にな り， 自分 自身 や 家

族 や 周 りの 人々を 愛す る源 として キ リス ト

の愛 を身 につ け るこ とが でき る よう にな る

で しょ う。 妻， 母 と して 自信 を持 ち， 家庭

にお ける 自分 の務 めの 中 に喜 び と達 成 感 を

感 じる ことが でき る よう にな りま す。」

私 もこ の賢 明な勧 告 が確 か な もので あ る

こ とを， す べて の姉 妹 た ちに証 します。

もうひ と りの 立派 な姉 妹 は， 次 のよ う に

書 いて い ます。「一 生 懸命 や っているシオ ン
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の母 親 たち をほ め るよ うに して あげ て下 さ

い。そして私たちを愛 し，私 た ちのた め に祈

りを続 けて下 さい。 と申 します の も私 たち

は教会 幹 部 の兄弟 た ちの勧 告 を信 じ， その

言葉 を とて も大事 に思 って いるか らです。」

この依 頼 に励 ま しを得 る と共 に，ベ ンソ

ン姉 妹 の 有益 な助 言 を受 け， 皆 さん に次 の

よ うに 申し上 げ たい と思 い ます。

家庭 内 の管理 に喜 び と満 足 を感 じて い る

こ とを体 で表 わす よ うに して下 さ い。 家庭

内の仕事 に対 す るあな た の姿勢 を模 範 に よ

って示 して下 さい。 あ な たの態 度 に よっ て

子供 た ち は， あな たが 「私 は ただ の主婦 に

す ぎな い」 と思 っ てい るか， それ と も 「家

庭 内で の務 め は， 女 が望 む最 も大切 で尊 い

職 業 」 と考 えて い るか を知 るの です。 女 の

子 にはパ ンや菓子 を焼 いた り，料 理 ，栽 縫，

部屋 の整 理 整頓 な どを させ， 腕 をみ が く機

会 を与 えて下 さい。

毎 日家 族 の祈 りを捧げ て下 さ い。 毎朝 毎

晩家族 の 祈 りを す るこ とに よ って ， 主 に頼

る こと を子供 た ち に教 える こ とが で き ます。

そ して家庭 で 聖典 を読 む こ とを習 慣 に して
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下 さい。

御主 人の管理 の 下 に，毎 週家 庭 の夕 べ を

開 き，〆定期 的 に，特 に安 息 日には聖 典 を読

む ように して下 さ い。 家族 で共 に聖 典 を読

み，集 会 に集 い， その他 の ふ さわ しい活動

をす るこ とに よ って安 息 日を聖 く して下 さ

い。

家庭 で は良 い文学 や 音楽 の みを勧 め て下

さい。 子供 た ちに一 流の 芸術 ，音 楽 ，文 学，

催 し物 を鑑 賞 させ て下 さ い。 子 供 たち の間

違 い を指 摘 す るよ りもほめ る こ とに重 点 を

置 くよう に して下 さい。 どん な小 さな こ と

で もほ めて あ げて下 さ い。

分担 を決 めて子 供 た ち に家 事 を手 伝 わせ

るよ うに して下 さ い。 家 庭 菜 園， 庭 仕事 ，

掃 除な どで 家族 が何 か を行 な う時は ，全 員

に割 り当て を与 えて 下 さ い。

家 庭 が家族 の社 交 や文 化 活動 の 中心 と な

るよ うに して下 さ い。 ピク ニ ック， 家庭 の

夕べ， ミュー ジカ ル， 屋 外 での ゲー ム な ど

を して， 子供 た ちが 余暇 は家 で過 ご した い

と思 うよ うに仕 向け て下 さ い。

不 断か ら子 供 た ちの話 に耳 を傾 け て， 悩

み事 や質 問が あ る時 には， 黙 っていて も皆

さんの と ころ に相 談 に くる よ うな下地 を作

ってお いて下 さ い。 男女 交際， 性 に 関す る

問題 ， そのほ か心 身 の成長 や 発達 に影 響 を

及ぼす大切 な事 柄 につい て話 し合 って下 さ

い。 これ は疑 わ しい所 か ら知 識 を得 た りす

ることの ない よ うに， 早 い時期 に始 めて下

さ い。

いつ も来客 があ る時 の よ うに，子 供 た ち

に敬 意を 払 って優 しい態度 で接 して下 さ い。

詰 まる ところ， 来 客 よ りも子供 た ち の方 が

あ なた にと っては 大切 な存 在 なの です。 他

の 人に家族 の悪 口を決 して 言 わな い よう に

教え て下 さい。 互 い に忠実 で いて下 さい。

他 の人 々に奉 仕 した い とい う望 み を子 供

たちに植 えつ けて下 さ い。年 寄 りや病 人や
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孤独 な 人 々を思 い や るよ う に教 えて下 さ い。

福音 を知 らな い 人 々 に祝福 を与 える こ とが

で きる よ う に， 小 さい う ちか ら伝 道 に出 る

準備 を させ る よ うに して下 さ い。

物 質 的 な事 柄 を追 い求 める誘 惑 か ら身 を

守 って下 さい。 もっ と若 く見せ た い， 流行

に乗 り遅 れ た くな い とい うや む こ とを知 ら

な い熱 狂， 母子 双方 健康 的 に何 の不 安要 因

もない の に子 供 の数 を制 限 しよ うとす る こ

と， 人 を助 け る喜 びを忘 れ させ る 利 己心 ，

これ らの問 題 はすべ て， 感謝 する心 を失 わ

せ， 人 を無慈 悲 に し，情 緒 を不安 定 にさせ

る もの です。

家 長 と しての責 任 を果 たす こ とが で き る

よ うに御 主 人 を支持 し， 励 ま し， 力づ けて
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あげ て下 さ い。 皆 さ んは御 主 人のパ ー トナ

ーな ので す。 皆 さん が御 主 人の 人生 に対 し

て持 って い る責 任 は， 御 主 人を高 め， 崇 高

な標 準 を保つ 手助 け を し， 自ら義 しい生 活

をす る こ とに よって 永遠 に その 王妃 となる

ため の備 え をす る こ とにあ ります。

家 庭 とは愛 ，理 解 ，信 頼 の場， そ して 皆

が 自分 は受 け 入れ られ て いる とい う気持 ち

と一 体感 を味 わ う場 な ので す。 もし妻 と し

て， 母 と して， ま た娘 として 自分 自身 こ家

族 と家庭 に対 する責 任 を十 分 に果 た し， 扶

助協 会 の姉妹 たち の よう に互 い に親密 な関

係 を保 つ な らば， 若 人 と両 親 を悩 ま して い

る今 日の 問題 の 多 くは， 皆 さ んの上 を何事

もな く過 ぎ去 って 行 く ことで しょう。

マ ッケ イ大管 長 は次 の よ うに言 われ ま し

た。 「子 供 た ちが， 真理 ， 名誉 ，徳 ，自制 な

どの 人生 の教 訓， 教育 と正 直 に働 くこ との

価 値， そ して 人生 の 意義 と特 権 とを学 ぶ 上

で，最 初 の場 となる のが 家庭 で ある。 そ し

て これは 最 も効果 的 な場 で もあ る。 子供 た

ちを教 え育て る場 と して 家庭 に代 わ る もの

はな い。 いか なる成 功 も家庭 の失 敗を償 う

こ とは で きな いの であ る。」(デ ビッ ド・0・

マ ッケ イ 「家庭 の夕 べ」テキ ス ト，1968-69)

なぜ サ タ ンが， 母 親 た ちに子供 の 養育 を
ゆだ

人の手 に 委ね させ， 家庭 を崩壊 しよ う とし

て いる のか， これ でお わか りにな った で し

ょうか。 サ タ ンは 非常 に 多 くの家庭 で 成功

を収 め て いる ので す。

本能 的 に子供 を肉体 的 な危 険か ら守 ろ う

とす るの と同様 に， この よ うな危 険か らも

家族 を守 って あげ て下 さ い。

家 族 全 員 が そ ろ って 日の栄 の 王 国 に 行

く ことを， 伴侶 と共 に家族 の 目標 として 決

めて下 さい。 皆 さん の家庭 が 地上 におけ る

小さ な天 国 とな る よう努 力 し， この世 で の

生涯 を終 え た時， 次 の よう に言 う こ とが で

き るよ うに して下 さい。
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み ん な が こ こ に い る 。

父 ， 母 ， 姉 ， 妹 ， 兄 ， 弟 ，

愛 す る 家 族 が み ん な い る 。

空 い て る 席 は ひ と つ も な い ，

'家 族 が み ん な 顔 を そ ろ え て る～・… ・

み ん な 、 み ん な が こ こ に い る。

(チ ャ ー ル ズ ・ス プ レ イ グ，7物 隔 ≠

魏81s(ゾChα ガωSρ ㎎g%6「 チ ャ ー ル ズ

・ス プ レ イ グ 著 作 集J〉

私 は永 遠 の伴侶 フ ロー ラの 献 身 と明る さ，

信仰 ， 忠誠 を心 か ら感謝 して い ます。 妻 は

家族 にと って常 に洞 察 力 と霊 感 の源 で した。

ぴ った り合 っ た呼吸 ，素 晴 ら しいユ ーモ ア

の セ ンス， そ して私 の仕 事 に示 して くれ る

関心 な ど， 彼女 は妻 と して 私の 心 に喜び を

与 え て くれ・ま す。 ま たその 無 限の 忍耐力 と

的 確 な洞察 力 とを もって， 非常 に献 身的 な

母 親 と して務 めて くれ ま す。 彼女 は 自分 の

こ とを忘 れて， 喜 ん で夫 と子供 た ちの ため

に尽 く し， 立 派 な妻， 母 にな る とい う神 か

ら与 え られ た栄 えあ る召 しを全 う しよう と，

固い決 意 を示 して い ます。

今 夜， この よう に皆 さんの お顔 を拝 見 し，

私 は 「この重 大 な時 期 に， シオ ンの 中の妻，

母 と して取 って おか れ た皆 さん は何 と素 晴

らしい霊 だろ う」 と思 い ます。皆 さんは地

上 にあ る唯一 の真 のイ エ ス ・キ リス ト教会

の会 員 です。 夫 と共 に 忠実 であ れ ば， 日の

栄 の王 国で 永遠 の生 命 を受 け るこ とがで き

ます。 これ が皆 さ んへ の約 束 の言葉 です。

愛す る姉 妹 の皆 さん， 私 は皆 さ んが女性

と して 受 けて い る栄 えあ る務 めが 真実 で あ

り， 永 遠 の もので あ るこ とを証 します。

神が 皆 さん一 人一 人を祝 福 し， この世 か

ら永遠 にわた って 喜 び と幸せ とを授け て下

さる よ うに。 イエ ス ・キ リス トの み名 に よ

り申し上 げ ます。，ア ー メン。
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愛は限 りな く

管理 監督 会 第二 副監 督

」・リチ ャ ー ド・ク ラー ク

兄 弟姉妹の皆さん・福祉部の新し嘆 務
部長 で あ る， グ レン ・ペ ース兄 弟 に は

15歳 にな る娘 さん， リ ッキ ー ・ペ ー スが い

ますが， 彼女 が 学校 で 友達 と次 の よ うな会

話 を交 わ した そ うです 。

友 達 ： 「あ なたの お父 さん， ど こで働

い て いるの?」

リッキー ： 「教 会本 部 よ。」

友 達 ： 「教 会本 部 って どこ?」

リッキー ： 「神殿 のそばのあの高層 ビルよ。」

友 達 ： 「どん な仕事?」

リッキー ： 「福 祉部 の責 任 者 よ。」

友 達 ： 「福 祉部 って な一 に?」

福 祉 部 につ いて何 度 説 明 して も， 特 別 き

わだ った 印象 を この友達 に与 え るこ とが で

き ませ ん。 それ で も， この会話 に終 止 符 を

打つ べ くリッキーはこう言 い ま した。 「言 い

換 えれば， 今 か ら福 千 年 まで の間 に， 教会

の会 員の 中 で空腹 の ため に だれ かが死 ぬ よ

うなこ とが ある と した ら， 私 の お父 さん の

せ いにな る のよ。」

福 祉 活動 に対 して は， い ろい ろな見 方 が

あ ります 。応 々 に して，福 祉 は，農 場 や，
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かん詰工 場 ，監 督 の倉 庫， デゼ レ ト産 業等

と結 びつ けて考 えて い ますが， 福 祉活 動 は，

教 会 の 中心 とな る使 命 ， す なわ ち，聖 徒 を

完 き者 にす る とい う使 命 に欠 くこ とで きな

い もので す。福 祉 活動 は， 個 人 に対 す る福

音 の実 践 です 。単 な る グル ープ や団体 の た

めの活 動 で はあ りませ ん 。永遠 の救 い は個

人個 人 に もた らされ る もの であ り，救 い主

の レベル ま で致 達 す る には， は しごを 自力

で登 っ てい かな けれ ば な りませ ん。完 き者

とな る には， イ エス の み言葉 と同 じよ う に

イエ ス のみ業 を行 なっ てい かな けれ ば な ら

な いの です 。使 徒 パ ウ ロは， キ リス トの弟

子 た る べ き人は， 「神 の性 質 に あず か る者」

(IIペ テ ロ1：4)に な る よう に と言 って恥

ます 。また こ うあ ります 。 「あ なた方 は，御

足の 跡 を踏 み従 うよ うに と， 召 され た ので

あ る」(1ペ テ ロ2：22)1897年 ， カ ンザス

州 トペ カ に住 む若 い牧 師 が 「キ リス トの足

跡 」 と題 した本 を書 きま した。 それ は， 彼

の新 しい試 み を もと に書 か れた もので す。

彼 は， 失 業 中の 印刷工 を装 い， トペ カ の街

路 を うろつ いて み た とこ ろ， この 「ク リス

チ ャ ン」 の住 む町 か ら受 け た待遇 に驚 い た

とあ ります 。小 説 の中 で この牧 師 は， 次の

よう な興 味 深 いチ ャ レン ジを 自分 の会衆 に

与 えた とあ ります。

「イエ ス様 だ った らど うな さ るだ ろう か

と， まず 問 いか けて みて か ら何 事 で も行 な

う… … これ をこの1年 間，忠実 にまた正 直 に

実行 して下 さる方 はい ませんか。私 たちの 目

的 は，当面 の結 果 の有 無 にか かわ らず，イエ

ス が ここ にお られ た ら， と仮 定 して行動 す

るこ とです 。言 い換 えれ ば， イエ スが 弟子

た ち に教 え られ た よ うに， イ エス の足 跡 を

で き る限 りその まま にた ど って欲 し い とい

うこ とな ので す。」(チ ャール ズ ・M・ シェ



ル ドン， 伽 伍sS吻s「 キ リ ス トの 足 跡」

P，16)

この 本 には， このチ ャレ ンジを受 け 入れ

た 人々 のお もし ろい体 験 が書 かれ て います 。

この試 み に私 は好奇 心 を そ そられ ました。

も し今 日， 末 日聖 徒 の 間で こ の試 みが実 行

に移 された とした ら， どの よ うな結 果 が得

られ る だ ろ うか と思 い ます 。私 た ちは末 日

の ク リスチ ャン と して， 愛 とい う尊 い律 法
たす

を行動 で表 わ す とは 「弱 きを扶 け，垂 れた
かいな

る腕 を挙 げ，か よわき ひざ を強 うす べ(き)」

(教義 と聖約81：5)こ とで ある と理 解 し

て いま すが， この言葉 の意義 を現 実 の もの

として把 握 してい るで しょうか 。私 た ちの

救 い主 への愛 が どれ ほ どの もの か がわ か る

の は， 困って いる 人を捜 し， その 人の ため

に力 に な って あげ る時 です。

哲学 者 ウ ィ リア ム ・ジ ョー ジ ・ジ ョーダ

ンは， 人生 の4つ の飢 え とは，体 の飢 え，

精 神 の飢 え， 心 の飢 え，魂 の飢 え であ る と

してい ます 。 これ らは皆 実在 す る もの であ

り， したが っ てそ の実 在 を認 め， 食物 を与

え てや らな けれ ば な りませ ん。

1)体 の飢 え は， だれ もが 自覚 で きる生 物

学 的欲 求 で す。 肉体 的 に何 かが 欠乏 してい

る時 は， 霊的 に も強 くなる こ とが難 しくな

ります。

2〉精 神 の飢 えは，知 性 ，教 育， 個 人 の進

歩 な どを渇望 す る こ とです。

3)心 の飢 え とは，孤 独 感 を感 じた り， 自

尊 心 を失 った り， 人に理解 され なか っ た り，

話 し相 手 や， 同情 ，評 価 を求 め た りす る状

態 のこ とで す。 こ の場 合 ひ とつ気 献 つ く こ

とは，隣 人 の心 の飢 えを満 たす ことによって
いや

自分 の心 の飢 え も癒 され る と いう こ とです。

4)魂 の飢 え とは， 永遠 の真理 を知 りたい

と切 望 する こ とです 。霊 が神 と交 わ る こ と
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を望 む ので す。(ウィ リアム ・ジ ョー ジ ・ジ

ョー ダ ン，C70励.φ1n漉 漉4襯 」吻 「個 入

の尊 さ」pp.63-75)

回復 され た イエ ス ・キ リス トの福 音 は，

これ ら人生 の飢 え を満 たす ため の解決 法 を

もた らしてくれ ます。 「わ た しが命 のパ ンで

あ る。 わた し に来 る者 は決 して飢 える こと

が な く， わ た しを信 じる者 は決 して かわ く

こ とが ない」 とイエ ス は言 われ ま した。 イ

エ スの よ うに， この世 的 な飢 えを軽 くす る

力 を持 つ こと は， だれ し もが望 む ところ で

す。 しか し， 私 た ちにで き る簡単 な道 が た

く さん備 え られ て いる こ とを忘 れ て はな り

ませ ん。 私 た ちが 自分 を犠 牲 にして 人の た

め に尽 くす時 ， 問題 な のは その犠 牲 の大 き

さ よ りも， その助 けが時 機 を得 て なされ た

か とい う ことで す。 そ のこ と を覚 えてお き

ま し ょう。

有名 な コラム ニ ス ト， ア ーマ ・ボ ンベ ッ

ク は， 自分 の経験 談 として さ さい なこ とで

も大 き な意味 を持 つ こ とが あ ると言 って い

ます。 ある朝 ，彼 女 は飛行 場 に行 こう と急

いで い たの です が， 直前 に た くさん の電話

があ り， 大変 な思 いを しま した。 そして よ

うや く飛行 場 に着 いたわ け です が， その時

の様子 を こう書 いて い ます。

「飛 行場 に着 いた私 はほ っ とし ました
。

『飛行 機 が離 陸 す る前 のこ の貴重 な30分 間
，

と う とう私 の もの にな った。 ひ と りにな っ

て，考 え ごと をし た り， 本 を読 んだ り， ぽ

うっとした りで きる 。』とこ ろが そ う思 った

矢 先 に， 隣 に座 って い た年 輩 の婦 人が 『シ

カ ゴは きっ と寒 いで しょうね 』 と話 しか け

て きま した。

私 は全 く無 表情 で 『そう か もしれ ませ ん

ね』 と答 え ま した。

す る と婦 人は 『私 は3年 間 シカゴ に行 っ
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て いな いんで す。 息子 が お ります け ど』 と

言 いま した。

私 は本 か ら 目を離 さず に 『ああ そ うで す

か』 と言 い ま した 。

『私 の主 人 の遺体 が こ の飛 行 機 に乗 って

い ます。53年 間の結 婚生 活 で した。 私 は車

の運転 が で きない んで す。主 人が亡 くな っ

た時，私 たち はカ トリ ックで もな いん です

けれ ど， 尼 さ んが病 院 か ら家 まで連 れ て行

って下 さ った んで す よ。 飛行 場 ま では葬儀

屋 さ んがお連 れ下 さ ったん です』 と婦 人は

言 い ま した。

私 は， その時 ほ ど 自己嫌 悪 に陥 った こ と

はあ りませ ん。 ひ と りの 人間 が， 話 を聞 い

て欲 しい と必 死 で全 く見 も知 らずの 人 に話

しかけ て きた とい うの に， 冷 た い その相 手

は生 きた人間 の ドラ マ よ り，小 説 の ほ うに

心 を引か れて い たの です 。彼女 は忠告 も，

お金 も，援 助 も，専 門家 の意 見 も， それ に

同情 さ え も求 めて い ませ んで した。話 を聞

いて くれ る人 が欲 しかっ たの です 。彼 女 は

飛行機 に乗 る まで， 無感 動 な 口調 で ひっ き

りな しに話 して いま した。 彼女 は私 とは離
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れ た場所 に座 席 を見 つ け ま した。 と ころが

コ ー トをか け てい る と彼 女 が隣 の 人 に哀 れ

を誘 う声 で話 しか ける のが聞 こえ てき ま し

た。 『シカ ゴは き っと寒 い で し ょうね。』

『神 様
， ど うぞ どな たか彼 女 の話 し相 手

を見 つ けて下 さい ますように。』私 はそ う祈

らず に はい られ ませ んで した。」(ア ー マ ・

ボ ンベ ック，Ch'08goS%η 一丁巨窺εs「シカ ゴ ・

サ ンタ イム ズ」)

私 た ちは， だれ か が博 愛 に満 ちた行 ない

を したの を見 て， 「ど うしてあんな こと思 い

つ か なか った の だろ う」 と思 うこ とが よ く

あ ります 。私 た ちが こ う した い と思 う こ と

をや って のけ る人 た ちは， 気 づ く技術 を マ

スタ ー して いるの で し ょうか 。 そう い う人

人 は 自分 の こ とを考 える前 に， ほ か の人 が

必要 と してい る こ とに敏 感 に なる 習慣 を 身

につ けて い ます。絶 好 の チ ャンス は早 々 と

逃 げて しまい， また また心構 えだ けで終 わ

っ て しま うこ とが よ くあ ります 。心 が しよ

う と思 って い る正 し い望 み と， 親切 な行 為

が一 緒 に なっ た らどん な に良 いこ とで しょ

う。

や らなけれ ば い けな い こと を遅 らせ る癖

を一掃 す る意 味 で，詩 人 ジ ョン ・ドリン ク

ウ ォー ター は 「祈 り」 と題 して次 の よ う に

言 って います 。 これ は その一部 です 。

「私 たちは自分 の歩 む心の道 を知 って いる
。

そ こ には あな たの 言葉 が書 かれ て い る。

で も神 よ，後 生 で すか らそれ以上 の もの

を お恵 み下 さ い。

思 い通 りに行 なう 力を

知 識通 りに働 く力 を

鋼 鉄 で ふち取 りされ た 目的 を

私 た ち に下 さ い。

私 た ち は知 識 は い らな い。

知 識 は あな たが貸 して下 さ った 。



の どか ら手 が 出 るほ ど欲 しいのは 『意志』。

私 た ちに強 い意 志 の心 を恵 み た まえ。

行 ない を，行 ない を。」

親 切 な行 為 を実 践 に移 す人 の こ とを考 え

る時， す ぐ思 い 当た るの が監督 と扶 助協 会

会長 の ことで す。彼 らが ワー ド部 の会 員の

た め に 自己 を忘 れ て， 多 くの時 間 を費 や し

て い るこ と を知 って いる人 は， 比較 的 少 な

い よ うです 。彼 らは，真 に原則 を行 動 に移

して い る人 た ちで す。

私 は こ こで， 開拓 者 た ちの心 温 まる お話

を引 用 した い と思 い ます。

「ユ タ州 南部 の ある小 さな町 に
，私 の曽

祖 母 が住 ん でい た。 彼女 は そ こで扶助 協会

の会長 に召 され て いた。教 会 の歴 史 の上 で

この時 期 は， モ ルモ ンと教 会 外 の人 々 との

間 に は相容 れ な い，非 常 に気 ま ずい雰 囲気

が あ った 。

私 の曽祖 母 の ワー ド部 で， ひ と りの若 い

姉妹 が教 会 外 の男性 と結婚 した。 当然 の こ

となが ら， モ ルモ ンも教 会外 の人 々 も， 全

くこれ を喜 ば なか っ た。 やが て この若夫 婦

に子 供 が生 まれ た 。 しか し不 幸 な こ とに，

そ の母 親 は産 後 の 肥立 ちが悪 く，赤 ち ゃん

の世 話 をす る こ とがで き なか った 。 この こ

とを知 った私 の 曽祖母 は， す ぐ にワー ド部

の姉妹 た ちの家 を訪 れ， この若夫 婦 の家 へ

交 代 で行 って赤 ち ゃん の世 話 をす るよ うに

頼 んで 回 った。 しか し姉妹 たち か ら次々 に

断わ られ， 結 局 そ の責 任 は 曽祖母 ひ と りが

負 うこ とに な ったの で あ った。

彼女 は朝早 く起 きる と， この若 夫婦 の家

まで長 い道 の りを歩 いて行 った。 そして赤

ち ゃん に湯 をつ かわせ ，乳 を飲 ませ る と，

洗 濯物 を全 部取 りまとめ， それ を 自宅 に持

ち帰 った。 それか らそれ を洗 濯 し， 翌 日，

届 け たの であ った 。 曽祖 母 は長 い間 これ を
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続 け， もはや 日課 となって い た。 そう した

あ る朝， その仕 事 に出 か ける こ とが とて も

大儀 に感 じ られ た。 しか しベ ッ ドに横 た わ

りなが ら， もし も自分 が行 かな けれ ば， そ

の子 を世 話 す る人が い ない と考 えた。 そこ

で彼 女 はあ らゆ る力 を奮 い起 こして 出か け

たの で あ った。 彼女 は この仕事 を終 える と，

家 に帰 って きた 。曽祖 母 が家 に無事 に戻 る

こ とが でき たの は，主 の助 け以 外 の何 もの

で もな い。彼女 は居 間の大 きな椅子 にが っ

く り体 を落 とす と， す ぐに深 く眠 り込 んで

しま っ た。 この時 彼女 は， 自分 の体 が 火 に

よ って焼 かれ， 骨 の髄 まで溶 か されて しま

うか の よう に感 じた と言 って いる。 眠 り込

む と， 彼女 は夢 を見 た。 それ は， 赤 ち ゃん

の キ リス トに湯 をつか わせ て いる夢 だ った。

神 の御 子 に湯 をつ かわ せ る とは， 何 という

大 き な特 権 で あ ろうか 。 その時， 主 の み声

が 聞こえ，こう言わ れ た。 『これ らの最 も小

さ い者 の ひ と りにした のは， す なわ ち， わ

た し に した ので あ る。』」(「主 か ら託 され た

私 の使 命 」p.179)

恐 らく最 も勇敢 な行 動 とい う もの は，静

か にほ かの 人か ら認 め られ る こと なく行 な

われ て いる ので は ない で しょケ か。 そ して

た だ慈 悲 深 い天 父が， 人知 では と うてい測

り知 る こ とので き ない平安 をお与 え下 さ り，

「良 い忠実 な僕 よ
， よ くや った」 とみ た ま

を通 して さ さや いて下 さるだ け なので す。

(ピ リピ4：7;マ タ イ25：21参 照)

最 近 ，私 は， 私個 人 に関 連 した こ とで，

感銘 を受 けた こ とが ひ とつ あ ります。過 去

8年 間， 寝 た き りの姉妹 が い ま した。彼 女

は 歩 く こと も話 す こと もで き ない状 態 で し

た 。 この夫 婦 に忠実 なホー ム テ ィーチ ャー

が割 り当て られた のは.6年 前 のこ とです 。

この ホ ーム テ ィーチ ャー は， もし 自分 の
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妻 が毎週 日曜 日の朝 ，』訪 問 して この体 の不

自由 な姉 妹 の面倒 を見 た、ら， 兄弟 に神 権 会

に出席 して もらっ て もよ いか と尋 ね ました。

過去6年 間， 日曜 日にな ると この ホー ムテ

ィー チャ ーは， 自分 の妻 をその家 に連 れ て

行 き，兄 弟 が神 権 会 に出席 す る間， 妻が そ

の姉 妹 の そば にい る よう に取 り計 らい ま し

た。 そして この ホ ーム テ ィーチ ャ ーの奥 さ

ん は老夫 婦 のた め に， 毎週 お菓子 や何 か 特

別 な もの をこ しら えて持 ってい った ので す。

とうと う， 病気 だ った姉 妹 が亡 くな り ま

した。 そ こで この夫婦 の娘 さん が，長 い間

ホーム テ ィーチ ャー とその奥 さんが して下

さった行為 に対 して 深 い愛 と感謝 の気 持 ち

を示 した とこ ろ， 奥 さんは こ う言 った そ う

で す。 「私 た ち に感 謝 な さら なくて もいい

ん です よ。優 しい お母 様 とお話 で きて光 栄

で す。 これ か ら私 ど うし ようか し ら。 日曜

日の あの1時 間半 が，1週 間 の う ちで一 番

寂 しい1時 間半 に な って しま うわ。」

この地 上 での務 め を間 もな く終 えよ う と

いう時， 救 い主 は 自分 の母 マ リヤの と とに

つ いて最 後 まで心 配 して お られ ま した。 こ

れ は，私 た ち にと って模 範 とな って い ます。

年 老 いて 自分 自身で は何 もで きない両 親 を

敬 う献身 的 な息子 や娘 は， 主 の 足跡 を歩 ん

で い るこ とにな るの です 。2年 前 頃 の こ と

で すが，新 聞 で ζん な記事 を読 み ま した 。

「親愛 な るア ビー さん へ

私 は，今 飛行 機 の 中で， あ な たの記事 の

中 にあ った ある 息子 の手紙 を読 んで い ます。

その息子 は， 自分 の 父親 が来 た らプ ライ バ

シーが侵 され る と思 って， ほん の少 しの 間

だ けで むい いか ら会 いた い とい う父親 の願

い を拒否 した との ことで した 。

あの記事 は私 の 目を引 き ま した。 とい う

の は， 私 は今 これ か ら， 息子 か らの しつ よ
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う な依 頼 が あ って， オ マハ の息子 の ところ

へ2週 間 ほ ど出 か ける と ころだ か らです 。

息子 の生 活 を邪 魔 した くな い と思 う気 持 ち

か ら， 最初 この話 には気乗 りが し ません で

した 。

この手 紙 を書 いた 息子 は， 子供 の時 の 自

分 が 父親 か ら奪 った プ ライバ シー とい う も

の にっ いて一体 考 えた こ とが あ るの で し ょ

うか 。

子供 たちが 幼 なか った 頃，私 は子 供 の面

倒 を見 ない で 自分 の好 きな こ とがで きた ら

どん な にい いだ ろ う とよ く考 え ま した。 し

か し今 は， 子供 たち と共 に過 ごした時 間 を

惜 しむ気持 ちは少 し もあ りません 。 それ ど

こ ろか， もっ とその時 間 があ れ ば良 かっ た

と思 って い ます 。子供 た ちが家 にい た時間

は本 当 にあ っ と言 う間だ った よ うな気 が し

ます 。

私 は この手紙 はあ なた にお送 り しませ ん。

この種 の手 紙 は何 千何 万 とお受 け取 りにな

るで しょうか らね。 これ はほ んの私 の独 り

口

親 愛 な るア ビーさ ん， 私 の 父 は急 に心臓

マ ヒで亡 くな りま した。 この半 分書 きか け

の手紙 が ポケ ッ トの 中 にあ りま した。私 や

妻 は父 を亡 く して本 当に悲 しく思 っ てい ま

す。 お父 さん に本 当 に来 て欲 しい と思 って

いた息子 よ り。 ウ ィ リア ム ・ス ムズ ィク」

(P6s6観1%ωs「 デ ゼ レ ト・ニュー ズ」1979年

12月13日 イ寸)

兄 弟姉 妹 の皆 さん， け さこ こで私 が 申 し

上 げ たい こ とは， もし私 たち が主 の歩 まれ

た道 を歩 む とした ら，犠 牲 を払 って 自分 か

ら飛 ぴ込 んで いか な い限 り不 可能 だ とい う

ことで す。 簡単 にで きる こ とはひ とつ もあ

りませ ん。 しか し， 奉仕 をす る機 会 をいつ

も求 め る人 に と って，愛 は困難 を も乗 り越
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え て広 が って い くの です。

救 い主 が御 自分 の使 命 を果 たす こ とがで

きたの は， 神 を父 として お生 まれ に なっ た

とい う理 由だ け では ない と思 い ます。30年

の 間，御 自分 の 同胞 が何 を必要 と してい る

か を悟 る 力 を養 われ たの です 。

ア ルマ7章 にこ う書 か れて い ます。

「この 男の子 は世 の中 へ出 て苦難 とあ ら

ゆる誘 惑 で ある試 み とを受 けた も う。 これ

は この方 が 自分 でそ の民 の苦 しみ と病 い と

を引 き受 け る と言 いた も う言 葉 が成就 す る

ため で ある。

・また肉体 を持つ者 として慈 悲の心 に富

みたまい，虚 弱 の度 に応 じて そ の民 を救 う方

法 を知 るた め に民 と同 じ く虚 弱 を受 け た も

う。」(ア ル マ7：11-12)

最近 ， あ る ステ ーキ部 大会 に参 加 した時，

そ こで教 会 に おけ る家族 の役 割 につ い て話

し合 い が行 なわ れ ま した。 そ の会 の後 で，

私 はあ る婦 人 か ら話 しかけられ ました。 「監

督 ， 私 は未亡 人 で す。 き ょうお話 し下 さ っ

た こ とに とて も感謝 してい ます 。私 には素

晴 ら しい家族 が あ りますけ れ ど， 問題 事 が

多 くて， 助 けが 必要 で す。私 の神 権指 導者

は御 自分 の 家族 をお持 ちで， た くさん問題

を かか え てい ら っ しゃる ようで す。私 の よ

うな者 が相 談 に行 け ば悩 み が ひ どくな るば

か りです か ら， あま りお邪魔 した くな いん

で す。 どう した らい いで し ょう。」

「あな たの こ とを いろ いろ と世 話 して下

さる ホー ムテ ィーチ ャー がお られ ますか」

と尋 ねる と彼女 は言 いました。 「え え，毎 月

お見 え にな られ ます が， 私 の家 族 とは深 い

つな が りはで きてお りませ ん。」 「では， あ

なた を訪 れ，理 解 して下 さ る訪 問教 師 はい

ら っ しゃい ます か。」私 は そ う尋 ね ま した。

「扶助 協会 の方 が時 々来 られ ます」 とのこ

とで した 。

この時 点 で，私 は正 しい返答 が で きるよ

う祈 ってい ま した。 す る とち ょうど その時
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私 た ちの そば に立 って，会 話 を聞 い た愛 す

べ き姉妹 が こう言いま した。 「失 礼 で すけ ど，

私 も未亡 人 で した。最近 ， 再婚 した ばか り

です けれ ど， あ なた のお気 持 ち はよ くわ か

ります し， あな たの悩 み ご と も理解 で きま

す。 こん どお訪 ね してよ ろ しい か しら。 ち

ょっ とお しゃべ り したい わ。」

トム ・ドー リー博 士 は， この よう な心 か

らの奉 仕 につ い て次 のよ う に述 べ て いま す。

「アル バー ト ・シュバ イツ ァー博 士 が最

も大切 な信 条 として いた もの の 中に苦 しみ

を背 お った人 に手 を差 し伸 べ る こ ととい う

のが あ ります 。 そう した 人々 は， 肉体 的 な

苦 しみや， 心 身の 激 しい苦 痛 を身 を も って

体験 した こ との ある人 々 です。世 界 中に い

る この ような 人々 は 目に見 え な い絆 で結 ば

れて い ます。苦 しみか ら救 い 出 され た人 は，

ほか の病 人の こ とを忘 れ て我 が人生 を好 き

な よづ に歩 む よ うな こ とは しては な りませ

ん。私 た ちは 目が開 かれ た の です。 今 こ そ

苦 しみや嘆 き と闘 って い るほ かの 人 を助 け

る責任 が あ ります。 自分 が救 い出 され た と

同 じよ うに， ほか の人 を も苦 しみ か ら救 い

出 してあ げな けれ ばな らな いの です 。

この思 いや りの輪 には， 病 気 を した こ と

のあ る人 は もとよ り， 苦 しみ を味わ った人

とつ なが りの ある人 が皆 入 って き ます。 否，

この輪 に入 ら ない人 が い る で し ょ うか 。」

(トム ・ドー リー 『苦 しみ の中 にあ る人 に

手 を差 し伸 べ る3駒 名4sげ 四 回o勉 「知

恵の言葉 」p.50)

再 ぴ シ ェル ドン博士 の 言葉 を 引用 します。

、「キ リス トの弟 子 た ちが強調 しな けれ ば

な らなげの は， この個 人 的 な要 素 で ある 。

『与 える者 のいない贈 物 は意 味が な い
。』人

の力 を借 りて救 いを得 よう とす るキ リス ト

教 はキ リス トの キ リス ト教 では ない。 ク リ
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スチ ャンはだ れ で も， イ エス の歩 まれた道

を歩 む必要 が あ る。 その道 は， 個 人 の犠牲

とい う道 に沿 っ て伸 びて いる 。 そ して， そ

の道 はイ エス の時代 にあ った道 と全 く同 じ

道 な ので ある 。」(チ ャー ルズ ・M・ シ ェル

ドン 「キ リス トの 足跡」p.184)

き ょ うのお話 は， 私 に と って難 しい責 任

で した。福 祉 の原 則 を実 行 す る ことが， ど

の よ うに私 た ち をキ リス トに近 づ けて くれ

るか を考 えた時 ，理 想 で ある救 い主 か ら自

分 がか な りか け離 れて い るこ と に気 づ き ま

した。 そ こで， 私 は， 困 って い る人 を祝福

で き る方 法 に つ いて もっ と認識 す る こと に

よ り， キ リス トの よ うな神 の属 性 を達 成 し

な けれ ば な らない と思 い ま した。

福祉 活 動 を行 な う時 に は， 救 い主 の特 別

な みた まが伴 う こと をこ こで皆様 に証 致 し

ます 。

主 が この働 きや， それ に従 事 して い る何

万 とい う聖 徒 を愛 して下 さって い る ことを

知 って お ります 。モ ルモ ン経 の 中で， 誓約

の民 に勧告 な さ った よ う に， 主 は今 日も私

た ちに こ う求 め てお られ ま す。

「われ
， ま こ とに， ま こと に汝 ら に告 ぐ，

以上 は わ が福 音 な り， わ が 教 会 に於 て な

すべ き こ とは， 汝 らすで に よ く知 れ り。 す

なわ ち，汝 ら見 たる わが行 いを汝 ら もせ よ。

・汝 ら その通 りに行 わ ば，終 りの 日に高

くあげ ら るる故 に汝 らさ いわ い な り。

すなわち，… …汝 らいかな る人物 にて ある

べきか 。まことに汝 らわれ と同 じ人物 な らざ

るべ か らず」(m二 一 フ ァイ27：21-22，27)

私 たち も主 の歩 まれ た道 を歩 ん で， や が

て は主 と似 た者 とな る ことが で きる よ う，

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り祈 る もの で

す 。 アー メ ン。



家庭を平安を得る場と

するために

中央扶 助協 会 会長

バ ー バ ラ ・B・ス ミ ス

愛す る兄 弟姉妹 の皆 さん， 愛 ，献 身， 労

働， 奉仕 ， そ して 管理 の職 と も言 われ

る責 任， 自立 な どの福祉 の基本 原 則は ， 自

己の救 い の達 成 に努 める上 で重 要 な だけ で

な く， 家庭 の 中 に取 り入れ るな ら，夫 婦 の

関 係 や家庭 を堅 固な もの とす る こ とが で き

ます。 で は， それ を どのよ うに行 な っ たら

よ いか につ いて お話 したい と思 い ます。

箴 言 の第31章 は， 「宝石 よ り もす ぐ れ て

尊 い」(10節)高 潔 な女性 が備 える立 派 な特

質 を数 々挙 げて い る こ とで よ く知 られ てい

ますが，11節 には夫 婦 の関係 につ いて 注 目

す べ き ことが書 か れ て い ます 。「そ の夫 の

心 は彼 女 を信頼 して」 とあ ります。 この心

に残 る聖 句 には， ま ず， その夫 は心 に思 う

こ とをす べて妻 に打 ち明 け るこ と，次 いで，1

妻 の方 もそれ を擁 護 す るこ とが書 か れて い

ます。 この夫婦 はひ とつ の大切 な真理 をよ

く理解 して いる よ うで す。 その真 理 とは，

堅 固な家 庭 を築 くとい う誓 い を した男女 は

皆 その愛 を守 るた め に安 全 な場 所 を作 って

おか な けれ ば な らない と いう こ とです。

人は た いて い， 自分 がや む にや まれ ず捧

げ た熱 い思 い を大切 に して くれ る人 に思慕
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の情 を寄せ る もの で す。 ウ ィ リア ム ・バ ト

ラー ・イ ェイツ の詩 の 中に それ を見 るこ と

が で き ます。 心か らの願 い の言葉 を した た

めて， それ を愛 す る人 の足下 に置 い たば か

りの 男 の人が 訴 え ます。 「そっと歩いてお く

れ， あ なた が踏 ん でい るの は，私 の夢 なの

だか ら。」(『か の 人 は 天 の衣 を望 む』 銑6

0ガ わγ4Pあ あo%α勿yげQκoホ αガo銘「オック ス

フ ォー ド引 用 句辞 典 」 第3版 ，p，585)「 最

愛 の誠実 なる 良 人へ」 と題 した詩 の中 で，

清教 徒 の女 流詩 人ア ン ネ ・ブ ラ ッ ドス トリ

ー トも同 じ よ うな思 いを書 いて います。

「心 を一 に したふ た り
， それ はあ なた と

私。 妻 に愛 され た 良 人， それ はあ なた。」

(7hθ 飽 ω0吻 雇Boo為 φ 且卿6ガ6朋

施 彫 「新 オ ック スフ ォー ド版 ア メ リカ

詩集 」P.6)

人 と人 との絆 の 中の信 頼 という もの は，

福音 に従 って生 活 す るため の信仰 に匹敵 す

る もの です。 すべ ては そ こか ら始 ま ります。

そ の基礎 の 上 に さ らに積 み上 げて い くので

す。 愛 は信 頼 のあ る所 にその花 を咲か せ ま

す。

そ して その 愛 の上 に立 っ て，神聖 な 目標

に向 けて 、ζ・た りの一生 を捧 げる ので す。 愛

を守 る ため には， その よ うな決意 が必 要 で

す。先 に挙 げた 箴言 の一 節 を注意 して見 て

下 さい。 夫 は 自分 の心 の奥 底 まです べて 明

か して い ます。 条件 つ きで もなけれ ば，半

分 だけ で も，一 部分 だけで もあ りませ ん。

す べて です。

献 身 とは持 て るすべ て を捧 げ尽 くす こ と

で す。 一組 の 男女 が聖 なる神殿 で 結婚 の誓

約 を交 わ す時， 新 しくか つ永遠 の家族 とい

う組織 を築 く第一 歩 を踏 み 出 しますが ， こ

れは， アブ ラハ ム， イ サク， ヤ コブ ほ約束

され た すべ ての祝 福 を受 け継 ぐ もの です。

この 組織 は 「人 に不 死不 滅 と永遠 の 生命 と

を もた らす 」(モ ー セ1：39)と い う，主 の

139



神 聖 な 目的の た めに捧 げ られ る もの です。

結婚 を間近 に控 え， 結婚 した ら何 として

も 「自分 だ けの生 活」 を持 ちた いな どと考

えてい る若 い女性 が い る とした ら， そ の人

は善 い結婚 生 活 に求 め られ る無私 の精 神 と

いう もの を理 解 して い ない と言 われ て も仕

方 があ りません。 結婚 生 活 に求 め られ る精

神 とは， 「自分 の利益 を求 め 」ることの な い

愛 です。(1コ リン ト13：5)立 身 出世 を 第

一 に して将 来の 計画 を立 て て いる 男性 は，

自分が 日の光栄 の家 族 の 中で 身 につ けな け

れば な らない責 任 に対 して 十分 に理 解 して

い るとは言 え ませ ん。

少 しの 間，愛 と献 身 を基 とす る結 婚 生 活

の良 い点 につ い て考 えて みた い と思 い ます。

1.夫 婦 が お互 い に， 相 手 が持 て る可能

性 を十分 に発揮 でき る よう に助 け合 う気持

ち を持 って い ます。 例 えば， デ ビッ ド・B・

ヘ イ ト長 老は奥 様 が スペ イ ン語 の クラ ス に

出 席で き るよ うに， 夕食 の準 備 を なさ る と

い う ことで すが， 本 当 に素 晴 ら しい ことだ

と思 います。 夫婦 双 方の 成長 とい う もの は，

、玄・た りが互 い に愛 を深 め，相 手 が 自分 の可

能性 を発揮 して よ り完全 にな り，才 能 を生
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か して証 を強 めて い くこ とが で きる よう に

す る時 にもた らされ る もので す。夫 婦 の絆

を強 い もの とす るた めに は，相 手 か らだ け

でな く自分 自身 の中 か ら も最善 の ものを 引

き出 す こ と に よ り， 個 人 と レ て 成 長 す る

気 持 ちが 必要 で す。妻 が神 か ら与 え られ た

賜 を発揮 す る よう に求 め られ た場 合 ，夫 は

それ を助 け なけ れば な り ません。 妻 の方 も，

夫が 家族 を導 く場 合 に， 助 け る よう にしな

けれ ば な りませ ん。

2.愛 と献身 によ って守 られ た夫 婦 は，

意 見の 食 い違 いを認 め合 うこ とが で きます。

大 小様 々の意 見 の相違 点 が あ ります が，

夫婦 が ひ とつ となるた め には， それ らを譲

り合 い， 取 り除 いて いか なけ れ ばな りませ

ん。 そ うす るな ら.こ・た りの絆 は強 い もの と

な ります。 意 見 の相 違 が あ って も仲 たが い

をす る こ とは あ りませ ん。 、ζ・た りの 間 には，

共 に互 い を愛 し，神 の王 国 を築 き，永 遠 の

家族 を作 って い く とい う3つ の前提 があ り，

意 見 の相違 につ いて納 得 の い く答 え が出 る
び

まで率 直 に話 し合 うこ とがで きます。 す べ

て この3つ の 基本 的 な前提 に照 ら して考 え

る こ とが で き るので す。 そ の前提 が 崩れ な

い限 り， 解決 に至 る まで の過 程 で激論 が 交

わ され た として も， ふ た りの間 に ひびが 入

る こ とはあ りませ ん。

ある婦 人 が 自分 の妹夫 婦 を訪 ね た時， そ

の よ うな話 し合 い を 目に しま した。 意 見 の

食 い違 い につ いて答 えが 出る まで， その夫

婦 は穏 やか に， そ して率 直 に お互 い の考 え

を述 べ ま した。 そ の婦 人 は 自分 の家 庭 の 中

で は そん な話 し合 い は とて も考 え られ な い

と・もらしま した。 「うち では意 見 の 食い違

う点 につ いて話 し合 うなんてとて もできませ

ん。 どん な小 さ な問題 で も，夫 との 間が こ

じれ て しまい ます」 と言 うの です。 一 時休

戦 状態 とい うよ うな 間柄 の夫 婦 も中 には い

ます。 それ で も， 信頼 ，献 身， 愛 を すみ の



頭 石 と して据 え るな らば， 家庭 は ふ た りに

と って憩 いの場 とな り，互 いに相 手 の意 見

を尊 重す る よ うにな るで しょう。 そ して ，

意 見 の違 い は愛 に よって優 し く包 まれ， ひ

とつ に な って い くの です。

3.両 親 の愛 と関心 が 子供 た ち一 人一 人

に注 がれ ます。
し っ と

公 平 にえ こひ い きな く扱 うな ら，嫉 妬 の

種 をま く こと もあ りませ ん。 モ ル モ ン経 を

読 む と， 民が 心か ら主 に従 い， 聖霊 が とど

ま った時 の状 況描 写 が， どれ もよ く似 て い

る こ とに気が つ き ます。例 えば 二一 フ ァイ

第四 書 には こ う記 され てい ます。

「一 人の こ らず みな互 い に正 し く扱 った。

それ ばか りでな く，一 同は一切 の所有 物

を共 有 したの で富 んで い る者 と貧 しい者 と

の 区別 もな く… …誰 もかれ も… …天 の賜 を

授 け られ た。」(W二 一 ファ イ2-3)こ れ

こそ愛 の賜 で す。

4.結 局 ， 愛 と献 身 が幸 福 への 基礎 とな

り ます 。 この こ とにつ い て も， 二 一フ ァイ

第 四書 の 中 に記 さ れ て い ます。 「民 はそ の

心 に神 の 愛 を保 って いた か ら，全 国 に何 ら

不 和が な か った。

また，嫉 妬 ，争 闘， 暴動 … …が なか った

か ら， まこ とに… … この 民ほ ど幸 福 な民 が

あ るはず が なか っ た。」(IV二 一 フ ァイ15-

16)

愛 の 内に建 て られ， 献 身 に よって守 りを

固 く してい る家庭 を維 持 してい くの は， 労

働 と奉 仕 で す。 こ のこ とを忘 れ な いで下 さ

い。働 き手 が敬 われ る な ら， 家庭 はそ の働

き によ って さ らに強 い もの と な ります。 家

族 が何 も感謝 の気持 ち を表 わ して くれ な い

た めに， 自分 が してい る こと に対 して 自信

を な く して い る女性 が よ くい ます。 また，

家 の中 が快適 な状 態 に保 た れ てい る こ とに

慣 れて しま って， その ため に払 わ れて い る

必要 な働 きや エ ネルギ ー な どを忘 れて しま
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う場 合が 往 々 に してあ ります。

私 たち は， 家 事 の切 り盛 りに全 力 を尽 く

して いる母親 に感謝 の意 を表 わす 必要が あ

る と思 い ます。 母親 の働 きが なか っ たら，

家 の 中の こ とは うま く運 ば な くな もて し ま

い ま す。 母 親 が して いる働 きを認 め る と共

に， ど う した ら母 親 が もっ と楽 にな るか を

考 え ま し ょう。 そ うすれ ば， 家族 の ほかの

人た ちの手 助 けが な けれ ば な らない とい う

こ とに気 がつ くは ず です。 それは 何 か特 別

な仕事 をす る ことか も知 れ ませ ん し， また，

家 事 が もっ と楽 に なる よ うに 自分 た ちの生

活 習慣 を変 え るこ とか も知れ ませ ん。

秩 序 のあ る家族 は幸福 を もたら します。

しか し， そ の秩序 を築 き，維 持 して い くの

は，確 か にそ の第一 の責 任 は母親 にあ りま

すが ，家 族全 体 が心 に留 め なけれ ば な らな

い こ とです。 母 親 が外 に 出て働 か なけれ ば

な らな い よう なこ とに な る と， どう して も

家事 全般 の協 力関係 が 危 くな って くる もの

です 。

夫 や 父親 の働 き に対 して敬意 を払 うこ と

も忘 れ られ が ちで す。 実際 に働 い てい る姿

を 目にす る こ とが な いた め， どれ だけ 尽 く

して くれ てい るか がわ か ら ないの だ と思 い

ます。 家庭 の 夕べ の時 に， 父 親 に 自分 が し

て い る こと を全部 説 明 して も らい， その仕

事 につ い て理解 させ る こと もで きる と思 い

ます。 そうす れ ば，単 に知 識 を得 る だけ で

な く， 父親 が 一生 懸命 働 いて い る ことが は

っき りとわか る ので は ない で し ょうか。 男

性 が働 い て得 たお金 は確 か に欠 くこ との で

き ない もの です。 しか し， 多くの父親 にと

って は， 家族 が 自分 の仕 事 を誇 りに してく

れ るこ との方 が もっ と大 切 です。

小 さ な子供 たち に も， 大切 な仕 事 を与 え，

それ に責 任 を持 たせ る こ とに よっ て.働 く

こ との大 切 さ を教 える こ とが でき ます。 家

庭 の中 であ れ ば， 間違 いが あ って もそ れが
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大 き くな る前 に直 す ことが で き ます し，赦

して も らう こど もでき ます。 で す か ら子供

は安 心 して， どの よ うに働 くか を学 ぶ こと

がで き ます。両 親 に良 い仕事 をす る こ との

大 切 さ を教 えて もら える子 供 は幸 せ です。

子供 た ちが大 きく な って どの よう な仕事

に就 くか， 私 た ちに はわ か らな いか も知 れ

ませ んが， 成功 す る よ うに備 え を始 めて や

る こ とはで きま す。子 供 た ちは愛 す る両親

の指 導 の下 に， 道具 や器材 を責 任 を持 って

取 り扱 う ことや， 指示 に従 う こ と，慎 重 に

また喜 んで仕事 を進 め る こと， ま た， う ま

くい くまで根 気 よ く責 任 に取 り組 む な どの

こと を学 び， 将 来へ の備 えをす る こ とがで

きます。 この よう にす るな ら， 大抵 の職 業

訓練 プ ロ グラム に必要 な ものは 前 も って済

ませ てお く ことが で きます。

仕 事 も人 に 頼 まれ て か ら す る 場 合 は な

おさ らで すが， 自ら進 ん でそれ をす る時，

また ほか の 人を助 け るた め にす る時 は，奉

仕 とな ります。 奉仕 す る こ とは家庭 の中 で

教 えなけ れ ばな りませ ん。 私 は奉仕 の精神

が見 られ る家庭 には， 祝福 が もた らされ る

と心 か ら確 信 してい ます。

私 の心 に強 く残 る家 族 が い ます。私 の 友

達 の話で す が， 彼女 の家 の隣 に とて も親切

で， よく人 々 に助 け の手 を伸 べ る 人が い ま

した。私 の その 友達 も助 け て も らった こ と

が あ ります。 その 人は思 い や り にあふれ た

態度 で， また手 際 よ く病 人の世 話 を し， 引

っ込み思 案 の 人 に心 を配 り，元 気 を無 くし

た人 を励 ま してい ま した。

あ る 日， 私 の友 人が何 か の講 演会 に出席

して いた時 ，隣 に座 って いた ひ と りの母 親

が，体 の具 合 の良 くなか った子 供 を 外に連

れて行 こ う として， あた ふた と立 ち上 が り

ま した。 彼女 も何 か助 け る こ とはな いか と

行 ってみ る と， そ こには すで に ひ と りの婦

人が い ま した。 何 を なす べ きか を よ くわ き
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ま えた その沈 着冷 静 な看護 ぶ りが あま りに

も隣 の家 の 人 に似 てい るの で，私 の友 人は

もしや その 人が 自分 の隣 人 の こ とを知 って

い るの では な いだ ろ うか と， 思 い切 って尋

ね てみ ま した。 そ う した と ころ，何 とその

人 と隣 の家 の 人 とは血 を分 け た姉 妹 だ とい

うこ とがわ か った ので す。 そ の、ζ・た りは家

庭 で 人 に奉 仕 す るこ との意 味 を教 え られ て

いた ので す。家 庭 内 での助 け合 いは その無

私 の精 神 の 当然 の結果 として， 霊 性 を高 め，

愛 の絆 を固 く します。

責任 感 は仕事 をす る上 で欠 か す こ との で

きな い条件 です。 責任 感 は家 庭 内の仕 事 に

一 貫 した方針 を与 え
， 夫婦 生 活 に秩 序 を も

た ら します。責 任 を明 らか に し， 報告 を ど

の よ うに した らよ いか を決 めて おけ ば， 家

族 の中 の不一 致 は影 を潜 め， しつ けの上 で

も良 い機 会 となる で し ょう。

責 任 と い うこ とを学 ばせ る ため には， 真

剣 な態 度で 臨 ませ る必要 が あ ります。 た と

え小 さな子 供 で も， 自分 が最 善 を尽 く して

行 な った こ とに対 して 口先 だ けの ほ め言葉

を言わ れ た と したら， それ と気 が つ く もの

です。

責 任 とい うこ とにつ い て理解 する な ら，

朝 夕 の祈 りは報 告 の機 会 とな ります。 また

家 族 プ ロ ジェ ク トの 計画 や 反省 の会 を家庭

の夕 べで行 な えば，一 人一 人が 家族 への 帰

属 意 識 と， 自分 も必要 とさ れて い るの だ と

い う気持 ち を持 つ こ とが で き るで し ょう。

教会 ，仕 事 の世 界， そ して最 も大切 な天 父

との関係 の 中で 奉仕 の業 を行 な うよ うに家

族 を備 え させ る方法 として ，意 義 のあ る仕

事 を責任 を もって行 なわせ る ことほ ど良 い

方法 は あ りませ ん。

福 祉 の基 本 原則 は私 た ちを強 め， 私 た ち

に安 らか な気持 ちを与 え て くれ ます。 この

原 則 によ って， 家庭 は安 全 を守 る と りで と

な り， 杜会 か らの攻 撃 に対 す る防御， 嵐 の



時 の避 難 港 とな ります。 家族 は ふ た りの入

間が ひ とつ にな る こ とか ら始 ま ります。 そ

して子 供 が い くら増 えて も， 家族 の 組織 の

霊 的 な計 算方 法 に よる と，家 族 はず っとひ

とつ な のです 。両 親 は安 全 な場 所， 避難 港

を備 え，子 供 た ちは 愛 の絆 に よっ て強 め ら

れて い き ます。

家 族組 織 は血 縁 と いう大 き なつ なが りの

中 の一部 分 で あ り， また，教 会 よ り大 き な

輪 の中 の一部 で もあ ります。 家 族 は永遠 の

組織 と して完全 で な けれ ばな りませ ん。 ま

た 自立 す る必要 が あ りま す。

しか しよ く考 えて みれ ば，家 族 に何 の助

け も与 え られ ない とい うこ とでは あ りませ

ん。 主 の み業 に献 身 する な ら， 主 の みた ま

が常 にそ の上 に と どま るので す。

一 時 的 に援助 を仰 がね ば な らない よ うな

困 難 な状態 に陥 った家 族 で も， そ うし た状

態 を主 か らの祝 福 に転 じる こ とが で き る;

と を知 って い ます。 ま た， 自分 た ちに は ま

だ生 活 を立て 直す 力 もある こ とをは っ き り

と 自覚 して い ます。 夫婦 の ど ちらか が亡 く

な って も， その家 族 は変 わ る こ とな く完 全

な組織 を保 ち，強 さを失 うこ と もあ りませ

ん。 主が そ のみ 力 を もって支 えて下 さ るか

らで す。 自立 は個 人 と家 族 が福 音 の原 則 に

完全 に従 い， 主 の 力を受 けて さ らに強 め ら

れ る時 に もた らさ れる もので す。 そ して，

逆 境 の苦 しみ， ま た時 の流 れ や勢 い に強 く

立 ち向 か う力 を与 えて くれ ま す。

妻 子 を持 ち， 大学 で は 自分 の専 門分 野 の

学 部 長 を務 め て い た 入 が， 神 殿 長 の召 し

を受 け， それ が終 わ る と今 度 は伝 道部 長 の

任 に召 さ れ ま した。 そ して伝 道部 長 の任 を

終 え た時， その 人は脳 いっ血 で倒 れ， 体 の

自由が きか な くな って しま い ました。 しか
れんぴん

し， 彼 の 奥 さ ん は つ 、ζミや い た り， 自 己 憐 欄
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つら

を した り， 人 に辛 く当た る ような こ とはせ

ず， それ まで常 に生 活の一 部 と して きた福

音 の 力 に頼 り， こ の全 く初 めて の試練 に立

ち向 か いま した。 彼 女 は夫 を優 し く励 ま し
』
ま した。 「私 たちは この 日の ため に備 えを し

て きた の よ。 私 た ち には福音 の原則 と いう

土台 が あ るわ。 これ を生 涯最 良 の 日々 にす

る ため に， で きる こ とは何 で もす るつ も り

よ。」

物 質 的 な援 助 は一 時 的 な もので すが， 福

祉 は永遠 の もので す。 この世 の生活 は時 問

的 に も空 間的 に も制 限 が あ ります。 しか し，

原 則 は永遠 で す。 皆 さん が愛， 労働 ，献 身，

奉仕 ， 管理 の職 と呼 ばれ る責 任， そ して 自

立 な どの福 祉 の 原則 を十分 に活用 し，神 殿，

家 庭 な どの安 全 で神聖 な場 にお いて，夫 婦

や家族 の 絆 を強 め てい くこ とが でき るよ う

に， へ りくだ り，一イエ ス ・キ リス トのみ 名

に よって お祈 り します。 ア ー メ ン。
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人に仕えることによって

得 られ る喜び

ジ ョア ン ・ラ ン ドー ル

愛
す る兄弟姉 妹 の皆 さん， き ょう この よ

うに夫婦 で， 福祉 の原則 が奉 仕 を通 し

て家 庭 に どの よ うな よい影 響 を及 ぼ した か，

お話 でき ます こ とを うれ し く思 い ます。

先 日我が 家 で， ク リスマ ス の ツ リーや御

馳 走， 贈 り物 な どをす べて ほ かの 入 にあ げ

て しま った家族 の話 を した とこ ろ， 子供 た

ちが とて も感心 して いま した。 それ は， こ

の ような話 で した。12月24日 の明 け方 に火

事 が あ って1軒 の家 が 焼 け ま した 。 と ころ

が， 火事 の こ とを知 った その家 の子 供 の 友

達 の家 です ぐ に家族 会 議 が開 かれ ， ク リス

マ ス を分 か ち合 う こ とを， 全 員一 致 で決 め

たので す。

早 速， 仕事 に取 りかか る こ とに し ました 。

まず，贈 り物 の名 前 を張 り替 え， 箱 にク リ

スマ スの お菓子 や食事 を詰 め込 む こ とか ら

始 め ま した。 そ して最 後 には， ク リスマ ス

ツ リーま で も持 ってい く こと に しま した。
ひそ

こ う した 贈 り物 を秘 か に 届 け て 家 に 帰 っ た

時 ， そ の 家 族 の 心 は 愛 に つ つ ま れ ，・は つ ら

つ と した 気 持 ち で 一 杯 に な っ て い ま し た 。

(レ オ ン ・R・ハ ー ト シ ョー ン ， ハ46彫o躍 配6

Ch7魏 ㎜s翫o吻s「 ，忘れ ら れ な い ク リス マ
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スの思 い出」p.41参 照)

この話 を聞 い て，子 供 た ちが 言 い ま した 。

プ レゼ ン トが何 もな くて 「その あ げた方 の

人，つ ら くなかったのかな。」 「贈 り物 ，受 け

取 りにくか った ん じ ゃな いか し ら。」

と ころが それ か ら しば ら くして， 私 た ち

が奉仕 を受 け る こと にな った ので す。 この

町 に引 っ越 して きて1カ 月 しかた た な いと

いうの に，私 は8番 目の赤 ん坊 の 出産 の た

め に2カ 月間 も寝 て いな けれ ば な らな くな

りま した。最 初 は 自分 た ち だけ で何 とかや

って いけ る と考 えて い ま した。子 供 た ちは

それ まで もよ く手伝 い，家 の周 りの仕 事 も

きち ん とや って くれ て いま した 。 と ころが，

どん な に計 画 を練 って一 人一 人 の責任 を増

や して も， ど うして も助 け が必要 であ る こ

とが わ か りま した。

人 々 に奉仕 し， 自分 も奉仕 を受 け るこ と

につ い て， これ まで に何 年 も教 え られ ，耳

にして きた ので すが ， い ざ助 け を借 りる と

なる と， 多少の 抵抗 を感 じ ました 。 しか し，

実際 に助 けを受 け てみ る と，私 たち の心 は

そう した人 々 の思 いや りに感謝 す る気 持 ち

で一 杯 に な りま した。

現 役 を退 いた御夫 婦 が一 番下 の子供 を，

朝 の散 歩 に連 れ 出 して くれ るよ う にな り ま

した 。監督 は祝 福 さ れた聖 餐 を私 の家 まで

運 ぶ よ うに手配 して下 さい ま した。 ま た何

人か の姉妹 たち が，忙 しい 中 を定 期 的 に立

ち寄 って は話 を して下 さい ま した。私 が皆

と会 って 話 を した い とい うこ とをわ か って

下 さ って い たか らで す。 また御 夫婦 で わ ざ

わ ざ持 って きて下 さ った御馳 走 を一 緒 に い

た だい た こと もあ りました 。 また ワ イ シャ

ツが いつの 間 にか消 えたか と思 うと， きれ

い に アイ ロ ンが か け られて 返 って くる こと

もあ りま した。

こ う した経 験 か ら， 「何 か で きる こ とが

あれ ば言 って下 さい」 とい う言葉 が どれ ほ



総

毒麟

噸
罷範醗

騒難 難

どの意 味 を持 つか が改 め てわ か りま した。

人 は その よ うな 申 し出は なか なか受 けな い

もので す。私 たち の家 を訪 れ た方 々 は逆 に，

「台所 を きれ い に しま し ょうか。 それ とも

掃除 機 を かけ た方 が いい か しら」 とい った

言葉 をか けて下 さい ま した。彼 女 た ちは皆，

助 け にな る ことを考 える だけ でな く，実 際

に行 なっ て くれ ま した。 そ うい った意 味 で

み ん な私 たち に とって よ い模 範 で した。

さ らに ど うして も私 の心 を捕 らえて離 さ

な か った こ とがあ ります。奉 仕 を受 ける た

び に，私 は こう思 いました 。「この 人 は私 た

ち の家族 のた め にこ んな に して下 さ った け

ど， も し私 た ち に問題 が なか った ら， 同 じ

こ と を御 自分 の家族 のた めに して あ げ られ

た はず だ わ。」で も どうで し ょう。子 供 の大

勢 い る家 族 の 人が ， 缶に一杯 に詰 め た手 作

りの アイ スク リー ム を持 って きて下 さい ま

した。 ま た，素 敵 な女 性 が 娘 の卒 業 式 の

ドレスを作 って下 さ いま した。 あ る友達 は，

私 た ち家 族 が お店 のパ ンよ り も手作 りのパ

ン の方 が 口 に合 うだ ろ うと， 毎 週， 両 手 に

一杯 の手 作 りのパ ンを作 って きて下 さい ま

した。 ま た祖 母 は家 を空 け，2週 間 も私 た

ち の所 に泊 ま って くれ ま した。

その時 の私 の 日記 には こう書 いて あ りま

す。 「私 は，自分 が 元気 に な った時，この親

切 と いう贈 り物 だ け は忘 れ な いよ う にしよ

う。」こうして奉仕 は生活 の基 本 原則 にな り，

私 た ちは人 々 に奉仕 した い という強 い望 み

を い つ も持 つ よ うに な りまし た。

その結 果， 子 供 た ちの疑 問 に も答 え られ

る よ うに な りま した。 「あ げ る 方 は つ らい

ん じ ゃな い?」 そ うで す。 それ は， だれ か

が犠 牲 に な らなけ れば な らな いか らです 。

「受 ける こ ともた いへ ん じゃ ない?」 そ う

で す。 で も， 私 た ち は助 けて くれ る人々 を

愛 し， 自分 が助 け よ う として いる人 々 を愛

す る こ とが で き ます。

私 た ち の近 所 には， ペ ンキ を塗 り替 えた

い と思 っ てい る未亡 人 や引 っ越 して きたば

か りの家 族 は いな いか もしれ ませ ん。 で も，

小 さ な声 のさ さや きが あ って， だれ か のた

め に善 い こ とをす る よう に導 かれ る ことが

あ る はず です。 ア イ ダホ に住 んで いた頃 ，

私 た ちは ワー ド部切 って の開拓 者 「ジ ョー
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お じさん」 を助 け て いま した。 こち らに引

っ越 して きてか ら も，、時 々 このお じさん の

こ とを思 い出 して は， 手紙 を書 い て 「ジ ョ

ーお じさ ん」 を励 ま した方 が よい と感 じて

いま した 。み ん なの考 え が まと ま り， よ う

や く一通 の手紙 を書 き上 げて 送 りま した。

ど ころが遅 か った の です 。手紙 を出 した翌

日に， 「ジ ョーお じ さ ん」 が 亡 く な った と

い う知 らせが 入 り ました 。私 た ちは最初 に

感 じた時 に実行 を怠 った た め に，奉 仕 の機

会 を失 って しま った ので す。

私 た ちの宝 物 のひ とつ に， 前 にい た ワー

ド部 の あ る姉妹 か らい ただ いた もの です が，

感謝 の言 葉 をつ づ った1枚 のカ ー ドが あ り

ま す。 この姉 妹 の屋根 のふ き替 え を計画 し

た時 に， 早朝 だっ たの です が，夫 は3歳 と

5歳 の子 供 を連 れ て行 った方 が い い と強 く

感 じ， そ う しま した。 と ころが外 に出 た こ

の姉 妹 が， ふ た りの幼 い息子 たち を見 つ け

て感 謝 を して下 さ った ので す。 息子 た ち は

困 って い る人 々を助 け る喜 び をこ の時 に知

りま した。

こう して奉 仕 の精 神 が家族 の中 に広 が っ

て い き まし た。 です か ら，娘 が 困 って いる

ある家庭 の玄関 に食物 を置 い て くる画期 的

な計画 を提案 した 時 も， 私 た ちは す ぐに実

行 で き ました。

家族 による奉仕 活動 は決 して人 目を引 い

た り，独 創 的 な もので あ る必要 は あ りませ

ん。福祉 農 園 に家族 で 出 かけ る こ とも， レ

ク リエー シ ョンの ため に外 に出 るの と同 じ

く らい楽 し い もの です 。

次 に， 皆 さ んに もで き る幾つ かの 奉仕 活

動 を紹 介 して おき ます。

1.近 所 の子 供 を初 等協 会 に連 れて い く。

私 たち も続 けてみ てわ か った ので すが， こ

の小 さ な友達 はす ぐに 日曜 日に はいつ も私

た ちが迎 え に くる ものだ と思 って い たそ う

です 。
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2.初 等協 会 や 日曜学 校 の教 師 や ホー ム

テ ィーチ ャー に感謝 の言 葉 を つづ っ たカ ー

ドを送 る。 自分 の こ とを心 に かけ て くれ る

人 が いる ことを知 って ，彼 らは驚 くでし ょう。

3.ワ ー ド部 聖歌 隊 に喜 ん で参加 する。

指揮 者 か ら感謝 され るだ けで な く， 音楽 を

通 して奉 仕 す る こ とに もな ります 。

4.家 庭 菜 園で で きた作 物 を分 か ち合 う。

5.普 段 ひ と りで生活 して いる人 を夕 食

に招 待 す る。

6.秘 か に奉 仕 す る。 みん なで お菓 子 を

作 って， だれ か の家 の玄関 にそ っ と置 いて

お くこ とな どは とて も楽 しい活動 で す。

7.娘 に， 夫婦 で神 殿 に参 入す る 人た ち

のた め にベ ビー シ ッター をす る よ うに勧 め

る。

8.近 所 の人 と持 ち寄 りの 食事 会 を開 い

て友 情 を深 め る.こ う い った類 の奉仕 は教

会 員 で な い人々 に非常 に良 い影 響 を与 え ま

す。

9.前 もって計 画 す る。伝 道 の召 しが い

つ来 て も いい よう に銀行預 金 を始 め て下 さ

い。

10.福 音 を 中心 と した生活 を して 自ら模

範 を示 し，他 の 人々 を励 ます。

昔 の扶 助協 会 の話 の 中 に， ケ ー キを作 っ

て いる母 親 に話 しかけ た子供 の話 が あ りま

す。 子供 は母 親 に こ う尋 ね ま す。 「そ の ケ

ー キ
，今 度 は だれ の とこ ろに持 っ てい くの

?」 この ち ょっ と した や り取 りの 中か らも，

この子供 の家 では 日頃 か ら人 に奉 仕 す る こ

とを習慣 と してい る ことが よ くわ か ります 。

この ほ かに も家族 が奉 仕 をす る こ とに よ

って人 々 に喜 ぴを もた らす方 法 は た くさん

あ ります。私 は また，奉 仕 を受 け る こと に

よ って証 を強 める こ とが でき たこ とを心 か

ら感 謝 してい ます。 これ らの こ とをイ エ ス・

キ リス トのみ名 によ って 申 し上 げ ます 。 ア

ー メ ン。
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丁額灘繋男慧享疑認猛
ら， あ る ことを 引 き受 ける こ とに な りま し

た。 ところ が， そ の ことが私 た ち の家族 を

完 全 に変 え る こ とにな った ので す。 そ れは

養 子 を も らう こ とで した。

私 は その 日の こ とを今 で もよ く覚 え てい

ます 。子供 は明 日や って くる とい うの に，

私 たち以 外 の引 き受 け先 が 見つ か らな い と

い う どう しよ う もない状 態 で した。確 か に

私 たち は，養 子 を も らうた め に努 力を重 ね

て きま した 。 しか し突 然 にそれ が現 実 に な

って， 自分 た ちが決 心 した こと に対 して，

あ らゆ る面 で不安 が募 って きたの です 。 自

分 が腹立 た しく思 えた こと も確 か です 。す

で に 自分 た ちの 手 に余 る子供 を抱 えて い る

と感 じて いたか らです 。子供 は5人 で すが ，

み んな いた ず ら盛 りで散 らか す こと はよ く

す るの です が， 片付 け よう とし ません 。 そ

の上 に， 自分 の子供 で な い子 を もう ひ と り

わ が家 に迎 え よ う とい うので す。

こ う した不 安 な状 態 の 中で， 私 た ちは子

供 た ち と話 し合 い， 養 子 を迎 え る準備 を始

め ま した。 子供 た ち は，子 供特 有 の信仰 に
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よって， す ぐに養 子 のお姉 さん を受 け 入れ

る気持 ち に な りま した。

養 子 の お姉 さん の ジー ンが や って来 ま し

た 。彼 女 は私 た ち家族 よ りもっ と不安 な気

持 ち でい た ようで す。 ジー ンは17歳 で した

が学 校 は2年 遅 れ て い ました 。我 が家 では

一 番上 の子 が9歳 で
， もち ろん ジー ンの よ

うな大 きな子 を持 った ことが あ りませ ん。

と にか く， 彼女 のた め にい ろい ろな こ とを

す ぐに身 につ け な けれ ば な らな い と痛感 し

ま した。 そ のほ か， その後 の生 活 が どの よ

う な もの に なる か いろ いろ想像 してみ たの

です が， 当 たっ て いたの は学 ば なけれ ば な

ら ない とい う こと ひ とつ だ けで した。

早速 ，新 しい 問題 が起 こ って き ました。

それ は シ ャワー を浴 びて体 を洗 う こと を教

え なけれ ば な らな い とい うこ とで した。 そ

の問題 には， 彼女 が来 てほ んの数 日後 に気

づ きま した。 結局 ，家 長 で ある私 の務 め だ

と いう家 内 の判 断 で， 私 が娘 と話 す こ とに

な りま した。 話 し合 い は本 当 にう まく いき

ま した。 お かげ で それ か ら3カ 月間， 私 た

ち はお湯 の な い生 活 を し ました。 ジー ンが

あ ま り一 生 懸命 シャワ ーを す る もの です か

ら， ボ イラ ーの 温度 が上 が らず じまい だっ

た ので す。

今 振 り返 って み る とわか るの です が， ジ

ー ンを預 かってい た数 カ月間 に
，私 たち はい

ろ い ろな こ とを学 び ま した 。 その幾 つ かを

ここで御 紹 介 した い と思 います 。

私 た ち夫婦 は，1まず この子 を差 別 しない

で 自分 の子供 た ちと同 じよ うに受 け入 れる

ことで苦 しみ ま した。特 に最 初 の2，3日

は， 自分 たち の子供 をひ い きしな い よう に

と懸命 に努 力 し ま した。 この こ とは私 たち

にと って かけ が えの ない レ ッス ンと な りま

した。今 で は， だれ で も素 直 に受 け入 れ ら

れ る よ うに な りま した。 も しこ うい う機 会

に恵 まれ なか っ た ら， 生涯 人 を受 け入 れ る
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ことを学 ば ず に終 わ っ たか も知 れ ませ ん。

また私 たち だ けで な く， 子供 たち も学 ぶ こ

とがで き，心 か ら感謝 して い ます。

ジー ンか ら学 ん だ2番 目の こ とは， 私 た

ち は人 か ら多 くの こ とを学 べ る という こ と

で す。 ジー ン は子 供 た ちに 多 くの こ とを教

え て くれ ま した。 ジー ンは働 くこ とが好 き

で， い つ も 自分 か ら仕 事 を積 極的 にや り，

しか も上 手 に します 。 その上 ， ほ かの子供

た ちの仕事 まで手 伝 い ます。、私 た ちが子供

た ち に何 とか して教 え よ うと考 えて い た原

則 を， 子 供 た ちの心 の 中に まで浸 透 させ て

くれま した。 当時 ，私 たち が子供 た ち につ

い て考 えて いた最 大 の チ ャ レンジ は， いか

に して子供 た ちに仕事 を引 き受 け させ， し

か もそれ を最 後 まで や り遂 げ させ るか とい

うこ とで した。子 供 た ちは いつ も仕事 を少

な く し， で きれ ばや ら ない で済 む方法 はな

い か と考 え て いた ようで す。 とこ ろが， ジ

ー ンの教 え方 は違 って いま した
。 大抵 の親

子 がそ うで あ るよ うに，私 た ちの子供 たち

も私 た ち とは衝 突 す るの です が， ジー ンの

言 う ことな ら素直 に受 け入れ る ので す。

例 え ば， ジー ン は手 で お皿 を洗 うのが 好

きで した。皿 洗 い器 を使 い ませ ん。 そ して

今 では うち の娘 まで もお皿 を手 で洗 う よう

にな りま した。

ジー ンが私 た ち に教 えて くれ た3番 目の

ことは， 子供 た ち とどの よ う にして意 思 の

疎 通 を図 る か とい うこ とです 。 ジー ンは子

供 たちの 中で 一番年 上 とい う こと もあ って，

状 況 を把握 す る場合 ， 基本 的 に は私 たち と

同 じよ うに感 じて い た ようで す。 そ こで，

間題 は理 解 す る こ とにあ る と考 えま した 。

最 初， 私 た ちの間 には言葉 の壁 が あ りまし

た。ジご ンは何 で もかんで もうな ずい て 「は

い」 と答 え るので すが， その 内 に ジー ンは

言 って いる こ とが わか らな くて も言葉 が途

切 れ れば そ こで 「は い」 と答 えて いた の だ
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と いう こ とがわ か りま した。 この こ とか ら

私 た ち は， 自分 た ちの子供 につ いて も同 じ

よ うに もっ と深 く考 えて あ げ なけれ ば な ら

ない と思 う よ うに なって き ま した。毎 日の

子供 を育 て る過 程 の 中で， 子供 た ちに あま

り多くの こ と を期 待 し過 ぎて ，家 族 の 中で

起 こって い る こと は当然理 解 して いる はず

だ と思 うこ とが あ ります 。 また時 には， 自

分 の子 供 よ り隣近 所 の子供 の 方 を大切 に扱

って い るこ と もあ ります 。 この よ うな貴重

な教 訓 を得 られ た こと を感謝 して います 。

4番 目に学 ん だ こと は， 家族 と して初 め

て伝 道 活動 に参 加 した ことで す。私 た ちは

ジー ンの こ とを 「ス ポ ンジ さん」 と呼 ん で

い ました 。何 で も吸収 した い と思 って い た

か らです 。 ジー ンは よ く質 問 して き ます。



なぜ み んな で一 緒 に座 って食 事 をす る のか

とか， 祈 る時 になぜ ひ ざ まず くの か， どう

して毎週 日曜 日に教会 に行 くの か， ごう し

て 食事 のた び に違 う種 類 の 食物 を 食べ るの

か な ど， 一 つ一 つ尋 ね る ので す。 そ して福

音 の話 にな った時， 特 別 の親 しみを覚 えた

ようで ，知 り得 る限 りの こ とをす べ て知 り

尽 く した い と思 うよ う にな りま した。

あ る時， 私 た ちは ジ ー ンを連 れ て一 緒 に

キ ャンプ に 出か け ま した。車 を 止め て外 に

出る と， ジー ンはす ぐにキ ャンプ を張 る所

を掃 き始 め ま した。子 供 た ちは ただ 驚 いて

じ っ と見 て い るばか りで した。 それ で も ジ

ー ンは手 を休 ませ る こと な く， あ た りを き

れい に掃 い て， 土 や松 の葉 を か き集 め たの

で した 。 と ころが， それ だけ では なか っ た

ので す 。 ジー ンは子 供 た ちの そば に来 て ひ

ざ まず く と，数分 間 自然 を きれ いにす る こ

との原 則 につ いて話 し始 め たの です。 つ ま

り， キ ャンプ や野外 活 動 をす る時 に周 りを

きれ い にす るこ とが どん な に大 切 な こ とな

の か， そ して この よう なち ょ っ とした心 が

けで， 生 活 が どん なに生 き生 き とした もの

にな るか話 して くれ た ので す。 しか も驚 い

た こ とに， 子供 た ちが その話 を熱心 に聞 い

てい るで は あ り ませ ん か。私 た ち はニ ュー
やまあい

メキ シコの砂 漠 で は なく， コ ロラ ドの 山間

に住 ん で いた こ とをた だ ただ感 謝 し ま した 。

これ が ニ ュー メキ シ コの砂 漢 だ った ら， ど

ん な に一 生 懸命 掃 い て も固い地 面 は現 わ れ

ない か らです。

丁 度3週 間前 ， ジー ンがふ た りの子供 を

連 れ て私 た ちの家 を訪 れ ま した。 ジー ンは

静 か な 口調 で， ど う した ら自分 の家族 と子

供 た ち によ い影 響 を与 え られ るか と尋 ね て

い ま した 。

こう した話 を聞 く と， す べて 楽 し くよ い

こ とば か りで あっ た よう に思 われ ます が，

決 して そ うで はあ りません で した。 まさ に
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人 に奉仕 す るこ と と同 じで，喜 び の陰 には

多 くの犠 牲 が あ りました。 奉仕 によ って得

られ る深 い満 足感 は ほか の方 法で は味 わ う

こ とが で き ませ ん。犠 牲 は人 を変 え， そ し

て 人 に非常 に大切 な ものへ の備 えを させ ま

す 。

私 た ちは ジー ン に永 遠 に感謝 し ます 。 そ

れ は， ジー ンが私 たち の娘 とな った か ら，

ある いは， ジー ンが私 た ちの家 庭 に喜 び を

もた ら して くれ たか らだ けで は あ りません 。

私 た ちが感 謝 す るの は，彼 女 が 人に奉仕 す

る機会 を私 たち に与 え て くれ た か らなの で

す。私 たち は両親 と して，、福 音 の原則 を教

え， そ れ を家 庭 で応 用 し，完 成 に向 か って

努 力 す るた め に 多くの 時間 を費 やす こ とが

で き ると い うこ とを学 び ま した 。時 に は，

努 力 して い る割 には子供 たち にそれ程 影響

を与 えて い ない と感 じ られ るこ とがあ りま

す 。 しか し，奉 仕 を通 して福 音 の原 則 に従

った生 活 を し始 める と，素 晴 らしい ことが

起 こ り始 め たの です。 私 た ちが これ まで長

い間教 え よ う として きた福 音 の原 則 を， 子

供 た ちが 自然 に理解 す るよ う にな ったので

す 。

私 た ちは家 族 み んな で奉仕 を して， そ れ

以 上 に多 くの もの を受 け ました 。 これ ほ ど

素 晴 らし いこ とが あ るで し ょうか。 その 人

が ひ と りでで き ない こ とを行 な って助 ける

こと によ って， 私 た ちは 自分 ひ と りで は得

られ ない祝 福 を得 る ので す。 これ が本 当の

イエ ス ・キ リス トの福 音 です 。人 々 に奉 仕

す る こ とに よ って，家 族 と個 人 は強 め られ，

祝福 され るの で す。 そ して シオ ンに住 む民

は備 え をす る ことが で きます 。

イエ ス ・キ リス トは生 きてお られ， この

教 会 に は完全 な福 音 の計 画 があ ります。 ま

た福祉 の原則 が福 音 の実 践 に ある こ とを証

します。 これ らを イエ ス 傍キ リス トのみ名

に よ って 申 し上 げ ます 。 アー メ ン。
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「高潔な心で

受けられるように

知恵を使って与えなさい」

十二衡 定定員会会員

マ 』 ビ ン・J・ア シュ トン

目 近行 な われ た ブ リガム ・ヤ ング大学 後

取 援 の教育 週 間 の部 会 に出席 した時 の こ

とです。 聡 明な教 師 で あ り， ステ ーキ部 扶

助協 会 の会長 で もある レー ゼル ・マ ックブ

ライ ド姉 妹 が， ス ク リー ンに1枚 の写真 を

映 し出 しま した。 それ は，髪 を乱 した ま ま

腕 を組 み，考 えに ふけ って い る明 るい 目を

した少年 の写 真 で した。 そ して そ の写真 に

はこ う書 いてあ りま した。「僕 は 大 した存 在

なん だ。 だ って神 様 はつ ま らな い もの をお

造 りには な らない のだか ら。」もう一 度繰 り

返 しましょう。 「僕 は大 した存 在 なん だ。 だ

って神様 は つ ま らない もの をお 造 り にはな

らな いのだ か ら。」

この 言葉 は福祉 事 業 のテ ーマ に なる と思

います。

人間 は社会 的 あ るい は経 済的 な あ らゆる

場 に あ って， 自尊 心 と 自立 心 を 確 立 する

ため に助 け を必要 と します。 福祉 事 業 が真

にその効 力 を発揮 でき る よう にす る には，

全 人的 な改善 に関心 を寄 せ なけ れ ばな りま

せ ん。 人が 自分 自身に対 して抱 くイ メー ジ

は，他 の人 との交わ りや経 験 を通 して学 んで

きた もの にほか な りませ ん。 これ は注 目に
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値 す る こ とです が， 先 ほ どの少年 が 自分 の

本 質 に気 づ い たの は， だれ かの 助 けが あ っ

た か らなの です。 それ は母 親か ，初 等協 会

の先 生 か，隣 人 か，ある いは 「わ た しは神 の

子 」(「子 供 の歌」B-76)の ような歌 で あ っ

たか もしれ ませ ん。 少年 は何 らか の助 け に

よ って 自分 が何 者 であ るか を悟 ったの です。

自分 がつ ま らない存 在 では な い こと， 大 き

な 可能 性 を秘 め て いる こ と， そ して天 父 に

愛 され てい るひ とりの 人間 であ る とい う こ

とを知 った ので す。

伝 道 の書 の4章9節 か ら10節 には こう記

され て いま す。「、ζ・た りはひ とりに まさ る。

彼 らは その労 苦 に よっ て良 い報 い を得 るか

ら であ る。 すな わ ち彼 らが倒 れ る時 には，

そ のひ と りがそ の友 を助 け起 す。 しか しひ

とりで あ って， そ の倒 れ る 時， これ を助 け

起 す 者 のな い者 はわ ざ わい であ る。」

福祉 事 業 の原 則 の正 しい応 用 とは，他 の

人 と働 く機 会 を 与 えて， 相方 の 改善 を はか

る こ とにほ か な りませ ん。

優 れ た教 師 につ いて最 近 は こう 言わ れて

い ます。「彼 は人生 の 質 問 に対 して答 え を与

え ない。 む し ろ， 各 々 の生徒 が 自分 で 答え

を見 つ ける こ とが でき る よう に指 導 す る。

ま た， 生徒 に 自分 は愚 かな 人間 で ある と感

じさせ るよ うな こ とは しな い。 む しろ生徒

に 自信 と勇気 を与 え， しか も決 して強制 は

しない。」

き ょうの大 会 で私 た ちは教 会 の偉 大 なプ

ロ グラ ムにつ い て お話 して き ま した。 この

プ ログ ラム は， 技術 や 自給 自足 や 自尊心 に

つ いて教 え， そ れ らを育 む こ とに よ り， す

べて の 人に個 人 の価値 を認 識さ せ るた め に

始 め ら れ た の で す 。 福 祉 事 業 は私 た ち に

続 けて奉仕 し，学 ぶ機 会 を与 えて くれ ます。

それ を通 して私 た ちは， 自己や 隣 人に対 す

る信頼 と働 きか け を決 して失 って はな らな

い こ とと， 周 囲 の状 況 に決 して 負 けて はな



らない ことを学 ぶ ので す。

福 祉事 業 や家 庭生 活 の 中で失 敗 が ある と

す れ ば， それ はお 互 いの信 頼 を失 った時 だ

けで す。 忍耐 力， 辛抱 強 さ， 真の 愛， これ

らの もの は， 神 のす べて の子 供 た ちを助 け

る ため に熱心 に働 く時 に こそ教 え られ， 学

ぶ こ とがで きる の です。

先 日， 日曜学校 の後 で， あ る教 師 が私 の

とこ ろへ来 て， 特別 に握 手 を して欲 しい子

供 が いる と言 い まし た。 私 は手 を差 し出 し

て その 少年 と握 手 を し まし た。 その時 ， お

そ らく この子 にで き る こ とと言 えば， 教 師

の本 を クラ スに運 ぶ こ と ぐらい では な いだ

ろ うか と思 いま した。 この思 い や りの ある

教 師 は 少年 に どの よ うな責 任 を与 えて いた

で し ょうか。 本 を運 ぶ責 任 で した。 この教

師 は生徒 の能 力 に合 わ せて 自立 を教 える方

法 をわ き まえ てい ま した。 この よう な指 導

者 が いる こ とを，私 は神 に感謝 して いま す。

ロ バ ー ト ・ル イ ス ・ス テ ィー ブ ン ソ ン

の次 の言葉 は私 たち に この事 実 を思 い起 こ

させ ます。「本 来 ある べ き 自分 にな り， 自己

の持 つ可 能性 に到 達 す る ことが， 人生 のた

だひ とつ の 目的 で あ る。」(バー ゲン ・エ ヴ ァ

ンス，1万0渉Joπ醐yoダQ%磁 α」∫0郷「引用集 」

p.393)救 い主 は 「父 が わた し をおつ かわ

しに なっ た よう に， わた し もま たあ なた が

たをつ か わす」(ヨ ハ ネ20：21)と 述 べ て

お られ ます。 人 には それ ぞれ特 別 な生 きる

目的 があ ります。 自分 自身 でそ れ を見 いだ

す こ とが で き る人 もいれ ば， 助 け を必要 と

す る人 もいます。 互 い に助 け合 っ て この地

上 での 目的 を果 た す なら ば， 私 た ちす べて

が この霊 感 に よ り与 え られ た福 祉 活動 の一

部 となる ので す。

サ タ ンは全 力 を尽 く して私 た ちの邪 魔 を

し，私 た ちの 進歩 を妨 げ て失望 させ よ う と

す るで し ょう。 試 しを受 け た時 は， 経済 恐

慌 の 時代 に 「イギ リス の勇気 の獅 子 」 と言
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われ た ウ イン ス トン ・チ ャーチ ル首相 の次

の有 名 な言葉 を心 の中 で繰 り返 して み ると

よいで しょう。 彼 は独特 の 人格 と強 さ を持

って こう言 い ま した。「決 して， 決 して， 決

して， 決 して， 決 して， あき らめ ては な ら

ない。」この彼 流の 力強 い言 葉 は， もうひ と

りの偉 大 な指 導者 の言 葉 と共 鳴 します。「も

しわ た しの言 葉 の うち に とどま ってお る な

ら， あ なた がた は， ほ ん とうに わた しの弟

子 なの であ る。 ま た真 理 を知 る で あろ う。

そ して真 理 は， あ なた がた に 自由 を得 させ

る であ ろ う。J(ヨハ ネ8131-32)

ニ ュー ス解説 者 で あ り著 述家 で ある ポー

ル ・ハ ー ビー は言 い ま した。「いつ の 日か私

が 世 に言 う成功 者 に な って，『あ なたの 成功

の秘訣 は何 です か』 と尋 ね られ た ら， 簡単

に こ う答え た い もの だ。『転 んだ 時 に起 き上

が る ことで す』 と。」

中 には，現 在 の福 祉 の原 則は 時代遅 れ で，

過度 に強調 され て いて ，現 今 の世 界状勢 の

もと では実 現不 可能 であ る と， 信 じ込 ませ

よ うとす る 人が い ます。 そ うい う人々 に 申

し上 げた い と思 い ます。 疑 い深 い人 に とっ

ては， 学 ぶ よ りはあ き らめ る方 が易 しい の

です。 仕 える者 になる よ り批 評家 になる方

が易 しいの は 当然 の ことで す。今 日の， そ

して これか ら先 の不 確実 な時代 の 中で，福

祉事 業 は世 に高 くかか げ られ た光 とな って

存 続 する こ とで し ょう。 その土 台は 自らを

助 くる人 々の 岩 の上 に建 て られ てい くので

す。正 し く実 施 され るな らば， 人々 に必要

な援助 は，教 会 の この大切 なプ ロ グラム を

通 して ほ とん どまか なえ るはず です。

福 祉事 業 は神 様 のプ ログ ラ ムです。 私 た

ち が正 しく参加 して い くな ら， この確信 が

得 られ る に違 いあ りませ ん。 物 資， 日用 品，

お 金， 食糧 ，労 力 ， 技術， これ らに加 えて

信 仰 が な く.ては な りませ ん。神 様 の方法 で

助 け， 導 き，従 う とい う信仰 で す。 その際
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の導 き と力 につ いて は，繰 り返 し引用 され

る大切 な聖 句， 教 義 と聖約 第104章 の14節

と16節 に記 されて い ます。「主 な るわれ は諸

諸 の天 を拡 げ，わ が手 づ か ら創れ る もの，

す なわ ちこ の地 を築 きた り。され ば，その 中

にある よろず の もの はわ が もの な り。……

され どそ の事 た るや， 必ず わが 道 に適 い

て行 われ ざ るべか らず。 見 よ， この 道 は主

な るわ れ， わが聖 徒 ら を扶 養 す る ため命 を

下 した る ところ に して， 貧 しき者 は 高 くせ

られ， それ にて 富 める者 は低 くせ られ ん こ

とこれ な り。」

自立 は， 自由意 志 と責 任 とが ほ どよ くバ

ラ ンスの とれた 時 に養 われ ます。 私 た ちは

共 に生 活 し， 教 え， 分 かち合 う時， 自分 自

身 と他 の人 々の 中 に 自立 の精 神 を養 って い

るの です。

福祉事 業 を活 用 し， 成功 させ る には， す

べて の教会 員が 正 し く参 加 しな くては な り

ませ ん。主 の方 法 には， 個 人 と家族 と教 会

とが常 に含 まれ て お り， これ らは互 いに協

力 して働 き ます。'福祉事 業 と家 庭 とが 密接

に結 びつ く必要 があ るの です。 理解 力 と賢

明な準 備， それ に祈 りを通 して得 られ る導

きは， 欠 かせ な い要 素 で す。秩 序 を保 ち，
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効 果 を上 げる ため には ，正 しい経 路 を通 し

て すべ て の行動 を行 な うこ とです。

計画 を 念入 りに作成 し， プ ロ グラ ムを設

定 し， 真剣 に準備 す る， それ だけ で は十分

で あ りませ ん。 ほ とん どの人 は それ ら を行

な う力 を持 って い ます。 しか し， 多くの 人

は私 た ちの信 じてい る原 則 を実践 す る時 に

苦 しい経験 をす るの です。 中に はそれ を避

け よう とす る人 々 もい ます。

ここで 良 く覚 えて お いて欲 しい ことは，

一 番 強力 な助 け手 は しば しば 自分 に最 も身

近 な もの， すな わ ち 自分 自身 の手 にあ ると

い うこ とです 。問題 が起 こった時，あなたは

まず 自分 の 力で解 決 してみ よ うと思 い ます

か。 それ と も両 手 を上 げて 「ダ メ だ」 とか

「私 にで き るわ けが ない」と言い ます か。静

か に座 り，現 状 を分析 し，可 能 な行動 をす

べ て挙 げる こ とが でき ます か。 原 因を 見き

わ め，対 処 す る方法 を決 定 す るこ とが で き

ま すか。 冷静 にな って 黙想 すれ ば， 興奮 状

態 でい る よ りも早 く問題 を解 決 す る こ とが

で き ます。

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー副管 長 は よ くこ

の よ うに言 われ ます。「自尊 心 のあ る会 員 な

らば， 自らを扶 養 す る とい う責 任 を他 人 に

転嫁 す る よ うな こ とはな い だろ う。 私 た ち

の責 任 は 自分 自身を養 うだ けに と どま らな

い。 私 た ちは 家族 を も養 うの で ある。」(「聖

徒 の道 」1981年9月 号 ，p。146)パ ウ ロは

この 点 につ いて 次の よ うに言 ってい ま す。

「もしあ る人 が
，その親 族 を， こ とに 自分 の

家 族 を かえ りみ ない場 合 には， その信 仰 を

捨 て た こ とにな るの で あ って，不 信 者以 上

にわ る い。」(1テ モ テ5：8)

家 庭 は福祉 活動 の 中心 で あ ります が， そ

の家 庭 と家族 は， すべ ての 活動 に常 に参加

して 自尊心 を保 て る よう にすべ きです。 個

人の福 利 を実現 しよ う とす る な らば， 家族

全 員が 参加 しな くて はな らな い とい うこ と



を， いつ も頭 に 入れ て お く必 要 が あ ります。

家族 は互 いに最 も良 く理 解 し合 って いる

もの です。 一 団 と なって 働 く こと によ っで

問 題 を色 々 な角度 か ら見 る こ とがで き るで

し ょう。論 争 をせ ず に家族 会 議 を開 くな ら

ば， チ ャ レン ジに対 す る， 新 しく よ り良 い

解 決法 が 生 まれ る ことで し ょう。

家族 が お互 い に助 け合 っ て問題 を解 決 し，

自立心 と責 任 感 と を養 って い くな らば， そ

れ らの努 力 と援助 の積 み重 ね が家 族全 員 に

自信 と安 全 とい う報 い を もた らすで しょう。

もち ろん， 私 た ちの 中に は教会 に助 けを

求 め な けれ ばな ら ない 人 もいる で し ょう。

個 人 あ るい は家族 が 必要 な援 助 を与 え るこ

とが で きな い時 に， こ の ような助 けに頼 れ

る とい うこ とは， 大 き な慰 めで は ない で し

ょうか。 この場合 も， 定 め られ た正 しい経

路 を通 して行 な われ ま す。 感 情 的 にな った
ろうばい

り狼狽 した り して は， 従 うべ き道 を見つ け

る こ とはで き ませ ん。 すべ ての こ とは， 現

代 の予 言者 に よっ て明確 に され た主 の方 法

に則 って行 なわ れ るの です。

個 人 と家族 に最 も 多 くの報 いを もた らす

計 画 の ひ とつ と して，可 能 な 限 り負債 を避

け る こ とが挙 げ られ ます。 負債 それ 自体 は，

良 い もので も悪 い もの で もあ りませ ん。 ど

ち らに も成 り得 る経 済上 の一 手段 です。事

業 にお け る負債 は生 産性 の 増大 と拡 張 のた

め に使 われ ます。 しか しなが ら，個 人 で負

債 をか か えて いる 人 につ いて考 える と， そ

の ほ とん どが平 均 的 な生活 水準 にあ り なが

ら， 一 時的 な財 政 危機 に陥 って います。 彼

らはお粗 末 な 浪費癖 の犠牲 者 で あ り， 多く

の場 合 ，正 しい財政 管 理 の重要 性 につ いて

何 の考 え も持 っ てい ませ ん。 ま たク レジ ッ

ト，特 にク レ ジッ トカー ドを乱用 し， 予算

の範 囲 内で， つ ま り 自分 で処理 でき る範 囲

内で生 活 しない ので す。 多くの 人々 に とっ

て ク レジ ッ トは， 普段 行 け ない よ うな所 へ
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自分 を運 んで くれ る魔 法 の じ ゅうたん のよ

うな物 で す。最 初 は ただ で乗 れて も， す ぐ

後 で支 払 い を しなけれ ば な らな いこ とを忘

れ て い ます。 元金 に禾IL憩、が 積 み重 な り， そ

の 額 に驚 いて しま うこ とで し ょう。.

負債 は深 刻 な家庭 争 議 の原 因 に もな りま

す。 収 入 のほ とん どを借金 の返 済 にあ てな

け れ ばな ら ない夫 婦が ，結婚 生 活 に破綻 を

来 たす の は， よ くあ る ことで す。

今 日の市 場 で は， そ うです， あ なた の隣

近 所 や町 や市 で は，悪 質 な詐欺 師 が心 をそ

そる あ らゆ る手段 を使 って， す ぐ惑わ しに

乗 る 人々 をね らって い ます。 残念 な こ とに，

私 た ちの 中で もた くさん の 人々が 耳元 でさ

さや かれ た甘 い話 に乗 って だま されて い ま

す。「一 生 に一 度 の チ ャ ンスで す よ」とか「あ

なた に だけ です よ」 と言 って 誘 いか けるの

もめ ず ら しい ことで は あ りませ ん。 この よ

う な話 は疫 病 を避 ける よう に，避 け るべ き

です。

主 は，邪 悪 で無 法 を働 く者 が何 も知 らな

い弱 い 人々か ら不 当な利益 をだ ま し取 るの

を見 た時 目を覚 ま して警 戒 を怠 ら ない よう

に とお っ しゃ って いま す。 末 日聖 徒 は，他

人 を利用 した り，不正 を働 いた り， う そを

つ いた り， 盗ん だ り， ご まか した り， だま

した りして は な りませ ん。私 た ち の責 任 は，

互 い に助 け合 って幸 福 を破壊 す る 力を持つ

ものを締 め 出す ことで す。

倹 約 の習 慣 は時代 遅 れで は あ りませ ん。

私 た ちは た とえ物 が な くて も， あ るい は，

新 し い物が 買 え なくて も，収 入の範 囲 内で

生 活で き る よう に 自分 自身を訓 練 しな けれ

ば な り ませ ん。 賢明 な人 は，必 要 な物 とた

だ欲 しい物 とを 区別 で きます。 予 算 をたて

るこ とは とて も骨 の折 れ る仕事 か もしれ ま

せ んが ，私 は お約 束 し ます。 それ はや れば

必 ず で きる こ となの です。

負債 は破 壊 的 なカ を持 ち，経 済 的 な束縛
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「



や倒 産 ， さ らには 自尊心 の 喪失 を招 く原 因

とな りま す。 金 銭 を賢 く管理 し，適 切 な予

算 を たて， 什分 の一 と断食 献金 を納 める家

族 は， 主 の方法 で 自らを助 け， 隣 人 を助 け

てい るの です。 負債 は 必ず 返済 す べ きで す。

主は， 私 た ちが仕事 の 上 で立 派 に成功 して，

自分 の財産 を個 人や家庭 や教会 や地 域 社会

のた め に役 立 て るよ うに望 ん で お られ ます。

イエ スは，「わ た しの 羊 を飼 い なさ い」(ヨ

パ ネ21：16)と 言 われ ま し た。 も し， 羊 の

居所 がわ か らな けれ ば，羊 を飼 う ことは で

きません。 また羊 に反 感 を抱 かせ る よ うで

は， 羊 を飼 う ことは でき ませ ん し， えさ が

なけれ ば，飼 うこ とはで き ませ ん。 また，

愛 がな く とも，働 く意 欲 と分 か ちあ いの精

神 がな く とも，飼 うこ とは でき ませ ん。

迷 える羊 が どこ にい よ うと，助 け に必要

なこ とは思 いや りの 気持 ち です。 思 いや り

は， 相手 の気 持 ち を理 解 し， その 人が感 じ

てい るこ とを その まま感 じ取 る能 力 で す。

この気持 ちな し に， 本 当の 意味 での 援助 は

あ りえませ ん。 思 いや りを示 す に は，相 手

の信 頼 を得， 目 と耳 と心 で話 を 聞 き，相 手

の気持 ち を理 解 しよ うと努 力 し， そ して本

当 に理解 して い るこ とを態 度で 表 わす こ と

が必要 で す。思 いや りという こ とを真 に理

解 し行 なう人 は，相 手 の間 題 を解決 した り，
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口論 した り， も っと悪 い例 を 引き合 いに 出

した り， 非 難 した り， 自由 意志 を束 縛 した

りし ません。 ただ， その 人が 自ら努 力 して

解 決 法 を見 つけ られ る よ うに， そ の 人の 自

尊心 と 自己に対 す る イメー ジを高 めて あげ

るの で す。

援 助 を必要 とす る人 々は ， あ らゆ る年 齢

層 に及 び ます。 ひ と りぽ っちで 迷 って い る

若 い羊 がい ます。 疲 れ切 って病 に伏 して い 一

る年 老 いた 羊が い ます。 私 た ちの家 族 の 中

に， 近所 に， ある いは 断 食献金 によ って手

を差 し伸 べ られ る は るか世 界 の片隅 に羊 た

ち はい ます。 ある羊 は 食物 に飢 え， また あ

る羊 は 愛 と関心 に飢 えて いる ので す。

もし私 たちが 主 の羊 の反 感 をか う よう な

こと をすれ ば， 彼 ら を養 うの は不可 能 とま

で いか な く と も， か な り困難 な こ とにな り

ます。 皮 肉な態 度 や ばか に した気持 ちで教

えた り助 けた りして はな りませ ん。 命 令 す

るよ うな 口調 や 「私 が 正 し くあ なた は間違

って いる」 とい った態 度 は，迷 える羊 を逆

に遠 のけ て しま いま す。 そ こに は厚 い壁 が

で き て しま い， どち らの た めに もな りませ

ん。

相 手 が 自尊心 を失 う よう な こと を勧 め て

はい け ませ ん。 さ もない と， そ の 人は去 っ

て しま い， 助 け る機会 は 失 われ て しま うで

し ょう。 もうひ とつ忘 れ て な らな いの は，

何 も求 め ず に与 え るだけ で は神 の子供 を本

当 に助 け る こ とには な らな い とい う ことで

す。 すべ て の教会 員 は， 受 け る物 に対 して

働 く とい う独 立 自活 の精 神 を持 つべ きです。

迷 える羊 に与 える最 も良 き食物 は， 真 の愛

と高 潔 な心 の 回復 なの です。

私 た ちは 愛 を行 ない で表 わ し ます。 もし

行 動 が伴 わ な い とした ら， 愛 の言葉 は む な

しい もの とな るで し ょう。 主 の羊 は世話 を

して くれ る羊飼 の関 心 を必 要 と して いま す。

羊飼 は羊 たち を進 歩の 道へ と導 き， そこ で



彼 らが 神 の戒 め に従 う価値 を知 り，高 遠 な

目標 に到達 す る こ とに崇 高 な思 いを抱 け る

よ うに助 け ます。

愛 は， 私 たち の家庭 の 中か ら始 め なけ れ

ば な りませ ん。 あ ま りに も多 くの 人が， 家

庭 とい う輪 の 中で最 も愛 が必 要 と され てい

る時 に， 家庭 外 へ その愛 を 向け て いま す。

古 い セル ビアの こ とわざ に，「親切 は， 権

力で 命 ずる こ と も金 で 買 うこ と もでき ない

唯一 の サー ビスで ある」 とい う言葉 が あ り

ます。 困 って いる 人の世 話 を して助 け る際

に愛 を示 す最 良 の方 法 は， 親切 によ って そ

の 愛 を 日々 表 わ して い くこ とです。 真 実 の

愛 は生 命 と同様 に永遠 の もの です。

この2，3日 ， キ ンボ ール 大管 長 の手術

後 の 回復 の間 に， 私 は大管 長 に対 す る愛 と

感 謝 の言葉 を 多くの 人々 か らう かが い ま し

た。大 勢 の 人々 が， キ ンボ ール大 管長 の奉

仕 と無私 の愛 に対 して どの よ うに感謝 を表

わ そ うか と考 えて いま す。 私 は 恵 まれ てキ

ンボー ル大 管長 と親 しく交 わ って き ま した

の で，参 考 になる こ とをお教 えで き るか と

思 い ます。 それ は， 人種 ， 信条 ， 肌の 色 に

か かわ りな く， す べて の神 の子 供 を無 条件

で 愛 し， キ ンボ ール大 管長 が され て いる よ

うに， 努 めて奉 仕 す る ことで す。 これ は福

祉 活動 の土 台 となる 原則 です。 教 義 と聖約

50章26節 を思 い 出 して下 さ い。「お よそ神 よ

り聖職 に按 手 任命 せ られ て遣 わ さ るる者 は，

彼 い と小 さ き者 にて すべ て の人 の僕 な り と

も， 任命 せ られ て い と大 い な る者 とせ らる

る な り。」

主 は私 たち に心 を配 って 下 さ り， 奉仕 に

必要 な指 示 と 自立心 を育 む機会 を与 えて下

さい ま した。主 の 原則 は一 貫 して い て，決

して変 わ る こ とはあ りませ ん。 状 況 によ っ

て方 法 は変 わ るか もしれ ませ んが， 主 の 原

則は常 に一 定 で す。 福 祉事 業 の成 否 は， そ

の土 台 とな る基本 的 な福 音 の律 法 に従 うか
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否 か にかか ってい ます。 福 音 の教 えの範 囲

内 であ れ ば， 奉 仕 す る上 で よ り良 い方法 を

求 め る時 に， 自由 意志 を用 い た り新 しい も

の を導 入 した りす る こ と もで き ます。

終わ りに，私 たちが 福祉 事 業 に参加 す る

根 本的 な 目的 を幾 つ か 申 し上 げ た いと思 い

ます。

1.自 立す るこ とに よって 自尊 心 を養 う。

2.主 の方 法 で， す なわ ち 自由意志 と責

任 の バ ラ ンス を保 ちなが ら援 助 し，奉 仕 す

る。

3.援 助 を提供 する のは，(1)個 人(2)家

族(3)教 会 の順 で ある こ とを理解 する。

4。 主 の 羊 を養 うた め には， 羊 の名前 と

居所 を知 る必要 が あ る ことを理 解 す る。

5.正 しい援 助 をす る には， 愛 と思 いや

り と高 潔 な心 を 回復 して あげ る こ とが 必要

で あ る こと を理 解 す る。

6。 最後 に，福 祉事 業 には ，計 画， 基本

的 な福 音 の原 則 に従 う こ と， そ して， すべ

て に勝 って ，私 た ちの予 言者 の よ うに無 条

件 の 愛 を もって喜 んで奉 仕 しよう とい う気

持 ちが必 要 であ る こ とを理解 す る。

神様 の助 けが あ って， 私 た ちが知 恵 を使

っ て援助 し， 相 手 の 人が高 潔 な心 を もって

そ れを受 ける こ とがで きます よ うに。「神 様

は つ ま らない もの を お造 りには な らない。」

この言 葉 は真実 です。 私 た ちは神 の子 供で

す。 神 は私 たち を愛 してお られ， 私 た ちが

自分 自身 と家族 と隣 人 を心 か ら愛 す る よう

に と望 ん で お られ ます。 私 は，教 会 に この

偉 大 なプ ロ グ ラムが あ る こ とを本 当に うれ

しく思 って い ます。 これは， 霊 感 によ って

与 え られた 生活 方法 で す。 全 人類 に幸福 と

利益 を もた らす永違 の 原則 の実 践 です。 そ

れ が福祉 事 業 なの です。 これ らの こ とを私

の証 と愛 と共 に， イ エス ・キ リス トのみ名

によ って 申 し上 げま す。 ア ーメ ン。
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福祉の原則に添った

生活をす る

第 二 副管 長

マ リオン ・G・ロムニ ー

私
に与 えられ た責 任 は，福 祉 の 原則 に添

って生 活す る こ とにつ いてお 話 しす る

ことで す。 私は40年 以上 もの間 ， 教会 の福

祉 プ ログ ラムの 原 則を 勉強 し， 教 えて きま

した。 私は この 原 則 に親 しみ を抱 い てい ま

す。 また， これ が ク リスチ ャン として の生

活 を なす もので あ る こ とをは っ き り理 解 し

てい ます。 これ まで この会 で話 され た事柄

に感謝 します。 どれ も福 祉 の 原則 に 添 った

生 活 をす る こと によ って個 人と教 会 に どの

よう な結果 が得 られ るか を示 す もの で した。

1936年 ，J・ ル ー ベ ン ・ク ラ ー ク ・ジ ュ

ニア 副管長 は 次の ように述べ ています。 「福

祉 計画 の真 の長 期 的 な 目標 とは， 与 え る側

と受 け る側 ， 双方 の教 会 貝の 人格 を築 き上

げる こ とであ る。 ま た， その 人 の中 に 眠っ

てい る良 い点 をす べて 引 き 出 し， 霊 の持 つ

潜在 的 な可 能性 を開花 させ て 実 を結 ばせ る

こ とで ある。 結局 の と ころ， これ が こ の教

会の 会員 に課 せ られ た使 命で あ り， 目標 で

あ り， 存 在理 由で あ る。」(1936年10月2日 ，

ス テー キ部長 会特 別集 会)

皆 さ んの 多 くは， い ろい ろ問 題の あ る人

が助 け を得 ， 最終 的 に 自立 でき た姿 を 見て
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心 温 ま る思 いを した こ とが あ るで しょ う。

また， 主 の方 法 に従 って助 け が与 え られ る

時 ， 貧 しい 人 も高 め られ る とい う真理 を 目

に して きた こ とで し ょう。

しか し， き ょう私 が述べ たいの は， 福祉

の 原則 に従 って生 活 す るこ とに よ って，援

助 され る側 が 受 ける影 響 で はな く，援 助 す

る側 が受 け る影響 の 方で す。1936年 の クラ

ー ク副管 長 の言葉 を もう一 度 見て み ま し ょ

う。「福祉 計 画の真の長期 的 な 目標 とは，与

え る側 と受 ける側 ， 双方 の教 会 員の 人格 を

築 き上 げるこ とであ る。」主 は貧 しい 人の世

話 をす るの に私 た ちの 力を必 要 と しませ ん。

私 たち の助 けが な く とも， おで き にな るの

で す。主 は こ う言わ れました。 「主 なるわ れ

は諸 々 の天 を拡 げ， わが 手づ か ら創 れ る も

の， す なわ ち この地 を築 き た り。 され ば，

そ の 中にあ る よろず の もの はわ が もの な り。

あ らゆ る ものは わが ものなれ ば， わ が聖徒

らを扶養 す るは わ が 目的な り。」(教 義 と聖

約104：14-15)

石 油 の鉱 脈や 宝石 の 原石 が どこ にあ るか

を キ ンボー ル大 管長 に啓示 す るの は， 主 に

とって 簡単 な こ とです。 も しも主 がそ う し

て 下 さ った ら， 私 たち は 人を雇 っ て採掘 し，

巨額 の金 を 手 に入れ るで し ょう。 そ うです。

貧 しい人の 世話 をす るの に主は 私 たち を必

要 と して お られ ません。 必 要 と してい るの

は 私た ちの 方 なの です。 経 験の た め に必要

な ので す。 したが って 私 たち は， どの よ う

に して 互 い に助 け 合 うか を体験 を 通 して学

ん で初 め て， キ リス トの よ うな愛 と思 いや

りを育 む こ とがで き， やが て神 の み も とへ

帰 る に必要 な資格 を 身 につ け る ことが で き

るの です。

私 た ちは， 多大 の犠 牲 を払 わず に真 の キ

リス トの 弟子 に なることはできません。1831

年6月7日 にカ ー トラ ン ドで予 言 者 ジ ョセ

フ に下 され た啓示 の 中 に， この真 理が 見事



に強調 されて い ます。 この 啓示 の 中で， 主

は28名 の長 老 た ち に， 、ζ・た りずつ 連 れ だっ

て カ ー トラ ン ドか ら ミズー リ州 ジ ャク ソ ン

郡 へ旅 立つ よう に命 じ られ ま した。旅 先 で

福 音 を宣 べ伝 え なが ら，別 々の 道 を通 って

行 くので す。 覚 えて い ると思 い ます が， 当

時 の生 活 は貧 しく， しか も 目の 前 には未 開

の 地 が広 が って い まし た。 ジ ョセフ ・ス ミ

ス と彼の 同僚 た ちは， 馬車 と時 々小舟 を利

用 しなが ら オハ イオ州 の シ ン シナチ に 向か

い， そ こか らケ ン タッキ ー州 の ル イ ビルを

通 って ， 汽船 で ミズー リ州 の セ ン トル イス

に到着 しま した。 さ ら にそ の町 か ら ミシ シ

ッ ピ川 に沿 って ミズー リ州 全 体 を横切 り，

ジ ャク ソン郡 の イ ンデペ ンデ ンス まで歩 き

ま した。 その 距離 は300マ イ ル近 くに 及ん

で い ます。(ジ ョー ジ ・Q・ キ ャ ノン，L碗

げノひs6ρhS痂 ∫h≠h6P70ρhθが 予言 者 ジ ョセ

フ ・ス ミスの 生涯」p.117参 照)

これ らの こと をお話 しす る のは， 主 が旅

立 つ長 老 たち に次 の よ うに語 られ た時 の背

景 を， 心 に描 いて い ただ くた めで す。 主 は

こう言 われ ました。 「汝 ら貧 しき者，乏 しき

者 お よび病 め る者， 悩 め る者 た ちを万 事 に
おほ

憶 えて憐 れ む べ し。 これ らの こ とを為 さ ざ

る者は わが 弟子 にあ らざれ ば な り。」(教 義

と聖約52：40)想 像 で き るで し ょ うか 。主

は極 貧 に近 い長 老 た ち に， 「貧 しき者，乏 し

き 者 を…… 憶 えで 隣れ むべ し」 と言わ れ た

の です。

この 戒め が すべ ての 民 に向 け られ た もの

で あ る とい うこ とは， ベ ン ジャ ミン王 が 貧

しい 人々 に対 して 語 った次 の 言葉 にも強調

さ れて い ます。

「次 に私 は 貧 しい 人た ち に告 げる
。 物 が

残 るほ ど持 た な く とも， 日々 の用 にこ とを

欠 か ない ほ ど物 を持 ちなが ら， 自分 がの こ

りを持 た ない か ら と言 って物 も らい に与 え

る ことを こ とわ る 人々 よ。 お 前 たち は心 の
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中 で 『物が な いか ら施 さ ない が， も しもあ

った ら施 した であ ろ う』 と言 う と思 う。

さて もし， この よ うな こ とを心 の中 だけ

で 言 うの な らば罪 に 当 らないが， も しそう

で なけ れ ばそ れは 罪 に当 る。 お前 たち はま

だ 得 てい な い もの を貧 るか ら， それ が罪 に

定 め られ る ことは 当然 であ る。」(モ ー サヤ

4：24-25)

自分 には 与 える義 務 があ る と確 信 したら，

次 に学 ぶべ き こ とは， 真心 か ら奉仕 す るこ

とが何 よ り も大切 であ る とい うこ とです。

よ こ しま な心 で施 す 人につ い てモ ルモ ンは

次 の よ うに述 べて い ます。

「この よ うな悪 い 人は捧 物 を して も神 に

祈 って も， もし真心 か らこれ を しない'なら

何 の役 にも立 たな い。

その 行 いが義 しい と認め られ な いか らで

あ る。

もし悪 い人 であ るな ら， 捧物 を して も惜

み惜 み す るの で，捧 物 を しない と同 じ こと

で ある か らそ の 人は神 の前 に悪 い 人で ある

と認め られ る。」(モ ロナ イ7：6-8)

隣 人に豊 か な愛 を注 ぎ， 進 んで与 え るこ

とを しなけ れ ば， モル モ ンが 「キ リス トの

純粋 な愛」(モ ロナイ7：47)と 定義 した愛

を 育む ことは で きませ ん。 モ ーサ ヤ書 には

こう記 され て い ます。

「アル マは …… 教会 の聖 徒 らが みな 各々

そ の持 物 の 多少 に応 じて その 幾分 を施 すよ

うに命 じた。 た とえば， 豊 に持 つ 人は豊 に

施 し， 少 しば か り持 つ 人は 少 しば か り施 し

て 何 に も持 た な い人 に与 える と言 った よう

な こ とで ある。

'しか し， この よう に 人に施 す財産 の 幾分

は， 神 の御 前 に善 い こ とを行 いた い と言う

心 で 自分 の 自由意 志か ら施 さ な くては なら

な い。」(モ ー サヤ18：27-28)

そ こで次 の よ うに尋 ね る 人がい るか もし

れ ませ ん。 「ど うした ら真 心 か ら施 す こ と
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が でき るの です か」， 「惜 しむ気持 ち を克服

す ㊧に は どう し』た らよ いで し ょう」， 「どう

すれ ば 『キ リズ トの純 粋 な 愛』 を 自分 の も

の にで きま すか。」私 の答 え は こ うです。す

べ ての戒 め を忠実 に守 って生 活 し， 自分 自

身 を捧 げ， 家族 を大切 に し， 教 会 の召 しを

果 た し， 伝 道活動 を行 ない， 什 分 の一 と献

金 を納 め， 聖 典 を勉 強 し… …私 の 答え は ま

だ まだ続 き ます。 皆 さん が 自分 を忘 れ て奉

仕 する な らば，主 は皆 さん の心 に触 れ て そ

れ を和 らげ， ベ ン ジ ャ ミン王の 時代 の祝 福

さ れた民 と同 じ思 いを， しだい に授 け て下

さ るで し ょう。 彼 らはみ た まに動 か さ れて，

このよ うに 言い ま した。 「まった く，わ れ ら

は 王の 言われ た 言葉 をみ な信 じ， また その

言葉 が確 に真 実 であ る こ とを知 っ てい る。

そ れはわ れ らの心 を非常 に 改め させ ， 悪 を

行 う性質 を な くして常 に善 を行 う望 み を与
に

え た もうた全 能 の主 の 『み たま 』 に由 るの

で ある。」(モ ー サヤ5：2)

この完 全 な愛 は， 主が行 なわ れ るす べて

の み業 に表わ れ て います。 主 は 創造 さ れた

無数 の世 界 をモ ーセ に見 せ て， こ う言 われ

ました。

「見 よ
， わ が 力の 言 によ りて過 ぎ行 ける

多くの世 界 あ り。 また今 あ る世 界 多 くあ り。

これ らは人 に と りて数 限 りな し。 … …

一 っ の世 界 とそれ につ け る天 の過 ぎ行 く

時 は， 誠 に別 の世 界を生 ず。 か く して わが

業 に もまた わが 言 に も終 りな し。」(モ ー セ

1：35，38)

広 大 な創造 の業 をモー セ に顕 わ してか ら，

主 はこの すべ て の業 の 目的 につ いて 次 のよ

う に述べ てお られ ます。 「見 よ，これ わ が業

に してわ が栄 光， す なわ ち 人に不 死不 滅 と

永遠 の生 命 とを もた らすな り。」(モ ー セ1

：39)こ の聖 句か ら， 天 の御 父が 利 己 的な

心 をま った くお持 ち でな い ことが わ か りま

す。 すべ ての み業 と栄 光 は， 神 の子供 たち
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に永 遠 の生 命 と幸福 とを もた らす ため にあ

る ので す。 それ ゆ え， この 人生 にお け る私

た ちの 目的 は， 真心 か ら人 に仕 え るこ とに

置 くべ きで はな いで しょうか 。 もしそ うし

なか っ た ら， 神 の よう にな る とい う望 み を

果 た して持 てる で し ょうか。 私 た ち個 々の

人 間が 「キ リス トの 純 粋 な 愛」(モ ロ ナイ

7：47)で 満た され る よう になれ ば， 私 た

ちが 集まった教会 は 「心 の清 き者」(教 義 と

聖 約97：21)に な ります。 そ して，聖 典 に

記 され てい るエ ノ クの民 の よう に なれ るの

です。 「主 はその土地 を祝 し… … その 民 をシ

オ ン と呼 び た まえ り。 彼 ら心 を一 に し， 精

神 を一 に し， 義 に住 み たれ ばな り。 され ば

彼 らの 中に 貧 しき者一 人 もなか りき。」(モ

ー セ7：17-18)

イエ スが十 字架 で お亡 くな りにな った 時，

新 大陸 で は大変 動 が起 こ り， よ うや く生 き



の びた 二一 フ ァ イ人た ちは ， その 後福音 に

従 って生 活 す る よう にな りま した。 聖典 に

は こう記 さ れて い ます。

「真 心 か らそ の 罪を悔 い 改め た者 は みな

イエ ス の御 名 によ って バプ テス マ を施 され

て聖霊 を受 けた。 … …住 民 がみ な心 を改 め

て主 を信 ず るよ う にな った ので， その間 に

何 の不 和争 論 もな く一 人の こ らずみ な互 い

に正 し く扱 った。

それ ばか りでな く， 一 同は一 切 の所 有物

を共 有 した の で富 んで い る者 と貧 しい者 と

の 区別 もな く， 自由な 者 と奴隷 との 区別 も

な くて， 誰 もか れ も自由 とな り天 の賜 を授

け られ た。 一… ま こ とに神 が 造 りた も うた

すべ て の民 の 中で この 民ほ ど幸福 な民 が あ

る はず がな か った。」(】V二 一 フ ァイ1，2，

3，16)

なぜ この 民 はそ んな に も幸福 だ っ たので

しょう か。 それ は， 彼 らが 利 己心 とい う束

縛か ら解 き放 たれ， 主 が御 存 じの こ と， す

なわ ち 究極 の喜 び は奉仕 を 通 して のみ もた

ら され るとい うことを，知 っていた か らです。

「心 の清 き者
J・を構 成す る民 に なる こ と

は， 見 はて ぬ夢 で も不 可 能 な 目標 で もあ り

ませ ん。 なぜ なら， それ は 主が私 たち に命

じて お られ る こと だか らで す。聖 典 に は こ

う記 され て い ます。 「主 が命 じた もうことに

は， 人が それ を為 し とげる ため に前 以 てあ

る方法 が 備 えて あ り， それ で な くては， 主

は何 の命 令 も 人に下 した まわな い…… 。」(1

二 一フ ァイ3=7)

私 た ちが 「キ リス トの 純粋 な 愛」 を持 て

る状態 にな る と， 人に仕 え たい と いう望 み

が 高 め られ， 奉献 の律 法 に完 全 に従 っ て生

活 しよ うと い う気 持 ち にな るで し ょう。 奉

献 の律 法 に従 って 生 活す れ ば， 貧 しい者 は

高 め られ， 富 め る者 はへ りくだ った 心 を持

つ よう にな ります。 そ して その過 程 に おい

て， 双 方 が清 め られ るの です。 貧 しい 人々
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は，貧 困 という不 名誉 な制 約 や束 縛か ら解

放 され ， 自由な者 とな って， 物質 的 に も霊

的 に も 自ら の持つ 可能 性 を発揮 で きる よう

にな ります。 富 める 人々 は， 奉献 の律法 に

従 って余剰 の 財産 を貧 しい 人々に舟 かつ こ

と によ り， しか も強要 され て では な く， 自

由 意志 に基 き 自ら進ん で それ を行 なう こと

によ り，モル モ ンが 「キ リス トの純粋 な愛 」

と定義 した その愛 を 同胞 に示 すの です。 こ

う して 与 え る者 と受 け る者 が共 通 の基盤 の

上 に立 ち， 神 のみ た まに よ り祝福 され るの

で す。

人 々が完 全 な福 音 に従 って生 活で きる よ

う に助 け るの は， この最 後 の神権 時代 に立

て られ た教 会 の使 命で す。 主 の民 は 「心 の

清 き者」 とな り， 山々 や高 き丘 の上 で繁栄

し， 祝 福 を受 け るで し ょう。 そ して神 と共

に 歩む で し ょう。 彼 らは心 をひ とつ に し，

精神 をひ とつ に し， 義 に住 むか らで す。 ま

た， 彼 らの 中には 貧 しい者 がひ と りもい な

い か らです。

これ らの こ とを心 に留 め て， この偉 大 な

プ ログ ラム を推 し進 め よ うでは あ りませ ん

か。 福祉 の 原 則は 永遠 です。 福祉 プ ログ ラ

ム は奉献 の 律法 の 原則 の上 に築か れ ます。

私 は 自分 の 経験 か ら， これが 確か に神 の み

業 であ る こ とを知 って います。 キ リス トの

よ うに なる た めに私 た ちを備 えて くれ る の

で す。 皆 さ んが 自分 の置 かれ て いる最 も神

聖 で尊 い立場 につ いて考 え てみ るな らば，

私 たち が しな けれ ばな らな い最後 の こ とは，

同胞 を助 け る こ とは もちろん の こ と， 自分

の持 て るす べて の もの を神の 王 国を建 設す

る ため に捧 げ るこ とだ と思 い 当たるで しょ

う。 私 たち は それ を実行 す る こと によ り，

福 千年 の到 来 を早め る こ とが で きるの です。

神 の助 け があ って， 私 た ちが失 敗す る こ

との な いよ う に， イエ ス ・キ リス トの み名

に よ りへ りくだ って祈 ります。 ア ー メン。
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塗ち幽 乳1
教会福祉制度をたたえ

レーガ ン大統領,ボ ランティア

活動 を推奨 す る
【ワシン トン=チ ャーチ･ニ ューズ】 レーガ

ン大統領 は,近 日ホワイ ト･ハ ウスで持 たれ た

実業家や財団,主 な団体 の指導者 との朝食会 で,

現在アメ リカ合衆国政府 が背負 っている重荷 を

ボランテ ィアグループが肩代わ りすべきで ある

と述べた。 その席には教会 を代表 して十二使徒

定員会会員の トーマス･S･モ ンソ ン長老が招

かれた。

｢米国を特徴づけていたボランテ ィア活動が

あまりに も疎ん じられています。政 府は,地 域

社会や近 隣の人々が本来なすべ き事 柄を,な ん

でもかんでも背負い込 み過 ぎて いるき らいがあ

ります｣と,レ ーガ.ン大統領 は語 った。

また レーガン大統領 は,特 にモ ンソン長老 を

その席 に特別 に招待するこ とによって,.教 会 の

ボ ランテ ィア活動 の必要

性 を訴 え るレーガ ン大統

領(右),中 央 は合衆国商

業会議所議長 ドン･ケ ン

ドル氏,左 側 トーマ ス･

S･モ ンソン長老

福祉プログラムに対 して

多大な関心 を抱 いている

ことを示 し,教 会 の福祉

制度が｢こ れまで政府 が

果た したい.かなる施策 よ

りもはるかに優れてい ま

す｣と 賛辞 を呈 した。

｢『飢えた者 に魚 を与 え

て も,明 日.は再 び飢える。

しか し漁の仕方 を教え る

な らば,再 び飢 えること

はない』 と,古 くか ら言

い慣わされた言葉があ る

が,こ れまで政府 がよか

れ と思 ってやってきたこ

とも,魚 を与える結果 と

なっていたようです｣と

述べ,教 会の労働倫理 に基づいた福祉 のあり方

を称賛 した。

また最近の諸教会 の指導者 との会談か ら得 た

こととして,｢諸 教会の聖職 者 た.ちは,本 来な

ら.ば教会員が行 なうべ き隣人同士 の助 け合いが,

これ まで政府 に押 しつけ られてきたこ.とに気づ

き始めています｣と 述べ,こ う続けた。｢援 助の

手 を差 し伸 べる際 に,ま ずなされなけれ ばなら

ないのは,個 人の努力であ り,次 に近隣の人々

あ るいは地域 社会 の援助 であって,政 府か らの

援助 は最終段 階のものです。｣用

｢レーガン大統領は
,教 会 の福祉プ ログラム

についてよ.く理解 してお り,情 報 を適確 にっか

んでいる｣と モンソン長 老は語 っている。

なお,昨 年の12月2日,レ ーガン大統領はボ
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クモラの丘霊
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彦
長
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中
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猪
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､
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園鍬入れ式
いるま

去る2月4日(木)午 前11時 か ら,埼 玉県入間
も ろ やま

郡毛 呂山町長瀬1313番 地 にある武 蔵野霊園で,

菊地良彦長老の管理 の下に｢ク モラの丘霊園鍬

入れ式｣が 行 なわれた。

武蔵野霊 園は池袋か ら電車で1時 間程 の所 に

位置し,秩 父連 山を望むなだらかな丘の上にあ

る。 その9万 平方 メー トルの公 園墓地の一角 に,

鞭

蝋

轡

.･

瓢

､
､

塵

　

･

黙

}

､

㍉

蠣
懇
鑛

毒

㌶

酬

6,600平 方 メー トルの永代使用権 を購入 したの

は,31年 前の昭和25年12月19日 のことである。

当時,佐 藤龍 猪兄弟 の尽力 によ って購入された

もの であるが,そ の後 いろいろな問題が生 じ,

最終的 には今年 の1月 に正式 に教会から開発の

許可 と予算が承認され,使 用できるようになっ

た。

｢クモラの丘霊園｣の 命名は
,墓 地委員会(代

表:菊 地 良彦 長 老)に よっ てな され,モ ルモ

ン経のモロナイ書10章34節 で｢霊 と私の体 とが
つ

再び相合 するまで神のパラダイスで安息 に就 く。

……｣と 結ん だモ ロナイが金版 を封 じたクモラ

の丘 にちなんで名づけられ た。

霊 園の造成完成予定 日は,今 年の8月 末で,

一区画3平 方 メー トル23万 円(予 定)で 永代使

用権 を入手で きる。 申し込 み締 切は7月 末。詳

しくは,東 京都港区南麻布5-10-30,末 日聖

徒 イエス･キ リス ト教会,｢ク モ ラの丘 霊 園事

務局｣(担 当:今 井一 男兄弟)ま で。

クモラの丘霊園の

開園にあたって

日本･韓 国地域代表役員

菊 地 良 彦

このたび大管長会の特別の承認を得 まして,

長い間の懸案であ りました｢武 蔵野霊 園｣の 永

代使用権の分譲のための手続きが完了し,｢ク モ

ラの丘霊園｣と して,末 日聖徒 イエス･キ リス

ト教会 の会貝 の皆様 にお渡 しできるようにな り

ました。

この霊 園は,前 北部極東伝道部長であ られた

ポール･C･ア ン ドラス部長が,故 デ ビッ ド･

iss
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授業が行 なわれてい る。

ll1画.闘llll伽剛llll,･巳llll回llll川圏1圏1,r嘲11醐,明OI腸,･601開吐

く東京 インスティテユート蚕

で学ぶ学生たち

昨 年､月 に開校

された東京 インスデ ィテ

ー トは
,登 録者が550名

を越え,相 応 の成果を挙げて

きた。2年 目の今年度 もまた,神 学 をわか りや

す く,か つ深 く学ぶ機会 とすると共 に,様 々な

活動 を通 じて,学 生たちの成長 に寄与すること

が期待 され ている。

特 に,イ ンステ ィテ ユー トで学んだ兄弟姉妹

たちが証 を強 く し,力 強 く伝 道 に 出か けて行

く姿 には 目を見張る､ものがある。

今年度は全国的に｢日 の光栄 の結婚 の準備｣

のコースが設け られ,東 京 インステ ィテ ユー ト

で も,そ の コースを中心 にして予定が組 まれて

いる。 また,｢旧 約聖書｣｢末 日聖徒 の歴 史｣な

ど新 しい コース も幾つか設け られ,全 部で17コ

ースの学課の中から選択で きる。
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《テ ーマ ソ ン グ,シ ンボ ル マ,ク 募 集 》

現在,日 本におけるインステ ィテ ユー トの テーマソ ングとシンボルマークを募集 して い

ます。下記の要領 で奮 って ご応募下さい。●応 募資格/イ ンスティテ ユー トの登録者(た

だ し学生であるこ と)● 締切/1982年5月 末 日(消 印有効)● 送付先/〒150東 京都渋谷

区桜丘町3-4黒 川ビル4F/東 京インスティテ ユー ト(TELO3-496-6954)● 応 募要

領/未 発表の ものに限 ります。(作品はお返 し致 しません)① 歌卜 一楽譜(歌 詞付 き)に 録

音 テープを添付する。共同作品 も可。② シンボルマークー一彩色すること。●審査/審 査

委員会な らびに全 国の インスティテユー ト登金i諸による審査。●表彰/① 歌→ 憂秀賞(1

名).… …京浜地 区以外での入賞者は東京へ,京 浜地 区での入賞者は札幌へ,そ れ ぞれのイ

ンスティテ ユー トの授業参観旅行(7月 中旬予定,.2泊3日)/優 秀賞(1名)… …図書券

5千 円(TDCの 図 書のみ有効)② シンボルマークー一 優 秀賞(1作 品)… …図書券5千

円(TDCの 図書のみ有効)
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仙台ステーキ部独身成人大会で 山 本 公 也

(横浜第1ワ ー ド部)

伝道を決意 したのは,1981年5月5日 のこと

だった。仙 台ステーキ部独身成人大会 に参加す

ることによって,日 頃忙 しさの中に忘れがちで

あった伝道 に出たいとい う僕 の単 なる望みが,

堅い決心へ と変わ ってい った。｢東 北 に来 て よ

かった。｣今 もあの時のことを考 え る と胸が 熱

くなる。 東北 の人たちの温かさや従順さ,信 仰

の強さに触れ,私 の思いは高め られた。

特 に｢に っころが しグループ｣の 仲間 たちの

人柄と信仰 に感謝 したい と思う。一緒 に活動 し

ていて,自 分 は彼 らを昔 から知 っているように

思 えてな らなか った。そ して,だ れ もが神の子

なのだという証が私の中で大きくふくらんだ。

また｢家 庭の夕べ｣で1ま 彼らの証 で僕の霊は清

められ,伝 道 についての素 直な思 いや ビジョン

を語 り合 えた。さ らに大会 の伝道セ ミナーで受

けた感動 も私 の歩むべき道を示 してくれた。

翌朝の聖典勉強会で読 んだ｢人 の心 には 多く

の計画がある。.しか し,た だ主 のみ旨だけが堅

くたつ｣(箴 言19:21)と の聖句 が,私 の思いを

決定的な ものとし,あ らゆる不安 と惑いが消え

去 った。 この時こそ,私 にとって大いなる転機

の 日だった。.
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濯
走行不能のバイクから

1980年9月18日,朝 帰 りの私 を待 って いたの

は,部 品を盗 まれて走行不能 になった私のオー

トバイだった。いつ もは通 らない道 を肩を落 と

して大学 へ向か う私は3年 生 になっていた。

中学3年 の時,大 喜 びでバプ テスマを受 け,

活発 に集 い,証 も得た私 ではあ ったが,2年 半

後 には,ち ょっとしたことで教会 に行 かなくな

って しまった。そうなると,福 音が真実だとわ

か っていても,祈 りの回数 は減 り,聖 典 を読 ま

なくな り,悪 い思 いが自分の霊を弱めていくの

がわかった。

大学 に入 ってから,知 恵の言葉 も破 るように

なり,束 の間の楽 しみはあ って も,魂 は奈落の

底をさまようという状態が続いた。 しか し,い

つかは必ず この状態 を脱け出 したいという望み

を捨 てることはなか った。 そ して,つ いに導き

永野 卓司
(自由ケ丘支部)

となる宣教師 との出会いがあった。

いつ もはオー トバイで走 る.大学への道 を歩 い

ている.と,私 の前に大 きな人が立ちふさが った。

その宣教師の笑顔 を見 て私は,自 分 と神様 との

間に作 って しまった壁 を壊す決心 がついた。

そして教会 に戻 って3カ 月たった1980年11月

に,慶 応の三 田祭があ っ.た。MIAの 名でモル

モンパ ビリオ ンを催 していた中塚,山 本両兄弟,

帰還宣教師で もある佐久間兄弟の熱 已･な活動に

接 し,証 を強 めた。 また,ボ ンヤ リと感 じてい

た伝道への希望 もあ る姉妹 か ら言 われ た｢兄 弟

は絶対 に伝道 に行 くべ きです｣と の言葉が決意

を固める起爆剤 とな った。 その時 に,家 に帰っ

てか らキンボール大管長の 『すべて の若人は伝

道に出るべきである』 との｢聖 徒 の道｣の メッ

セージを読み,今 まで他人事 のようであったこ
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